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尽
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
大
蔵
省
令
第
二
十
三
号
）

改

正

案

現

行

（
営
業
の
免
許
の
申
請
等
）

第
一
条

無
尽
業
を
営
も
う
と
す
る
株
式
会
社
は
、
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設

第
一
条

無
尽
業
ヲ
営
マ
ン
ト
ス
ル
株
式
会
社
ハ
免
許
申
請
書
ニ
総
取
締
役
（
委

置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
全
員
が
署
名
を
し
た
免
許
申
請

員
会
設
置
会
社
ニ
在
リ
テ
ハ
総
取
締
役
及
総
執
行
役
）
署
名
シ
定
款
ノ
外
左
ノ

書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣

書
面
ヲ
添
附
シ
テ
之
ヲ
金
融
庁
長
官
ヲ
経
由
シ
内
閣
総
理
大
臣
ニ
提
出
ス
ベ
シ

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
方
法
書

一

定
款

二

無
尽
契
約
約
款

二

事
業
方
法
書

三

会
社
ノ
登
記
事
項
証
明
書

三

無
尽
契
約
約
款

四

株
主
ノ
氏
名
又
ハ
商
号
及
其
ノ
持
株
数
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面

四

会
社
の
登
記
事
項
証
明
書

五

創
立
総
会
ノ
議
事
録
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八

五

株
主
の
氏
名
又
は
商
号
及
び
そ
の
持
株
数
を
記
載
し
た
書
面

十
二
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
創
立
総
会
ノ
決
議
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
做
サ

六

創
立
総
会
の
議
事
録
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八

ル
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
当
該
場
合
ニ
該
当
ス
ル
コ
ト
ヲ
証
ス
ル
書
面
以
下
同
ジ

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
創
立
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

）

れ
る
場
合
に
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
。
以
下
同
じ

六

営
業
所
ノ
位
置
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面

。
）
（
当
該
株
式
会
社
が
株
式
移
転
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
場
合
又
は
会
社
分

七

最
近
ノ
日
計
表

割
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
関
す
る
株
主
総
会
の
議
事
録
（

②
株
式
会
社
ガ
其
ノ
目
的
ヲ
変
更
シ
テ
無
尽
業
ヲ
営
マ
ン
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
ケ
ル

同
法
第
三
百
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も

免
許
申
請
書
ニ
ハ
前
項
第
一
号
乃
至
第
四
号
、
第
六
号
及
第
七
号
ニ
掲
グ
ル
書

の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

面
ノ
外
左
ノ
書
面
ヲ
添
附
ス
ベ
シ

。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
）

一

免
許
申
請
ノ
際
現
ニ
存
ス
ル
取
引
ノ
性
質
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
書
面

七

営
業
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面

二

最
終
ノ
貸
借
対
照
表
（
関
連
ス
ル
注
記
ヲ
含
ム
以
下
同
ジ
）

 
1



八

最
近
の
日
計
表

三

最
終
ノ
損
益
計
算
書
（
関
連
ス
ル
注
記
ヲ
含
ム
以
下
同
ジ
）
及
株
主
資
本

２

無
尽
会
社
以
外
の
株
式
会
社
が
従
前
の
目
的
を
変
更
し
て
無
尽
業
を
営
む
た

等
変
動
計
算
書
（
関
連
ス
ル
注
記
ヲ
含
ム
以
下
同
ジ
）

め
無
尽
業
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る

③
無
尽
業
法
第
二
条
第
三
項
ニ
規
定
ス
ル
内
閣
府
令
ニ
定
ム
ル
電
磁
的
記
録
ハ
工

と
き
は
、
前
項
各
号
（
第
六
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
面
の
ほ
か
、
次
に
掲

業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
ニ
基
ク
日
本
工
業
規
格

げ
る
書
面
を
免
許
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
以
下
本
条
ニ
於
テ
日
本
工
業
規
格
ト
称
ス
）
Ｘ
六
二
二
三
ニ
適
合
ス
ル
九
十

一

株
主
総
会
の
議
事
録

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ニ
該
当
ス
ル
構
造
ノ

二

従
前
の
定
款
及
び
免
許
申
請
の
際
に
現
に
存
す
る
取
引
の
性
質
を
明
ら
か

磁
気
デ
ィ
ス
ク
ト
ス

に
し
た
書
面

④
前
項
ノ
電
磁
的
記
録
ヘ
ノ
記
録
ハ
左
ノ
方
式
ニ
従
フ
ベ
シ

三

最
終
の
貸
借
対
照
表
（
関
連
す
る
注
記
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
損
益

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
ニ
付
テ
ハ
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
ニ
規
定

計
算
書
（
関
連
す
る
注
記
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
株
主
資
本
等
変
動

ス
ル
方
式

計
算
書
（
関
連
す
る
注
記
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
フ
ァ
イ
ル
構
成
ニ
付
テ
ハ
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇
五
ニ

３

無
尽
業
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
電
磁
的
記
録
は

規
定
ス
ル
方
式

、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工

⑤
第
三
項
ノ
電
磁
的
記
録
ニ
ハ
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
ニ
規
定
ス
ル
ラ
ベ
ル

業
規
格
（
次
項
に
お
い
て
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
に
適

領
域
ニ
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面
ヲ
貼
付
ス
ベ
シ

合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
該
当

一

申
請
者
ノ
商
号

す
る
構
造
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
と
す
る
。

二

申
請
年
月
日

４

前
項
の
電
磁
的
記
録
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
に

規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
六

〇
五
に
規
定
す
る
方
式

５

第
三
項
の
電
磁
的
記
録
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
に
規
定
す
る
ラ
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ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

申
請
者
の
商
号

二

申
請
年
月
日

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

第
十
八
条

無
尽
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

第
十
八
条

無
尽
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ

に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
支
配
人
は
、
無
尽
業

て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
支
配
人
は
、
無
尽
業
法
第
十

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
金

し
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条

無
尽
会
社
は
、
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認

第
二
十
一
条

無
尽
会
社
は
、
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

五
の
二

（
略
）

五

（
略
）
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六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
二

無
尽
会
社
は
、
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
会
社

第
二
十
一
条
の
二

無
尽
会
社
は
、
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
会
社

分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面

分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面

を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

五
の
二

（
略
）

五

（
略
）

六

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

六

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第
十
号

、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に
規
定

に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公

す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し

告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を

た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発
行
し

発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

（
管
理
契
約
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
三

無
尽
会
社
は
、
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
の
七
の
規
定
に
よ
る

第
二
十
一
条
ノ
三

無
尽
会
社
ガ
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
ノ
六
ノ
規
定
ニ
依
ル
管

管
理
の
委
託
又
は
受
託
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に

理
ノ
委
託
又
ハ
受
託
ノ
決
議
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
無
尽
会
社
ノ
総
取
締
役
（
委

次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

員
会
設
置
会
社
ニ
在
リ
テ
ハ
総
取
締
役
及
総
執
行
役
）
ノ
署
名
シ
タ
ル
認
可
申

一

株
主
総
会
の
議
事
録

請
書
ニ
左
ノ
書
面
ヲ
添
附
シ
テ
之
ヲ
金
融
庁
長
官
ニ
提
出
ス
ベ
シ

二

最
近
の
日
計
表

一

株
主
総
会
ノ
議
事
録
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三

管
理
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

二

最
近
ノ
日
計
表

四

管
理
事
務
執
行
の
方
法

三

管
理
契
約
ノ
内
容
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面

四

管
理
事
務
執
行
ノ
方
法

（
管
理
契
約
の
解
除
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
四

無
尽
会
社
は
、
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
三
項
に
お

第
二
十
一
条
ノ
四

無
尽
会
社
ガ
管
理
契
約
ノ
解
除
ノ
決
議
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
一
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
管
理
契
約
の
解
除
の
認

無
尽
会
社
ノ
総
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
ニ
在
リ
テ
ハ
総
取
締
役
及
総
執
行

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

役
）
ノ
署
名
シ
タ
ル
認
可
申
請
書
ニ
左
ノ
書
面
ヲ
添
附
シ
テ
之
ヲ
金
融
庁
長
官

て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ニ
提
出
ス
ベ
シ

一

理
由
書

一

理
由
書

二

株
主
総
会
の
議
事
録

二

株
主
総
会
ノ
議
事
録

（
届
出
事
項
）

第
二
十
三
条

無
尽
業
法
第
三
十
五
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
二
十
三
条

無
尽
会
社
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
遅
滞
ナ
ク
其
ノ
事
由
ヲ
具
シ
テ

る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

之
ヲ
金
融
庁
長
官
ニ
届
出
ヅ
ベ
シ

一

商
号
の
変
更
、
資
本
金
の
額
の
変
更
又
は
支
店
の
設
置
に
よ
る
定
款
変
更

一

商
号
ノ
変
更
、
資
本
金
ノ
変
更
若
ハ
支
店
ノ
設
置
ニ
付
定
款
変
更
ノ
認
可

の
認
可
を
受
け
て
こ
れ
を
実
行
し
た
場
合

ヲ
受
ケ
テ
之
ヲ
実
行
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
無
尽
業
法
第
七
条
第
三
号
、
第
四
号

二

無
尽
業
法
第
七
条
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
二
十
一
条
並
び
に
第
二
十
一

、
第
二
十
一
条
及
第
二
十
一
条
ノ
七
（
第
二
十
一
条
ノ
十
一
第
三
項
ニ
於
テ

条
の
七
（
同
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
ノ
規
定
ニ
依
リ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
項
ヲ
実
行
シ

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
事
項
を
実
行
し
た
場
合

タ
ル
ト
キ

三

無
尽
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
若
し
く
は
監
査
役
又
は
支
配

二

無
尽
会
社
ノ
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
又
ハ
支
配
人
ノ
就

人
の
就
任
又
は
退
任
が
あ
っ
た
場
合

任
又
ハ
退
任
ア
リ
タ
ル
ト
キ

四

無
尽
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
又
は
無
尽
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締

三

無
尽
会
社
ヲ
代
表
ス
ル
取
締
役
又
ハ
無
尽
会
社
ノ
常
務
ニ
従
事
ス
ル
取
締
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役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
無
尽
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る

役
（
委
員
会
設
置
会
社
ニ
在
リ
テ
ハ
代
表
執
行
役
又
ハ
執
行
役
）
ノ
就
任
又

取
締
役
、
代
表
執
行
役
又
は
執
行
役
）
の
就
任
又
は
退
任
が
あ
っ
た
場
合
（

ハ
退
任
ア
リ
タ
ル
ト
キ

前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

四

無
尽
会
社
ノ
常
務
ニ
従
事
ス
ル
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
ニ
在
リ
テ
ハ

五

無
尽
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ

執
行
役
）
又
ハ
支
配
人
ニ
シ
テ
他
ノ
会
社
ノ
常
務
ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ
ガ
該
会

っ
て
は
執
行
役
）
又
は
支
配
人
で
あ
っ
て
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る

社
ノ
常
務
ニ
従
事
セ
ザ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ

者
が
そ
の
会
社
の
常
務
に
従
事
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合

五

代
理
店
契
約
ノ
変
更
、
消
滅
若
ハ
更
新
ア
リ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
代
理
店
主
ノ

六

代
理
店
契
約
を
変
更
、
消
滅
若
し
く
は
更
新
す
る
場
合
又
は
代
理
店
主
の

住
所
、
氏
名
若
ハ
職
業
ニ
変
更
ア
リ
タ
ル
ト
キ

住
所
、
氏
名
若
し
く
は
職
業
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

五
ノ
二

無
尽
ノ
抽
籤
又
ハ
入
札
ヲ
行
フ
会
場
ヲ
無
尽
会
社
ノ
営
業
所
又
ハ
代

七

無
尽
の
抽
選
又
は
入
札
を
行
う
会
場
を
無
尽
会
社
の
営
業
所
又
は
代
理
店

理
店
以
外
ノ
位
置
ニ
設
置
シ
タ
ル
ト
キ

以
外
の
位
置
に
設
置
し
た
場
合

五
ノ
三

管
理
契
約
ノ
終
了
シ
タ
ル
ト
キ

八

管
理
契
約
を
終
了
し
た
場
合

六

支
払
停
止
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
支
払
停
止
中
ノ
無
尽
会
社
ガ
支
払
ヲ
開

九

支
払
停
止
を
し
た
場
合
又
は
支
払
停
止
中
の
無
尽
会
社
が
支
払
を
開
始
し

始
シ
タ
ル
ト
キ

た
場
合

七

再
生
手
続
開
始
ノ
申
立
ヲ
為
シ
、
再
生
計
画
認
可
ノ
決
定
ガ
確
定
シ
又
ハ

十

再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
、
再
生
計
画
認
可
の
決
定
が
確
定
し
、
又

再
生
計
画
ガ
其
ノ
効
力
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ト
キ

は
再
生
計
画
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合

八

破
産
手
続
開
始
ノ
決
定
ヲ
受
ケ
、
破
産
手
続
開
始
ノ
決
定
ニ
対
シ
抗
告
ヲ

十
一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
対
し
て
抗

為
シ
又
ハ
抗
告
ニ
対
シ
裁
判
所
ノ
決
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ

告
を
し
、
又
は
抗
告
に
対
し
て
裁
判
所
の
決
定
を
受
け
た
場
合

②
前
項
第
一
号
中
事
業
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ノ
譲
渡
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
無
尽
業
法
第

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
届
出
を
行
う
無
尽
会
社
は
、
当
該
各
号
に
定
め

二
十
一
条
ノ
五
ノ
規
定
ニ
依
リ
公
告
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
書
面
、

る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
号
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
変
更
シ
タ
ル
条
項
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面
ヲ
添
附
ス
ベ

一

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
（
無
尽
業
法
第
二
十
一
条
（
無
尽
会
社
を
当

シ

事
者
と
す
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
渡
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
事
項
を
実
行
し
た
場
合
に
限
る
。
）

同
法
第
二

十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
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二

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

同
号
の
規
定
に
よ
り
変
更
し
た
代
理
店
契

約
又
は
代
理
店
主
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
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一 無尽業法施行細則(昭和六年大蔵省令第二十三号)  業務報告書 

改正後 現行 

業務報告書雛形

（略） 

目次 

一～四 （略） 

備考 

一 指名委員会等設置会社ニ在リテハ提出者欄ノ「取締役」ヲ「執行役」ニ改メテ記載スベ

シ 

二～四 （略）  

（以下略）

業務報告書雛形

（略） 

目次 

一～四 （略） 

備考 

一 委員会設置会社ニ在リテハ提出者欄ノ「取締役」ヲ「執行役」ニ改メテ記載スベシ 

二～四 （略）  

（以下略）
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一 無尽業法施行細則(昭和六年大蔵省令第二十三号)  監査書 

改正後 現行 

監査書雛形

監査書 （第何期
自平成  年  月  日

至平成  年  月  日
） 

府 市 町 

何 何 何 何番地 

県 郡 村 

何無尽株式会社 

監査役 氏       名印 

、 、 、 、           、 、 

平成 年 月 日作成 

平成 年 月 日備付 

（監査等委員会設置会社ニ在リテハ提出者欄ノ「監査役」ヲ「監査等委員」ニ、指名委員会等設

置会社ニ在リテハ提出者欄ノ「監査役」ヲ「監査委員」ニ改メテ記載スベシ） 

（本書ニハ監査役（監査等委員会設置会社ニ在リテハ監査等委員、指名委員会等設置会社ニ在リ

テハ監査委員）全員署名スベシ） 

（本書ニハ各期末現在ノ日計表ヲ添附スベシ） 

（以下略）

監査書雛形

監査書 （第何期
自平成  年  月  日

至平成  年  月  日
） 

府 市 町 

何 何 何 何番地 

県 郡 村 

何無尽株式会社 

監査役 氏       名印 

、 、 、 、           、 、 

平成 年 月 日作成 

平成 年 月 日備付 

（委員会設置会社ニ在リテハ、提出者欄ノ「監査役」ヲ「監査委員」ニ改メテ記載スベシ） 

（本書ニハ監査役（委員会設置会社ニ在リテハ、監査委員）全員署名スベシ） 

（本書ニハ各期末現在ノ日計表ヲ添附スベシ） 

（以下略）
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一 無尽業法施行細則(昭和六年大蔵省令第二十三号)  附属明細書 

改正後 現行 

附属明細書ひな形

第 期（ 年  月  日から

年  月  日まで）附属明細書 

          住所           

                        無尽株式会社  

                    代表取締役 氏 名 [印]  

（記載上の注意） 

指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載

すること。 

１ 計算書類に関する事項 

 (1)・(2) （略） 

(3) 営業経費 

（表略） 

（記載上の注意） 

監査役（監査等委員会設置会社にあつては監査等委員、指名委員会等設置会社にあつては監査

委員）が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

(4) （略） 

２ 事業報告に関する事項 

 (1) 会社役員の兼職の状況 

 （表略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行者（会社法施行規則（平成 18 年法務

省令第 12 号）第２条第３項第６号イ又はロに掲げる者をいう。３において同じ。）を兼ねるこ

とが重要な兼職（会社法施行規則第 121 条第８号に規定する重要な兼職をいう。３において同

じ。）に該当する者の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。また、無尽業法

第 19 条の規定に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を摘要欄に記載する

こと。 

３ 監査役については、他の法人等の業務執行者を兼ねることが重要な兼職に該当する者の兼職

の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。 

４ （略） 

 (2) （略） 

附属明細書ひな形

第 期（ 年  月  日から

年  月  日まで）附属明細書 

          住所           

                        無尽株式会社  

                    代表取締役 氏 名 [印]  

（記載上の注意） 

委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載するこ

と。 

１ 計算書類に関する事項 

 (1)・(2) （略） 

(3) 営業経費 

（表略） 

（記載上の注意） 

監査役（委員会設置会社にあつては、監査委員）が監査をするについて、参考となるように記

載すること。 

(4) （略） 

２ 事業報告に関する事項 

 (1) 会社役員の兼職の状況 

 （表略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員、

又は会社法第598条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねることが重要な兼

職（会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する者

の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。また、無尽業法第 19 条の規定に基

づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を摘要欄に記載すること。 

３ 監査役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員、又は会社

法第598条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねることが重要な兼職に該当

する者の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。 

４ （略） 

 (2) （略） 
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二

船
主
相
互
保
険
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
大
蔵
省
・
運
輸
省
令
第
二
号
）

改

正

案

現

行

（
組
合
員
に
よ
る
責
任
追
求
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
十
六
条

法
第
二
十
条
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み

第
十
六
条

法
第
二
十
条
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及

替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
責
任
追
及
等
の
訴
え
）

等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
組
合
が
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
十
七
条

法
第
二
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十

第
十
七
条

法
第
二
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十

七
条
第
四
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

七
条
第
四
項
（
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に

法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る

方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
二
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条

二

発
起
人
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
号
に
掲
げ

る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
起

三

発
起
人
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
起
人

人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
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（
子
会
社
）

第
十
九
条
の
二

法
第
三
十
一
条
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

（
新
設
）

は
、
同
号
に
規
定
す
る
組
合
が
他
の
会
社
等
（
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八

年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
会
社

等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決

定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
等
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合

」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
（
財
務
上
又
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
他
の
会

社
等
の
財
務
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
。

一

他
の
会
社
等
（
次
に
掲
げ
る
会
社
等
で
あ
つ
て
、
有
効
な
支
配
従
属
関
係

が
存
在
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
自
己
（
そ
の
子
会
社
（
法
第
三
十
一
条
第

五
号
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
）
及
び
子
法
人
等
（
会
社
以
外
の
会
社

等
が
他
の
会
社
等
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合

に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
等
を
い
う
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権
の
数
の
割
合
が
百
分
の

五
十
を
超
え
て
い
る
場
合

イ

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る

再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
会
社
等

ロ

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
更

生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
株
式
会
社
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ハ

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
破
産
手
続

開
始
の
決
定
を
受
け
た
会
社
等

ニ

そ
の
他
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
等
に
準
ず
る
会
社
等

二

他
の
会
社
等
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し

て
い
る
議
決
権
の
数
の
割
合
が
百
分
の
四
十
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
号
に
掲

げ
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合

イ

他
の
会
社
等
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
自
己
所
有
等
議
決
権
数
（
次

に
掲
げ
る
議
決
権
の
数
の
合
計
数
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

⑴

自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権

⑵

自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関

係
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権

⑶

自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し

て
い
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権

ロ

他
の
会
社
等
の
取
締
役
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
の
構
成
員
の
総

数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
他
の
会
社
等
の
財
務
及
び
事
業
の
方

針
の
決
定
に
関
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
の

数
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

⑴

自
己
の
役
員
（
理
事
、
監
事
、
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執

行
役
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
）

⑵

自
己
の
使
用
人
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⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者

ハ

自
己
が
他
の
会
社
等
の
重
要
な
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配

す
る
契
約
等
が
存
在
す
る
こ
と
。

ニ

他
の
会
社
等
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
総
額
に
対
す
る
自
己
が
行
う
融
資
（
債
務
の

保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
（
自

己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
の
あ

る
者
が
行
う
融
資
の
額
を
含
む
。
）
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い

る
こ
と
。

ホ

そ
の
他
自
己
が
他
の
会
社
等
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配

し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
。

三

他
の
会
社
等
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
自
己
所
有
等
議
決
権
数
の
割
合

が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
場
合
（
自
己
の
計
算
に
お
い
て
議
決
権
を
所

有
し
て
い
な
い
場
合
を
含
み
、
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
つ

て
、
前
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

（
総
資
産
額
）

第
十
九
条
の
三

法
第
三
十
一
条
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

（
新
設
）

法
は
、
算
定
基
準
日
（
同
号
に
規
定
す
る
譲
渡
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
日
（

当
該
契
約
に
よ
り
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日
と
異
な
る
時
（
当
該
契
約
を
締
結

し
た
日
後
か
ら
当
該
譲
渡
の
効
力
が
生
ず
る
時
の
直
前
ま
で
の
間
の
時
に
限
る

。
）
を
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
時
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
も
つ
て
組
合
の
総
資
産
額

 
14



と
す
る
方
法
と
す
る
。

一

出
資
金
の
額

二

剰
余
金
の
額

三

最
終
事
業
年
度
の
末
日
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
組

合
の
成
立
の
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
評
価
・
換
算

差
額
等
に
係
る
額

四

最
終
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
負
債
の
部
に
計
上
し
た
額

五

最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
に
吸
収
合
併
（
法
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
合
併
の
う
ち
、
法
第
四
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合

併
以
外
の
合
併
を
い
う
。
）
を
し
た
と
き
は
、
当
該
行
為
に
よ
り
承
継
又
は

譲
受
け
を
し
た
負
債
の
額

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
算
定
基
準
日
に
お
い
て
法
第
三
十
一
条
第
五

号
に
規
定
す
る
譲
渡
を
す
る
組
合
が
法
第
四
十
五
条
第
一
項
（
第
三
号
か
ら
第

五
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
解
散
を
す
る
組
合
で
あ
る
場
合
に
お
け

る
法
第
三
十
一
条
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第

四
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項

（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
の
資
産
の

部
に
計
上
し
た
額
を
も
つ
て
組
合
の
総
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
三
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

第
二
十
三
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
役
員
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
が
次
に
掲
げ
る

ロ

当
該
役
員
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
が
次
に
掲
げ
る

も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え
て

も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え
て

い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

⑴

組
合
を
代
表
す
る
理
事

六

⑴

組
合
を
代
表
す
る
理
事

六

⑵

組
合
の
業
務
を
執
行
し
た
理
事
（
⑴
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

⑵

組
合
を
代
表
す
る
理
事
以
外
の
理
事
（
組
合
員
以
外
の
理
事
を
除
く

四

。
）

四

⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
理
事
以
外
の
理
事
又
は
監
事

二

⑶

組
合
員
以
外
の
理
事
又
監
事

二

（
削
る
）

２

法
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務

を
執
行
す
る
理
事
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

組
合
を
代
表
す
る
理
事

二

当
該
組
合
の
業
務
を
執
行
し
た
前
号
に
掲
げ
る
理
事
以
外
の
理
事

２

（
略
）

３

（
略
）

（
組
合
が
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
二
十
六
条

法
第
四
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四

第
二
十
六
条

法
第
四
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四

十
七
条
第
四
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

十
七
条
第
四
項
（
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ

的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

る
提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
四
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条

二

役
員
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
第
十
六
条
第
一
号
に
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掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
役
員

三

役
員
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
役
員
の
責

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
の
監
査
報
告
の
内
容
）

（
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
の
監
査
報
告
の
内
容
）

第
四
十
三
条

監
事
は
、
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は

第
四
十
三
条

監
事
は
、
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
事
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
に
関
す
る
も
の

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
事
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
に
関
す
る
も
の

に
限
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
組
合
の
監
事
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る

に
限
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
組
合
の
監
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
に
代
え
て
、
事
業
報
告
を
監
査
す
る
権
限
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

事
項
に
代
え
て
、
事
業
報
告
を
監
査
す
る
権
限
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
清
算
を
す
る
組
合
の
監
査
報
告
）

（
清
算
を
す
る
組
合
の
監
査
報
告
）

第
六
十
七
条

法
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十

第
六
十
七
条

法
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十

五
条
第
一
項
（
貸
借
対
照
表
等
の
監
査
等
）
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
は

五
条
第
一
項
（
貸
借
対
照
表
等
の
監
査
等
）
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
は

、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
事
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
に
関
す
る
も
の

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
事
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
に
関
す
る
も
の

に
限
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
清
算
を
す
る
組
合
の
監
事
は
、
同
項
第

に
限
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
清
算
を
す
る
組
合
の
監
事
は
、
前
項
第

三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
監
査
す
る
権

三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
監
査
す
る
権

限
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

限
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

第
七
十
三
条

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
二

第
七
十
三
条

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
二

第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次

第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次

に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
清
算
人
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
清
算
人
が
次
に
掲

ロ

当
該
清
算
人
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
清
算
人
が
次
に
掲

げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超

げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超

え
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

え
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

⑴

組
合
を
代
表
す
る
清
算
人

六

⑴

組
合
を
代
表
す
る
清
算
人

六

⑵

組
合
の
業
務
を
執
行
し
た
清
算
人
（
⑴
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

⑵

組
合
を
代
表
す
る
清
算
人
以
外
の
清
算
人
（
組
合
員
で
な
い
清
算
人

四

を
除
く
。
）

四

⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
清
算
人
以
外
の
清
算
人
又
は
監
事

二

⑶

組
合
員
で
な
い
清
算
人
又
は
監
事

二

（
削
る
）

２

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
第

二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
を
執
行
す
る
清
算
人
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

組
合
を
代
表
す
る
清
算
人

二

組
合
を
代
表
す
る
清
算
人
以
外
の
清
算
人
で
あ
つ
て
、
清
算
人
の
過
半
数

を
も
つ
て
組
合
の
清
算
業
務
を
執
行
す
る
清
算
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

三

当
該
組
合
の
清
算
業
務
を
執
行
し
た
前
号
以
外
の
清
算
人
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２

（
略
）

３

（
略
）

（
組
合
が
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
七
十
四
条

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法

第
七
十
四
条

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法

第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令

第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事

法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的

項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百

二

清
算
人
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断

四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
第
十
六
条

第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の

理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
清
算

三

清
算
人
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
清
算
人

人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
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三

金
融
機
関
の
合
併
及
び
転
換
の
手
続
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
三
年
大
蔵
省
令
第
二
十
七
号
）

改

正

案

現

行

（
金
融
機
関
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
金
融
機
関
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
又
は
第
五
十
八
条
に

第
四
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
又
は
第
五
十
八
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号
（
法
第

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号
（
法
第

四
十
三
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

四
十
三
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
催
告

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
催
告

の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ

の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ

、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
金

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
金

融
機
関
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
又
は
第
五
十
八

融
機
関
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
又
は
第
五
十
八

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号

（
法
第
四
十
三
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
法
第
四
十
三
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
金
融
機
関
（
銀
行
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

の
金
融
機
関
（
銀
行
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し

）
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し

て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
金
融
機
関
が
会
社

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
金
融
機
関
が
会
社

法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
つ
て
い
る
場
合

同
法
第

法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
つ
て
い
る
場
合

同
法
第
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九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
銀
行
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
銀
行
の
事
後
開
示
事
項
）

第
九
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

第
九
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
（
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

二

吸
収
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
（
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
吸
収
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

す
る
吸
収
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

同
じ
。
）
に
お
け
る
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続

イ

法
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

の
経
過

ロ

法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
銀
行
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
銀
行
に
お
け
る
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

イ

法
第
三
十
条
の
二
本
文
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条
（
第
二
項
第
二
号
ロ
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ

ロ

法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条

る
手
続
の
経
過

（
第
二
項
第
二
号
ロ
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
銀
行
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
銀
行
の
事
後
開
示
事
項
）

第
十
条

法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

第
十
条

法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
設
合
併
消
滅
銀
行
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

新
設
合
併
消
滅
銀
行
に
お
け
る
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
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イ

法
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

新
設
合
併
消
滅
金
融
機
関
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

新
設
合
併
消
滅
金
融
機
関
に
お
け
る
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の

イ

法
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
協
同
組
織
金
融
機
関
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
協
同
組
織
金
融
機
関
の
事
後
開
示
事
項
）

第
十
三
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法

第
十
三
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法

第
十
一
条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
銀
行
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

吸
収
合
併
消
滅
銀
行
に
お
け
る
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の

イ

法
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
信
用
金
庫
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
信
用
金
庫
に
お
け
る
法
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

イ

法
第
四
十
二
条
の
二
本
文
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

法
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
（
第
二
項
第
二
号

ロ

法
第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
第
一

ロ
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
（
第
二
項
第
二
号
ロ
を
除
く
。
）
の

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

２

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法
第
十
七

２

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法
第
十
七

条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

吸
収
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

吸
収
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三

イ

法
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
法
第
四
十
三
条
に
お
い
て

イ

法
第
四
十
二
条
の
二
本
文
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
（
第
二

ロ

法
第
四
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
第
一

項
第
二
号
ロ
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
（
第
二
項
第
二
号
ロ
を
除
く
。
）
の

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
協
同
組
織
金
融
機
関
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
協
同
組
織
金
融
機
関
の
事
後
開
示
事
項
）

第
十
四
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法

第
十
四
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法

第
十
五
条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
設
合
併
消
滅
銀
行
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

新
設
合
併
消
滅
銀
行
に
お
け
る
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の

イ

法
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

新
設
合
併
消
滅
信
用
金
庫
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

新
設
合
併
消
滅
信
用
金
庫
に
お
け
る
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の

イ

法
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

２

法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法
第
十
九

２

法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
（
法
第
十
九

条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

条
第
一
項
の
場
合
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
設
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

新
設
合
併
消
滅
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三

イ

法
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

（
合
併
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
合
併
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
二
十
二
条

金
融
機
関
の
合
併
及
び
転
換
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十

第
二
十
二
条

金
融
機
関
の
合
併
及
び
転
換
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十

三
年
政
令
第
百
四
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
内

三
年
政
令
第
百
四
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
合
併
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と

閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
合
併
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と

す
る
。

す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

法
第
二
十
三
条
の
二
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
二
又
は
第
四
十

（
新
設
）

二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
又
は
会
員
等
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

五
の
二

（
略
）

五

（
略
）

六
～
十
七

（
略
）

六
～
十
七

（
略
）
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四

外
国
債
等
の
発
行
者
の
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
七
年
大
蔵
省
令
第
二
十
六
号
）

改

正

案

現

行

（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
旨
の
承
認
申
請
書
の
提
出
の
手
続
等

（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
旨
の
承
認
申
請
書
の
提
出
の
手
続
等

）

）

第
十
三
条
の
二

（
略
）

第
十
三
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
に
規
定
す
る
数
は
、
申
請
時
又
は
申
請
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
会
計
年

４

前
項
に
規
定
す
る
数
は
、
申
請
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
直
前
会

度
の
直
前
会
計
年
度
又
は
事
業
年
度
の
直
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
当
該

計
年
度
又
は
事
業
年
度
の
直
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
当
該
外
国
債
等
の

外
国
債
等
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
又
は
登
録
金
融

保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
又
は
登
録
金
融
機
関
（
法
第

機
関
（
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
を
い
う
。
）
の
有
す

二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
を
い
う
。
）
の
有
す
る
当
該
外
国

る
当
該
外
国
債
等
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者

債
等
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
（
非
居
住
者

（
非
居
住
者
を
除
く
。
）
の
数
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

を
除
く
。
）
の
数
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

 
25



五

企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）

改

正

案

現

行

（
有
価
証
券
通
知
書
）

（
有
価
証
券
通
知
書
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

有
価
証
券
通
知
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
発
行
者
の
区
分

２

有
価
証
券
通
知
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
発
行
者
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

内
国
会
社

次
に
掲
げ
る
書
類

一

内
国
会
社

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
有
価
証
券
の
発
行
に
つ
き
取
締
役
会
の
決
議
等
（
監
査
等
委
員
会

ロ

当
該
有
価
証
券
の
発
行
に
つ
き
取
締
役
会
の
決
議
等
（
委
員
会
設
置
会

設
置
会
社
に
お
い
て
会
社
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
三
第
五
項
若
し
く
は

社
に
お
い
て
、
会
社
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ

第
六
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
取
締
役
の
決
定
が
あ

る
委
任
に
基
づ
く
執
行
役
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
取
締
役
会
の

つ
た
と
き
は
当
該
取
締
役
会
の
決
議
及
び
当
該
取
締
役
の
決
定
と
し
、
指

決
議
及
び
当
該
執
行
役
の
決
定
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
株
主
総
会
の

名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
同
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役

決
議
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
取
締
役
会
の
議
事
録
（
同
法
第
三
百

会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
執
行
役
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
当
該

七
十
条
の
規
定
に
よ
り
取
締
役
会
の
決
議
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

取
締
役
会
の
決
議
及
び
当
該
執
行
役
の
決
定
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
若

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同

し
く
は
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
取
締
役
会
の
議

法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
執

事
録
（
同
法
第
三
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
取
締
役
会
の
決
議
が
あ
つ
た

行
役
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
当
該
取
締
役
会
の
議
事
録

も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を

を
含
む
。
）
。
以
下
同
じ
。
）
の
写
し
若
し
く
は
株
主
総
会
の
議
事
録
（

証
す
る
書
面
又
は
同
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
三
第
五
項
若
し
く
は
第
六

同
法
第
三
百
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
つ
た

項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
取
締
役
の
決
定
が
あ
つ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る

こ
と
を
証
す
る
書
面
（
当
該
取
締
役
会
の
議
事
録
を
含
む
。
）
若
し
く
は

書
面
。
以
下
同
じ
。
）
の
写
し
若
し
く
は
優
先
出
資
法
第
六
条
第
一
項
に
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同
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く

規
定
す
る
行
政
庁
の
認
可
（
以
下
「
行
政
庁
の
認
可
」
と
い
う
。
）
を
受

執
行
役
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
当
該
取
締
役
会
の
議
事

け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
会
社
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
発
起
人
全

録
を
含
む
。
）
。
以
下
同
じ
。
）
の
写
し
若
し
く
は
株
主
総
会
の
議
事
録

員
の
同
意
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
同
意
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
る
に
足

（
同
法
第
三
百
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
つ

る
書
面
）
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す

る
書
面
。
以
下
同
じ
。
）
の
写
し
若
し
く
は
優
先
出
資
法
第
六
条
第
一
項

に
規
定
す
る
行
政
庁
の
認
可
（
以
下
「
行
政
庁
の
認
可
」
と
い
う
。
）
を

受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
会
社
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
発
起
人

全
員
の
同
意
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
同
意
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
る
に

足
る
書
面
）
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
規
定
す
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
当

３

前
項
に
規
定
す
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

内
国
会
社
の
発
行
す
る
有
価
証
券

申
請
時
又
は
申
請
の
あ
つ
た
日
の
属

一

内
国
会
社
の
発
行
す
る
有
価
証
券

申
請
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
事
業
年

す
る
事
業
年
度
の
直
前
事
業
年
度
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
事
業
年
度
」
と

度
の
直
前
事
業
年
度
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
事
業
年
度
」
と
い
う
。
）
の

い
う
。
）
の
末
日
に
お
い
て
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い

末
日
に
お
い
て
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

る
者
の
数

二

外
国
会
社
の
発
行
す
る
有
価
証
券

申
請
時
又
は
基
準
事
業
年
度
の
末
日

二

外
国
会
社
の
発
行
す
る
有
価
証
券

基
準
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
当

 
27



に
お
い
て
当
該
有
価
証
券
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業

該
有
価
証
券
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
有
す

者
等
の
有
す
る
当
該
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録

る
当
該
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
（
非
居
住
者
を

さ
れ
て
い
る
者
（
非
居
住
者
を
除
く
。
）
の
数

除
く
。
）
の
数

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
臨
時
報
告
書
の
記
載
内
容
等
）

（
臨
時
報
告
書
の
記
載
内
容
等
）

第
十
九
条

法
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合

第
十
九
条

法
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合

は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
臨
時
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
会

２

法
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
臨
時
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
会

社
（
指
定
法
人
を
含
む
。
）
は
、
内
国
会
社
に
あ
つ
て
は
第
五
号
の
三
様
式
、

社
（
指
定
法
人
を
含
む
。
）
は
、
内
国
会
社
に
あ
つ
て
は
第
五
号
の
三
様
式
、

外
国
会
社
に
あ
つ
て
は
第
十
号
の
二
様
式
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

外
国
会
社
に
あ
つ
て
は
第
十
号
の
二
様
式
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
臨
時
報
告
書
三
通
を

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
臨
時
報
告
書
三
通
を

作
成
し
、
財
務
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

作
成
し
、
財
務
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

四
の
二

提
出
会
社
に
対
し
そ
の
特
別
支
配
株
主
（
会
社
法
第
百
七
十
九
条
第

（
新
設
）

一
項
に
規
定
す
る
特
別
支
配
株
主
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
か
ら
同
法
第
百
七
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
株
式
等
売
渡
請
求
」
と
い
う
。
）
の
通
知
が
さ
れ
た
場
合
又

は
当
該
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
す
る
か
否
か
が
、
当
該
提
出
会
社
の
業
務

執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

特
別
支
配
株
主
か
ら
当
該
通
知
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項⑴

当
該
通
知
が
さ
れ
た
年
月
日
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⑵

当
該
特
別
支
配
株
主
の
商
号
、
本
店
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
個
人
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
氏
名
及
び
住
所
）

⑶

当
該
通
知
の
内
容

ロ

当
該
株
式
等
売
渡
請
求
を
承
認
す
る
か
否
か
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴

当
該
通
知
が
さ
れ
た
年
月
日

⑵

当
該
決
定
が
さ
れ
た
年
月
日

⑶

当
該
決
定
の
内
容

⑷

当
該
決
定
の
理
由
及
び
当
該
決
定
に
至
つ
た
過
程
（
売
渡
株
式
等
（

会
社
法
第
百
七
十
九
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
売
渡
株
式
等

を
い
う
。
）
の
対
価
の
支
払
の
確
実
性
に
関
す
る
判
断
の
内
容
を
含
む

。
）

四
の
三

全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
（
会
社
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規

（
新
設
）

定
す
る
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
の
全
部
の
取
得
を
目
的
と
す
る
株
主
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
、
提
出

会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合
（
当
該
取
得

に
よ
り
当
該
提
出
会
社
の
株
主
の
数
が
二
十
五
名
未
満
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
取
得
の
目
的

ロ

取
得
対
価
（
会
社
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
取
得

対
価
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容

ハ

当
該
取
得
対
価
の
内
容
の
算
定
根
拠

ニ

会
社
法
第
二
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
一
に
満
た
な
い
端
数
の
処
理
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を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
処
理
の
方
法
、
当
該
処

理
に
よ
り
株
主
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
金
銭
の
額
及
び
当
該

額
の
算
定
根
拠

ホ

当
該
取
得
対
価
の
内
容
が
当
該
提
出
会
社
の
株
式
、
社
債
、
新
株
予
約

権
又
は
新
株
予
約
権
付
社
債
以
外
の
有
価
証
券
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合

は
、
当
該
有
価
証
券
の
発
行
者
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴

商
号
、
本
店
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
、
資
本
金
又
は
出
資
の
額

、
純
資
産
の
額
、
総
資
産
の
額
及
び
事
業
の
内
容

⑵

最
近
三
年
間
に
終
了
し
た
各
事
業
年
度
の
売
上
高
、
営
業
利
益
、
経

常
利
益
及
び
純
利
益

⑶

大
株
主
（
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
各
株
主
の
持
株
数
の
割
合

の
多
い
順
に
五
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発

行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株
主
の
持
株
数
の
割
合
（
持
分
会
社
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款
で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を

定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）
の
氏
名
又
は
名
称
）

⑷

提
出
会
社
と
の
間
の
資
本
関
係
、
人
的
関
係
及
び
取
引
関
係

ヘ

当
該
提
出
会
社
が
当
該
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
を
取
得
す
る
日

四
の
四

株
式
の
併
合
を
目
的
と
す
る
株
主
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
、
提
出

（
新
設
）

会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合
（
当
該
株
式

の
併
合
に
よ
り
当
該
提
出
会
社
の
株
主
の
数
が
二
十
五
名
未
満
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
株
式
の
併
合
の
目
的

ロ

当
該
株
式
の
併
合
の
割
合
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ハ

会
社
法
第
二
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
一
に
満
た
な
い
端
数
の
処
理

を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
処
理
の
方
法
、
当
該
処

理
に
よ
り
株
主
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
金
銭
の
額
及
び
当
該

額
の
算
定
根
拠

ニ

当
該
株
式
の
併
合
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

六
の
二

提
出
会
社
が
株
式
交
換
完
全
親
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
七
条
に

六
の
二

提
出
会
社
が
株
式
交
換
完
全
親
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
七
条
に

規
定
す
る
株
式
交
換
完
全
親
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
四
号
の

規
定
す
る
株
式
交
換
完
全
親
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
四
号
の

二
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
株
式
交
換
（
当
該
株
式
交
換
に
よ
り
株
式
交

二
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
株
式
交
換
（
当
該
株
式
交
換
に
よ
り
株
式
交

換
完
全
子
会
社
（
同
法
第
七
百
六
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
株
式

換
完
全
子
会
社
（
同
法
第
七
百
六
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
株
式

交
換
完
全
子
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
る
会
社
の
最
近
事
業
年
度

交
換
完
全
子
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
る
会
社
の
最
近
事
業
年
度

の
末
日
に
お
け
る
資
産
の
額
が
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
末
日
に

の
末
日
に
お
け
る
資
産
の
額
が
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
末
日
に

お
け
る
純
資
産
額
の
百
分
の
十
以
上
に
相
当
す
る
場
合
又
は
当
該
株
式
交
換

お
け
る
純
資
産
額
の
百
分
の
十
以
上
に
相
当
す
る
場
合
又
は
当
該
株
式
交
換

完
全
子
会
社
と
な
る
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
売
上
高
が
当
該
提
出
会
社
の

完
全
子
会
社
と
な
る
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
売
上
高
が
当
該
提
出
会
社
の

最
近
事
業
年
度
の
売
上
高
の
百
分
の
三
以
上
に
相
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

最
近
事
業
年
度
の
売
上
高
の
百
分
の
三
以
上
に
相
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

又
は
提
出
会
社
が
株
式
交
換
完
全
子
会
社
と
な
る
株
式
交
換
が
行
わ
れ
る
こ

又
は
提
出
会
社
が
株
式
交
換
完
全
子
会
社
と
な
る
株
式
交
換
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
、
当
該
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

と
が
、
当
該
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
株
式
交
換
の
相
手
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
株
式
交
換
の
相
手
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴
・
⑵

（
略
）

⑴
・
⑵

（
略
）

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

⑶

大
株
主
（
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
各
株
主
の
持
株
数
の
割
合

主
の
持
株
数
の
割
合
（
合
同
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

の
多
い
順
に
五
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株
主
の
持
株
数
の
割
合
（
合
同
会
社
の
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の
氏
名
又
は
名
称
）

場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款
で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を

定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）
の
氏
名
又
は
名
称
）

⑷

（
略
）

⑷

（
略
）

ロ
～
ヘ

（
略
）

ロ
～
ヘ

（
略
）

六
の
三
・
七

（
略
）

六
の
三
・
七

（
略
）

七
の
二

提
出
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
末

七
の
二

提
出
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
末

日
に
お
け
る
純
資
産
額
の
百
分
の
十
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
新

日
に
お
け
る
純
資
産
額
の
百
分
の
十
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
新

設
分
割
又
は
提
出
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の

設
分
割
又
は
提
出
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の

売
上
高
の
百
分
の
三
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
新
設
分
割
が
行
わ

売
上
高
の
百
分
の
三
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
新
設
分
割
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
、
当
該
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定

れ
る
こ
と
が
、
当
該
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
新
設
分
割
に
お
い
て
、
提
出
会
社
の
他
に
新
設
分
割
会
社
（
会
社

イ

当
該
新
設
分
割
に
お
い
て
、
提
出
会
社
の
他
に
新
設
分
割
会
社
（
会
社

法
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
新
設
分
割
会
社
を
い
う

法
第
七
百
六
十
三
条
第
五
号
に
規
定
す
る
新
設
分
割
会
社
を
い
う
。
以
下

。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
会
社
が

こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
会
社
が
あ
る
場

あ
る
場
合
は
、
当
該
他
の
新
設
分
割
会
社
と
な
る
会
社
に
つ
い
て
の
次
に

合
は
、
当
該
他
の
新
設
分
割
会
社
と
な
る
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る

掲
げ
る
事
項

事
項

⑴
～
⑷

（
略
）

⑴
～
⑷

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

当
該
新
設
分
割
の
方
法
、
新
設
分
割
会
社
と
な
る
会
社
に
割
り
当
て
ら

ハ

当
該
新
設
分
割
の
方
法
、
新
設
分
割
会
社
と
な
る
会
社
に
割
り
当
て
ら

れ
る
新
設
分
割
設
立
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

れ
る
新
設
分
割
設
立
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
新
設

る
新
設
分
割
設
立
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
二
に
お

分
割
設
立
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
二
に
お
い
て
同

い
て
同
じ
。
）
と
な
る
会
社
の
株
式
の
数
そ
の
他
の
財
産
の
内
容
（
以
下

じ
。
）
と
な
る
会
社
の
株
式
の
数
そ
の
他
の
財
産
の
内
容
（
以
下
こ
の
号

こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
二
に
お
い
て
「
新
設
分
割
に
係
る
割
当
て
の
内

及
び
第
十
五
号
の
二
に
お
い
て
「
新
設
分
割
に
係
る
割
当
て
の
内
容
」
と
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容
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
新
設
分
割
計
画
の
内
容

い
う
。
）
そ
の
他
の
新
設
分
割
計
画
の
内
容

ニ
・
ホ

（
略
）

ニ
・
ホ

（
略
）

七
の
三

提
出
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
末

七
の
三

提
出
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年
度
の
末

日
に
お
け
る
純
資
産
額
の
百
分
の
十
以
上
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
吸

日
に
お
け
る
純
資
産
額
の
百
分
の
十
以
上
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
吸

収
合
併
若
し
く
は
提
出
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年

収
合
併
若
し
く
は
提
出
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
提
出
会
社
の
最
近
事
業
年

度
の
売
上
高
の
百
分
の
三
以
上
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
吸
収
合
併
又

度
の
売
上
高
の
百
分
の
三
以
上
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
吸
収
合
併
又

は
提
出
会
社
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
当

は
提
出
会
社
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
当

該
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次

該
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次

に
掲
げ
る
事
項

に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
吸
収
合
併
の
相
手
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
吸
収
合
併
の
相
手
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴
・
⑵

（
略
）

⑴
・
⑵

（
略
）

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

主
の
持
株
数
の
割
合
（
持
分
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

主
の
持
株
数
の
割
合
（
合
同
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

の
氏
名
又
は
名
称
、
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
の
場
合
に
あ
つ
て
は

の
氏
名
又
は
名
称
、
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
の
場
合
に
あ
つ
て
は

、
理
事
の
氏
名
）

、
理
事
の
氏
名
）

⑷

（
略
）

⑷

（
略
）

ロ
～
ヘ

（
略
）

ロ
～
ヘ

（
略
）

七
の
四

新
設
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す

七
の
四

新
設
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
提
出
会
社
の
業
務
執
行
を
決
定
す

る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
新
設
合
併
に
お
け
る
提
出
会
社
以
外
の
新
設
合
併
消
滅
会
社
（
会

イ

当
該
新
設
合
併
に
お
け
る
提
出
会
社
以
外
の
新
設
合
併
消
滅
会
社
（
会

社
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
合
併
消
滅
会
社

社
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
合
併
消
滅
会
社

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
号
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
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会
社
（
合
併
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
を
含
む
。

会
社
（
合
併
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴
・
⑵

（
略
）

⑴
・
⑵

（
略
）

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

主
の
持
株
数
の
割
合
（
持
分
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

主
の
持
株
数
の
割
合
（
合
同
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

の
氏
名
又
は
名
称
、
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
の
場
合
に
あ
つ
て
は

の
氏
名
又
は
名
称
、
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
の
場
合
に
あ
つ
て
は

、
理
事
の
氏
名
）

、
理
事
の
氏
名
）

⑷

（
略
）

⑷

（
略
）

ロ
～
ホ

（
略
）

ロ
～
ホ

（
略
）

八
・
八
の
二

（
略
）

八
・
八
の
二

（
略
）

九

提
出
会
社
の
代
表
取
締
役
（
優
先
出
資
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協

九

提
出
会
社
の
代
表
取
締
役
（
優
先
出
資
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協

同
組
織
金
融
機
関
を
代
表
す
べ
き
役
員
を
含
み
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

同
組
織
金
融
機
関
を
代
表
す
べ
き
役
員
を
含
み
、
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る

で
あ
る
場
合
は
代
表
執
行
役
、
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
で
あ
る
場
合
は

場
合
は
代
表
執
行
役
、
医
療
法
人
及
び
学
校
法
人
等
で
あ
る
場
合
は
理
事
長

理
事
長
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
異
動
（
当
該
提
出
会
社
の
代

。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
異
動
（
当
該
提
出
会
社
の
代
表
取
締

表
取
締
役
で
あ
つ
た
者
が
代
表
取
締
役
で
な
く
な
る
こ
と
又
は
代
表
取
締
役

役
で
あ
つ
た
者
が
代
表
取
締
役
で
な
く
な
る
こ
と
又
は
代
表
取
締
役
で
な
か

で
な
か
つ
た
者
が
代
表
取
締
役
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

つ
た
者
が
代
表
取
締
役
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

て
同
じ
。
）
が
あ
つ
た
場
合
（
定
時
の
株
主
総
会
（
優
先
出
資
法
第
二
条
第

。
）
が
あ
つ
た
場
合
（
定
時
の
株
主
総
会
（
優
先
出
資
法
第
二
条
第
六
項
に

六
項
に
規
定
す
る
普
通
出
資
者
総
会
並
び
に
医
療
法
第
四
十
八
条
の
三
第
二

規
定
す
る
普
通
出
資
者
総
会
並
び
に
医
療
法
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規

項
に
規
定
す
る
定
時
社
員
総
会
及
び
同
法
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定

定
す
る
定
時
社
員
総
会
及
び
同
法
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

に
よ
る
報
告
を
含
む
。
）
終
了
後
有
価
証
券
報
告
書
提
出
時
ま
で
に
異
動
が

報
告
を
含
む
。
）
終
了
後
有
価
証
券
報
告
書
提
出
時
ま
で
に
異
動
が
あ
り
、

あ
り
、
そ
の
内
容
が
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。

そ
の
内
容
が
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

次

）

次
に
掲
げ
る
事
項

に
掲
げ
る
事
項
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イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

九
の
二
～
十
五
の
二

（
略
）

九
の
二
～
十
五
の
二

（
略
）

十
五
の
三

当
該
連
結
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会

十
五
の
三

当
該
連
結
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会

計
年
度
の
末
日
に
お
け
る
連
結
純
資
産
額
の
百
分
の
三
十
以
上
減
少
し
、
若

計
年
度
の
末
日
に
お
け
る
連
結
純
資
産
額
の
百
分
の
三
十
以
上
減
少
し
、
若

し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結
子
会
社
の
吸
収
合
併
又
は
当
該

し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結
子
会
社
の
吸
収
合
併
又
は
当
該

連
結
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会
計
年
度
の
売
上
高

連
結
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会
計
年
度
の
売
上
高

の
百
分
の
十
以
上
減
少
し
、
若
し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結

の
百
分
の
十
以
上
減
少
し
、
若
し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結

子
会
社
の
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
提
出
会
社
又
は
当
該
連
結
子
会

子
会
社
の
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
提
出
会
社
又
は
当
該
連
結
子
会

社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る

社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る

事
項

事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
吸
収
合
併
の
相
手
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

ロ

当
該
吸
収
合
併
の
相
手
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴
・
⑵

（
略
）

⑴
・
⑵

（
略
）

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

主
の
持
株
数
の
割
合
（
持
分
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

主
の
持
株
数
の
割
合
（
合
同
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

の
氏
名
又
は
名
称
）

の
氏
名
又
は
名
称
）

⑷

（
略
）

⑷

（
略
）

ハ
～
ト

（
略
）

ハ
～
ト

（
略
）

十
五
の
四

当
該
連
結
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会

十
五
の
四

当
該
連
結
会
社
の
資
産
の
額
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会

計
年
度
の
末
日
に
お
け
る
連
結
純
資
産
額
の
百
分
の
三
十
以
上
減
少
し
、
若

計
年
度
の
末
日
に
お
け
る
連
結
純
資
産
額
の
百
分
の
三
十
以
上
減
少
し
、
若

し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結
子
会
社
の
新
設
合
併
又
は
当
該

し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結
子
会
社
の
新
設
合
併
又
は
当
該

連
結
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会
計
年
度
の
売
上
高

連
結
会
社
の
売
上
高
が
、
当
該
連
結
会
社
の
最
近
連
結
会
計
年
度
の
売
上
高
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の
百
分
の
十
以
上
減
少
し
、
若
し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結

の
百
分
の
十
以
上
減
少
し
、
若
し
く
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
連
結

子
会
社
の
新
設
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
提
出
会
社
又
は
当
該
連
結
子
会

子
会
社
の
新
設
合
併
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
提
出
会
社
又
は
当
該
連
結
子
会

社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る

社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場
合

次
に
掲
げ
る

事
項

事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
新
設
合
併
に
お
け
る
当
該
連
結
子
会
社
以
外
の
新
設
合
併
消
滅
会

ロ

当
該
新
設
合
併
に
お
け
る
当
該
連
結
子
会
社
以
外
の
新
設
合
併
消
滅
会

社
と
な
る
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

社
と
な
る
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴
・
⑵

（
略
）

⑴
・
⑵

（
略
）

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

⑶

大
株
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
大
株

主
の
持
株
数
の
割
合
（
持
分
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

主
の
持
株
数
の
割
合
（
合
同
会
社
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
社
員
（
定
款

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

で
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
）

の
氏
名
又
は
名
称
）

の
氏
名
又
は
名
称
）

⑷

（
略
）

⑷

（
略
）

ハ
～
ヘ

（
略
）

ハ
～
ヘ

（
略
）

十
六
～
十
九

（
略
）

十
六
～
十
九

（
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

11

11
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改  正  案 現     行 
第一号様式 

【表紙】 

【提出書類】             有価証券通知書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

第一号様式 

【表紙】 

【提出書類】             有価証券通知書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の

決議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の

状況及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく

執行役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決

定の状況について記載すること。 

（２）～（８） （略） 

この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載す

る場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載するこ

と。 

（２）～（８） （略） 
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改  正  案 現     行 
第二号様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券届出書 

（略） 

第二号様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券届出書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｅ （略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｅ （略） 

ｆ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の決

議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況

及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役

の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況

について記載すること。 

ｆ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載する

場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載すること。

ｇ （略） 

（２）～（７） （略） 

（８） 新規発行株式 

ａ～ｃ （略） 

ｄ 新規発行株式が行使価額修正条項付新株予約権付社債券等である場合には、次に掲げる事項を欄外に

記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ） 当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の行使に関する事項（当該権

利の行使を制限するために支払われる金銭その他の財産に関する事項を含む。）について割当予

定先（募集又は売出しにより割当てを予定している者をいう。以下ｄにおいて同じ。）との間で

締結する予定の取決めの内容（締結する予定がない場合はその旨） 

ｇ （略） 

（２）～（７） （略） 

（８） 新規発行株式 

ａ～ｃ （略） 

ｄ 新規発行株式が行使価額修正条項付新株予約権付社債券等である場合には、次に掲げる事項を欄外に

記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ） 当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の行使に関する事項（当該権

利の行使を制限するために支払われる金銭その他の財産に関する事項を含む。）について割当予

定先（募集又は売出しにより割当てを予定している者をいう。以下このｄにおいて同じ。）との

間で締結する予定の取決めの内容（締結する予定がない場合はその旨） 

（ｄ）～（ｆ） （略） 

ｅ～ｉ （略） 

（９）～（11） （略） 

（12） 新規発行新株予約権証券 

ａ～ｐ （略） 

ｑ 「新株予約権証券の引受け」については、（11）に準じて記載すること。ただし、法第２条第６項第

３号に掲げる方法による新株予約権証券（同号に規定する新株予約権証券をいう。以下ｑにおいて同じ。）

の引受けの場合は、次の（ａ）から（ｆ）までに定めるところにより記載すること。 

（ｄ）～（ｆ） （略） 

ｅ～ｉ （略） 

（９）～（11） （略） 

（12） 新規発行新株予約権証券 

ａ～ｐ （略） 

ｑ 「新株予約権証券の引受け」については、（11）に準じて記載すること。ただし、法第２条第６項第

３号に掲げる方法による新株予約権証券（同号に規定する新株予約権証券をいう。以下このｑにおいて

同じ。）の引受けの場合は、次の（ａ）から（ｆ）までに定めるところにより記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ） 「引受新株予約権数」の欄には、引受人が取得する新株予約権証券に係る新株予約権（法第２

条第６項第３号に規定する新株予約権をいう。以下ｑにおいて同じ。）の数の算定方法及び引受

けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合の新株予約権証券

に係る新株予約権の数を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ） 「引受新株予約権数」の欄には、引受人が取得する新株予約権証券に係る新株予約権（法第２

条第６項第３号に規定する新株予約権をいう。以下このｑにおいて同じ。）の数の算定方法及び

引受けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合の新株予約権

証券に係る新株予約権の数を記載すること。 

（ｄ）・（ｅ） （略） 

（ｆ） 引受人が引受けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合に、

会社が発行者である株券等（法第27条の23第１項に規定する株券等をいう。以下（ｆ）において

同じ。）に係る引受人の株券等保有割合（同条第４項に規定する株券等保有割合をいう。以下（ｆ）

において同じ。）が100分の５を超えることになるときは、その旨及び届出書提出日の５日（日曜

日及び令第14条の５に規定する休日の日数は、算入しない。）前の日における会社が発行者であ

（ｄ）・（ｅ） （略） 

（ｆ） 引受人が引受けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合に、

会社が発行者である株券等（法第27条の23第１項に規定する株券等をいう。以下この（ｆ）にお

いて同じ。）に係る引受人の株券等保有割合（同条第４項に規定する株券等保有割合をいう。以

下この（ｆ）において同じ。）が100分の５を超えることになるときは、その旨及び届出書提出日

の５日（日曜日及び令第14条の５に規定する休日の日数は、算入しない。）前の日における会社
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る株券等に係る引受人の株券等保有割合を注記すること。 が発行者である株券等に係る引受人の株券等保有割合を注記すること。 

（13）～（23－２） （略） 

（23－３） 割当予定先の状況 

次のａからｇまでに掲げる事項について、割当予定先（第三者割当により提出者が割当てを予定してい

る者をいう。以下この様式において同じ。）ごとに当該ａからｇまでに定めるところにより記載すること。

また、割当予定先が特定引受人（会社法第206条の２第１項又は第244条の２第１項に規定する特定引受

人をいう。以下この様式において同じ。）に該当する場合であって、当該特定引受人に関する事項を記載

するときには、ｈに定めるところにより記載すること。 

（13）～（23－２） （略） 

（23－３） 割当予定先の状況 

次のａからｇまでに掲げる事項について、割当予定先（第三者割当により提出者が割当てを予定してい

る者をいう。以下この様式において同じ。）ごとに当該ａからｇまでに定めるところにより記載すること。

ａ～ｆ （略） 

ｇ 割当予定先の実態 割当予定先の株券等について、株主として権利行使を行う権限若しくはその指図

権限又は投資権限を実質的に有する者が存在する場合には、その旨及びこれらの権限の内容を具体的に

記載すること。また、割当予定先が暴力若しくは威力を用い、又は詐欺その他の犯罪行為を行うことに

より経済的利益を享受しようとする個人、法人その他の団体（以下ｇにおいて「特定団体等」という。）

であるか否か、及び割当予定先が特定団体等と何らかの関係を有しているか否かについて確認した結果

並びにその確認方法を具体的に記載すること。 

ａ～ｆ （略） 

ｇ 割当予定先の実態 割当予定先の株券等について、株主として権利行使を行う権限若しくはその指図

権限又は投資権限を実質的に有する者が存在する場合には、その旨及びこれらの権限の内容を具体的に

記載すること。また、割当予定先が暴力若しくは威力を用い、又は詐欺その他の犯罪行為を行うことに

より経済的利益を享受しようとする個人、法人その他の団体（以下このｇにおいて「特定団体等」とい

う。）であるか否か、及び割当予定先が特定団体等と何らかの関係を有しているか否かについて確認し

た結果並びにその確認方法を具体的に記載すること。 

ｈ 特定引受人に関する事項 次の（ａ）から（ｃ）までに定める事項を記載すること。 

（ａ） 特定引受人（その子会社等（会社法第２条第３号の２に規定する子会社等をいう。）を含む。）

がその引き受けた募集株式又は募集新株予約権に係る交付株式（同法第244条の２第２項に規定す

る交付株式をいう。以下ｈにおいて同じ。）の株主となった場合に有することとなる議決権の数

（募集新株予約権である場合には、当該交付株式の株主となった場合に有することとなる最も多

い議決権の数とする。） 

（ｂ） （ａ）の募集株式又は募集新株予約権に係る交付株式に係る議決権の数（募集新株予約権であ

る場合には、当該交付株式に係る最も多い議決権の数とする。） 

（ｃ） 募集株式の引受人の全員がその引き受けた募集株式の株主となった場合における総株主の議決

権の数又は当該特定引受人がその引き受けた募集新株予約権に係る交付株式の株主となった場合

における最も多い総株主の議決権の数 

（新設） 

（23－４） （略） 

（23－５） 発行条件に関する事項 

ａ （略） 

ｂ この届出書に係る第三者割当による有価証券の発行（以下ｂにおいて「当該発行」という。）が会社

法に定める特に有利な金額又は特に有利な条件による発行（以下ｂにおいて「有利発行」という。）に

該当するものと判断した場合には、その理由及び判断の過程並びに当該発行を有利発行により行う理由

を具体的に記載すること。また、当該発行が有利発行に該当しないものと判断した場合には、その理由

及び判断の過程を具体的に記載すること。なお、当該発行に係る適法性に関して監査役が表明する意見

又は当該判断の参考にした第三者による評価があればその内容を記載すること。 

（23－４） （略） 

（23－５） 発行条件に関する事項 

ａ （略） 

ｂ この届出書に係る第三者割当による有価証券の発行（以下このｂにおいて「当該発行」という。）が

会社法に定める特に有利な金額又は特に有利な条件による発行（以下このｂにおいて「有利発行」とい

う。）に該当するものと判断した場合には、その理由及び判断の過程並びに当該発行を有利発行により

行う理由を具体的に記載すること。また、当該発行が有利発行に該当しないものと判断した場合には、

その理由及び判断の過程を具体的に記載すること。なお、当該発行に係る適法性に関して監査役が表明

する意見又は当該判断の参考にした第三者による評価があればその内容を記載すること。 

（23－６） 大規模な第三者割当に関する事項 

この届出書に係る第三者割当により次のいずれかに掲げる場合に該当することとなる場合には、その旨

及びその理由を記載すること。なお、議決権の数の算出に当たっては、算定の基礎となる株式の数が届出

日後のいずれか一の日の市場価額その他の指標に基づき決定される場合には、届出日又はその前日のいず

れかの日の市場価額その他の指標に基づいて計算すること。 

（23－６） 大規模な第三者割当に関する事項 

この届出書に係る第三者割当により次のａ又はｂに掲げる場合に該当することとなる場合には、その旨

及びその理由を記載すること。なお、議決権の数の算出に当たっては、算定の基礎となる株式の数が届出

日後のいずれか一の日の市場価額その他の指標に基づき決定される場合には、届出日又はその前日のいず

れかの日の市場価額その他の指標に基づいて計算すること。 

ａ 第三者割当により割り当てられる株式又は新株予約権の目的である株式に係る議決権の数（当該議決

権の数に比して、当該株式又は当該新株予約権の取得と引換えに交付される株式又は新株予約権（社債

に付されているものを含む。以下（23－６）及び （23－７）において「株式等」という。）に係る議決

権の数が大きい場合には、当該議決権の数のうち最も大きい数をいい、以下（23－６）及び （23－７）

において「割当議決権数」という。）（この届出書に係る株券等の募集又は売出しと並行して行われて

おり、又はこの届出書の提出日前６月以内に行われた第三者割当がある場合には、割当議決権数に準じ

て算出した当該第三者割当により割り当てられ、又は割り当てられた株式等に係る議決権の数（当該第

ａ 第三者割当により割り当てられる株式又は新株予約権の目的である株式に係る議決権の数（当該議決

権の数に比して、当該株式又は当該新株予約権の取得と引換えに交付される株式又は新株予約権（社債

に付されているものを含む。以下この（23－６）及び （23－７）において「株式等」という。）に係る

議決権の数が大きい場合には、当該議決権の数のうち最も大きい数をいい、以下この（23－６）及び （23

－７）において「割当議決権数」という。）（この届出書に係る株券等の募集又は売出しと並行して行

われており、又はこの届出書の提出日前６月以内に行われた第三者割当がある場合には、割当議決権数

に準じて算出した当該第三者割当により割り当てられ、又は割り当てられた株式等に係る議決権の数（当
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三者割当以後に株式分割が行われた場合にあっては当該株式分割により増加した議決権の数を加えた

数、株式併合が行われた場合にあっては当該株式併合により減少した議決権の数を除いた数。以下ａに

おいて「加算議決権数」という。）を含む。）を提出者の総株主の議決権（「第二部 企業情報」の「第

４ 提出会社の状況」の「（７） 議決権の状況」の「① 発行済株式」に記載すべき総株主の議決権

をいう。以下ｂ及び（23－７）のｃにおいて同じ。）の数から加算議決権数を控除した数で除した数が

0.25以上となる場合 

該第三者割当以後に株式分割が行われた場合にあっては当該株式分割により増加した議決権の数を加え

た数、株式併合が行われた場合にあっては当該株式併合により減少した議決権の数を除いた数。以下こ

のａにおいて「加算議決権数」という。）を含む。）を提出者の総株主の議決権（「第二部 企業情報」

の「第４ 提出会社の状況」の「（７） 議決権の状況」の「① 発行済株式」に記載すべき総株主の

議決権をいう。以下このｂ及び（23－７）のｃにおいて同じ。）の数から加算議決権数を控除した数で

除した数が0.25以上となる場合 

ｂ 割当予定先が割り当てられた割当議決権数を所有した場合に支配株主（提出者の親会社又は提出者の

総株主の議決権の過半数を直接若しくは間接に保有する主要株主（自己の計算において所有する議決権

の数と次の（ａ）及び（ｂ）に掲げる者が所有する議決権の数とを合計した数が提出者の総株主の議決

権の100分の50を超える者に限る。）をいう。）となる者が生じる場合 

（ａ） （略） 

（ｂ）  その者及びその近親者が当該総株主の議決権の過半数を自己の計算において所有している法人

その他の団体（以下（ｂ）において「法人等」という。）並びに当該法人等の子会社 

ｂ 割当予定先が割り当てられた割当議決権数を所有した場合に支配株主（提出者の親会社又は提出者の

総株主の議決権の過半数を直接若しくは間接に保有する主要株主（自己の計算において所有する議決権

の数と次の（ａ）及び（ｂ）に掲げる者が所有する議決権の数とを合計した数が提出者の総株主の議決

権の100分の50を超える者に限る。）をいう。）となる者が生じる場合 

（ａ） （略） 

（ｂ）  その者及びその近親者が当該総株主の議決権の過半数を自己の計算において所有している法人

その他の団体（以下この（ｂ）において「法人等」という。）並びに当該法人等の子会社 

 ｃ この届出書に係る第三者割当により特定引受人となる者が生じる場合（ｂに掲げる場合を除く。） （新設） 

（23－７） 第三者割当後の大株主の状況 

ａ この届出書に係る第三者割当により割当予定先に株式が割り当てられ、又は割り当てられた新株予約

権が行使された場合（当該株式又は当該新株予約権の取得と引換えに株式等が交付された場合を含む。

以下（23－７）において同じ。）における大株主の状況について、（45）のｂ及びｃに準じて記載する

こと。 

（23－７） 第三者割当後の大株主の状況 

ａ この届出書に係る第三者割当により割当予定先に株式が割り当てられ、又は割り当てられた新株予約

権が行使された場合（当該株式又は当該新株予約権の取得と引換えに株式等が交付された場合を含む。

以下この（23－７）において同じ。）における大株主の状況について、（45）のｂ及びｃに準じて記載

すること。 

ｂ・ｃ （略） 

（23－８） 大規模な第三者割当の必要性 

ａ この届出書に係る第三者割当が（23－６）に規定する場合における第三者割当（以下（23－８）にお

いて「大規模な第三者割当」という。）に該当する場合には、当該大規模な第三者割当を行うこととし

た理由及び当該大規模な第三者割当による既存の株主への影響についての取締役会の判断の内容（社外

取締役（会社法第２条第15号に規定する社外取締役をいう。以下ａにおいて同じ。）を置く株式会社に

おいて、当該社外取締役の意見が取締役会の判断と異なる場合には、その意見を含む。）について、具

体的に記載すること。 

ｂ・ｃ （略） 

（23－８） 大規模な第三者割当の必要性 

ａ この届出書に係る第三者割当が（23－６）に規定する場合における第三者割当（以下この（23－８）

において「大規模な第三者割当」という。）に該当する場合には、当該大規模な第三者割当を行うこと

とした理由及び当該大規模な第三者割当による既存の株主への影響についての取締役会の判断の内容に

ついて、具体的に記載すること。 

ｂ （略） 

（23－９）～（27） （略） 

（28） 関係会社の状況 

ａ 最近連結会計年度に係る提出会社の関係会社（非連結子会社、持分法を適用していない関連会社を除

く。以下（28）において同じ。）について、親会社、子会社、関連会社及びその他の関係会社に分けて、

その名称、住所、資本金又は出資金、主要な事業の内容、議決権に対する提出会社の所有割合及び提出

会社と関係会社との関係内容（例えば、役員の兼任等、資金援助、営業上の取引、設備の賃貸借、業務

提携等の関係内容をいう。）を記載すること。ただし、重要性の乏しい関係会社については、その社数

のみを記載することに止めることができる。 

なお、連結財務諸表を作成していない場合には、最近事業年度に係る提出会社の親会社、関連会社及

びその他の関係会社の状況について、これに準じて記載すること。 

ｂ （略） 

（23－９）～（27） （略） 

（28） 関係会社の状況 

ａ 最近連結会計年度に係る提出会社の関係会社（非連結子会社、持分法を適用していない関連会社を除

く。以下この（28）において同じ。）について、親会社、子会社、関連会社及びその他の関係会社に分

けて、その名称、住所、資本金又は出資金、主要な事業の内容、議決権に対する提出会社の所有割合及

び提出会社と関係会社との関係内容（例えば、役員の兼任等、資金援助、営業上の取引、設備の賃貸借、

業務提携等の関係内容をいう。）を記載すること。ただし、重要性の乏しい関係会社については、その

社数のみを記載することに止めることができる。 

なお、連結財務諸表を作成していない場合には、最近事業年度に係る提出会社の親会社、関連会社及

びその他の関係会社の状況について、これに準じて記載すること。 

ｂ～ｆ （略） 

ｇ それぞれの関係会社について、次に掲げる事項を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ） 連結財務諸表に重要な影響を与えている債務超過の状況（負債の総額が資産の総額を上回って

いる状況をいう。以下ｇにおいて同じ。）にある関係会社があるときは、その旨及び債務超過の

金額 

ｂ～ｆ （略） 

ｇ それぞれの関係会社について、次に掲げる事項を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ） 連結財務諸表に重要な影響を与えている債務超過の状況（負債の総額が資産の総額を上回って

いる状況をいう。以下このｇにおいて同じ。）にある関係会社があるときは、その旨及び債務超

過の金額 

（ｄ） （略） 

ｈ 最近連結会計年度における連結財務諸表の売上高に占める連結子会社の売上高（連結会社相互間の内

部売上高を除く。）の割合が100分の10を超える場合には、その旨及び当該連結子会社の最近連結会計年

（ｄ） （略） 

ｈ 最近連結会計年度における連結財務諸表の売上高に占める連結子会社の売上高（連結会社相互間の内

部売上高を除く。）の割合が100分の10を超える場合には、その旨及び当該連結子会社の最近連結会計年
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度における売上高、経常利益金額（又は経常損失金額）、当期純利益金額（又は当期純損失金額）、純

資産額及び総資産額（以下ｈにおいて「主要な損益情報等」という。）を記載すること。 

ただし、当該連結子会社が有価証券届出書若しくは有価証券報告書を提出している場合又は最近連結

会計年度におけるセグメント情報の売上高に占める当該連結子会社の売上高（セグメント間の内部売上

高又は振替高を含む。）の割合が100分の90を超える場合には、当該理由を明記することによって、主要

な損益情報等の記載を省略することができる。 

度における売上高、経常利益金額（又は経常損失金額）、当期純利益金額（又は当期純損失金額）、純

資産額及び総資産額（以下このｈにおいて「主要な損益情報等」という。）を記載すること。 

ただし、当該連結子会社が有価証券届出書若しくは有価証券報告書を提出している場合又は最近連結

会計年度におけるセグメント情報の売上高に占める当該連結子会社の売上高（セグメント間の内部売上

高又は振替高を含む。）の割合が100分の90を超える場合には、当該理由を明記することによって、主要

な損益情報等の記載を省略することができる。 

（29） 従業員の状況 

ａ 最近日現在の連結会社における従業員数（就業人員数をいう。以下（29）において同じ。）をセグメ

ント情報に関連付けて記載すること。 

また、提出会社の最近日現在の従業員について、その数、平均年齢、平均勤続年数及び平均年間給与

（賞与を含む。）を記載するとともに、従業員数をセグメント情報に関連付けて記載すること。 

（29） 従業員の状況 

ａ 最近日現在の連結会社における従業員数（就業人員数をいう。以下この（29）において同じ。）をセ

グメント情報に関連付けて記載すること。 

また、提出会社の最近日現在の従業員について、その数、平均年齢、平均勤続年数及び平均年間給与

（賞与を含む。）を記載するとともに、従業員数をセグメント情報に関連付けて記載すること。 

ｂ・ｃ （略） 

（30）～（33） （略） 

（34） 経営上の重要な契約等 

ａ 最近連結会計年度（連結財務諸表を作成していない場合には最近事業年度。以下（34）において同じ。）

の開始日から届出書提出日までの間において、吸収合併又は新設合併が行われることが、業務執行を決

定する機関により決定された場合には、重要性の乏しいものを除き、吸収合併又は新設合併の目的、条

件、引継資産・負債の状況、吸収合併消滅会社となる会社又は新設合併消滅会社となる会社の株式１株

又は持分に割り当てられる吸収合併存続会社となる会社又は新設合併設立会社となる会社の株式の数そ

の他の財産（吸収合併存続会社となる会社以外の会社の株式等が割り当てられる場合を含む。）及びそ

の算定根拠並びに当該吸収合併又は新設合併の後の吸収合併存続会社となる会社（吸収合併消滅会社と

なる会社の株式１株又は持分に割り当てられる財産が吸収合併存続会社となる会社が発行する有価証券

以外の有価証券である場合には、当該有価証券の発行者を含む。）又は新設合併設立会社となる会社の

資本金・事業の内容等について記載すること。 

ｂ・ｃ （略） 

（30）～（33） （略） 

（34） 経営上の重要な契約等 

ａ 最近連結会計年度（連結財務諸表を作成していない場合には最近事業年度。以下この（34）において

同じ。）の開始日から届出書提出日までの間において、吸収合併又は新設合併が行われることが、業務

執行を決定する機関により決定された場合には、重要性の乏しいものを除き、吸収合併又は新設合併の

目的、条件、引継資産・負債の状況、吸収合併消滅会社となる会社又は新設合併消滅会社となる会社の

株式１株又は持分に割り当てられる吸収合併存続会社となる会社又は新設合併設立会社となる会社の株

式の数その他の財産（吸収合併存続会社となる会社以外の会社の株式等が割り当てられる場合を含む。）

及びその算定根拠並びに当該吸収合併又は新設合併の後の吸収合併存続会社となる会社（吸収合併消滅

会社となる会社の株式１株又は持分に割り当てられる財産が吸収合併存続会社となる会社が発行する有

価証券以外の有価証券である場合には、当該有価証券の発行者を含む。）又は新設合併設立会社となる

会社の資本金・事業の内容等について記載すること。 

ｂ～ｅ （略） 

（35）～（37） （略） 

（38） 主要な設備の状況 

ａ 最近連結会計年度末（（61）ただし書により中間連結貸借対照表を掲げた場合には、当該中間連結貸

借対照表に係る中間連結決算日現在）における主要な設備（連結会社以外の者から賃借しているものを

含む。以下ａにおいて同じ。）について、提出会社、国内子会社、在外子会社の別に、会社名（提出会

社の場合を除く。）、事業所名、所在地、設備の内容、設備の種類別の帳簿価額（土地については、そ

の面積も示す。）及び従業員数を、セグメント情報に関連付けて記載すること。 

なお、類似の事業を営む事業所が多数設立されている場合には、代表的な事業所名を示したうえで、

事業の種類別又は地域別に一括して記載することができる。 

また、（61）ただし書により四半期連結貸借対照表を掲げた場合には、当該四半期連結貸借対照表に

係る四半期連結累計期間において、主要な設備に関し、次に掲げる場合に該当するときは、それぞれ次

に定める内容を記載すること。 

ｂ～ｅ （略） 

（35）～（37） （略） 

（38） 主要な設備の状況 

ａ 最近連結会計年度末（（61）ただし書により中間連結貸借対照表を掲げた場合には、当該中間連結貸

借対照表に係る中間連結決算日現在）における主要な設備（連結会社以外の者から賃借しているものを

含む。以下このａにおいて同じ。）について、提出会社、国内子会社、在外子会社の別に、会社名（提

出会社の場合を除く。）、事業所名、所在地、設備の内容、設備の種類別の帳簿価額（土地については、

その面積も示す。）及び従業員数を、セグメント情報に関連付けて記載すること。 

なお、類似の事業を営む事業所が多数設立されている場合には、代表的な事業所名を示したうえで、

事業の種類別又は地域別に一括して記載することができる。 

また、（61）ただし書により四半期連結貸借対照表を掲げた場合には、当該四半期連結貸借対照表に

係る四半期連結累計期間において、主要な設備に関し、次に掲げる場合に該当するときは、それぞれ次

に定める内容を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

ｂ （略） 

ｃ 主要な設備のうちに、連結会社以外の者（連結財務諸表を作成していない場合は他の者。以下ｃにお

いて同じ。）から賃借している設備若しくは連結会社以外の者へ賃貸している設備がある場合又は生産

能力に重要な影響を及ぼすような機械装置等の休止がある場合（生産能力に100分の10以上の影響を及ぼ

す場合をいう。）には、その内容を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

ｂ （略） 

ｃ 主要な設備のうちに、連結会社以外の者（連結財務諸表を作成していない場合は他の者。以下このｃ

において同じ。）から賃借している設備若しくは連結会社以外の者へ賃貸している設備がある場合又は

生産能力に重要な影響を及ぼすような機械装置等の休止がある場合（生産能力に100分の10以上の影響を

及ぼす場合をいう。）には、その内容を記載すること。 

（39）～（47） （略） 

（47－２） 従業員株式所有制度の内容 

ａ 提出会社の役員、使用人その他の従業員（金融商品取引法第二条に規定する定義に関する内閣府令第

16条第１項第７号の２イ（１）に規定する対象従業員を含む。）又はこれらの者を対象とする持株会（以

（39）～（47） （略） 

（47－２） 従業員株式所有制度の内容 

ａ 提出会社の役員、使用人その他の従業員（金融商品取引法第二条に規定する定義に関する内閣府令第

16条第１項第７号の２イ（１）に規定する対象従業員を含む。）又はこれらの者を対象とする持株会（以
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下（47－２）において「従業員等持株会」という。）に提出会社の株式を一定の計画に従い、継続的に

取得させ、又は売り付けることを目的として、当該提出会社の株式の取得又は買い付けを行う信託その

他の仕組みを利用した制度（以下（47－２）において「従業員株式所有制度」という。）を導入してい

る場合には、次の（ａ）から（ｃ）までに掲げる事項を具体的に記載すること。 

下この（47－２）において「従業員等持株会」という。）に提出会社の株式を一定の計画に従い、継続

的に取得させ、又は売り付けることを目的として、当該提出会社の株式の取得又は買い付けを行う信託

その他の仕組みを利用した制度（以下この（47－２）において「従業員株式所有制度」という。）を導

入している場合には、次の（ａ）から（ｃ）までに掲げる事項を具体的に記載すること。 

（ａ）～（ｃ） （略） 

ｂ （略） 

（48）～（55） （略） 

（56） 役員の状況 

ａ～ｈ （略） 

ｉ 役員が社外取締役（社外役員（会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下

ｉ及び（57）のａの（ｄ）において同じ。）に該当する会社法第２条第15号に規定する社外取締役をい

う。以下この様式において同じ。）又は社外監査役（社外役員に該当する会社法第２条第16号に規定す

る社外監査役をいう。以下この様式において同じ。）に該当する場合は、その旨を欄外に注記すること。

（ａ）～（ｃ） （略） 

ｂ （略） 

（48）～（55） （略） 

（56） 役員の状況 

ａ～ｈ （略） 

ｉ 役員が社外取締役（社外役員（会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下

ｉ及び（57）のａの（ｄ）において同じ。）に該当する社外取締役をいう。（57）のａの（ａ）及びｂ

の（ａ）なお書きを除き、以下同じ。）又は社外監査役（社外役員に該当する社外監査役をいう。（57）

のａの（ａ）及びｂの（ａ）を除き、以下同じ。）に該当する場合は、その旨を欄外に注記すること。

（57） コーポレート・ガバナンスの状況 

ａ 提出会社が法第24条第１項第１号又は第２号に掲げる有価証券（ただし、法第５条第１項に規定する

特定有価証券を除く。）を発行する者である場合には、次のとおり記載すること。 

（ａ） 提出会社の企業統治の体制（企業統治に関して提出会社が任意に設置する委員会その他これに

類するものを含む。）の概要及び当該企業統治の体制を採用する理由を具体的に記載すること。

また、その他の提出会社の企業統治に関する事項（例えば、内部統制システムの整備の状況、リ

スク管理体制の整備の状況、提出会社の子会社の業務の適正を確保するための体制整備の状況）

について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

なお、取締役（業務執行取締役等（会社法第２条第15号イに規定する業務執行取締役等をいう。）

であるものを除く。以下ｂの（ａ）において同じ。）、会計参与、監査役又は会計監査人との間

で会社法第427条第１項に規定する契約（いわゆる責任限定契約）を締結した場合は、当該契約の

内容の概要を記載すること。 

また、会社法第373条第１項に規定する特別取締役による取締役会の決議制度を定めた場合に

は、その内容を記載すること。 

（57） コーポレート・ガバナンスの状況 

ａ 提出会社が法第24条第１項第１号又は第２号に掲げる有価証券（ただし、法第５条第１項に規定する

特定有価証券を除く。）を発行する者である場合には、次のとおり記載すること。 

（ａ） 提出会社の企業統治の体制（企業統治に関して提出会社が任意に設置する委員会その他これに

類するものを含む。）の概要及び当該企業統治の体制を採用する理由を具体的に記載すること。

また、その他の提出会社の企業統治に関する事項（例えば、内部統制システムの整備の状況、リ

スク管理体制の整備の状況）について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

なお、社外取締役、会計参与、社外監査役又は会計監査人との間で会社法第427条第１項に規定

する契約（いわゆる責任限定契約）を締結した場合は、当該契約の内容の概要を記載すること。

また、会社法第373条第１項に規定する特別取締役による取締役会の決議制度を定めた場合に

は、その内容を記載すること。 

（ｂ） 内部監査及び監査役（監査等委員会又は監査委員会）監査の組織、人員（財務及び会計に関す

る相当程度の知見を有する監査役又は監査委員が含まれる場合には、その内容を含む。）及び手

続について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

また、内部監査、監査役（監査等委員会又は監査委員会）監査及び会計監査の相互連携並びに

これらの監査と内部統制部門との関係について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。

（ｂ） 内部監査及び監査役（監査委員会）監査の組織、人員（財務及び会計に関する相当程度の知見

を有する監査役又は監査委員が含まれる場合には、その内容を含む。）及び手続について、具体

的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

また、内部監査、監査役（監査委員会）監査及び会計監査の相互連携並びにこれらの監査と内

部統制部門との関係について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

（ｃ） 社外取締役又は社外監査役を選任している場合には、社外取締役及び社外監査役の員数並びに

各社外取締役及び社外監査役につき、提出会社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の

利害関係について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

当該社外取締役又は社外監査役が提出会社の企業統治において果たす機能及び役割並びに当該

社外取締役又は社外監査役を選任するための提出会社からの独立性に関する基準又は方針の内容

（これらの基準又は方針がない場合は、その旨）及び当該社外取締役又は社外監査役の選任状況

に関する提出会社の考え方を具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。また、当該社外取締

役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役（監査等委員会又は監査委員会）監査

及び会計監査との相互連携並びに内部統制部門との関係について、具体的に、かつ、分かりやす

く記載すること。 

社外取締役又は社外監査役を選任していない場合には、その旨及びそれに代わる社内体制及び

当該社内体制を採用する理由を具体的に記載すること。 

（ｃ） 社外取締役又は社外監査役を選任している場合には、社外取締役及び社外監査役の員数並びに

各社外取締役及び社外監査役につき、提出会社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の

利害関係について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

当該社外取締役又は社外監査役が提出会社の企業統治において果たす機能及び役割並びに当該

社外取締役又は社外監査役を選任するための提出会社からの独立性に関する基準又は方針の内容

（これらの基準又は方針がない場合は、その旨）及び当該社外取締役又は社外監査役の選任状況

に関する提出会社の考え方を具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。また、当該社外取締

役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役（監査委員会）監査及び会計監査との

相互連携並びに内部統制部門との関係について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。

社外取締役又は社外監査役を選任していない場合には、その旨及びそれに代わる社内体制及び

当該社内体制を採用する理由を具体的に記載すること。 

（ｄ） 提出会社の役員（取締役、監査役及び執行役をいい、最近事業年度の末日までに退任した者を

含む。以下（ｄ）において同じ。）の報酬等（報酬、賞与その他その職務執行の対価としてその

会社から受ける財産上の利益であって、最近事業年度に係るもの及び最近事業年度において受け、

（ｄ） 提出会社の役員（取締役、監査役及び執行役をいい、最近事業年度の末日までに退任した者を

含む。以下この（ｄ）において同じ。）の報酬等（報酬、賞与その他その職務執行の対価として

その会社から受ける財産上の利益であって、最近事業年度に係るもの及び最近事業年度において
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又は受ける見込みの額が明らかとなったもの（最近事業年度前のいずれかの事業年度に係る有価

証券報告書に記載したものを除く。）をいう。以下（ｄ）において同じ。）について、取締役（社

外取締役を除く。）、監査役（社外監査役を除く。）、執行役及び社外役員の区分（以下（ｄ）

において「役員区分」という。）ごとに、報酬等の総額、報酬等の種類別（基本報酬、ストック

オプション、賞与及び退職慰労金等の区分をいう。以下（ｄ）において同じ。）の総額及び対象

となる役員の員数を記載すること。 

提出会社の役員ごとに、氏名、役員区分、提出会社の役員としての報酬等（主要な連結子会社

の役員としての報酬等がある場合には、当該報酬等を含む。以下（ｄ）において「連結報酬等」

という。）の総額及び連結報酬等の種類別の額について、提出会社と各主要な連結子会社に区分

して記載すること（ただし、連結報酬等の総額が１億円以上である者に限ることができる。）。

使用人兼務役員の使用人給与のうち重要なものがある場合には、その総額、対象となる役員の

員数及びその内容を記載すること。 

提出日現在において、提出会社の役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針を定

めている場合には、当該方針の内容及び決定方法を記載すること。また、当該方針を定めていな

い場合には、その旨を記載すること。 

受け、又は受ける見込みの額が明らかとなったもの（最近事業年度前のいずれかの事業年度に係

る有価証券報告書に記載したものを除く。）をいう。以下この（ｄ）において同じ。）について、

取締役（社外取締役を除く。）、監査役（社外監査役を除く。）、執行役及び社外役員の区分（以

下この（ｄ）において「役員区分」という。）ごとに、報酬等の総額、報酬等の種類別（基本報

酬、ストックオプション、賞与及び退職慰労金等の区分をいう。以下この（ｄ）において同じ。）

の総額及び対象となる役員の員数を記載すること。 

提出会社の役員ごとに、氏名、役員区分、提出会社の役員としての報酬等（主要な連結子会社

の役員としての報酬等がある場合には、当該報酬等を含む。以下この（ｄ）において「連結報酬

等」という。）の総額及び連結報酬等の種類別の額について、提出会社と各主要な連結子会社に

区分して記載すること（ただし、連結報酬等の総額が１億円以上である者に限ることができる。）。

使用人兼務役員の使用人給与のうち重要なものがある場合には、その総額、対象となる役員の

員数及びその内容を記載すること。 

提出日現在において、提出会社の役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針を定

めている場合には、当該方針の内容及び決定方法を記載すること。また、当該方針を定めていな

い場合には、その旨を記載すること。 

（ｅ） 提出会社の株式の保有状況について、次のとおり記載すること。 

ⅰ 提出会社の最近事業年度に係る貸借対照表に計上されている投資有価証券（財務諸表等規則第32

条第１項第１号に掲げる投資有価証券及びこれに準ずる有価証券をいい、提出会社の所有に係るも

ので保証差入有価証券等の別科目で計上されているものを含む。以下（ｅ）において同じ。）に該

当する株式（提出会社が信託財産として保有する株式を除く。以下（ｅ）において「投資株式」と

いう。）のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものについて、銘柄数及び貸借対照表計上

額の合計額を記載すること。 

（ｅ） 提出会社の株式の保有状況について、次のとおり記載すること。 

ⅰ 提出会社の最近事業年度に係る貸借対照表に計上されている投資有価証券（財務諸表等規則第32

条第１項第１号に掲げる投資有価証券及びこれに準ずる有価証券をいい、提出会社の所有に係るも

ので保証差入有価証券等の別科目で計上されているものを含む。以下この（ｅ）において同じ。）

に該当する株式（提出会社が信託財産として保有する株式を除く。以下この（ｅ）において「投資

株式」という。）のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものについて、銘柄数及び貸借対

照表計上額の合計額を記載すること。 

ⅱ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式（法第24条第１項第１号又は第２号に掲げる有

価証券に該当する株券及び外国の金融商品取引所（令第２条の12の３第４号ロに規定する外国の金

融商品取引所をいう。）に上場されている株券その他これに準ずる有価証券に係る株式以外の株式

（以下（ｅ）において「非上場株式」という。）を除き、純投資目的以外の目的で提出会社が信託

契約その他の契約又は法律上の規定に基づき株主として議決権を行使する権限又は議決権の行使を

指図する権限（以下（ｅ）において「議決権行使権限」という。）を有する株式（提出会社が信託

財産として保有する株式及び非上場株式を除く。以下（ｅ）において「みなし保有株式」という。）

を含む。以下ⅱにおいて同じ。）のうち、最近事業年度及び最近事業年度の前事業年度のそれぞれ

について、銘柄別による投資株式の貸借対照表計上額が提出会社の資本金額（財務諸表等規則第60

条に規定する株主資本の合計額が資本金額に満たない場合には、当該合計額）の100分の１を超える

もの（当該投資株式の銘柄数が30に満たない場合には、当該貸借対照表計上額の大きい順の30銘柄

（みなし保有株式が11銘柄以上含まれる場合には、みなし保有株式にあっては貸借対照表計上額の

大きい順の10銘柄、特定投資株式（保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式（みなし保有

株式を除く。）をいう。以下（ｅ）において同じ。）にあっては貸借対照表計上額の大きい順の20

銘柄。ただし、特定投資株式が20銘柄に満たない場合には、開示すべきみなし保有株式の銘柄数は、

30から当該特定投資株式の銘柄数を減じて得た数）に該当するもの）について、銘柄、株式数（み

なし保有株式の場合には、議決権行使権限の対象となる株式数。以下ⅱにおいて同じ。）及び貸借

対照表計上額（みなし保有株式の場合には、みなし保有株式の事業年度末日における時価に議決権

行使権限の対象となる株式数を乗じて得た額。以下ⅱにおいて同じ。）を特定投資株式及びみなし

保有株式に区分して記載するとともに、当該銘柄ごとに保有目的（みなし保有株式の場合には、当

該株式につき議決権行使権限その他提出会社が有する権限の内容）を具体的に記載すること。この

場合において、特定投資株式及びみなし保有株式に同一銘柄の株式が含まれる場合にそれぞれの株

式数及び貸借対照表計上額を合算していない場合には、その旨を記載すること。 

ⅱ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式（法第24条第１項第１号又は第２号に掲げる有

価証券に該当する株券及び外国の金融商品取引所（令第２条の12の３第４号ロに規定する外国の金

融商品取引所をいう。）に上場されている株券その他これに準ずる有価証券に係る株式以外の株式

（以下この（ｅ）において「非上場株式」という。）を除き、純投資目的以外の目的で提出会社が

信託契約その他の契約又は法律上の規定に基づき株主として議決権を行使する権限又は議決権の行

使を指図する権限（以下この（ｅ）において「議決権行使権限」という。）を有する株式（提出会

社が信託財産として保有する株式及び非上場株式を除く。以下この（ｅ）において「みなし保有株

式」という。）を含む。以下このⅱにおいて同じ。）のうち、最近事業年度及び最近事業年度の前

事業年度のそれぞれについて、銘柄別による投資株式の貸借対照表計上額が提出会社の資本金額（財

務諸表等規則第60条に規定する株主資本の合計額が資本金額に満たない場合には、当該合計額）の

100分の１を超えるもの（当該投資株式の銘柄数が30に満たない場合には、当該貸借対照表計上額の

大きい順の30銘柄（みなし保有株式が11銘柄以上含まれる場合には、みなし保有株式にあっては貸

借対照表計上額の大きい順の10銘柄、特定投資株式（保有目的が純投資目的以外の目的である投資

株式（みなし保有株式を除く。）をいう。以下この（ｅ）において同じ。）にあっては貸借対照表

計上額の大きい順の20銘柄。ただし、特定投資株式が20銘柄に満たない場合には、開示すべきみな

し保有株式の銘柄数は、30から当該特定投資株式の銘柄数を減じて得た数）に該当するもの）につ

いて、銘柄、株式数（みなし保有株式の場合には、議決権行使権限の対象となる株式数。以下この

ⅱにおいて同じ。）及び貸借対照表計上額（みなし保有株式の場合には、みなし保有株式の事業年

度末日における時価に議決権行使権限の対象となる株式数を乗じて得た額。以下このⅱにおいて同

じ。）を特定投資株式及びみなし保有株式に区分して記載するとともに、当該銘柄ごとに保有目的

（みなし保有株式の場合には、当該株式につき議決権行使権限その他提出会社が有する権限の内容）

を具体的に記載すること。この場合において、特定投資株式及びみなし保有株式に同一銘柄の株式

が含まれる場合にそれぞれの株式数及び貸借対照表計上額を合算していない場合には、その旨を記

載すること。 

ⅲ （略） ⅲ （略） 
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ⅳ 提出会社が子会社の経営管理を行うことを主たる業務とする会社である場合における提出会社及

びその連結子会社の中で、最近事業年度における投資株式の貸借対照表計上額（以下ⅳにおいて「投

資株式計上額」という。）が最も大きい会社（以下ⅳにおいて「最大保有会社」といい、最近事業

年度における最大保有会社の投資株式計上額が提出会社の最近連結会計年度における連結投資有価

証券（連結財務諸表規則第30条第１項第１号に規定する投資有価証券（連結財務諸表規則第30条第

２項に規定する非連結子会社及び関連会社の株式を除く。）をいう。）に区分される株式の連結貸

借対照表計上額の３分の２を超えない場合には、最近事業年度における最大保有会社及び投資株式

計上額が次に大きい会社）について、会社ごとに区分して、ⅰからⅲまでに準じて記載すること。

この場合、ⅱにおける資本金額は提出会社の資本金額とし、最大保有会社以外の会社（提出会社が

最大保有会社に該当しない場合における提出会社を含む。）について、ⅱに規定する「大きい順の

30銘柄」は「大きい順の10銘柄」に読み替えるものとする。 

ⅳ 提出会社が子会社の経営管理を行うことを主たる業務とする会社である場合における提出会社及

びその連結子会社の中で、最近事業年度における投資株式の貸借対照表計上額（以下このⅳにおい

て「投資株式計上額」という。）が最も大きい会社（以下このⅳにおいて「最大保有会社」といい、

最近事業年度における最大保有会社の投資株式計上額が提出会社の最近連結会計年度における連結

投資有価証券（連結財務諸表規則第30条第１項第１号に規定する投資有価証券（連結財務諸表規則

第30条第２項に規定する非連結子会社及び関連会社の株式を除く。）をいう。）に区分される株式

の連結貸借対照表計上額の３分の２を超えない場合には、最近事業年度における最大保有会社及び

投資株式計上額が次に大きい会社）について、会社ごとに区分して、ⅰからⅲまでに準じて記載す

ること。この場合、ⅱにおける資本金額は提出会社の資本金額とし、最大保有会社以外の会社（提

出会社が最大保有会社に該当しない場合における提出会社を含む。）について、ⅱに規定する「大

きい順の30銘柄」は「大きい順の10銘柄」に読み替えるものとする。 

ｂ 提出会社がａに規定する者以外の者である場合には、次のとおり記載すること。 

（ａ） 提出会社の企業統治に関する事項（例えば、会社の機関の内容、内部統制システムの整備の状

況、リスク管理体制の整備の状況、提出会社の子会社の業務の適正を確保するための体制整備の

状況、役員報酬の内容（社内取締役と社外取締役に区分した内容））について、具体的に、かつ、

分かりやすく記載すること。 

なお、取締役、会計参与、監査役又は会計監査人との間で会社法第427条第１項に規定する契約

（いわゆる責任限定契約）を締結した場合は、当該契約の内容の概要を記載すること。 

また、会社法第373条第１項に規定する特別取締役による取締役会の決議制度を定めた場合に

は、その内容を記載すること。 

ｂ 提出会社がａに規定する者以外の者である場合には、次のとおり記載すること。 

（ａ） 提出会社の企業統治に関する事項（例えば、会社の機関の内容、内部統制システムの整備の状

況、リスク管理体制の整備の状況、役員報酬の内容（社内取締役と社外取締役に区分した内容））

について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。 

なお、社外取締役、会計参与、社外監査役又は会計監査人との間で会社法第427条第１項に規定

する契約（いわゆる責任限定契約）を締結した場合は、当該契約の内容の概要を記載すること。

また、会社法第373条第１項に規定する特別取締役による取締役会の決議制度を定めた場合に

は、その内容を記載すること。 

（ｂ） 内部監査及び監査役（監査等委員会又は監査委員会）監査の組織、人員及び手続並びに内部監

査、監査役（監査等委員会又は監査委員会）監査及び会計監査の相互連携について、具体的に、

かつ、分かりやすく記載すること。 

（ｂ） 内部監査及び監査役（監査委員会）監査の組織、人員及び手続並びに内部監査、監査役（監査

委員会）監査及び会計監査の相互連携について、具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。

（ｃ） （略） 

ｃ～ｈ （略） 

（58）～（60） （略） 

（61） 連結貸借対照表 

最近連結会計年度末現在における連結貸借対照表（（60）ａにより最近２連結会計年度連結財務諸表を

記載する場合は、最近２連結会計年度末現在における連結貸借対照表）を掲げること。 

ただし、四半期報告書を提出する会社において、１年を１連結会計年度とする会社が次のａからｃまで

に掲げる期間に届出書を提出する場合には、それぞれａからｃまでに定める期間に係る四半期連結貸借対

照表（四半期連結財務諸表規則第５条の３に規定する比較情報を除き、特定事業会社（第17条の15第２項

に規定する事業を行う会社をいう。以下この様式において同じ。）がｂに掲げる期間に届出書を提出する

場合には、中間連結貸借対照表（中間連結財務諸表規則第４条の２に規定する比較情報を除く。）。以下

（61）において同じ。）を併せて掲げること。なお、ａからｃまでに掲げる期間前において、それぞれａ

からｃまでに定める期間に係る四半期連結貸借対照表を掲げることができることとなった場合には、当該

四半期連結貸借対照表を併せて掲げること。 

（ｃ） （略） 

ｃ～ｈ （略） 

（58）～（60） （略） 

（61） 連結貸借対照表 

最近連結会計年度末現在における連結貸借対照表（（60）ａにより最近２連結会計年度連結財務諸表を

記載する場合は、最近２連結会計年度末現在における連結貸借対照表）を掲げること。 

ただし、四半期報告書を提出する会社において、１年を１連結会計年度とする会社が次のａからｃまで

に掲げる期間に届出書を提出する場合には、それぞれａからｃまでに定める期間に係る四半期連結貸借対

照表（四半期連結財務諸表規則第５条の３に規定する比較情報を除き、特定事業会社（第17条の15第２項

に規定する事業を行う会社をいう。以下この様式において同じ。）がｂに掲げる期間に届出書を提出する

場合には、中間連結貸借対照表（中間連結財務諸表規則第４条の２に規定する比較情報を除く。）。以下

この（61）において同じ。）を併せて掲げること。なお、ａからｃまでに掲げる期間前において、それぞ

れａからｃまでに定める期間に係る四半期連結貸借対照表を掲げることができることとなった場合には、

当該四半期連結貸借対照表を併せて掲げること。 

ａ  最近連結会計年度の次の連結会計年度（以下（61）及び（66）のｂにおいて「次の連結会計年度」と

いう。）における最初の四半期連結会計期間（以下（61）において「第１四半期連結会計期間」という。）

終了後令第４条の２の10第３項に規定する期間（提出会社が特定事業会社である場合には、同条第４項

に規定する期間。以下この様式において「提出期間」という。）を経過する日から次の連結会計年度に

おける第１四半期連結会計期間の次の四半期連結会計期間（以下（61）において「第２四半期連結会計

期間」という。）終了後提出期間を経過する日の前日までの期間  当該次の連結会計年度における第１

四半期連結会計期間 

ａ  最近連結会計年度の次の連結会計年度（以下この（61）及び（66）のｂにおいて「次の連結会計年度」

という。）における最初の四半期連結会計期間（以下この（61）において「第１四半期連結会計期間」

という。）終了後令第４条の２の10第３項に規定する期間（提出会社が特定事業会社である場合には、

同条第４項に規定する期間。以下この様式において「提出期間」という。）を経過する日から次の連結

会計年度における第１四半期連結会計期間の次の四半期連結会計期間（以下この（61）において「第２

四半期連結会計期間」という。）終了後提出期間を経過する日の前日までの期間  当該次の連結会計年

度における第１四半期連結会計期間 

ｂ  次の連結会計年度における第２四半期連結会計期間終了後提出期間を経過する日から次の連結会計年

度における第２四半期連結会計期間の次の四半期連結会計期間（以下（61）において「第３四半期連結

会計期間」という。）終了後提出期間を経過する日の前日までの期間  当該次の連結会計年度における

ｂ  次の連結会計年度における第２四半期連結会計期間終了後提出期間を経過する日から次の連結会計年

度における第２四半期連結会計期間の次の四半期連結会計期間（以下この（61）において「第３四半期

連結会計期間」という。）終了後提出期間を経過する日の前日までの期間  当該次の連結会計年度にお
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第２四半期連結会計期間 ける第２四半期連結会計期間 

ｃ （略） 

（62） 連結損益計算書及び連結包括利益計算書又は連結損益及び包括利益計算書 

最近連結会計年度の連結損益計算書及び連結包括利益計算書又は連結損益及び包括利益計算書（（60）

ａにより最近２連結会計年度連結財務諸表を記載する場合は、最近２連結会計年度の連結損益計算書及び

連結包括利益計算書又は連結損益及び包括利益計算書）を掲げること。なお、連結損益計算書及び連結包

括利益計算書を掲げる場合にあっては項目名として「連結損益計算書及び連結包括利益計算書」と、連結

損益及び包括利益計算書を掲げる場合にあっては項目名として「連結損益及び包括利益計算書」と記載す

ること。 

ただし、（61）ただし書に規定する四半期連結貸借対照表を掲げた場合には、当該四半期連結貸借対照

表に係る四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は四半期連結損益

及び包括利益計算書（四半期連結財務諸表規則第５条の３に規定する比較情報を除く。以下（62）におい

て同じ。）を併せて掲げること。この場合において、四半期連結財務諸表規則に定めるところにより当四

半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は四半期連結損益及び包

括利益計算書を作成した場合には、当該四半期連結貸借対照表に係る四半期連結会計期間の四半期連結損

益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は四半期連結損益及び包括利益計算書も併せて掲げること。な

お、指定国際会計基準により四半期連結財務諸表を作成した場合には、当該四半期連結貸借対照表に係る

四半期連結累計期間及び四半期連結会計期間の四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は

四半期連結損益及び包括利益計算書を掲げること。 

また、（61）ただし書に規定する中間連結貸借対照表を掲げた場合（特定事業会社が中間貸借対照表を

掲げた場合を含む。）には、当該中間連結貸借対照表に係る連結会計年度の中間連結損益計算書及び中間

連結包括利益計算書又は中間連結損益及び包括利益計算書（中間連結財務諸表規則第４条の２に規定する

比較情報を除く。）を併せて掲げること。 

ｃ （略） 

（62） 連結損益計算書及び連結包括利益計算書又は連結損益及び包括利益計算書 

最近連結会計年度の連結損益計算書及び連結包括利益計算書又は連結損益及び包括利益計算書（（60）

ａにより最近２連結会計年度連結財務諸表を記載する場合は、最近２連結会計年度の連結損益計算書及び

連結包括利益計算書又は連結損益及び包括利益計算書）を掲げること。なお、連結損益計算書及び連結包

括利益計算書を掲げる場合にあっては項目名として「連結損益計算書及び連結包括利益計算書」と、連結

損益及び包括利益計算書を掲げる場合にあっては項目名として「連結損益及び包括利益計算書」と記載す

ること。 

ただし、（61）ただし書に規定する四半期連結貸借対照表を掲げた場合には、当該四半期連結貸借対照

表に係る四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は四半期連結損益

及び包括利益計算書（四半期連結財務諸表規則第５条の３に規定する比較情報を除く。以下この（62）に

おいて同じ。）を併せて掲げること。この場合において、四半期連結財務諸表規則に定めるところにより

当四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は四半期連結損益及

び包括利益計算書を作成した場合には、当該四半期連結貸借対照表に係る四半期連結会計期間の四半期連

結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書又は四半期連結損益及び包括利益計算書も併せて掲げるこ

と。なお、指定国際会計基準により四半期連結財務諸表を作成した場合には、当該四半期連結貸借対照表

に係る四半期連結累計期間及び四半期連結会計期間の四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算

書又は四半期連結損益及び包括利益計算書を掲げること。 

また、（61）ただし書に規定する中間連結貸借対照表を掲げた場合（特定事業会社が中間貸借対照表を

掲げた場合を含む。）には、当該中間連結貸借対照表に係る連結会計年度の中間連結損益計算書及び中間

連結包括利益計算書又は中間連結損益及び包括利益計算書（中間連結財務諸表規則第４条の２に規定する

比較情報を除く。）を併せて掲げること。 

（63）～（67） （略） 

（68） 貸借対照表 

最近事業年度末現在における貸借対照表（（67）ａにより最近２事業年度財務諸表を記載する場合は、

最近２事業年度末現在における貸借対照表）を掲げること。 

ただし、四半期報告書を提出する会社（特定事業会社及び四半期連結財務諸表を作成していない会社に

限る。（74）において同じ。）において、１年を１事業年度とする会社が次のａからｃまでに掲げる期間

に届出書を提出する場合（四半期連結財務諸表を作成している特定事業会社がａ及びｃに掲げる期間に届

出書を提出する場合を除く。）には、それぞれａからｃまでに定める期間に係る四半期貸借対照表（四半

期財務諸表等規則第４条の３に規定する比較情報を除き、特定事業会社がｂに掲げる期間に届出書を提出

する場合には、中間貸借対照表（中間財務諸表等規則第３条の２に規定する比較情報を除く。）。以下（68）

において同じ。）を併せて掲げること。なお、ａからｃまでに掲げる期間前において、それぞれａからｃ

までに定める期間に係る四半期貸借対照表を掲げることができることとなった場合には、当該四半期貸借

対照表を併せて掲げること。 

（63）～（67） （略） 

（68） 貸借対照表 

最近事業年度末現在における貸借対照表（（67）ａにより最近２事業年度財務諸表を記載する場合は、

最近２事業年度末現在における貸借対照表）を掲げること。 

ただし、四半期報告書を提出する会社（特定事業会社及び四半期連結財務諸表を作成していない会社に

限る。（74）において同じ。）において、１年を１事業年度とする会社が次のａからｃまでに掲げる期間

に届出書を提出する場合（四半期連結財務諸表を作成している特定事業会社がａ及びｃに掲げる期間に届

出書を提出する場合を除く。）には、それぞれａからｃまでに定める期間に係る四半期貸借対照表（四半

期財務諸表等規則第４条の３に規定する比較情報を除き、特定事業会社がｂに掲げる期間に届出書を提出

する場合には、中間貸借対照表（中間財務諸表等規則第３条の２に規定する比較情報を除く。）。以下こ

の（68）において同じ。）を併せて掲げること。なお、ａからｃまでに掲げる期間前において、それぞれ

ａからｃまでに定める期間に係る四半期貸借対照表を掲げることができることとなった場合には、当該四

半期貸借対照表を併せて掲げること。 

ａ 最近事業年度の次の事業年度（以下（68）並びに（74）のｂ及びｃにおいて「次の事業年度」という。）

における最初の四半期会計期間（以下（68）において「第１四半期会計期間」という。）終了後提出期

間を経過する日から次の事業年度における第１四半期会計期間の次の四半期会計期間（以下（68）にお

いて「第２四半期会計期間」という。）終了後提出期間を経過する日の前日までの期間 当該次の事業

年度における第１四半期会計期間 

ａ 最近事業年度の次の事業年度（以下この（68）並びに（74）のｂ及びｃにおいて「次の事業年度」と

いう。）における最初の四半期会計期間（以下この（68）において「第１四半期会計期間」という。）

終了後提出期間を経過する日から次の事業年度における第１四半期会計期間の次の四半期会計期間（以

下この（68）において「第２四半期会計期間」という。）終了後提出期間を経過する日の前日までの期

間 当該次の事業年度における第１四半期会計期間 

ｂ 次の事業年度における第２四半期会計期間終了後提出期間を経過する日から次の事業年度における第

２四半期会計期間の次の四半期会計期間（以下（68）において「第３四半期会計期間」という。）終了

後提出期間を経過する日の前日までの期間 当該次の事業年度における第２四半期会計期間 

ｂ 次の事業年度における第２四半期会計期間終了後提出期間を経過する日から次の事業年度における第

２四半期会計期間の次の四半期会計期間（以下この（68）において「第３四半期会計期間」という。）

終了後提出期間を経過する日の前日までの期間 当該次の事業年度における第２四半期会計期間 

ｃ （略） 

（69） 損益計算書 

ａ 最近事業年度の損益計算書（（67）ａにより最近２事業年度財務諸表を記載する場合は、最近２事業

ｃ （略） 

（69） 損益計算書 

ａ 最近事業年度の損益計算書（（67）ａにより最近２事業年度財務諸表を記載する場合は、最近２事業
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年度の損益計算書）を掲げること。 

ただし、（68）ただし書に規定する四半期貸借対照表を掲げた場合には、当該四半期貸借対照表に係

る四半期累計期間の四半期損益計算書（四半期財務諸表等規則第４条の３に規定する比較情報を除く。

以下（69）において同じ。）を併せて掲げること。この場合において、四半期財務諸表等規則に定める

ところにより当四半期会計期間に係る四半期損益計算書を作成した場合には、当該四半期貸借対照表に

係る四半期会計期間の四半期損益計算書も併せて掲げること。 

また、（68）ただし書に規定する中間貸借対照表を掲げた場合（特定事業会社が中間貸借対照表を掲

げた場合を含む。）には、当該中間貸借対照表に係る事業年度の中間損益計算書（中間財務諸表等規則

第３条の２に規定する比較情報を除く。）を併せて掲げること。 

年度の損益計算書）を掲げること。 

ただし、（68）ただし書に規定する四半期貸借対照表を掲げた場合には、当該四半期貸借対照表に係

る四半期累計期間の四半期損益計算書（四半期財務諸表等規則第４条の３に規定する比較情報を除く。

以下この（69）において同じ。）を併せて掲げること。この場合において、四半期財務諸表等規則に定

めるところにより当四半期会計期間に係る四半期損益計算書を作成した場合には、当該四半期貸借対照

表に係る四半期会計期間の四半期損益計算書も併せて掲げること。 

また、（68）ただし書に規定する中間貸借対照表を掲げた場合（特定事業会社が中間貸借対照表を掲

げた場合を含む。）には、当該中間貸借対照表に係る事業年度の中間損益計算書（中間財務諸表等規則

第３条の２に規定する比較情報を除く。）を併せて掲げること。 

ｂ （略） 

（70）～（87） （略） 

ｂ （略） 

（70）～（87） （略） 
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改  正  案 現     行 
第二号の五様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券届出書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｅ （略） 

第二号の五様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券届出書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｅ （略） 

ｆ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の決

議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況

及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役

の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況

について記載すること。 

ｆ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載する

場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載すること。

ｇ （略） 

（２）～（７） （略） 

（８） 新規発行株式 

ａ～ｃ （略） 

ｄ 新規発行株式が行使価額修正条項付新株予約権付社債券等である場合には、次に掲げる事項を欄外に

記載すること。 

 （ａ）・（ｂ） （略） 

ｇ （略） 

（２）～（７） （略） 

（８） 新規発行株式 

ａ～ｃ （略） 

ｄ 新規発行株式が行使価額修正条項付新株予約権付社債券等である場合には、次に掲げる事項を欄外に

記載すること。 

 （ａ）・（ｂ） （略） 

 （ｃ）   当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の行使に関する事項（当該権

利の行使を制限するために支払われる金銭その他の財産に関する事項を含む。）について割当予

定先（募集又は売出しにより割当てを予定している者をいう。以下ｄにおいて同じ。）との間で

締結する予定の取決めの内容（締結する予定がない場合はその旨） 

 （ｃ）   当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の行使に関する事項（当該権

利の行使を制限するために支払われる金銭その他の財産に関する事項を含む。）について割当予

定先（募集又は売出しにより割当てを予定している者をいう。以下このｄにおいて同じ。）との

間で締結する予定の取決めの内容（締結する予定がない場合はその旨） 

 （ｄ）～（ｆ） （略） 

 ｅ～ｉ （略） 

（９）～（11） （略） 

（12） 新規発行新株予約権証券 

ａ～ｐ （略） 

ｑ  「新株予約権証券の引受け」については、（11）に準じて記載すること。ただし、法第２条第６項第

３号に掲げる方法による新株予約権証券（同号に規定する新株予約権証券をいう。以下ｑにおいて同じ。）

の引受けの場合は、次の（ａ）から（ｆ）までに定めるところにより記載すること。 

 （ｄ）～（ｆ） （略） 

 ｅ～ｉ （略） 

（９）～（11） （略） 

（12） 新規発行新株予約権証券 

ａ～ｐ （略） 

ｑ  「新株予約権証券の引受け」については、（11）に準じて記載すること。ただし、法第２条第６項第

３号に掲げる方法による新株予約権証券（同号に規定する新株予約権証券をいう。以下このｑにおいて

同じ。）の引受けの場合は、次の（ａ）から（ｆ）までに定めるところにより記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略）  

（ｃ）  「引受新株予約権数」の欄には、引受人が取得する新株予約権証券に係る新株予約権（法第２

条第６項第３号に規定する新株予約権をいう。以下ｑにおいて同じ。）の数の算定方法及び引受

けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合の新株予約権証券

に係る新株予約権の数を記載すること。  

（ａ）・（ｂ） （略）  

（ｃ）  「引受新株予約権数」の欄には、引受人が取得する新株予約権証券に係る新株予約権（法第２

条第６項第３号に規定する新株予約権をいう。以下このｑにおいて同じ。）の数の算定方法及び

引受けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合の新株予約権

証券に係る新株予約権の数を記載すること。  

（ｄ）・（ｅ） （略） 

（ｆ）  引受人が引受けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合に、

会社が発行者である株券等（法第27条の23第１項に規定する株券等をいう。以下（ｆ）において

同じ。）に係る引受人の株券等保有割合（同条第４項に規定する株券等保有割合をいう。以下（ｆ）

において同じ。）が100分の５を超えることになるときは、その旨及び届出書提出日の５日（日曜

日及び令第14条の５に規定する休日の日数は、算入しない。）前の日における会社が発行者であ

る株券等に係る引受人の株券等保有割合を注記すること。 

（ｄ）・（ｅ） （略） 

（ｆ）  引受人が引受けの対象となる新株予約権証券の全てを取得することになったと仮定した場合に、

会社が発行者である株券等（法第27条の23第１項に規定する株券等をいう。以下この（ｆ）にお

いて同じ。）に係る引受人の株券等保有割合（同条第４項に規定する株券等保有割合をいう。以

下この（ｆ）において同じ。）が100分の５を超えることになるときは、その旨及び届出書提出日

の５日（日曜日及び令第14条の５に規定する休日の日数は、算入しない。）前の日における会社

が発行者である株券等に係る引受人の株券等保有割合を注記すること。 
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（13）～（59） （略） （13）～（59） （略） 
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改  正  案 現     行 
第三号様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

 （略） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の決

議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況

及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役

の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況

について記載すること。 

第三号様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

 （略） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載する

場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載すること。

ｅ （略） 

（２）～（４） （略） 

（５） 主要な経営指標等の推移 

ａ・ｂ （略） 

ｃ 第二号の四様式による有価証券届出書の提出日後最初に到来する事業年度末から２事業年度（６箇月

を１事業年度とする会社にあっては、４事業年度）を経過していない場合には、提出会社の最近５事業

年度（６箇月を１事業年度とする会社にあっては、10事業年度。以下ｃにおいて同じ。）（会社設立後

５事業年度を経過していない場合には、会社設立後最初の事業年度から最近事業年度まで）に係る主要

な経営指標等の推移について記載すること。ただし、最近５事業年度に係る主要な経営指標等の推移の

うち、ｂに規定する最も古い連結会計年度と同一の事業年度前に係るものについては、会社計算規則の

規定に基づき算出した各数値を記載することができる。なお、会社計算規則の規定に基づき算出した各

数値を記載する場合には、その旨及び法第193条の２第１項の規定による監査証明を受けていない旨を欄

外に注記すること。 

ｅ （略） 

（２）～（４） （略） 

（５） 主要な経営指標等の推移 

ａ・ｂ （略） 

ｃ 第二号の四様式による有価証券届出書の提出日後最初に到来する事業年度末から２事業年度（６箇月

を１事業年度とする会社にあっては、４事業年度）を経過していない場合には、提出会社の最近５事業

年度（６箇月を１事業年度とする会社にあっては、10事業年度。以下ｃにおいて同じ。）（会社設立後

５事業年度を経過していない場合には、会社設立後最初の事業年度から最近事業年度まで）に係る主要

な経営指標等の推移について記載すること。ただし、最近５事業年度に係る主要な経営指標等の推移の

うち、ｂに規定する最も古い連結会計年度と同一の事業年度前に係るものについては、会社計算規則の

規定に基づき算出した各数値を記載することができる。なお、会社計算規則の規定に基づき算出した各

数値を記載する場合には、その旨を欄外に注記すること。 

（６）～（19） （略） 

（20） 株式の総数等 

ａ～ｆ （略） 

ｇ 「発行数」の欄には、当事業年度末現在及び報告書提出日現在の発行数を記載すること。 

なお、新株予約権又は新株予約権付社債を発行している場合（商法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係法律の整備に関する法律（平成13年法律第129号）第19条第２項の規定により新株予約権付社債

とみなされる転換社債若しくは新株引受権付社債又は同条第３項の規定により新株予約権証券とみなさ

れる新株引受権証券（以下ｇ、（21）及び（23）において「旧転換社債等」という。）を発行している

場合を含む。）の「提出日現在」の欄に記載すべき発行数については、当該新株予約権の行使（旧転換

社債等の権利行使を含む。）によるものに限り、報告書の提出日の属する月の前月末のものについて記

載することができる。ただし、その旨を欄外に記載すること。 

（６）～（19） （略） 

（20） 株式の総数等 

ａ～ｆ （略） 

ｇ 「発行数」の欄には、当事業年度末現在及び報告書提出日現在の発行数を記載すること。 

なお、新株予約権又は新株予約権付社債を発行している場合（商法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係法律の整備に関する法律（平成13年法律第129号）第19条第２項の規定により新株予約権付社債

とみなされる転換社債若しくは新株引受権付社債又は同条第３項の規定により新株予約権証券とみなさ

れる新株引受権証券（以下このｇ、（21）及び（23）において「旧転換社債等」という。）を発行して

いる場合を含む。）の「提出日現在」の欄に記載すべき発行数については、当該新株予約権の行使（旧

転換社債等の権利行使を含む。）によるものに限り、報告書の提出日の属する月の前月末のものについ

て記載することができる。ただし、その旨を欄外に記載すること。 

 ｈ～ｊ （略） 

（21）～（35） （略） 

（36） 役員の状況 

ａ～ｇ （略） 

ｈ～ｊ （略） 

（21）～（35） （略） 

（36） 役員の状況 

ａ～ｇ （略） 
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ｈ 役員が社外取締役（社外役員（会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下

ｈにおいて同じ。）に該当する会社法第２条第15号に規定する社外取締役をいう。）又は社外監査役（社

外役員に該当する会社法第２条第16号に規定する社外監査役をいう。）に該当する場合は、その旨を欄

外に注記すること。 

（37）～（66） （略） 

ｈ 役員が社外取締役（社外役員（会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下

ｈにおいて同じ。）に該当する社外取締役をいう。）又は社外監査役（社外役員に該当する社外監査役

をいう。）に該当する場合は、その旨を欄外に注記すること。 

（37）～（66） （略） 
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改  正  案 現     行 
第三号の二様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（略） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ  この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の決

議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況

及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役

の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況

について記載すること。 

第三号の二様式 

【表紙】 

【提出書類】               有価証券報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（略） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ  この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載する

場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載すること。

（２）～（46） （略） （２）～（46） （略） 
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改  正  案 現     行 
第四号の三様式 

【表紙】 

【提出書類】               四半期報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

第四号の三様式 

【表紙】 

【提出書類】               四半期報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の決

議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況

及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役

の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況

について記載すること。 

ｄ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載する

場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載すること。

ｅ （略） 

（２）～（７） （略） 

（８） 経営上の重要な契約等 

ａ 当四半期連結会計期間（四半期連結財務諸表を作成していない場合には当四半期会計期間。以下（８）

において同じ。）において、吸収合併又は新設合併が行われることが、業務執行を決定する機関により

決定された場合には、重要性の乏しいものを除き、吸収合併又は新設合併の目的、条件、引継資産・負

債の状況、吸収合併消滅会社となる会社又は新設合併消滅会社となる会社の株式１株又は持分に割り当

てられる吸収合併存続会社となる会社又は新設合併設立会社となる会社の株式の数その他の財産（吸収

合併存続会社となる会社以外の会社の株式等が割り当てられる場合を含む。）及びその算定根拠並びに

当該吸収合併又は新設合併の後の吸収合併存続会社となる会社（吸収合併消滅会社となる会社の株式１

株又は持分に割り当てられる財産が吸収合併存続会社となる会社が発行する有価証券以外の有価証券で

ある場合には、当該有価証券の発行者を含む。）又は新設合併設立会社となる会社の資本金・事業の内

容等について記載すること。 

ｅ （略） 

（２）～（７） （略） 

（８） 経営上の重要な契約等 

ａ 当四半期連結会計期間（四半期連結財務諸表を作成していない場合には当四半期会計期間。以下この

（８）において同じ。）において、吸収合併又は新設合併が行われることが、業務執行を決定する機関

により決定された場合には、重要性の乏しいものを除き、吸収合併又は新設合併の目的、条件、引継資

産・負債の状況、吸収合併消滅会社となる会社又は新設合併消滅会社となる会社の株式１株又は持分に

割り当てられる吸収合併存続会社となる会社又は新設合併設立会社となる会社の株式の数その他の財産

（吸収合併存続会社となる会社以外の会社の株式等が割り当てられる場合を含む。）及びその算定根拠

並びに当該吸収合併又は新設合併の後の吸収合併存続会社となる会社（吸収合併消滅会社となる会社の

株式１株又は持分に割り当てられる財産が吸収合併存続会社となる会社が発行する有価証券以外の有価

証券である場合には、当該有価証券の発行者を含む。）又は新設合併設立会社となる会社の資本金・事

業の内容等について記載すること。 

ｂ～ｅ （略） 

（９） 財政状態、経営成績及びキャッシュ･フローの状況の分析 

ａ この四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関して投資者が適正な判断を行うことがで

きるよう、提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ･フローの状況に関する分析・検

討内容（次に掲げるもののほか、例えば、経営成績に重要な影響を与える要因についての分析、資本の

財源及び資金の流動性に係る情報）を具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。ただし、当四半期

連結会計期間が、（23）により「第４ 経理の状況」において四半期連結キャッシュ・フロー計算書を

掲げた四半期連結会計期間以外の四半期連結会計期間（四半期連結財務諸表を作成していない場合は、

（28）により「第４ 経理の状況」において四半期キャッシュ・フロー計算書を掲げた四半期会計期間

以外の四半期会計期間）である場合には、キャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容の記載を

要しない。 

（ａ）  当四半期連結累計期間（四半期連結財務諸表を作成していない場合には当四半期累計期間。以

下ａにおいて同じ。）におけるセグメント情報ごとの業績の状況及びキャッシュ・フローの状況

についての前年同四半期連結累計期間との比較・分析。 

ｂ～ｅ （略） 

（９） 財政状態、経営成績及びキャッシュ･フローの状況の分析 

ａ この四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関して投資者が適正な判断を行うことがで

きるよう、提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ･フローの状況に関する分析・検

討内容（次に掲げるもののほか、例えば、経営成績に重要な影響を与える要因についての分析、資本の

財源及び資金の流動性に係る情報）を具体的に、かつ、分かりやすく記載すること。ただし、当四半期

連結会計期間が、（23）により「第４ 経理の状況」において四半期連結キャッシュ・フロー計算書を

掲げた四半期連結会計期間以外の四半期連結会計期間（四半期連結財務諸表を作成していない場合は、

（28）により「第４ 経理の状況」において四半期キャッシュ・フロー計算書を掲げた四半期会計期間

以外の四半期会計期間）である場合には、キャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容の記載を

要しない。 

（ａ）  当四半期連結累計期間（四半期連結財務諸表を作成していない場合には当四半期累計期間。以

下このａにおいて同じ。）におけるセグメント情報ごとの業績の状況及びキャッシュ・フローの

状況についての前年同四半期連結累計期間との比較・分析。 

（ｂ）～（ｆ） （略） 

ｂ・ｃ （略） 

（10） 株式の総数等 

ａ～ｆ （略） 

（ｂ）～（ｆ） （略） 

ｂ・ｃ （略） 

（10） 株式の総数等 

ａ～ｆ （略） 

 
52



ｇ 「発行数」の欄には、当四半期会計期間の末日現在及び提出日現在の発行数を記載すること。 

なお、新株予約権又は新株予約権付社債を発行している場合（商法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係法律の整備に関する法律（平成13年法律第129号）第19条第２項の規定により新株予約権付社債

とみなされる転換社債若しくは新株引受権付社債又は同条第３項の規定により新株予約権証券とみなさ

れる新株引受権証券（以下ｇ及び（14）において「旧転換社債等」という。）を発行している場合を含

む。）の「提出日現在」の欄に記載すべき発行数については、当該新株予約権の行使（旧転換社債等の

権利行使を含む。）によるものに限り、四半期報告書の提出日の属する月の前月末のものについて記載

することができる。ただし、その旨を欄外に記載すること。 

ｇ 「発行数」の欄には、当四半期会計期間の末日現在及び提出日現在の発行数を記載すること。 

なお、新株予約権又は新株予約権付社債を発行している場合（商法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係法律の整備に関する法律（平成13年法律第129号）第19条第２項の規定により新株予約権付社債

とみなされる転換社債若しくは新株引受権付社債又は同条第３項の規定により新株予約権証券とみなさ

れる新株引受権証券（以下このｇ及び（14）において「旧転換社債等」という。）を発行している場合

を含む。）の「提出日現在」の欄に記載すべき発行数については、当該新株予約権の行使（旧転換社債

等の権利行使を含む。）によるものに限り、四半期報告書の提出日の属する月の前月末のものについて

記載することができる。ただし、その旨を欄外に記載すること。 

ｈ～ｊ （略） 

（11）～（17） （略） 

（18） 経理の状況 

ａ～ｄ （略） 

ｅ 提出会社が特定事業会社であって、（30）により中間連結財務諸表及び中間財務諸表（以下（18）に

おいて「中間連結財務諸表等」という。）を作成している場合には、その旨を記載すること。 

また、中間連結財務諸表規則第87条及び中間財務諸表等規則第74条第２項の規定により中間連結財務

諸表等を指定国際会計基準により作成した場合には、併せて、その旨を記載すること。 

ｈ～ｊ （略） 

（11）～（17） （略） 

（18） 経理の状況 

ａ～ｄ （略） 

ｅ 提出会社が特定事業会社であって、（30）により中間連結財務諸表及び中間財務諸表（以下この（18）

において「中間連結財務諸表等」という。）を作成している場合には、その旨を記載すること。 

また、中間連結財務諸表規則第87条及び中間財務諸表等規則第74条第２項の規定により中間連結財務

諸表等を指定国際会計基準により作成した場合には、併せて、その旨を記載すること。 

ｆ～ｈ （略） 

（19）～（36） （略） 

ｆ～ｈ （略） 

（19）～（36） （略） 
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改  正  案 現     行 
第五号様式 

【表紙】 

【提出書類】               半期報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の13第５項若しくは第６項の取締役会の決

議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況

及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役

の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況

について記載すること。 

第五号様式 

【表紙】 

【提出書類】               半期報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

ａ～ｃ （略） 

ｄ この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載する

場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載すること。

（２）～（６） （略） 

（７） 関係会社の状況 

ａ 当中間連結会計期間において、提出会社の関係会社（重要性の乏しい関係会社を除く。以下（７）に

おいて同じ。）に異動があった場合には、その内容を記載すること。 

また、新たに提出会社の関係会社となった会社等については、当該関係会社の名称、住所、資本金又

は出資金、主要な事業の内容、議決権に対する提出会社の所有割合及び提出会社と関係会社との関係内

容（例えば、役員の兼任等、資金援助、営業上の取引、設備の賃貸借、業務提携等の関係内容をいう。）

について記載すること。 

なお、中間連結財務諸表を作成していない場合には、当中間会計期間における提出会社の関係会社の

異動の状況について、これに準じて記載すること。 

（２）～（６） （略） 

（７） 関係会社の状況 

ａ 当中間連結会計期間において、提出会社の関係会社（重要性の乏しい関係会社を除く。以下この（７）

において同じ。）に異動があった場合には、その内容を記載すること。 

また、新たに提出会社の関係会社となった会社等については、当該関係会社の名称、住所、資本金又

は出資金、主要な事業の内容、議決権に対する提出会社の所有割合及び提出会社と関係会社との関係内

容（例えば、役員の兼任等、資金援助、営業上の取引、設備の賃貸借、業務提携等の関係内容をいう。）

について記載すること。 

なお、中間連結財務諸表を作成していない場合には、当中間会計期間における提出会社の関係会社の

異動の状況について、これに準じて記載すること。 

ｂ～ｅ （略） 

ｆ 新たに関係会社となった会社等について、次に掲げる事項を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ）  中間連結財務諸表に重要な影響を与えている債務超過の状況（負債の総額が資産の総額を上回

っている状況をいう。以下ｆにおいて同じ。）にある関係会社があるときは、その旨及び債務超

過の金額 

ｂ～ｅ （略） 

ｆ 新たに関係会社となった会社等について、次に掲げる事項を記載すること。 

（ａ）・（ｂ） （略） 

（ｃ）  中間連結財務諸表に重要な影響を与えている債務超過の状況（負債の総額が資産の総額を上回

っている状況をいう。以下このｆにおいて同じ。）にある関係会社があるときは、その旨及び債

務超過の金額 

（ｄ） （略） 

（８）～（11－２） （略） 

（12） 経営上の重要な契約等 

ａ 当中間連結会計期間（中間連結財務諸表を作成していない場合には当中間会計期間。以下（12）にお

いて同じ。）において、吸収合併又は新設合併が行われることが、業務執行を決定する機関により決定

された場合には、重要性の乏しいものを除き、吸収合併又は新設合併の目的、条件、引継資産・負債の

状況、吸収合併消滅会社となる会社又は新設合併消滅会社となる会社の株式１株又は持分に割り当てら

れる吸収合併存続会社となる会社又は新設合併設立会社となる会社の株式の数その他の財産（吸収合併

存続会社となる会社以外の会社の株式等が割り当てられる場合を含む。）及びその算定根拠並びに当該

吸収合併又は新設合併の後の吸収合併存続会社となる会社（吸収合併消滅会社となる会社の株式１株又

は持分に割り当てられる財産が吸収合併存続会社となる会社が発行する有価証券以外の有価証券である

場合には、当該有価証券の発行者を含む。）又は新設合併設立会社となる会社の資本金・事業の内容等

について記載すること。 

（ｄ） （略） 

（８）～（11－２） （略） 

（12） 経営上の重要な契約等 

ａ 当中間連結会計期間（中間連結財務諸表を作成していない場合には当中間会計期間。以下この（12）

において同じ。）において、吸収合併又は新設合併が行われることが、業務執行を決定する機関により

決定された場合には、重要性の乏しいものを除き、吸収合併又は新設合併の目的、条件、引継資産・負

債の状況、吸収合併消滅会社となる会社又は新設合併消滅会社となる会社の株式１株又は持分に割り当

てられる吸収合併存続会社となる会社又は新設合併設立会社となる会社の株式の数その他の財産（吸収

合併存続会社となる会社以外の会社の株式等が割り当てられる場合を含む。）及びその算定根拠並びに

当該吸収合併又は新設合併の後の吸収合併存続会社となる会社（吸収合併消滅会社となる会社の株式１

株又は持分に割り当てられる財産が吸収合併存続会社となる会社が発行する有価証券以外の有価証券で

ある場合には、当該有価証券の発行者を含む。）又は新設合併設立会社となる会社の資本金・事業の内

容等について記載すること。 

ｂ～ｅ （略） ｂ～ｅ （略） 
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（13）～（14） （略） 

（15）設備の新設、除却等の計画 

ａ 前連結会計年度末（中間連結財務諸表を作成していない場合には前事業年度末。以下（15）において

同じ。）において計画中であった重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等について、当中間連結

会計期間（中間連結財務諸表を作成していない場合には当中間会計期間。以下（15）において同じ。）

に重要な変更があった場合には、セグメント情報に関連付けて、変更の内容を記載すること。 

（13）～（14） （略） 

（15）設備の新設、除却等の計画 

ａ 前連結会計年度末（中間連結財務諸表を作成していない場合には前事業年度末。以下この（15）にお

いて同じ。）において計画中であった重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等について、当中間

連結会計期間（中間連結財務諸表を作成していない場合には当中間会計期間。以下この（15）において

同じ。）に重要な変更があった場合には、セグメント情報に関連付けて、変更の内容を記載すること。

ｂ・ｃ （略） 

（16）株式の総数等 

ａ～ｆ （略） 

ｇ 「発行数」の欄には、当中間会計期間の末日現在及び提出日現在の発行数を記載すること。 

なお、新株予約権又は新株予約権付社債を発行している場合（商法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係法律の整備に関する法律（平成13年法律第129号）第19条第２項の規定により新株予約権付社債

とみなされる転換社債若しくは新株引受権付社債又は同条第３項の規定により新株予約権証券とみなさ

れる新株引受権証券（以下ｃ、（17）及び（19）において「旧転換社債等」という。）を発行している

場合を含む。）の「提出日現在」の欄に記載すべき発行数については、当該新株予約権の行使（旧転換

社債等の権利行使を含む。）によるものに限り、半期報告書の提出日の属する月の前月末のものについ

て記載することができる。ただし、その旨を欄外に記載すること。 

ｂ・ｃ （略） 

（16）株式の総数等 

ａ～ｆ （略） 

ｇ 「発行数」の欄には、当中間会計期間の末日現在及び提出日現在の発行数を記載すること。 

なお、新株予約権又は新株予約権付社債を発行している場合（商法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係法律の整備に関する法律（平成13年法律第129号）第19条第２項の規定により新株予約権付社債

とみなされる転換社債若しくは新株引受権付社債又は同条第３項の規定により新株予約権証券とみなさ

れる新株引受権証券（以下このｃ、（17）及び（19）において「旧転換社債等」という。）を発行して

いる場合を含む。）の「提出日現在」の欄に記載すべき発行数については、当該新株予約権の行使（旧

転換社債等の権利行使を含む。）によるものに限り、半期報告書の提出日の属する月の前月末のものに

ついて記載することができる。ただし、その旨を欄外に記載すること。 

ｈ～ｊ （略） 

（17）～（23） （略） 

（24）経理の状況 

ａ 財務諸表等規則別記に掲げる事業を営む会社が、特別の法令若しくは準則の定めるところにより又は

これに準じて中間連結財務諸表及び中間財務諸表（以下（24）において「中間連結財務諸表等」という。）

を作成している場合には、その旨を記載すること。 

ｈ～ｊ （略） 

（17）～（23） （略） 

（24）経理の状況 

ａ 財務諸表等規則別記に掲げる事業を営む会社が、特別の法令若しくは準則の定めるところにより又は

これに準じて中間連結財務諸表及び中間財務諸表（以下この（24）において「中間連結財務諸表等」と

いう。）を作成している場合には、その旨を記載すること。 

ｂ～ｆ （略） 

（25）～（46） （略） 

ｂ～ｆ （略） 

（25）～（46） （略） 
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改  正  案 現     行 
第五号の三様式 

【表紙】 

【提出書類】             臨時報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取

締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の 13第５項若しくは第６項の取締役会の

決議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状

況及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執

行役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の

状況について記載すること。 

第五号の三様式 

【表紙】 

【提出書類】             臨時報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

（１） 一般的事項 

この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する場

合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記載す

る場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載するこ

と。 

（２）～（６） （略） （２）～（６） （略） 
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改  正  案 現     行 
第五号の四様式 

【表紙】 

【提出書類】             親会社等状況報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

次に掲げるものを除き、第三号様式に準じて記載すること。 

（１） （略） 

（２） 親会社等の最近事業年度末における当該親会社等の会社法第435条第２項及び会社計算規則第59

条第１項に規定する貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記表、事業報告及びこ

れらの附属明細書（以下「計算書類等」という。）を記載すること（同法第436条第１項及び第２項

の規定による監査役（監査等委員会設置会社にあっては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員会）の監査に係る監査報告及び同項の規定による会計監査人の監査を受けている場合の

当該会計監査人の監査に係る監査報告を当該計算書類等に添付すること。）。 

第五号の四様式 

【表紙】 

【提出書類】             親会社等状況報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

次に掲げるものを除き、第三号様式に準じて記載すること。 

（１） （略） 

（２） 親会社等の最近事業年度末における当該親会社等の会社法第435条第２項及び会社計算規則第59

条第１項に規定する貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記表、事業報告及びこ

れらの附属明細書（以下「計算書類等」という。）を記載すること（同法第436条第１項及び第２項

の規定による監査役（委員会設置会社にあっては、監査委員会）の監査に係る監査報告及び同項の規

定による会計監査人の監査を受けている場合の当該会計監査人の監査に係る監査報告を当該計算書

類等に添付すること。）。 

（３）・（４） （略） （３）・（４） （略） 
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改  正  案 現     行 
第十号の三様式 

【表紙】 

【提出書類】             親会社等状況報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

以下に掲げるものを除き、第八号様式に準じて記載すること。 

（１） （略） 

（２） 親会社等の最近事業年度末における当該親会社等の会社法第435条第２項及び会社計算規則第59

条第１項に規定する貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記表、事業報告及びこ

れらの附属明細書に準ずるもの（以下「計算書類等」という。）を記載すること（同法第436条第１

項及び第２項の規定による監査役（監査等委員会設置会社にあっては監査等委員会、指名委員会等設

置会社にあっては監査委員会）の監査に係る監査報告に準ずるもの及び同項の規定による会計監査人

の監査を受けている場合の当該監査に係る監査報告に準ずるものを当該計算書類等に添付するこ

と。）。 

ただし、計算書類等のうちに、当該親会社等の属する国の法令又は慣行により作成することとされ

ていない書類がある場合には、当該書類の記載に代えて、その旨を記載すること。 

第十号の三様式 

【表紙】 

【提出書類】             親会社等状況報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

以下に掲げるものを除き、第八号様式に準じて記載すること。 

（１） （略） 

（２） 親会社等の最近事業年度末における当該親会社等の会社法第435条第２項及び会社計算規則第59

条第１項に規定する貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記表、事業報告及びこ

れらの附属明細書に準ずるもの（以下「計算書類等」という。）を記載すること（同法第436条第１

項及び第２項の規定による監査役（委員会設置会社にあっては、監査委員会）の監査に係る監査報告

に準ずるもの及び同項の規定による会計監査人の監査を受けている場合の当該監査に係る監査報告

に準ずるものを当該計算書類等に添付すること。）。 

ただし、計算書類等のうちに、当該親会社等の属する国の法令又は慣行により作成することとされ

ていない書類がある場合には、当該書類の記載に代えて、その旨を記載すること。 

（３） （略） （３） （略） 
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改  正  案 現     行 
第十七号様式 

【表紙】 

【提出書類】             自己株券買付状況報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 一般的事項 

（１） （略） 

（２） この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

監査等委員会設置会社及び指名委員会等設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、

取締役会の決議の状況を記載する場合において、会社法第399条の 13第５項若しくは第６項の取締

役会の決議による委任に基づく取締役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会

の決議の状況及び当該取締役の決定の状況について、同法第416条第４項の取締役会の決議による委

任に基づく執行役の決定について記載する場合にはその旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当

該執行役の決定の状況について記載すること。 

第十七号様式 

【表紙】 

【提出書類】             自己株券買付状況報告書 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 一般的事項 

（１） （略） 

（２） この様式（記載上の注意を含む。）は、主として監査役を設置する会社について示したものであり、

委員会設置会社については、これに準じて記載すること。例えば、取締役会の決議の状況を記載する

場合において、会社法第416条第４項の取締役会の決議による委任に基づく執行役の決定について記

載する場合には、その旨並びに当該取締役会の決議の状況及び当該執行役の決定の状況について記載

すること。 

（３） （略） 

２～４ （略） 

（３） （略） 

２～４ （略） 

 
59



六

銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）

改

正

案

現

行

（
営
業
の
免
許
の
申
請
等
）

（
営
業
の
免
許
の
申
請
等
）

第
一
条
の
八

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

第
一
条
の
八

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
株
式
会
社
は
、
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役

る
株
式
会
社
は
、
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執

及
び
執
行
役
）
全
員
が
署
名
し
た
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

行
役
）
全
員
が
署
名
し
た
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融

て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
株
式
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

二

当
該
株
式
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ホ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ヘ
～
ル

（
略
）

ヘ
～
ル

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

第
七
条

銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ

第
七
条

銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、

て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
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る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当
該
銀
行
を
経
由

は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当
該
銀
行
を
経
由
し
て
金

し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
銀
行
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

（
銀
行
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

第
十
七
条
の
三

（
略
）

第
十
七
条
の
三

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
八
号
ニ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

８

法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
八
号
ニ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
当
該
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
信
託
兼
営
銀
行
又
は
信
託
専
門
会
社
が
、
そ

は
、
当
該
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
信
託
兼
営
銀
行
又
は
信
託
会
社
が
、
そ
の
総

の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
同
条
第

株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
同
条
第
一
項

一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

第
十
三
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

９

（
略
）

９

（
略
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

第
十
九
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
十
九
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
事
業
年
度
（
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定

も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
事
業
年
度
（
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
説
明
書
類
（
以
下
「
中

す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
説
明
書
類
（
以
下
「
中

間
説
明
書
類
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
イ
及
び
ハ
か
ら
チ
ま
で
、

間
説
明
書
類
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
イ
及
び
ハ
か
ら
チ
ま
で
、

第
二
号
、
第
三
号
ロ
⑾
、
第
四
号
（
ハ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
五
号
チ

第
二
号
、
第
三
号
ロ
⑾
、
第
四
号
（
ハ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
五
号
チ

並
び
に
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

並
び
に
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

銀
行
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

銀
行
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）
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ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ニ
～
チ

（
略
）

ニ
～
チ

（
略
）

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
二
条

銀
行
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受

第
二
十
二
条

銀
行
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七
～
八

（
略
）

七
～
八

（
略
）

九

合
併
後
存
続
す
る
銀
行
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
銀
行
の
定
款
、
取

九

合
併
後
存
続
す
る
銀
行
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
銀
行
の
定
款
、
取

締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名

締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役

委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
、
営
業

）
の
履
歴
書
、
営
業
所
の
位
置
及
び
当
該
銀
行
を
所
属
銀
行
と
す
る
銀
行
代

所
の
位
置
及
び
当
該
銀
行
を
所
属
銀
行
と
す
る
銀
行
代
理
業
者
の
当
該
銀
行

理
業
者
の
当
該
銀
行
の
た
め
に
銀
行
代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の

の
た
め
に
銀
行
代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設
置
の
状
況
を
記
載

設
置
の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
収
支
及
び
単
体
自

し
た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
収
支
及
び
単
体
自
己
資
本
比
率
の
見
込

己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面
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み
を
記
載
し
た
書
面

九
の
二
～
十
四

（
略
）

九
の
二
～
十
四

（
略
）

（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
二

銀
行
は
、
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
会
社
分
割
の

第
二
十
二
条
の
二

銀
行
は
、
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
会
社
分
割
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付

し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七

（
略
）

七

（
略
）

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に

十
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証

を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発

券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

八

（
略
）

八

（
略
）

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
銀
行
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
銀
行
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査

役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置

役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
、

会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
、
営
業
所
の
位
置
及
び

営
業
所
の
位
置
及
び
当
該
銀
行
を
所
属
銀
行
と
す
る
銀
行
代
理
業
者
の
当
該

当
該
銀
行
を
所
属
銀
行
と
す
る
銀
行
代
理
業
者
の
当
該
銀
行
の
た
め
に
銀
行

銀
行
の
た
め
に
銀
行
代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設
置
の
状
況
を

 
63



代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設
置
の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
並
び

記
載
し
た
書
面
並
び
に
収
支
及
び
単
体
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し

に
収
支
及
び
単
体
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

た
書
面

九
の
二
～
十
五

（
略
）

九
の
二
～
十
五

（
略
）

（
廃
業
及
び
解
散
等
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
業
及
び
解
散
等
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
五
条

銀
行
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銀
行
業
の
廃
止

第
二
十
五
条

銀
行
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銀
行
業
の
廃
止

、
合
併
又
は
解
散
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
、
次

、
合
併
又
は
解
散
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
認
可
事
項
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て

の
各
号
に
掲
げ
る
認
可
事
項
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て

金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

合
併

二

合
併

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
会
社
の
定
款
並

ロ

合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
会
社
の
定
款
並

び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締

び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履

び
執
行
役
）
の
履
歴
書

歴
書

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

（
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に
な
ろ
う
と

（
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に
な
ろ
う
と

す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

第
三
十
四
条
の
六

法
第
五
十
二
条
の
九
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為

第
三
十
四
条
の
六

法
第
五
十
二
条
の
九
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為

に
よ
り
一
の
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に

に
よ
り
一
の
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に

な
ろ
う
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ

な
ろ
う
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
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う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長

う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長

官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該

書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ニ
～
ヲ

（
略
）

ニ
～
ヲ

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

一
の
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
会
社
そ
の

３

一
の
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
会
社
そ
の

他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
五
十
二
条
の
九
第
一
項
の
規

他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
五
十
二
条
の
九
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書

定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書

面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
設

お
い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
設

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の

一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ハ
～
ル

（
略
）

ハ
～
ル

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等

（
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等

）

）

第
三
十
四
条
の
十

銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社
は

第
三
十
四
条
の
十

銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社
は

、
法
第
五
十
二
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

、
法
第
五
十
二
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し

き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し

て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

二

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ニ
～
ヲ

（
略
）

ニ
～
ヲ

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
五

２

銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
五

十
二
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認

十
二
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
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可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総

可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総

理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立

会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ハ
～
ル

（
略
）

ハ
～
ル

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
銀
行
持
株
会
社
の
取
締
役
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
）

（
銀
行
持
株
会
社
の
取
締
役
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
四
条
の
十
四

銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員

第
三
十
四
条
の
十
四

銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員
会
設

会
等
置
会
社
に
あ
つ
て
は
執
行
役
、
外
国
所
在
銀
行
持
株
会
社
（
銀
行
を
子
会

置
会
社
に
あ
つ
て
は
執
行
役
、
外
国
所
在
銀
行
持
株
会
社
（
銀
行
を
子
会
社
と

社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
で
あ
つ
て
、
法
第
五
十
二
条
の
十
七
第
一
項
の
認

す
る
外
国
の
持
株
会
社
で
あ
つ
て
、
法
第
五
十
二
条
の
十
七
第
一
項
の
認
可
を

可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
又
は
同
項
若
し
く
は
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可

受
け
て
設
立
さ
れ
、
又
は
同
項
若
し
く
は
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受

を
受
け
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
外
国
所
在
銀

け
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
外
国
所
在
銀
行
持

行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
若
し
く
は
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
類

株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
若
し
く
は
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る

す
る
職
に
あ
る
者
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
五
十
二
条
の
十
九
第

職
に
あ
る
者
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を

の
規
定
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当
該
銀
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該
銀
行
持
株
会
社
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行
持
株
会
社
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧

（
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧

等
）

等
）

第
三
十
四
条
の
二
十
六

法
第
五
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
内

第
三
十
四
条
の
二
十
六

法
第
五
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
説
明
書
類
に
あ
つ
て
は

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
説
明
書
類
に
あ
つ
て
は

、
第
一
号
イ
及
び
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
二
号
、
第
四
号
ホ
並
び
に
第
五
号
に
掲

、
第
一
号
イ
及
び
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
二
号
、
第
四
号
ホ
並
び
に
第
五
号
に
掲

げ
る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

げ
る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

銀
行
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

銀
行
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ホ
・
ヘ

（
略
）

ホ
・
ヘ

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
四
条
の
二
十
九

銀
行
持
株
会
社
は
、
法
第
五
十
二
条
の
三
十
五
第
一
項

第
三
十
四
条
の
二
十
九

銀
行
持
株
会
社
は
、
法
第
五
十
二
条
の
三
十
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次

の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
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に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七
～
八

（
略
）

七
～
八

（
略
）

九

合
併
後
存
続
す
る
銀
行
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査

九

合
併
後
存
続
す
る
銀
行
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員

等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ

会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務

つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し

所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
銀
行
持
株
会
社
及
び

た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
収

そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書

支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

面

九
の
二
～
十
五

（
略
）

九
の
二
～
十
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
四
条
の
三
十

銀
行
持
株
会
社
は
、
法
第
五
十
二
条
の
三
十
五
第
二
項
の

第
三
十
四
条
の
三
十

銀
行
持
株
会
社
は
、
法
第
五
十
二
条
の
三
十
五
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
会
社
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に

規
定
に
よ
る
会
社
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に

次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

 
69



る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七

（
略
）

七

（
略
）

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に

十
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証

を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発

券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

八

（
略
）

八

（
略
）

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
銀
行
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
銀
行
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役

及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員

及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の

会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務

履
歴
書
並
び
に
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
銀
行
持
株
会
社
及

所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の

び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た

収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

書
面

九
の
二
～
十
六

（
略
）

九
の
二
～
十
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
届
出
事
項
）

（
届
出
事
項
）

第
三
十
五
条

法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
三
十
五
条

法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
～
二
の
二

（
略
）

一
～
二
の
二

（
略
）

三

銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査

三

銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査

役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
銀

役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
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行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
銀
行
の
常
務
に
従
事
す

代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役

る
取
締
役
を
除
く
。
）
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
銀
行
の
常

を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）

務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
銀
行
の

を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次

常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て

号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任

し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

三
の
二
～
三
十
一

（
略
）

三
の
二
～
三
十
一

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、

３

法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、

次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
～
二
の
二

（
略
）

一
～
二
の
二

（
略
）

三

銀
行
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す

三

銀
行
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す

る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
銀
行
持
株

る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
持
株
会
社

会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又

の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
銀

は
監
査
等
委
員
（
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）

行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す

次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は

る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
銀
行
持
株
会
社
の
常

役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「

役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し

よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

三
の
二
～
二
十
四

（
略
）

三
の
二
～
二
十
四

（
略
）

４
～

（
略
）

４
～

（
略
）

10

10
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（
登
記
）

（
登
記
）

第
三
十
六
条
の
二

（
略
）

第
三
十
六
条
の
二

（
略
）

２

そ
の
公
告
方
法
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
公
告
方
法
を
い

２

そ
の
公
告
方
法
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
公
告
方
法
を
い

う
。
）
が
法
第
五
十
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
で
あ
る
銀
行
及
び
銀
行
持
株

う
。
）
が
法
第
五
十
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
で
あ
る
銀
行
及
び
銀
行
持
株

会
社
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
で
あ

会
社
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
九
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
で
あ

つ
て
、
中
間
決
算
公
告
等
（
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
銀
行
が
行
う

つ
て
、
中
間
決
算
公
告
等
（
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
銀
行
が
行
う

公
告
（
同
条
第
一
項
の
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
に
関

公
告
（
同
条
第
一
項
の
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
に
関

す
る
公
告
を
除
く
。
）
又
は
第
五
十
二
条
の
二
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
銀

す
る
公
告
を
除
く
。
）
又
は
第
五
十
二
条
の
二
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
銀

行
持
株
会
社
が
行
う
公
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容

行
持
株
会
社
が
行
う
公
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容

で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
た
め
の
も
の
を
、
当
該
事
項
で
あ
つ
て
中
間
決

で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
も
の
を
、
当
該
事
項
で
あ
つ
て
中
間
決
算
公
告

算
公
告
等
以
外
の
公
告
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
た
め
の
も
の
と

等
以
外
の
公
告
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
も
の
と
別
に
登
記
す
る

別
に
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第１号 

改正案 現行 

別紙様式第１号（第 18 条第１項関係）                          （日本工業規格Ａ４） 

中 間 業 務 報 告 書 

       年  月  日から 

第  期中               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～６ （略） 

（以下略） 

別紙様式第１号（第 18 条第１項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

中 間 業 務 報 告 書 

       年  月  日から 

第  期中               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～６ （略） 

（以下略） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第１号の２ 

改正案 現行 

別紙様式第１号の２（第 18 条第１項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

中 間 業 務 報 告 書 

       年  月  日から 

第  期中               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～６ （略） 

（以下略）

別紙様式第１号の２（第 18 条第１項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

中 間 業 務 報 告 書 

       年  月  日から 

第  期中               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～６ （略） 

（以下略）

 
74



六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第３号 

改正案 現行 

別紙様式第３号（第 18 条第２項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

 業  務  報  告  書 

       年  月  日から 

第  期               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～６ （略） 

年  月  日から 

第１  第  期                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 会社役員の略歴及び所有自社株式 

（略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 銀行法第７条第１項による取締役（指名委員会等設置会社にあつては、執行役）の兼職の認

可を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

３ （略） 

（以下略）

別紙様式第３号（第 18 条第２項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

業  務  報  告  書 

       年  月  日から 

第  期               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～６ （略） 

年  月  日から 

第１  第  期                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 会社役員の略歴及び所有自社株式 

（略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 銀行法第７条第１項による取締役（委員会設置会社にあつては、執行役）の兼職の認可を得

ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

３ （略） 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第３号の２ 

改正案 現行 

別紙様式第３号の２（第 18 条第２項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

業  務  報  告  書 

       年  月  日から 

第  期               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～６ （略） 

年  月  日から 

第１  第  期                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 会社役員の略歴及び所有自社株式 

（略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 銀行法第７条第１項による取締役（指名委員会等設置会社にあつては、執行役）の兼職の認

可を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

３ （略） 

（以下略）

別紙様式第３号の２（第 18 条第２項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

業  務  報  告  書 

       年  月  日から 

第  期               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１～第５ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～６ （略） 

年  月  日から 

第１  第  期                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 会社役員の略歴及び所有自社株式 

（略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 銀行法第７条第１項による取締役（委員会設置会社にあつては、執行役）の兼職の認可を得

ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

３ （略） 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第４号 

改正案 現行 

別紙様式第４号（第 18 条第２項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

（略） 

年  月  日から 

第１                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 支店の代表者及び役付職員の略歴 

（略） 

 （記載上の注意） 

銀行法第７条第１項による取締役（指名委員会等設置会社にあつては、執行役）の兼職の認可

を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

（以下略）

別紙様式第４号（第 18 条第２項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

（略） 

年  月  日から 

第１                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 支店の代表者及び役付職員の略歴 

（略） 

 （記載上の注意） 

銀行法第７条第１項による取締役の兼職の認可を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び

兼職関係を記載すること。 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第４号の２ 

改正案 現行 

別紙様式第４号の２（第 18 条第２項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

（略） 

年  月  日から 

第１                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 支店の代表者及び役付職員の略歴 

（略） 

 （記載上の注意） 

銀行法第７条第１項による取締役（指名委員会等設置会社にあつては、執行役）の兼職の認可

を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

（以下略）

別紙様式第４号の２（第 18 条第２項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

（略） 

年  月  日から 

第１                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 支店の代表者及び役付職員の略歴 

（略） 

 （記載上の注意） 

銀行法第７条第１項による取締役の兼職の認可を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び

兼職関係を記載すること。 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第５号 

改正案 現行 

別紙様式第５号（第 18 条第３項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

中 間 連 結 業 務 報 告 書 

  年  月  日から 

  年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～５ （略） 

（以下略）

別紙様式第５号（第 18 条第３項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

中 間 連 結 業 務 報 告 書 

  年  月  日から 

  年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～５ （略） 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第５号の２ 

改正案 現行 

別紙様式第５号の２（第 18 条第４項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

連 結 業 務 報 告 書 

  年  月  日から 

  年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～５ （略） 

（以下略）

別紙様式第５号の２（第 18 条第４項関係）                            （日本工業規格Ａ４）

連 結 業 務 報 告 書 

  年  月  日から 

  年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～５ （略） 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号 

改正案 現行 

別紙様式第９号（第 20 条第１項関係）                          （日本工業規格Ａ４） 

  第  期  
〔（ 年  月  日から 

年  月  日まで ）事業報告 

（記載上の注意） 

 １・２ （略） 

 ３  この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

①～④ （略） 

⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

４ 銀行が当該事業年度に係る会社法施行規則（平成 18 年法務省令第 12 号）第２条第２項第 67

号に規定する連結計算書類の作成会社である場合、この様式中に定める記載事項のうち「１ 当

行の現況に関する事項」中「⑴事業の経過及び成果等」、「⑵財産及び損益の状況」、「⑶使用人

の状況」、「⑷営業所等の状況」、「⑸設備投資の状況」及び「⑻その他銀行の現況に関する重要

な事項」については、これらの全てを企業集団（当該銀行及び子会社等をいう。以下同じ。）の

状況について記載することで、当該銀行に関する記載を省略できるものとする。ただし、「１ 当

行の現況に関する事項」中「⑵財産及び損益の状況」については、当該銀行に関する事項をも

記載すること。 

５ （略） 

１ （略） 

２ 会社役員（取締役、会計参与、監査役及び執行役）に関する事項  

⑴ 会社役員の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

 １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２、７及

び９を除く。）。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会の決議によつて解任されたも

のを除く。）があるときは、辞任した旨又は解任された旨、会社法第 342 条の２第１項若しく

は第４項又は第 345 条第１項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）の意見

があるときは、その意見の内容及び同法第 342 条の２第２項又は第 345 条第２項（同条第４項

において読み替えて準用する場合を含む。）の理由があるときは、その理由を「その他」に記

載すること（当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。）。 

 ３～５ （略） 

６ 監査等委員若しくは監査委員に就いている取締役又は監査役については、当該監査等委員若

しくは当該監査委員に就いている取締役又は監査役が財務及び会計に関する相当程度の知見

別紙様式第９号（第 20 条第１項関係）                          （日本工業規格Ａ４） 

  第  期  
〔（ 年  月  日から 

年  月  日まで ）事業報告 

（記載上の注意） 

 １・２ （略） 

 ３  この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

  （新設） 

  （新設） 

４ 銀行が当該事業年度に係る会社法施行規則（平成 18 年法務省令第 12 号）第２条第２項第55

号に規定する連結計算書類の作成会社である場合、この様式中に定める記載事項のうち「１ 当

行の現況に関する事項」中「⑴事業の経過及び成果等」、「⑵財産及び損益の状況」、「⑶使用人

の状況」、「⑷営業所等の状況」、「⑸設備投資の状況」及び「⑻その他銀行の現況に関する重要

な事項」については、これらの全てを企業集団（当該銀行及び子会社等をいう。以下同じ。）の

状況について記載することで、当該銀行に関する記載を省略できるものとする。ただし、「１ 当

行の現況に関する事項」中「⑵財産及び損益の状況」については、当該銀行に関する事項をも

記載すること。 

５ （略） 

１ （略） 

２ 会社役員（取締役、会計参与、監査役及び執行役）に関する事項  

⑴ 会社役員の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

 １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２及び７

を除く。）。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会の決議によつて解任されたも

のを除く。）があるときは、辞任した旨又は解任された旨、会社法第 345 条第１項（同条第４

項において読み替えて準用する場合を含む。）の意見があるときは、その意見の内容及び同条

第２項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）の理由があるときは、その理

由を「その他」に記載すること（当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたもの

を除く。）。 

 ３～５ （略） 

６ 監査委員に就いている取締役又は監査役については、当該監査委員に就いている取締役又は

監査役が財務及び会計に関する相当程度の知見を有しているものであるときは、その事実を
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号 

改正案 現行 

を有しているものであるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

 ① 銀行が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場合 常勤の監査等委

員の選定の有無及びその理由 

 ② 銀行が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場合 常勤の監査委員

の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社であつて、金融商品取引法第 24 条第 1 項の規定

によりその発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならない

ものが、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相当でない理由を欄外

に記載すること。 

  なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事情に応

じて記載することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもつて当該理由とすることはで

きない。 

９ （略） 

⑵  会社役員に対する報酬等                     

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役（監査等委員会設置会社にあつては、監査等委員である取締役又はそれ以外の取締

役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載

すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第４号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載する

こともできる。また、同条第５号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。ただ

し、指名委員会等設置会社にあつては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めているときは、当

該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年度の末日におい

て、指名委員会等設置会社でない銀行については、記載を省略することができる。 

⑶ 責任限定契約 

氏名 責任限定契約の内容の概要 

（記載上の注意） 

会社役員（取締役又は監査役に限る。）と銀行との間で責任限定契約（会社法第 427 条第 1 項

の契約をいう。以下同じ。）を締結しているときは、当該契約の内容の概要（当該契約によつて

当該会社役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあつて

は、その内容を含む。）を記載すること。 

「その他」に記載すること。 

（新設） 

（新設） 

７ （略） 

⑵  会社役員に対する報酬等                     

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を

記載すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載

することもできる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。ただ

し、委員会設置会社にあつては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めているときは、当

該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年度の末日におい

て、委員会設置会社でない銀行については、記載を省略することができる。 

（新設） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号 

改正案 現行 

３ 社外役員に関する事項 

（記載上の注意） 

  直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（⑶及び⑷を

除く。）。 

⑴ 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 社外役員が他の法人等の業務執行者（会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業務執

行者をいう。以下同じ。）であることが重要な兼職（同令第 121 条第８号に規定する重要な兼

職をいう。以下同じ。）に該当する場合は、銀行と当該他の法人等との関係を記載すること。

２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを銀

行が知つているときは、その事実（重要でないものを除く。）を記載すること。 

 ① 銀行の親会社等（自然人であるものに限る。） 

 ② 銀行又は銀行の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 19 号に規定する特定関

係事業者をいう。）の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを除く。） 

⑵ 社外役員の主な活動状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあつては、次に定めるものを含む。 

① （略） 

② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

２ （略） 

（削る） 

⑶ 社外役員に対する報酬等                   

（略） 

（記載上の注意） 

３ 社外役員に関する事項 

（記載上の注意） 

  直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（⑷及び⑸を

除く。）。 

⑴ 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法第 598

条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが重要な兼職（会社

法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する場合は、銀

行と当該他の法人等との関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が銀行又は銀行の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 19 号に規定す

る特定関係事業者をいう。）の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法

第 598 条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人の配偶者、三親等以内の

親族その他これに準ずる者であることを銀行が知つているときは、その事実（重要でないもの

を除く。）を記載すること。 

⑵ 社外役員の主な活動状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあつては、以下に定めるものを含む。

① （略） 

（新設） 

② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

２ （略） 

 ⑶ 責任限定契約 

氏名 責任限定契約の内容の概要 

（記載上の注意） 

社外役員と銀行との間で責任限定契約（会社法第 427 条第 1 項の契約をいう。以下同じ。）を

締結しているときは、当該契約の内容（当該契約によつて当該社外役員の職務の適正性が損なわ

れないようにするための措置を講じている場合にあつては、その内容を含む。）の概要を記載す

ること。 

⑷ 社外役員に対する報酬等                   

（略） 

（記載上の注意） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号 

改正案 現行 

１ （略） 

２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載すること。ただし、会社法施

行規則第 124 条第５号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第

６号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 「銀行の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の区分に応じ、当

該①又は②に定めるものから当該事業年度において会社役員としての報酬等を受けていると

きは、当該報酬等の総額を記載すること（社外役員であつた期間に受けたものに限る。）。 

 ① 銀行に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の子会社等（当該銀行を除

く。） 

 ② 銀行に親会社等がない場合 銀行の子会社又は子法人等 

⑷ （略） 

４ （略） 

５ 当行の新株予約権等に関する事項 

⑴ 事業年度の末日において当行の会社役員が有している当行の新株予約権等 

  新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の人数 

取締役（監査等委員

であるもの及び社外

役員を除く。）及び執

行役 

社外取締役（監査等

委員であるものを除

く。） 

監査等委員である取

締役 

会計参与及び監査役

（記載上の注意） （略） 

⑵ （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

⑴  会計監査人の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１・２ （略） 

３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

① 報酬等について監査役（監査役会設置会社にあつては監査役会、監査等委員会設置会社に

あつては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあつては監査委員会）が会社法第 399 条第

１ （略） 

２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載すること。ただし、会社法施

行規則第 124 条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第

７号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 「銀行の親会社等からの報酬等」については、銀行の親会社又は当該親会社（当該銀行に親

会社がない場合にあつては、当該銀行）の子会社若しくは子法人等から当該事業年度において

会社役員としての報酬等を受けているときは、当該報酬等の総額を記載すること（社外役員で

あつた期間に受けたものに限る。）。 

⑸ （略） 

４ （略） 

５ 当行の新株予約権等に関する事項 

⑴ 事業年度の末日において当行の会社役員が有している当行の新株予約権等 

  新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の人数 

取締役及び執行役 

（社外役員を除く。 ）

社 外 取 締 役

会計参与及び監査役

（記載上の注意） （略） 

⑵ （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

⑴  会計監査人の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１・２ （略） 

３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

（新設）  
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号 

改正案 現行 

1 項の同意をした理由 

②～④ （略） 

４・５ （略） 

⑵・⑶ （略） 

７ （略） 

８ 業務の適正を確保する体制 

（記載上の注意） 

次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要

及び当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

１・２ （略） 

３ 会社法第 399 条の 13 第１項第１号ロ及びハに規定する体制 

４ （略） 

９ 特定完全子会社に関する事項 

（記載上の注意） 

  銀行（当該事業年度の末日において、その完全親会社等（会社法第 847 条の３第２項に規定す

る完全親会社等をいう。）があるものを除く。）に特定完全子会社（当該事業年度の末日において、

当該銀行及びその完全子会社等（同法第 847 条の３第３項の規定により当該完全子会社等とみな

されるものを含む。以下９において同じ。）における当該銀行のある完全子会社等（株式会社に

限る。）の株式の帳簿価額が当該銀行の当該事業年度に係る貸借対照表の資産の部に計上した額

の合計額の５分の１（同法第 847 条の３第４項の規定により５分の１を下回る割合を定款で定め

た場合にあつては、その割合）を超える場合における当該ある完全子会社等をいう。）がある場

合には、会社法施行規則第 118 条第４号の規定に従い記載すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

 （記載上の注意） 

   銀行とその親会社等との間の取引（当該銀行と第三者との間の取引で当該銀行とその親会社等

との間の利益が相反するものを含む。）であつて、当該銀行の当該事業年度に係る個別注記表に

おいて会社計算規則第 112 条第１項に規定する注記を要するもの（同項ただし書の規定により同

項第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事項を省略するものを除く。）がある場合には、会

社法施行規則第 118 条第５号の規定に従い記載すること。 

11・12 （略） 

①～③ 

４・５ （略） 

⑵・⑶ （略） 

７ （略） 

８ 業務の適正を確保する体制 

（記載上の注意） 

以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要を記

載すること。 

１・２ （略） 

（新設） 

３ （略） 

 （新設） 

 （新設） 

９・10 （略） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号の２ 

改正案 現行 

別紙様式第９号の２（第 20 条第１項関係）                         （日本工業規格Ａ４）

  第  期  
〔（ 年  月  日から 

年  月  日まで ）事業報告 

（記載上の注意） 

 １・２ （略） 

 ３  この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

①～④ （略） 

⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

４ 銀行が当該事業年度に係る会社法施行規則第２条第２項第 67 号に規定する連結計算書類の

作成会社である場合、この様式中に定める記載事項のうち「１ 当行の現況に関する事項」中

「⑴事業の経過及び成果等」、「⑵財産及び損益の状況」、「⑶使用人の状況」、「⑷営業所等の状

況」、「⑸設備投資の状況」及び「⑻その他銀行の現況に関する重要な事項」については、これ

らの全てを企業集団（当該銀行及び子会社等をいう。以下同じ。）の状況について記載すること

で、当該銀行に関する記載を省略できるものとする。ただし、「１ 当行の現況に関する事項」

中「⑵財産及び損益の状況」については、当該銀行に関する事項をも記載すること。 

５ （略） 

１ （略） 

２ 会社役員（取締役、会計参与、監査役及び執行役）に関する事項  

⑴ 会社役員の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

 １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２、７及

び９を除く。）。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会の決議によつて解任されたも

のを除く。）があるときは、辞任した旨又は解任された旨、会社法第 342 条の２第１項若しく

は第４項又は第 345 条第１項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）の意見

があるときは、その意見の内容及び同法第 342 条の２第２項又は第 345 条第２項（同条第４項

において読み替えて準用する場合を含む。）の理由があるときは、その理由を「その他」に記

載すること（当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。）。 

 ３～５ （略） 

６ 監査等委員若しくは監査委員に就いている取締役又は監査役については、当該監査等委員若

しくは当該監査委員に就いている取締役又は監査役が財務及び会計に関する相当程度の知見

を有しているものであるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

別紙様式第９号の２（第 20 条第１項関係）                         （日本工業規格Ａ４）

  第  期  
〔（ 年  月  日から 

年  月  日まで ）事業報告 

（記載上の注意） 

 １・２（略） 

 ３  この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

  （新設） 

  （新設） 

４ 銀行が当該事業年度に係る会社法施行規則第２条第２項第55号に規定する連結計算書類の

作成会社である場合、この様式中に定める記載事項のうち「１ 当行の現況に関する事項」中

「⑴事業の経過及び成果等」、「⑵財産及び損益の状況」、「⑶使用人の状況」、「⑷営業所等の状

況」、「⑸設備投資の状況」及び「⑻その他銀行の現況に関する重要な事項」については、これ

らの全てを企業集団（当該銀行及び子会社等をいう。以下同じ。）の状況について記載すること

で、当該銀行に関する記載を省略できるものとする。ただし、「１ 当行の現況に関する事項」

中「⑵財産及び損益の状況」については、当該銀行に関する事項をも記載すること。 

５ （略） 

１ （略） 

２ 会社役員（取締役、会計参与、監査役及び執行役）に関する事項  

⑴ 会社役員の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

 １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２及び７

を除く。）。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会の決議によつて解任されたも

のを除く。）があるときは、辞任した旨又は解任された旨、会社法第 345 条第１項（同条第４

項において読み替えて準用する場合を含む。）の意見があるときは、その意見の内容及び同条

第２項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）の理由があるときは、その理

由を「その他」に記載すること（当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたもの

を除く。）。 

 ３～５ （略） 

６ 監査委員に就いている取締役又は監査役については、当該監査委員に就いている取締役又は

監査役が財務及び会計に関する相当程度の知見を有しているものであるときは、その事実を

「その他」に記載すること。 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号の２ 

改正案 現行 

７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

 ① 銀行が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場合 常勤の監査等委

員の選定の有無及びその理由 

 ② 銀行が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場合 常勤の監査委員

の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社であつて、金融商品取引法第 24 条第 1 項の規定

によりその発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならない

ものが、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相当でない理由を欄外

に記載すること。 

  なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事情に応

じて記載することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもつて当該理由とすることはで

きない。 

９ （略） 

⑵  会社役員に対する報酬等                     

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役（監査等委員会設置会社にあつては、監査等委員である取締役又はそれ以外の取締

役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載

すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第４号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載する

こともできる。また、同条第５号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。ただ

し、指名委員会等設置会社にあつては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めているときは、当

該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年度の末日におい

て、指名委員会等設置会社でない銀行については、記載を省略することができる。 

⑶ 責任限定契約 

氏名 責任限定契約の内容の概要 

（記載上の注意） 

会社役員（取締役又は監査役に限る。）と銀行との間で責任限定契約（会社法第 427 条第 1 項

の契約をいう。以下同じ。）を締結しているときは、当該契約の内容の概要（当該契約によつて

当該会社役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあつて

は、その内容を含む。）を記載すること。 

（新設） 

（新設） 

７ （略） 

⑵  会社役員に対する報酬等                     

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を

記載すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載

することもできる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。ただ

し、委員会設置会社にあつては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めているときは、当

該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年度の末日におい

て、委員会設置会社でない銀行については、記載を省略することができる。 

（新設） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号の２ 

改正案 現行 

３ 社外役員に関する事項 

（記載上の注意） 

  直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（⑶及び⑷を

除く。）。 

⑴ 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 社外役員が他の法人等の業務執行者（会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業務執

行者をいう。以下同じ。）であることが重要な兼職（同令第 121 条第８号に規定する重要な兼

職をいう。以下同じ。）に該当する場合は、銀行と当該他の法人等との関係を記載すること。

２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを銀

行が知つているときは、その事実（重要でないものを除く。）を記載すること。 

 ① 銀行の親会社等（自然人であるものに限る。） 

 ② 銀行又は銀行の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 19 号に規定する特定関

係事業者をいう。）の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを除く。） 

⑵ 社外役員の主な活動状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあつては、次に定めるものを含む。 

① （略） 

② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

２ （略） 

（削る） 

⑶ 社外役員に対する報酬等                   

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

３ 社外役員に関する事項 

（記載上の注意） 

  直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（⑷及び⑸を

除く。）。 

⑴ 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法第 598

条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが重要な兼職（会社

法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する場合は、銀

行と当該他の法人等との関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が銀行又は銀行の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 19 号に規定す

る特定関係事業者をいう。）の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法

第 598 条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人の配偶者、三親等以内の

親族その他これに準ずる者であることを銀行が知つているときは、その事実（重要でないもの

を除く。）を記載すること。 

⑵ 社外役員の主な活動状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあつては、以下に定めるものを含む。

① （略） 

（新設） 

② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

２ （略） 

 ⑶ 責任限定契約 

氏名 責任限定契約の内容の概要 

（記載上の注意） 

社外役員と銀行との間で責任限定契約（会社法第 427 条第 1 項の契約をいう。以下同じ。）を

締結しているときは、当該契約の内容（当該契約によつて当該社外役員の職務の適正性が損なわ

れないようにするための措置を講じている場合にあつては、その内容を含む。）の概要を記載す

ること。 

⑷ 社外役員に対する報酬等                   

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号の２ 

改正案 現行 

２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載すること。ただし、会社法施

行規則第 124 条第５号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第

６号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 「銀行の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の区分に応じ、当

該①又は②に定めるものから当該事業年度において会社役員としての報酬等を受けていると

きは、当該報酬等の総額を記載すること（社外役員であつた期間に受けたものに限る。）。 

 ① 銀行に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の子会社等（当該銀行を除

く。） 

 ② 銀行に親会社等がない場合 銀行の子会社又は子法人等 

⑷ （略） 

４ （略） 

５ 当行の新株予約権等に関する事項 

⑴ 事業年度の末日において当行の会社役員が有している当行の新株予約権等 

  新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の人数 

取締役（監査等委員

であるもの及び社外

役員を除く。）及び執

行役 

社外取締役（監査等

委員であるものを除

く。） 

監査等委員である取

締役 

会計参与及び監査役

（記載上の注意） （略） 

⑵ （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

⑴  会計監査人の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１・２ （略） 

３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

① 報酬等について監査役（監査役会設置会社にあつては監査役会、監査等委員会設置会社に

あつては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあつては監査委員会）が会社法第 399 条第

1 項の同意をした理由 

２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載すること。ただし、会社法施

行規則第 124 条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第

７号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 「銀行の親会社等からの報酬等」については、銀行の親会社又は当該親会社（当該銀行に親

会社がない場合にあつては、当該銀行）の子会社若しくは子法人等から当該事業年度において

会社役員としての報酬等を受けているときは、当該報酬等の総額を記載すること（社外役員で

あつた期間に受けたものに限る。）。 

⑸ （略） 

４ （略） 

５ 当行の新株予約権等に関する事項 

⑴ 事業年度の末日において当行の会社役員が有している当行の新株予約権等 

  新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の人数 

取締役及び執行役 

（社外役員を除く。 ）

社 外 取 締 役

会計参与及び監査役

（記載上の注意） （略） 

⑵ （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

⑴  会計監査人の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１・２ （略） 

３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

（新設）  
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第９号の２ 

改正案 現行 

②～④ （略） 

４・５ （略） 

⑵・⑶  （略） 

７ （略） 

８ 業務の適正を確保する体制 

（記載上の注意） 

次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要

及び当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

１・２ （略） 

３ 会社法第 399 条の 13 第１項第１号ロ及びハに規定する体制 

４ （略） 

９ 特定完全子会社に関する事項 

（記載上の注意） 

  銀行（当該事業年度の末日において、その完全親会社等（会社法第 847 条の３第２項に規定す

る完全親会社等をいう。）があるものを除く。）に特定完全子会社（当該事業年度の末日において、

当該銀行及びその完全子会社等（同法第 847 条の３第３項の規定により当該完全子会社等とみな

されるものを含む。以下９において同じ。）における当該銀行のある完全子会社等（株式会社に

限る。）の株式の帳簿価額が当該銀行の当該事業年度に係る貸借対照表の資産の部に計上した額

の合計額の５分の１（同法第 847 条の３第４項の規定により５分の１を下回る割合を定款で定め

た場合にあつては、その割合）を超える場合における当該ある完全子会社等をいう。）がある場

合には、会社法施行規則第 118 条第４号の規定に従い記載すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

 （記載上の注意） 

   銀行とその親会社等との間の取引（当該銀行と第三者との間の取引で当該銀行とその親会社等

との間の利益が相反するものを含む。）であつて、当該銀行の当該事業年度に係る個別注記表に

おいて会社計算規則第 112 条第１項に規定する注記を要するもの（同項ただし書の規定により同

項第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事項を省略するものを除く。）がある場合には、会

社法施行規則第 118 条第５号の規定に従い記載すること。 

11・12 （略） 

①～③ （略） 

４・５ （略） 

⑵・⑶  （略） 

７ （略） 

８ 業務の適正を確保する体制 

（記載上の注意） 

以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要を記

載すること。 

１・２ （略） 

（新設） 

３ （略） 

 （新設） 

 （新設） 

９・10 （略） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第10号 
改正案 現行 

別紙様式第 10 号（第 20 条第２項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

年  月  日から 

  第  期                附属明細書 

年  月  日まで 

  年  月  日作成                  住所 

  年  月  日備付                  株式会社     銀行 

                             代表取締役 氏 名 印 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～４ （略） 

１ 計算書類に関する事項 

(1)・(2) （略） 

(3) 営業経費 

（略） 

（記載上の注意） 

監査役（監査等委員会設置会社にあつては監査等委員、指名委員会等設置会社にあつては監査委

員）が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

 (4) （略） 

２ 事業報告に関する事項 

⑴ 会社役員の兼職の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員、

又は会社法第598条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねることが重要な兼

職（会社法施行規則第 121 条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する者

の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。また、銀行法第７条第１項の規定

に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を摘要欄に記載すること。 

３・４ （略）   

⑵ （略） 

別紙様式第 10 号（第 20条第２項関係）                              （日本工業規格Ａ４）

年  月  日から 

  第  期                附属明細書 

年  月  日まで 

  年  月  日作成                  住所 

  年  月  日備付                  株式会社     銀行 

                             代表取締役 氏 名 印 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～４ （略） 

１ 計算書類に関する事項 

(1)・(2) （略） 

(3) 営業経費 

（略） 

（記載上の注意） 

監査役（委員会設置会社にあつては、監査委員）が監査をするについて、参考となるように記載

すること。 

 (4) （略） 

２ 事業報告に関する事項 

⑴ 会社役員の兼職の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員、

又は会社法第598条第1項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねることが重要な兼

職（会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する者

の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。また、銀行法第７条第１項の規定

に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を摘要欄に記載すること。 

３・４ （略）  

⑵ （略） 
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第11号 

改正案 現行 

別紙様式第 11 号（第 34 条の 24 第１項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

中 間 業 務 報 告 書 

       年  月  日から 

第  期中               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～５ （略） 

（以下略）

別紙様式第 11 号（第 34 条の 24 第１項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

中 間 業 務 報 告 書 

       年  月  日から 

第  期中               

       年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～５ （略） 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第12号 

改正案 現行 

別紙様式第 12 号（第 34 条の 24 第２項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

  業   務   報   告   書 

         年  月  日から 

第  期               

         年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～５ （略） 

年  月  日から 

第１  第  期                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 会社役員の略歴及び所有自社株式 

（略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 銀行法第 52 条の 19 第１項による取締役（指名委員会等設置会社にあつては、執行役）の兼

職の認可を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

３ （略） 

（以下略）

別紙様式第 12 号（第 34 条の 24 第２項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

  業   務   報   告   書 

         年  月  日から 

第  期               

         年  月  日まで 

（略） 

目    次 

第１・第２ （略） 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～５ （略） 

年  月  日から 

第１  第  期                事業概況書 

年  月  日まで 

１～３ （略） 

４ 会社役員の略歴及び所有自社株式 

（略） 

 （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 銀行法第 52 条の 19 第１項による取締役（委員会設置会社にあつては、執行役）の兼職の認

可を得ている者は、備考欄に兼職認可年月日及び兼職関係を記載すること。 

３ （略） 

（以下略）
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六 銀行法施行規則(昭和五十七年大蔵省令第十号)  別紙様式第14号 

改正案 現行 

別紙様式第 14 号（第 34 条の 28 第１項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

第  期  
〔（ 年  月  日から 

年  月  日まで ）事業報告 

 （記載上の注意） 

 １・２ （略） 

 ３  この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

４ 銀行持株会社が当該事業年度に係る会社法施行規則第２条第２項第 67 号に規定する連結計

算書類の作成会社である場合、この様式中に定める記載事項のうち「１ 当社の現況に関する

事項」中「⑴事業の経過及び成果等」、「⑵財産及び損益の状況」、「⑶使用人の状況」、「⑷事務

所の状況」、「⑸設備投資の状況」及び「⑼その他銀行持株会社の現況に関する重要な事項」に

ついては、これらの全てを企業集団（当該銀行持株会社及び子会社等をいう。以下同じ。）の状

況について記載することで、当該銀行持株会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、

「１ 当社の現況に関する事項」中「（２）財産及び損益の状況」については、当社に関する事

項をも記載すること。 

５ （略） 

１ （略） 

２ 会社役員（取締役、会計参与、監査役及び執行役）に関する事項  

⑴ 会社役員の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

 １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２、７及

び９を除く。）。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会の決議によつて解任されたも

のを除く。）があるときは、辞任した旨又は解任された旨、会社法第 342 条の２第１項若しく

は第４項又は第 345 条第１項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）の意見

があるときは、その意見の内容及び同法第 342 条の２第２項又は第 345 条第２項（同条第４項

において読み替えて準用する場合を含む。）の理由があるときは、その理由を「その他」に記

載すること（当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。）。 

 ３～５ （略） 

６ 監査等委員若しくは監査委員に就いている取締役又は監査役については、当該監査等委員若

しくは当該監査委員に就いている取締役又は監査役が財務及び会計に関する相当程度の知見

別紙様式第 14 号（第 34 条の 28 第１項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

第  期  
〔（ 年  月  日から 

年  月  日まで ）事業報告 

（記載上の注意） 

 １・２ （略） 

 ３  この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

  （新設） 

  （新設） 

４ 銀行持株会社が当該事業年度に係る会社法施行規則第２条第２項第55号に規定する連結計

算書類の作成会社である場合、この様式中に定める記載事項のうち「１ 当社の現況に関する

事項」中「⑴事業の経過及び成果等」、「⑵財産及び損益の状況」、「⑶使用人の状況」、「⑷事務

所の状況」、「⑸設備投資の状況」及び「⑼その他銀行持株会社の現況に関する重要な事項」に

ついては、これらの全てを企業集団（当該銀行持株会社及び子会社等をいう。以下同じ。）の状

況について記載することで、当該銀行持株会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、

「１ 当社の現況に関する事項」中「（２）財産及び損益の状況」については、当社に関する事

項をも記載すること。 

５ （略） 

１ （略） 

２ 会社役員（取締役、会計参与、監査役及び執行役）に関する事項  

⑴ 会社役員の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

 １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２及び７

を除く。）。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会の決議によつて解任されたも

のを除く。）があるときは、辞任した旨又は解任された旨、会社法第 345 条第１項（同条第４

項において読み替えて準用する場合を含む。）の意見があるときは、その意見の内容及び同条

第２項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）の理由があるときは、その理

由を「その他」に記載すること（当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたもの

を除く。）。 

 ３～５ （略） 

６ 監査委員に就いている取締役又は監査役については、当該監査委員に就いている取締役又は

監査役が財務及び会計に関する相当程度の知見を有しているものであるときは、その事実を
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を有しているものであるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

 ① 銀行持株会社が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場合 常勤の

監査等委員の選定の有無及びその理由 

 ② 銀行持株会社が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場合 常勤の

監査委員の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社（大会社（会社法第２条第６号に規定する大会社

をいう。）に限る。）であつて、金融商品取引法第 24 条第 1 項の規定によりその発行する株式

について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならないものが、社外取締役を置い

ていない場合には、社外取締役を置くことが相当でない理由を欄外に記載すること。 

  なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事情に応

じて記載することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもつて当該理由とすることはで

きない。 

９ （略） 

⑵  会社役員に対する報酬等                     

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役（監査等委員会設置会社にあつては、監査等委員である取締役又はそれ以外の取締

役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載

すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第４号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載する

こともできる。また、同条第５号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。ただ

し、指名委員会等設置会社にあつては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めているときは、当

該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年度の末日におい

て、指名委員会等設置会社でない銀行持株会社については、記載を省略することができる。 

⑶ 責任限定契約 

氏名 責任限定契約の内容の概要 

（記載上の注意） 

会社役員（取締役又は監査役に限る。）と銀行持株会社との間で責任限定契約（会社法第 427

条第 1 項の契約をいう。以下同じ。）を締結しているときは、当該契約の内容の概要（当該契約

によつて当該会社役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合

にあつては、その内容を含む。）を記載すること。 

「その他」に記載すること。 

（新設） 

（新設） 

７ （略） 

⑵  会社役員に対する報酬等                     

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を

記載すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載

することもできる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。ただ

し、委員会設置会社にあつては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めているときは、当

該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年度の末日におい

て、委員会設置会社でない銀行持株会社については、記載を省略することができる。 

（新設） 
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３ 社外役員に関する事項 

（記載上の注意） 

  直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（⑶及び⑷を

除く。）。 

⑴ 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 社外役員が他の法人等の業務執行者（会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業務執

行者をいう。以下同じ。）であることが重要な兼職（同令第 121 条第８号に規定する重要な兼

職をいう。以下同じ。）に該当する場合は、銀行持株会社と当該他の法人等との関係を記載す

ること。 

２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを銀

行持株会社が知つているときは、その事実（重要でないものを除く。）を記載すること。 

 ① 銀行持株会社の親会社等（自然人であるものに限る。） 

 ② 銀行持株会社又は銀行持株会社の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 19 号

に規定する特定関係事業者をいう。）の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを除く。）

⑵ 社外役員の主な活動状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあつては、次に定めるものを含む。 

① （略） 

② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

２ （略） 

（削る） 

⑶ 社外役員に対する報酬等                   

（略） 

（記載上の注意） 

３ 社外役員に関する事項 

（記載上の注意） 

  直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（⑷及び⑸を

除く。）。 

⑴ 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法第 598

条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが重要な兼職（会社

法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する場合は、銀

行持株会社と当該他の法人等との関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が銀行持株会社又は銀行持株会社の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項

第 19 号に規定する特定関係事業者をいう。）の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員

若しくは会社法第 598 条第 1 項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人の配偶

者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを銀行持株会社が知つているときは、

その事実（重要でないものを除く。）を記載すること。 

⑵ 社外役員の主な活動状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあつては、以下に定めるものを含む。

① （略） 

（新設） 

② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

２ （略） 

 ⑶ 責任限定契約 

氏名 責任限定契約の内容の概要 

（記載上の注意） 

社外役員と銀行持株会社との間で責任限定契約（会社法第 427 条第 1 項の契約をいう。以下同

じ。）を締結しているときは、当該契約の内容（当該契約によつて当該社外役員の職務の適正性

が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあつては、その内容を含む。）の概要

を記載すること。 

⑷ 社外役員に対する報酬等                   

（略） 

（記載上の注意） 
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１ （略） 

２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載すること。ただし、会社法施

行規則第 124 条第５号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第

６号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 「当社の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の区分に応じ、当

該①又は②に定めるものから当該事業年度において会社役員としての報酬等を受けていると

きは、当該報酬等の総額を記載すること（社外役員であつた期間に受けたものに限る。）。 

 ① 銀行持株会社に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の子会社等（当該銀

行持株会社を除く。） 

 ② 銀行持株会社に親会社等がない場合 銀行持株会社の子会社又は子法人等 

⑷ （略） 

４ （略） 

５ 当社の新株予約権等に関する事項 

⑴ 事業年度の末日において当社の会社役員が有している当社の新株予約権等 

  新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の人数 

取締役（監査等委員

であるもの及び社外

役員を除く。）及び執

行役 

社外取締役（監査等

委員であるものを除

く。） 

監査等委員である取

締役 

会計参与及び監査役

（記載上の注意） （略） 

⑵ （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

⑴  会計監査人の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１・２ （略） 

３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

① 報酬等について監査役（監査役会設置会社にあつては監査役会、監査等委員会設置会社に

あつては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあつては監査委員会）が会社法第 399 条第

１ （略） 

２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となつた人数を記載すること。ただし、会社法施

行規則第 124 条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第

７号に規定する報酬等についても記載すること。 

３・４ （略） 

５ 「当社の親会社等からの報酬等」については、銀行持株会社の親会社又は当該親会社（当該

銀行持株会社に親会社がない場合にあつては、当該銀行持株会社）の子会社若しくは子法人等

から当該事業年度において会社役員としての報酬等を受けているときは、当該報酬等の総額を

記載すること（社外役員であつた期間に受けたものに限る。）。 

⑸ （略） 

４ （略） 

５ 当社の新株予約権等に関する事項 

⑴ 事業年度の末日において当社の会社役員が有している当社の新株予約権等 

  新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の人数 

取締役及び執行役 

（社外役員を除く。 ）

社 外 取 締 役

会計参与及び監査役

（記載上の注意） （略） 

⑵ （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

⑴  会計監査人の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１・２ （略） 

３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

（新設）  
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1 項の同意をした理由 

②～④ 

４・５ （略） 

⑵・⑶  （略） 

７ （略） 

８ 業務の適正を確保する体制 

（記載上の注意） 

次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要

及び当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

１・２ （略） 

３ 会社法第 399 条の 13 第１項第１号ロ及びハに規定する体制 

４ （略） 

９ 特定完全子会社に関する事項 

（記載上の注意） 

  銀行持株会社（当該事業年度の末日において、その完全親会社等（会社法第 847 条の３第２項

に規定する完全親会社等をいう。）があるものを除く。）に特定完全子会社（当該事業年度の末日

において、当該銀行持株会社及びその完全子会社等（同法第 847 条の３第３項の規定により当該

完全子会社等とみなされるものを含む。以下９において同じ。）における当該銀行持株会社のあ

る完全子会社等（株式会社に限る。）の株式の帳簿価額が当該銀行持株会社の当該事業年度に係

る貸借対照表の資産の部に計上した額の合計額の５分の１（同法第 847 条の３第４項の規定によ

り５分の１を下回る割合を定款で定めた場合にあつては、その割合）を超える場合における当該

ある完全子会社等をいう。）がある場合には、会社法施行規則第 118 条第４号の規定に従い記載

すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

 （記載上の注意） 

   銀行持株会社とその親会社等との間の取引（当該銀行持株会社と第三者との間の取引で当該銀

行持株会社とその親会社等との間の利益が相反するものを含む。）であつて、当該銀行持株会社

の当該事業年度に係る個別注記表において会社計算規則第 112条第１項に規定する注記を要する

もの（同項ただし書の規定により同項第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事項を省略する

ものを除く。）がある場合には、会社法施行規則第 118 条第５号の規定に従い記載すること。 

11・12 （略） 

①～③ 

４・５ （略） 

⑵・⑶  （略） 

７ （略） 

８ 業務の適正を確保する体制 

（記載上の注意） 

以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要を記

載すること。 

１・２ （略） 

（新設） 

３ （略） 

 （新設） 

 （新設） 

９・10 （略） 
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別紙様式第 15 号（第 34 条の 28 第２項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

年  月  日から 

  第  期                附属明細書 

年  月  日まで 

  年  月  日作成                  住所 

  年  月  日備付                  会社名 

                             代表取締役 氏 名 印 

 （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記

載すること。 

２～４ （略） 

１ 計算書類に関する事項 

(1)・(2) （略） 

(3) 営業経費 

（略） 

（記載上の注意） 

監査役（監査等委員会設置会社にあつては監査等委員、指名委員会等設置会社にあつては監査委

員）が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

 (4) （略） 

２ 事業報告に関する事項 

⑴ 会社役員の兼職の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員、

又は会社法第598条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねることが重要な兼

職（会社法施行規則第 121 条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する者

の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。また、銀行法第７条第１項の規定

に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を摘要欄に記載すること。 

３・４ （略）   

⑵ （略） 

別紙様式第 15 号（第 34 条の 28 第２項関係）                        （日本工業規格Ａ４）

年  月  日から 

  第  期                附属明細書 

年  月  日まで 

  年  月  日作成                  住所 

  年  月  日備付                  会社名 

                             代表取締役 氏 名 印 

 （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあつては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載する

こと。 

２～４ （略） 

１ 計算書類に関する事項 

(1)・(2) （略） 

(3) 営業経費 

（略） 

（記載上の注意） 

監査役（委員会設置会社にあつては、監査委員）が監査をするについて、参考となるように記載

すること。 

 (4) （略） 

２ 事業報告に関する事項 

⑴ 会社役員の兼職の状況 

（略） 

（記載上の注意） 

１ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員、

又は会社法第598条第1項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねることが重要な兼

職（会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する者

の兼職の状況（重要でないものを除く。）を記載すること。また、銀行法第７条第１項の規定

に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を摘要欄に記載すること。 

３・４ （略）  

⑵ （略） 
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七

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
三
号
）

改

正

案

現

行

（
営
業
の
免
許
の
申
請
等
）

（
営
業
の
免
許
の
申
請
等
）

第
一
条

長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
。
以
下
「
法

第
一
条

長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
。
以
下
「
法

」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
株
式
会
社
は
、
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役

る
株
式
会
社
は
、
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執

及
び
執
行
役
）
全
員
が
署
名
し
た
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

行
役
）
全
員
が
署
名
し
た
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融

て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
株
式
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

二

当
該
株
式
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ホ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ヘ
～
ヌ

（
略
）

ヘ
～
ヌ

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
長
期
信
用
銀
行
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

（
長
期
信
用
銀
行
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

第
四
条
の
五

（
略
）

第
四
条
の
五

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）
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８

法
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
八
号
ニ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

８

法
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
八
号
ニ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
当
該
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
信
託
兼
営
銀
行
又
は
信
託
専
門
会
社
が
、
そ

は
、
当
該
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
信
託
兼
営
銀
行
又
は
信
託
会
社
が
、
そ
の
総

の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
同
条
第

株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
同
条
第
一
項

一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

第
十
三
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

９

（
略
）

９

（
略
）

（
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に

（
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に

な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

第
五
条
の
二
の
三

法
第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行

第
五
条
の
二
の
三

法
第
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行

為
に
よ
り
一
の
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保

為
に
よ
り
一
の
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保

有
す
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認

有
す
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該

書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ニ
～
ヲ

（
略
）

ニ
～
ヲ

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

一
の
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る

３

一
の
長
期
信
用
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る

会
社
そ
の
他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
十
六
条
の
二
の
二

会
社
そ
の
他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
十
六
条
の
二
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次

に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
設

お
い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
設

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の

一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ハ
～
ル

（
略
）

ハ
～
ル

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可

（
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可

の
申
請
等
）

の
申
請
等
）

第
五
条
の
二
の
六

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す

第
五
条
の
二
の
六

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す

る
会
社
は
、
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う

る
会
社
は
、
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官

と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官

 
102



を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

二

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ニ
～
ル

（
略
）

ニ
～
ル

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は

２

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は

、
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

、
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し

き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し

て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立

会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ハ
～
ヌ

（
略
）

ハ
～
ヌ

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）
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（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

第
八
条

長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会

第
八
条

長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ

社
に
あ
つ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
銀
行
法
第
七
条
第

つ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
銀
行
法
第
七
条
第
一
項
の

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を

規
定
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当

う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当
該
長
期

該
長
期
信
用
銀
行
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

信
用
銀
行
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

第
十
八
条
の
二

銀
行
法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

第
十
八
条
の
二

銀
行
法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
事
業
年
度
（
銀
行
法
第
十
九
条
第
一

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
事
業
年
度
（
銀
行
法
第
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
説
明
書
類
（

項
に
規
定
す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
説
明
書
類
（

以
下
「
中
間
説
明
書
類
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
イ
及
び
ハ
か
ら

以
下
「
中
間
説
明
書
類
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
イ
及
び
ハ
か
ら

チ
ま
で
、
第
二
号
、
第
三
号
ロ
⑾
、
第
四
号
、
第
五
号
チ
並
び
に
第
六
号
に
掲

チ
ま
で
、
第
二
号
、
第
三
号
ロ
⑾
、
第
四
号
、
第
五
号
チ
並
び
に
第
六
号
に
掲

げ
る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

げ
る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

長
期
信
用
銀
行
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

長
期
信
用
銀
行
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ニ
～
ト

（
略
）

ニ
～
ト

（
略
）
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二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条

長
期
信
用
銀
行
は
、
銀
行
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合

第
二
十
一
条

長
期
信
用
銀
行
は
、
銀
行
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合

併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を

併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を

添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七
～
八

（
略
）

七
～
八

（
略
）

九

合
併
後
存
続
す
る
長
期
信
用
銀
行
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
長
期
信

九

合
併
後
存
続
す
る
長
期
信
用
銀
行
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
長
期
信

用
銀
行
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ

用
銀
行
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、

て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役

取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
、
営
業
所
の
位
置
及
び
当
該
長
期
信
用
銀

）
の
履
歴
書
、
営
業
所
の
位
置
及
び
当
該
長
期
信
用
銀
行
を
所
属
長
期
信
用

行
を
所
属
長
期
信
用
銀
行
と
す
る
長
期
信
用
銀
行
代
理
業
者
の
当
該
長
期
信

銀
行
と
す
る
長
期
信
用
銀
行
代
理
業
者
の
当
該
長
期
信
用
銀
行
の
た
め
に
長

用
銀
行
の
た
め
に
長
期
信
用
銀
行
代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設

期
信
用
銀
行
代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設
置
の
状
況
を
記
載
し

置
の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
収
支
及
び
単
体
自
己

た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
収
支
及
び
単
体
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み

資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

を
記
載
し
た
書
面

九
の
二
～
十
四

（
略
）

九
の
二
～
十
四

（
略
）
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（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
二

長
期
信
用
銀
行
は
、
銀
行
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

第
二
十
一
条
の
二

長
期
信
用
銀
行
は
、
銀
行
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
会
社
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ

る
会
社
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ

る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七

（
略
）

七

（
略
）

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に

十
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証

を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発

券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

八

（
略
）

八

（
略
）

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
長
期
信
用
銀
行
の
定
款
、
取
締
役

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
長
期
信
用
銀
行
の
定
款
、
取
締
役

及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員

及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の

会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
、
営
業
所
の

履
歴
書
、
営
業
所
の
位
置
及
び
当
該
長
期
信
用
銀
行
を
所
属
長
期
信
用
銀
行

位
置
及
び
当
該
長
期
信
用
銀
行
を
所
属
長
期
信
用
銀
行
と
す
る
長
期
信
用
銀

と
す
る
長
期
信
用
銀
行
代
理
業
者
の
当
該
長
期
信
用
銀
行
の
た
め
に
長
期
信

行
代
理
業
者
の
当
該
長
期
信
用
銀
行
の
た
め
に
長
期
信
用
銀
行
代
理
業
を
営

用
銀
行
代
理
業
を
営
む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設
置
の
状
況
を
記
載
し
た
書

む
営
業
所
又
は
事
務
所
の
設
置
の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
収
支
及
び

面
並
び
に
収
支
及
び
単
体
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

単
体
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面
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九
の
二
～
十
五

（
略
）

九
の
二
～
十
五

（
略
）

（
廃
業
及
び
解
散
等
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
業
及
び
解
散
等
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
三
条

長
期
信
用
銀
行
は
、
銀
行
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

第
二
十
三
条

長
期
信
用
銀
行
は
、
銀
行
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

長
期
信
用
銀
行
の
業
務
の
廃
止
、
合
併
又
は
解
散
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

長
期
信
用
銀
行
の
業
務
の
廃
止
、
合
併
又
は
解
散
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
認
可
事
項
に
応
じ
、
当
該
各

と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
認
可
事
項
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

号
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

合
併

二

合
併

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
会
社
の
定
款
並

ロ

合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
会
社
の
定
款
並

び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締

び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履

び
執
行
役
）
の
履
歴
書

歴
書

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
取
締
役
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
）

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
取
締
役
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
五
条
の
二
の
十
九

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締

第
二
十
五
条
の
二
の
十
九

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締

役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
執
行
役
、
外
国
所
在
長
期
信
用
銀

役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
執
行
役
、
外
国
所
在
長
期
信
用
銀
行
持
株

行
持
株
会
社
（
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
で
あ
つ
て

会
社
（
長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
持
株
会
社
で
あ
つ
て
、
法
第

、
法
第
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
又
は
同
項
若

十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
又
は
同
項
若
し
く
は

し
く
は
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

同
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

じ
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
外
国
所
在
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事

に
あ
つ
て
は
当
該
外
国
所
在
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
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す
る
取
締
役
若
し
く
は
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
職
に
あ
る
者
。
次
項
に

締
役
若
し
く
は
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
職
に
あ
る
者
。
次
項
に
お
い
て

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

同
じ
。
）
は
、
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
会

他
の
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

社
の
常
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認

は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当
該
長
期
信
用
銀
行
持
株

可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
当
該
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を

会
社
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
由
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書

類
の
縦
覧
等
）

類
の
縦
覧
等
）

第
二
十
五
条
の
八
の
二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
前
段
に
規
定
す

第
二
十
五
条
の
八
の
二

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
前
段
に
規
定
す

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
説
明
書
類
に
あ
つ

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中
間
説
明
書
類
に
あ
つ

て
は
、
第
一
号
イ
、
ニ
及
び
ホ
、
第
二
号
、
第
四
号
ホ
並
び
に
第
五
号
に
掲
げ

て
は
、
第
一
号
イ
、
ニ
及
び
ホ
、
第
二
号
、
第
四
号
ホ
並
び
に
第
五
号
に
掲
げ

る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

る
事
項
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
五
条
の
十

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
は
、
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十

第
二
十
五
条
の
十

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
は
、
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申

請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七
～
八

（
略
）

七
～
八

（
略
）

九

合
併
後
存
続
す
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査

九

合
併
後
存
続
す
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査

役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置

役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並

会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務
所
の
位
置

び
に
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
長
期
信
用

を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
及
び

銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見

そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書

込
み
を
記
載
し
た
書
面

面
九
の
二
～
十
五

（
略
）

九
の
二
～
十
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
に
係
る
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
五
条
の
十
の
二

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
は
、
銀
行
法
第
五
十
二
条
の

第
二
十
五
条
の
十
の
二

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
は
、
銀
行
法
第
五
十
二
条
の

三
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
会
社
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

三
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
会
社
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
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、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け

、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

（
新
設
）

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

六
の
二

（
略
）

六

（
略
）

七

（
略
）

七

（
略
）

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

七
の
二

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第

つ
て
、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に

十
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証

を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発

券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

八

（
略
）

八

（
略
）

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
定
款

九

当
該
会
社
分
割
を
行
つ
た
後
に
お
け
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
定
款

、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、

、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
取
締
役
及
び
執

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並

行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
長
期
信

び
に
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
及

用
銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の

び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た

見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

書
面

九
の
二
～
十
六

（
略
）

九
の
二
～
十
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
届
出
事
項
）

（
届
出
事
項
）

第
二
十
六
条

銀
行
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

第
二
十
六
条

銀
行
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
～
一
の
三

（
略
）

一
～
一
の
三

（
略
）

二

長
期
信
用
銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す

二

長
期
信
用
銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す

る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
長
期
信
用

る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、
長
期
信
用
銀
行

銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又

の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
長

は
監
査
等
委
員
（
長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）

期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す

次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は

る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
長
期
信
用
銀
行
の
常

役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「

役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し

よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

二
の
二
～
二
十
八

（
略
）

二
の
二
～
二
十
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

銀
行
法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合

３

銀
行
法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
～
二
の
二

（
略
）

一
～
二
の
二

（
略
）

三

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会

三

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会

社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に

社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て

あ
つ
て
は
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行

は
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役

持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
長
期
信
用
銀
行

、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る

持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
、
指
名
委
員
会
等
設
置

取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
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会
社
に
あ
つ
て
は
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、

う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場

代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務

合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役

員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ

う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

三
の
二
～
二
十
四

（
略
）

三
の
二
～
二
十
四

（
略
）

４
～

（
略
）

４
～

（
略
）

10

10

（
登
記
）

（
登
記
）

第
二
十
六
条
の
二

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二

（
略
）

２

そ
の
公
告
方
法
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
公
告
方
法
を
い

２

そ
の
公
告
方
法
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
公
告
方
法
を
い

う
。
）
が
銀
行
法
第
五
十
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
で
あ
る
長
期
信
用
銀
行

う
。
）
が
銀
行
法
第
五
十
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
で
あ
る
長
期
信
用
銀
行

及
び
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
八

及
び
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
九

号
イ
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
つ
て
、
中
間
決
算
公
告
等
（
銀
行
法
第
二
十
条
第
四

号
イ
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
つ
て
、
中
間
決
算
公
告
等
（
銀
行
法
第
二
十
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
長
期
信
用
銀
行
が
行
う
公
告
（
同
条
第
一
項
の
事
業
年
度
に

項
の
規
定
に
よ
り
長
期
信
用
銀
行
が
行
う
公
告
（
同
条
第
一
項
の
事
業
年
度
に

係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
に
関
す
る
公
告
を
除
く
。
）
又
は
銀
行
法

係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
に
関
す
る
公
告
を
除
く
。
）
又
は
銀
行
法

第
五
十
二
条
の
二
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
が
行

第
五
十
二
条
の
二
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
が
行

う
公
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提

う
公
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提

供
を
受
け
る
た
め
の
も
の
を
、
当
該
事
項
で
あ
つ
て
中
間
決
算
公
告
等
以
外
の

供
を
受
け
る
も
の
を
、
当
該
事
項
で
あ
つ
て
中
間
決
算
公
告
等
以
外
の
公
告
の

公
告
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
た
め
の
も
の
と
別
に
登
記
す
る
こ

内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
も
の
と
別
に
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。
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八

信
用
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）

改

正

案

現

行

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲

第
三
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲

げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録

げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示
す

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示
す

る
方
法
と
す
る
。

る
方
法
と
す
る
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

十
三

法
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
十
項
第
三
号

十
三

法
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
九
項
第
三
号

十
四
～
十
八

（
略
）

十
四
～
十
八

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

第
十
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
信
用
金

第
十
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
信
用
金

庫
又
は
信
用
金
庫
連
合
会
（
以
下
「
金
庫
」
と
総
称
す
る
。
）
の
使
用
に
係
る

庫
又
は
信
用
金
庫
連
合
会
（
以
下
「
金
庫
」
と
総
称
す
る
。
）
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
金
庫
の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使

情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
金
庫
の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使

用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
も

用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方

の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

法
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）
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（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
二
十
三
条

法
第
三
十
六
条
第
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
二
十
三
条

法
第
三
十
六
条
第
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

体
制
は
、
当
該
金
庫
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一

当
該
金
庫
の
理
事
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す

一

理
事
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
体
制

る
体
制

二

当
該
金
庫
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

二

損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

三

当
該
金
庫
の
理
事
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す

三

理
事
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体

る
た
め
の
体
制

制

四

当
該
金
庫
の
職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を

四

職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た

確
保
す
る
た
め
の
体
制

め
の
体
制

五

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
金
庫
及
び
そ
の
子
法
人
等
か
ら
成
る
集

五

監
事
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お

団
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

け
る
当
該
職
員
に
関
す
る
事
項

イ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員

、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ

ら
の
者
に
相
当
す
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
取
締
役
等
」
と
い
う
。

）
の
職
務
の
執
行
に
係
る
事
項
の
当
該
金
庫
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

ロ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他

の
体
制

ハ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

ニ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
等
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法

令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

六

当
該
金
庫
の
監
事
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め

六

前
号
の
職
員
の
理
事
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項
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た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
に
関
す
る
事
項

七

前
号
の
職
員
の
当
該
金
庫
の
理
事
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

七

理
事
及
び
職
員
が
監
事
に
報
告
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
の
監
事
へ
の
報

告
に
関
す
る
体
制

八

当
該
金
庫
の
監
事
の
第
六
号
の
職
員
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に

（
新
設
）

関
す
る
事
項

九

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
金
庫
の
監
事
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

（
新
設
）

イ

当
該
金
庫
の
理
事
及
び
職
員
が
当
該
金
庫
の
監
事
に
報
告
を
す
る
た
め

の
体
制

ロ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執
行
役
、

業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行

う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
又
は
こ
れ
ら

の
者
か
ら
報
告
を
受
け
た
者
が
当
該
金
庫
の
監
事
に
報
告
を
す
る
た
め
の

体
制

十

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

十
一

当
該
金
庫
の
監
事
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は

（
新
設
）

償
還
の
手
続
そ
の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務

の
処
理
に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項

十
二

そ
の
他
当
該
金
庫
の
監
事
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保

八

そ
の
他
監
事
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体

す
る
た
め
の
体
制

制

（
削
る
）

九

当
該
金
庫
及
び
そ
の
子
法
人
等
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め

の
体
制
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（
業
務
報
告
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
等
の
記
載
方
法
）

（
業
務
報
告
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
等
の
記
載
方
法
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２

法
第
三
十
六
条
第
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
決
議

２

法
第
三
十
六
条
第
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
決
議

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
決
議
の
内
容
の
概
要
及
び
当
該
体
制
の
運
用
状
況
の
概

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
決
議
の
内
容
の
概
要
を
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す

要
を
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
業
務
報
告
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

る
業
務
報
告
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
計
算
書
類
等
の
会
員
へ
の
提
供
）

（
計
算
書
類
等
の
会
員
へ
の
提
供
）

第
三
十
六
条

（
略
）

第
三
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
注
記
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

４

提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
注
記
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

る
情
報
を
、
通
常
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
と
き
か
ら
通
常
総
会
の

る
情
報
を
、
通
常
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
と
き
か
ら
通
常
総
会
の

日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
会
員

日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
会
員

が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
条
第
一
項
第
一
号

が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
条
第
一
項
第
一
号

ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信

ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信

装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当

記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当

該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い

該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い

う
。
次
項
及
び
第
四
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
つ
て

う
。
次
項
及
び
第
四
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
つ
て

行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る

行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る

つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
会
員
に
対
し
て
提
供

該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
会
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
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し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が

だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

あ
る
場
合
に
限
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

７

第
四
項
の
規
定
は
、
提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
の
う
ち
注
記
に
係

（
新
設
）

る
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
会
員
が

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
。

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
八
条

法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に

第
三
十
八
条

法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
役
員
等
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
等
が
次
に
掲

ロ

当
該
役
員
等
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
等
が
次
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え

げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え

て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

⑴

（
略
）

⑴

（
略
）

⑵

代
表
理
事
以
外
の
理
事
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

四

⑵

代
表
理
事
以
外
の
理
事
（
会
員
外
理
事
（
法
第
三
十
九
条
第
四
項
第

理
事
会
の
決
議
に
よ
つ
て
金
庫
の
業
務
を
執
行
す
る
理
事
と
し
て

二
号
に
規
定
す
る
会
員
外
理
事
を
い
う
。
⑶
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除

( )i
選
定
さ
れ
た
も
の

く
。
）

四

当
該
金
庫
の
業
務
を
執
行
し
た
理
事
（

に
掲
げ
る
理
事
を
除
く

( )ii

( )i

。
）
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⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
理
事
以
外
の
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人

⑶

会
員
外
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人

二

二

（
削
る
）

２

法
第
三
十
九
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
を
執

行
す
る
理
事
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

代
表
理
事

二

代
表
理
事
以
外
の
理
事
で
あ
つ
て
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
つ
て
金
庫
の
業

務
を
執
行
す
る
理
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

三

当
該
金
庫
の
業
務
を
執
行
し
た
前
二
号
以
外
の
理
事

（
削
る
）

３

法
第
三
十
九
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
を
執

行
す
る
取
締
役
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

代
表
取
締
役

二

代
表
取
締
役
以
外
の
取
締
役
で
あ
つ
て
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
つ
て
金

庫
の
子
法
人
等
の
業
務
を
執
行
す
る
取
締
役
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

三

当
該
子
法
人
等
の
業
務
を
執
行
し
た
前
二
号
以
外
の
取
締
役

２

（
略
）

４

（
略
）

（
役
員
等
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

（
役
員
等
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
四
十
条

法
第
三
十
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条

第
四
十
条

法
第
三
十
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条

第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

役
員
等
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者

二

役
員
等
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
役
員

三

役
員
等
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
役
員
等

等
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

の
責
任
追
及
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
四
十
六
条

総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

第
四
十
六
条

総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
当
該

。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
当
該

総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ

総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ

り
会
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
条
第
一
項

り
会
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
条
第
一
項

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公

衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に

衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る

お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た

場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
総
会
参
考
書
類
を
会
員
に

総
会
参
考
書
類
を
会
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の

対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定

項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

三

総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
事
が
異
議
を
述
べ
て
い

に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
事
が
異
議
を
述
べ
て
い
る

る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
会
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
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を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
吸
収
合
併
消
滅
金
庫
の
事
前
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
消
滅
金
庫
の
事
前
開
示
事
項
）

第
八
十
一
条

法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

第
八
十
一
条

法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
債

五

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
債

務
（
法
第
六
十
一
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一

務
（
法
第
六
十
一
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権

項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権

者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

六

（
略
）

六

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
事
前
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
事
前
開
示
事
項
）

第
八
十
二
条

法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

第
八
十
二
条

法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
債

五

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
債

務
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一

務
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権

項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権

者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

六

（
略
）

六

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
金
庫
の
事
後
開
示
事
項
）
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第
八
十
三
条

法
第
六
十
一
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

第
八
十
三
条

法
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
金
庫
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

吸
収
合
併
消
滅
金
庫
に
お
け
る
法
第
六
十
一
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準

イ

法
第
六
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
六
十
一
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
金
庫
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
金
庫
に
お
け
る
法
第
六
十
一
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準

イ

法
第
六
十
一
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
金
庫
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
金
庫
の
事
後
開
示
事
項
）

第
八
十
五
条

法
第
六
十
一
条
の
五
第
六
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

第
八
十
五
条

法
第
六
十
一
条
の
五
第
六
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

（
新
設
）

三

法
第
六
十
一
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
規
定

二

法
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
の
規
定

に
よ
る
手
続
の
経
過

に
よ
る
手
続
の
経
過

四

（
略
）

三

（
略
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
合
併
の
認
可
の
申
請
等
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
等
）

第
八
十
六
条

金
庫
は
、
法
第
六
十
一
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認

第
八
十
六
条

金
庫
は
、
法
第
六
十
一
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

法
第
六
十
一
条
の
二
第
四
項
、
第
六
十
一
条
の
三
第
六
項
又
は
第
六
十
一

（
新
設
）

条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
会
員
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請

求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

五
の
二

法
第
六
十
一
条
の
二
第
五
項
、
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
又
は
第
六

五

法
第
六
十
一
条
の
二
第
四
項
、
第
六
十
一
条
の
三
第
六
項
又
は
第
六
十
一

十
一
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に

条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

よ
る
公
告
及
び
催
告
（
法
第
六
十
一
条
の
二
第
五
項
、
第
六
十
一
条
の
三
第

公
告
及
び
催
告
（
法
第
六
十
一
条
の
二
第
四
項
、
第
六
十
一
条
の
三
第
六
項

七
項
又
は
第
六
十
一
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第

又
は
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
三
項

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
法
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規

の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
法
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

定
に
よ
る
定
款
の
定
め
に
従
い
同
項
各
号
に
掲
げ
る
公
告
方
法
に
よ
つ
て
し

よ
る
定
款
の
定
め
に
従
い
同
項
各
号
に
掲
げ
る
公
告
方
法
に
よ
つ
て
し
た
場

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
公
告
）
を
し
た
こ
と
並
び
に

合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
公
告
）
を
し
た
こ
と
並
び
に
異
議

異
議
を
述
べ
た
債
権
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁
済
し
、
若

を
述
べ
た
債
権
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁
済
し
、
若
し
く

し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
、
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ

は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
、
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ
せ
る

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
当
の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
当
該
合
併
を

こ
と
を
目
的
と
し
て
相
当
の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
当
該
合
併
を
し
て

し
て
も
当
該
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

も
当
該
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

六
～
十
二

（
略
）

六
～
十
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
清
算
金
庫
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

（
清
算
金
庫
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
八
十
七
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
五
項
第
五

第
八
十
七
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
五
項
第
五

号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

監
事
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お

四

監
事
が
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る

け
る
当
該
職
員
に
関
す
る
体
制

当
該
職
員
に
関
す
る
体
制

五

（
略
）

五

（
略
）

六

監
事
の
第
四
号
の
職
員
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

八

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

九

監
事
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続
そ

（
新
設
）

の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理
に
係
る

方
針
に
関
す
る
事
項

十

（
略
）

七

（
略
）

（
清
算
金
庫
の
総
会
の
議
事
録
）

（
清
算
金
庫
の
総
会
の
議
事
録
）

第
九
十
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
の

第
九
十
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
清
算
金
庫
の
総
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定

規
定
に
よ
る
清
算
金
庫
の
総
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

３

総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

 
123



一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
八
十
四
条
の
規
定
に

三

法
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
八
十
四
条
に
よ
り
総

よ
り
総
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意

会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は

見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

発
言
の
内
容
の
概
要

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
）

第
九
十
三
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第

第
九
十
三
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
、

会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規

３

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
の
附
属
明
細
書
は
、
貸
借
対
照
表
の
内
容

定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の
附
属
明
細
書

を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
貸
借
対
照
表
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
）

第
九
十
四
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第

第
九
十
四
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
務
報
告
は
、
清
算
に
関
す
る
事
務
の
執
行

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
は
、
清

の
状
況
に
係
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

算
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
状
況
に
係
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規

２

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
務
報
告
の
附
属
明
細
書
は
、
事
務
報
告
の
内
容
を
補

定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
の
附
属
明
細
書
は
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足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
事
務
報
告
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
清
算
金
庫
の
監
査
報
告
）

（
清
算
金
庫
の
監
査
報
告
）

第
九
十
五
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
五
条
第

第
九
十
五
条

法
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

清
算
金
庫
の
監
事
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
事
務
報

２

清
算
金
庫
の
監
事
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
事
務
報

告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
が
当
該
清

二

各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
が
当
該
清

算
金
庫
の
財
産
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い

算
金
庫
の
財
産
の
状
況
を
す
べ
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

第
三
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

６

第
三
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

全
て
の
監
事

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

す
べ
て
の
監
事

（
金
庫
の
清
算
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
九
十
八
条

（
略
）

第
九
十
八
条

（
略
）
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（
金
庫
の
清
算
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

）
第
九
十
九
条

法
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第

第
九
十
九
条

法
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第

四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の

四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の

提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

金
庫
の
清
算
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
号
に
掲

二

清
算
人
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
金
庫

三

清
算
人
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
清
算
人

の
清
算
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

の
責
任
追
及
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
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九

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
六
号
）

改

正

案

現

行

（
兼
営
の
認
可
の
申
請
等
）

（
兼
営
の
認
可
の
申
請
等
）

第
一
条

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律

第
一
条

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律

第
四
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
信
託

第
四
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
信
託

業
務
（
法
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
託
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

業
務
（
法
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
託
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

兼
営
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営

兼
営
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
十
一
号
。
以
下
「
令
」
と
い

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
十
一
号
。
以
下
「
令
」
と
い

う
。
）
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
取
締

う
。
）
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
取
締

役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
、
令
第
二
条

役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
、
令
第
二
条
第
三
号

第
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
融
機
関
に
あ
つ
て
は
理
事
）
全
員
が

か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
融
機
関
に
あ
つ
て
は
理
事
）
全
員
が
署
名
し

署
名
し
た
認
可
申
請
書
に
、
業
務
の
種
類
及
び
方
法
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下

た
認
可
申
請
書
に
、
業
務
の
種
類
及
び
方
法
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
業
務

「
業
務
の
種
類
及
び
方
法
書
」
と
い
う
。
）
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

の
種
類
及
び
方
法
書
」
と
い
う
。
）
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て

付
し
て
金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

金
融
庁
長
官
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、

七

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
、
令
第
二
条
第

役
、
令
第
二
条
第
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
融
機
関
に
あ
つ
て

三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
融
機
関
に
あ
つ
て
は
理
事
及
び
監
事

は
理
事
及
び
監
事
）
の
履
歴
書

）
の
履
歴
書

八
～
十
二

（
略
）

八
～
十
二

（
略
）
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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十

貸
金
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
大
蔵
省
令
第
四
十
号
）

改

正

案

現

行

（
業
務
の
一
部
委
託
の
承
認
申
請
）

（
業
務
の
一
部
委
託
の
承
認
申
請
）

第
三
十
条
の
六

（
略
）

第
三
十
条
の
六

（
略
）

２

前
項
の
承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

２

前
項
の
承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一
～
十
一

（
略
）

一
～
十
一

（
略
）

十
二

受
託
者
の
取
締
役
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
理
事
そ
の
他
こ
れ
に
準

十
二

受
託
者
の
取
締
役
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
理
事
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
者
を
含
む
も
の
と
し
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
執
行
役

ず
る
者
を
含
む
も
の
と
し
、
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
執
行
役
と
す
る

と
す
る
。
）
の
担
当
業
務
を
記
載
し
た
書
面

。
）
の
担
当
業
務
を
記
載
し
た
書
面

十
三

（
略
）

十
三

（
略
）
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十
一

株
券
等
の
大
量
保
有
の
状
況
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
年
大
蔵
省
令
第
三
十
六
号
）

改

正

案

現

行

（
新
株
予
約
権
証
券
等
の
換
算
）

（
新
株
予
約
権
証
券
等
の
換
算
）

第
五
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
数

第
五
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
数

は
、
次
に
掲
げ
る
数
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
数
と
す
る
。

一

新
株
予
約
権
証
券
に
つ
い
て
は
、
新
株
予
約
権
の
目
的
で
あ
る
株
式
の
数

一

新
株
予
約
権
証
券
に
つ
い
て
は
、
新
株
予
約
権
の
目
的
で
あ
る
株
式
の
数

。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。

。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
新
株
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
会
社
法
第
二
百
三
十
六
条
第

ロ

当
該
新
株
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
会
社
法
第
二
百
三
十
六
条
第

一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
期
間
（
同
法
第
二
百
七
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
が
二
月
を
超
え
な
い
こ

よ
り
延
長
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
期
間
を
含
む
。
）
の
末
日
ま
で
の

と
。

期
間
が
二
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

六

新
投
資
口
予
約
権
証
券
等
（
令
第
一
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
新
投
資

六

新
投
資
口
予
約
権
証
券
等
（
令
第
一
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
新
投
資

口
予
約
権
証
券
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
投
資
口
予
約

口
予
約
権
証
券
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
投
資
口
予
約

権
等
（
新
投
資
口
予
約
権
及
び
外
国
投
資
法
人
に
対
す
る
権
利
で
新
投
資
口

権
等
（
新
投
資
口
予
約
権
及
び
外
国
投
資
法
人
に
対
す
る
権
利
で
新
投
資
口

予
約
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

予
約
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
目
的
で
あ
る
投
資
口
の
数
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当

の
目
的
で
あ
る
投
資
口
の
数
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当

す
る
新
投
資
口
予
約
権
証
券
に
つ
い
て
は
、
零
と
す
る
。

す
る
新
投
資
口
予
約
権
証
券
に
つ
い
て
は
、
零
と
す
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

当
該
新
投
資
口
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
投
資
信
託
及
び
投
資
法

ロ

当
該
新
投
資
口
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
投
資
信
託
及
び
投
資
法

人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
期
間
（
同
法
第
八

人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
期
間
の
末
日
ま
で

十
八
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

の
期
間
が
二
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

期
間
を
含
む
。
）
の
末
日
ま
で
の
期
間
が
二
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

七
～
十

（
略
）

七
～
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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十
二

発
行
者
以
外
の
者
に
よ
る
株
券
等
の
公
開
買
付
け
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
年
大
蔵
省
令
第
三
十
八
号
）

改

正

案

現

行

（
行
使
に
よ
る
株
券
等
の
買
付
け
等
が
適
用
対
象
と
な
る
新
株
予
約
権
）

（
行
使
に
よ
る
株
券
等
の
買
付
け
等
が
適
用
対
象
と
な
る
新
株
予
約
権
）

第
二
条
の
二
の
二

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
当
該
新

第
二
条
の
二
の
二

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
当
該
新

株
予
約
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
公
開
買
付
け
に
よ

株
予
約
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
公
開
買
付
け
に
よ

ら
な
い
で
取
得
さ
れ
て
も
投
資
者
の
保
護
の
た
め
支
障
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い

ら
な
い
で
取
得
さ
れ
て
も
投
資
者
の
保
護
の
た
め
支
障
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

の
全
て
に
該
当
す
る
新
株
予
約
権
と
す
る
。

の
全
て
に
該
当
す
る
新
株
予
約
権
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
新
株
予
約
権
に
係
る
新
株
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
会
社
法
第

二

当
該
新
株
予
約
権
に
係
る
新
株
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
会
社
法
第

二
百
三
十
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
期
間
（
同
法
第
二
百
七
十
九
条
第

二
百
三
十
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
が
二
月

三
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
期
間
を
含
む
。
第
八

を
超
え
な
い
こ
と
。

条
第
三
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
末
日
ま
で
の
期
間
が
二
月
を
超

え
な
い
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
議
決
権
の
数
の
計
算
等
）

（
議
決
権
の
数
の
計
算
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
二
十
七
条
の
二
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
議
決

３

法
第
二
十
七
条
の
二
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
議
決

権
の
数
は
、
次
に
掲
げ
る
数
と
す
る
。

権
の
数
は
、
次
に
掲
げ
る
数
と
す
る
。
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一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

五
の
二

新
投
資
口
予
約
権
証
券
等
に
つ
い
て
は
、
新
投
資
口
予
約
権
等
（
新

五
の
二

新
投
資
口
予
約
権
証
券
等
に
つ
い
て
は
、
新
投
資
口
予
約
権
等
（
新

投
資
口
予
約
権
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
七

投
資
口
予
約
権
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
七

項
に
規
定
す
る
新
投
資
口
予
約
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
九
条
第

項
に
規
定
す
る
新
投
資
口
予
約
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
九
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
外
国
投
資
法
人
に
対
す
る
権
利
で
新

一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
外
国
投
資
法
人
に
対
す
る
権
利
で
新

投
資
口
予
約
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
条

投
資
口
予
約
権
の
性
質
を
有
す
る
権
利
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
条

の
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
目
的
で
あ
る
投
資
口
に
係
る
議
決
権
の
数
。
た

の
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
目
的
で
あ
る
投
資
口
に
係
る
議
決
権
の
数
。
た

だ
し
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
新
投
資
口
予
約
権
証
券
（
同

だ
し
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
新
投
資
口
予
約
権
証
券
（
同

法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
新
投
資
口
予
約
権
証
券
を
い
う
。
以
下
同

法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
新
投
資
口
予
約
権
証
券
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
零
と
す
る
。

じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
零
と
す
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
新
投
資
口
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
投
資
信
託
及
び
投
資
法

ロ

当
該
新
投
資
口
予
約
権
証
券
の
発
行
の
日
か
ら
投
資
信
託
及
び
投
資
法

人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
期
間
（
同
法
第
八

人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
期
間
の
末
日
ま
で

十
八
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

の
期
間
が
二
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

期
間
を
含
む
。
）
の
末
日
ま
で
の
期
間
が
二
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
対
象
者
の
意
見
表
明
等
）

（
対
象
者
の
意
見
表
明
等
）

第
二
十
五
条

法
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

第
二
十
五
条

法
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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三

当
該
意
見
を
決
定
し
た
取
締
役
会
の
決
議
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に

三

当
該
意
見
を
決
定
し
た
取
締
役
会
の
決
議
（
委
員
会
設
置
会
社
に
お
い
て

お
い
て
会
社
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
三
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
取
締

は
、
会
社
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
取
締
役
会
の
決
議
に
よ

役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
取
締
役
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
当
該

る
委
任
に
基
づ
く
執
行
役
の
決
定
）
又
は
役
員
会
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法

取
締
役
会
の
決
議
及
び
当
該
取
締
役
の
決
定
と
し
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会

人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
二
条
に
規
定
す
る
役
員
会
を
い
う
。
）
の
決
議
の

社
に
お
い
て
同
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任

内
容

に
基
づ
く
執
行
役
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
当
該
取
締
役
会
の
決
議
及
び
当

該
執
行
役
の
決
定
と
す
る
。
）
又
は
役
員
会
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に

関
す
る
法
律
第
百
十
二
条
に
規
定
す
る
役
員
会
を
い
う
。
）
の
決
議
の
内
容

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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十
三

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）

改

正

案

現

行

（
信
用
協
同
組
合
等
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

（
信
用
協
同
組
合
等
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
第
四
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定

５

法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
第
四
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
信
用
協
同
組
合
に
あ

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
信
用
協
同
組
合
に
あ

っ
て
は
、
第
十
九
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
及
び
当
該
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に

っ
て
は
、
第
十
九
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
及
び
当
該
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
第
三
十
八
号
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
業
務
並
び
に
附
帯
す

準
ず
る
も
の
と
し
て
第
三
十
八
号
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
業
務
並
び
に
附
帯
す

る
業
務
を
除
く
。
）
と
す
る
。

る
業
務
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

十
三

投
資
信
託
委
託
会
社
又
は
資
産
運
用
会
社
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人

十
三

投
資
信
託
委
託
会
社
又
は
資
産
運
用
会
社
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。

に
関
す
る
法
律
第
二
条
二
十
一
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。
以

以
下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
業
務
（
投
資
信
託
委
託
会
社
が
そ
の
運
用
の
指

下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
業
務
（
投
資
信
託
委
託
会
社
が
そ
の
運
用
の
指
図

図
を
行
う
投
資
信
託
財
産
又
は
資
産
運
用
会
社
が
資
産
の
運
用
を
行
う
投
資

を
行
う
投
資
信
託
財
産
又
は
資
産
運
用
会
社
が
資
産
の
運
用
を
行
う
投
資
法

法
人
の
資
産
に
属
す
る
不
動
産
の
管
理
を
行
う
業
務
を
含
む
。
）

人
の
資
産
に
属
す
る
不
動
産
の
管
理
を
行
う
業
務
を
含
む
。
）

十
四
～
三
十
九

（
略
）

十
四
～
三
十
九

（
略
）

６
～

（
略
）

６
～

（
略
）

13

13

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
十
七
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に

第
十
七
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
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掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
（
法
第
五
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記

掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
（
法
第
五
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記

録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

す
る
方
法
と
す
る
。

す
る
方
法
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号

四

法
第
十
二
条
第
一
項
第
十
号

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

第
十
八
条

法
第
五
条
の
七
第
十
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

第
十
八
条

法
第
五
条
の
七
第
十
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

信
用
協
同
組
合
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た

信
用
協
同
組
合
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
信

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
信

用
協
同
組
合
等
の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え

用
協
同
組
合
等
の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方
法
と
す
る
。

（
計
算
書
類
等
の
組
合
員
等
へ
の
提
供
）

（
計
算
書
類
等
の
組
合
員
等
へ
の
提
供
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
注
記
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

４

提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
注
記
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

る
情
報
を
、
通
常
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
通
常
総
会
の
日

る
情
報
を
、
通
常
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
通
常
総
会
の
日

か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
組
合
員

か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
組
合
員

又
は
会
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
九
条
第

又
は
会
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
九
条
第

一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自

一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
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動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に

動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ

よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ

れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す

れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す

る
装
置
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ

る
装
置
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
に
限
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る
第
二

れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合

て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
組
合
員
又
は
会
員
に
対
し

号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
組
合
員
又
は
会
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な

て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の

す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る

定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

７

第
四
項
の
規
定
は
、
提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
の
う
ち
注
記
に
係

（
新
設
）

る
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
会
員
が

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
。

（
会
計
監
査
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

（
会
計
監
査
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
三
十
四
条

法
第
五
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十

第
三
十
四
条

法
第
五
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十

七
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

七
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

信
用
協
同
組
合
等
が
行
っ
た
調
査
の
内
容
（
次
号
の
判
断
の
基
礎
と
し
た

一

信
用
協
同
組
合
等
が
行
っ
た
調
査
の
内
容
（
次
号
の
判
断
の
基
礎
と
し
た
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資
料
を
含
む
。
）

資
料
を
含
む
。
）

二

信
用
協
同
組
合
等
の
会
計
監
査
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
に
つ
い
て
の

二

会
計
監
査
人
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び

そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
信
用

三

会
計
監
査
人
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
会

協
同
組
合
等
の
会
計
監
査
人
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き

計
監
査
人
の
責
任
追
及
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

は
、
そ
の
理
由

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
等
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
等
）

第
七
十
五
条

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十

第
七
十
五
条

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
は
、
各
清
算
事
務
年
度

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照

に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

２

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
の
附
属
明
細
書
は
、
貸
借
対
照
表

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の
附
属

の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
細
書
は
、
貸
借
対
照
表
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

３

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
務
報
告
は
、
清
算
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
は
、
清
算

状
況
に
係
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
状
況
に
係
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

４

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
務
報
告
の
附
属
明
細
書
は
、
事
務
報
告
の
内

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
の
附
属
明

 
138



容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

細
書
は
、
事
務
報
告
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
清
算
を
す
る
信
用
協
同
組
合
等
の
監
査
報
告
）

（
清
算
を
す
る
信
用
協
同
組
合
等
の
監
査
報
告
）

第
七
十
六
条

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十

第
七
十
六
条

法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

よ
る
。

２

清
算
を
す
る
信
用
協
同
組
合
等
の
監
事
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借

２

清
算
を
す
る
信
用
協
同
組
合
等
の
監
事
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借

対
照
表
及
び
事
務
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、

対
照
表
及
び
事
務
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
が
当
該
清

二

各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
が
当
該
清

算
を
す
る
信
用
協
同
組
合
等
の
財
産
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て

算
を
す
る
信
用
協
同
組
合
等
の
財
産
の
状
況
を
す
べ
て
の
重
要
な
点
に
お
い

適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

第
三
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

６

第
三
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
す
べ
き
監
事
を
定
め

一

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
す
べ
き
監
事
を
定
め

た
場
合

当
該
通
知
を
す
べ
き
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事

た
場
合

当
該
通
知
を
す
べ
き
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

全
て
の
監
事

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

す
べ
て
の
監
事
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十
四

特
定
有
価
証
券
の
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
二
十
二
号
）

改

正

案

現

行

（
特
定
投
資
家
向
け
有
価
証
券
に
該
当
し
な
い
旨
の
承
認
申
請
書
の
提
出
の
手

（
特
定
投
資
家
向
け
有
価
証
券
に
該
当
し
な
い
旨
の
承
認
申
請
書
の
提
出
の
手

続
等
）

続
等
）

第
四
条
の
三

（
略
）

第
四
条
の
三

（
略
）

２

令
第
二
条
の
十
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
所
有
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に

２

令
第
二
条
の
十
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
所
有
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
特
定
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

掲
げ
る
特
定
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

計
算
し
た
数
と
す
る
。

計
算
し
た
数
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

外
国
特
定
有
価
証
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価

二

外
国
特
定
有
価
証
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価

証
券
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
（
法
第
三
十
四

証
券
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
（
法
第
三
十
四

条
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
有
す
る

条
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
有
す
る

当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い

当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
（
非
居
住
者

る
者
（
非
居
住
者
（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
六
条
第
一
項
第
六
号
に

（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
六
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
非
居
住

規
定
す
る
非
居
住
者
を
い
う
。
第
二
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ

者
を
い
う
。
第
二
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）

。
）
を
除
く
。
）
の
数

の
数

３

（
略
）

３

（
略
）

（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
旨
の
承
認
申
請
書
の
提
出
の
手
続
等

（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
旨
の
承
認
申
請
書
の
提
出
の
手
続
等

）

）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
に
規
定
す
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
当

４

前
項
に
規
定
す
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

内
国
特
定
有
価
証
券

次
に
掲
げ
る
内
国
特
定
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ

一

内
国
特
定
有
価
証
券

次
に
掲
げ
る
内
国
特
定
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
数

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
数

イ

内
国
投
資
信
託
受
益
証
券

申
請
時
又
は
申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る

イ

内
国
投
資
信
託
受
益
証
券

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
特
定
期
間
の

特
定
期
間
の
直
前
特
定
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
特
定
期
間

直
前
特
定
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
特
定
期
間
」
と
い
う
。

」
と
い
う
。
）
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価
証
券
に
係
る
収
益
金
の

）
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価
証
券
に
係
る
収
益
金
の
支
払
事
務
を

支
払
事
務
を
行
う
者
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に

行
う
者
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て

記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

い
る
者
の
数

ロ

内
国
投
資
証
券
（
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
投
資
証
券
に

ロ

内
国
投
資
証
券
（
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
投
資
証
券
に

限
る
。
）

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
投
資
信
託
及

限
る
。
）

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人

び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
投
資

に
関
す
る
法
律
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
投
資
主
名
簿
に
記

主
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

ハ

内
国
投
資
証
券
（
新
投
資
口
予
約
権
証
券
に
限
る
。
）

申
請
時
又
は

ハ

内
国
投
資
証
券
（
新
投
資
口
予
約
権
証
券
に
限
る
。
）

基
準
特
定
期

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法

間
の
末
日
に
お
い
て
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
八

律
第
八
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
新
投
資
口
予
約
権
原
簿
そ
の
他

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
新
投
資
口
予
約
権
原
簿
そ
の
他
の
そ
の
所
有

の
そ
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

ニ

内
国
投
資
証
券
（
投
資
法
人
債
券
に
限
る
。
）

申
請
時
又
は
基
準
特

ニ

内
国
投
資
証
券
（
投
資
法
人
債
券
に
限
る
。
）

基
準
特
定
期
間
の
末

定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
投
資
法
人
債
管
理
者
等
の
有
す
る
当
該
投
資
法

日
に
お
い
て
投
資
法
人
債
管
理
者
等
の
有
す
る
当
該
投
資
法
人
債
券
の
所

人
債
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

ホ

内
国
資
産
流
動
化
証
券

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い

ホ

内
国
資
産
流
動
化
証
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
資
産
流
動

て
資
産
流
動
化
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
優
先
出
資
社
員
名
簿

化
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
優
先
出
資
社
員
名
簿
に
記
載
さ
れ
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に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
、
又
は
投
資
法
人
債
管
理
者
等
の
有

、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
、
又
は
投
資
法
人
債
管
理
者
等
の
有
す
る
当
該
特

す
る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記

定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
て
い

録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

る
者
の
数

ヘ

内
国
資
産
信
託
流
動
化
受
益
証
券

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末

ヘ

内
国
資
産
信
託
流
動
化
受
益
証
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て

日
に
お
い
て
資
産
流
動
化
法
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利

資
産
流
動
化
法
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
者
名
簿
に
記

者
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

ト

内
国
信
託
受
益
証
券

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て

ト

内
国
信
託
受
益
証
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
信
託
法
第
百

信
託
法
第
百
八
十
六
条
に
規
定
す
る
受
益
権
原
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記

八
十
六
条
に
規
定
す
る
受
益
権
原
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い

録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

る
者
の
数

チ

内
国
信
託
社
債
券

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
会

チ

内
国
信
託
社
債
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
会
社
法
（
平
成

社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
六
百
八
十
一
条
に
規
定
す
る

十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
六
百
八
十
一
条
に
規
定
す
る
社
債
原
簿
に

社
債
原
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

リ

内
国
信
託
受
益
権

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当

リ

内
国
信
託
受
益
権

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価

該
特
定
有
価
証
券
の
信
託
財
産
の
受
託
者
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価
証
券

証
券
の
信
託
財
産
の
受
託
者
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の

の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

ヌ

内
国
有
価
証
券
投
資
事
業
権
利
等
（
法
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

ヌ

内
国
有
価
証
券
投
資
事
業
権
利
等
（
法
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

る
権
利
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の

る
権
利
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い

末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
で
あ
る
社
員
と
し
て
定
款

て
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
で
あ
る
社
員
と
し
て
定
款
に
記
載
さ
れ

に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

ル

内
国
有
価
証
券
投
資
事
業
権
利
等
（
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ

ル

内
国
有
価
証
券
投
資
事
業
権
利
等
（
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ

る
権
利
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の

る
権
利
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い

末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価
証
券
の
発
行
者
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価

て
当
該
特
定
有
価
証
券
の
発
行
者
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有

証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数

者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
数
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二

外
国
特
定
有
価
証
券

申
請
時
又
は
基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当

二

外
国
特
定
有
価
証
券

基
準
特
定
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
有
価

該
特
定
有
価
証
券
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
又
は

証
券
の
保
管
の
委
託
を
受
け
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
又
は
登
録
金
融
機

登
録
金
融
機
関
（
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
を
い
う

関
（
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
を
い
う
。
）
の
有
す

。
）
の
有
す
る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は

る
当
該
特
定
有
価
証
券
の
所
有
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
（
非
居
住

記
録
さ
れ
て
い
る
者
（
非
居
住
者
を
除
く
。
）
の
数

者
を
除
く
。
）
の
数

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）
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十
五

信
用
協
同
組
合
及
び
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
優
先
出
資
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
六
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）

改

正

案

現

行

（
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
理
事
）

第
六
条
の
二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
三
条

（
新
設
）

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る

。一

出
資
の
履
行
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
払
込
み
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仮
装
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
理
事

二

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
理
事
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
理
事

ロ

当
該
理
事
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し
た

理
事

三

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
普
通
出
資
者
総
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
普
通
出
資
者
総
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を

提
案
し
た
理
事

ロ

イ
の
議
案
の
提
案
の
決
定
に
同
意
し
た
理
事

ハ

イ
の
議
案
の
提
案
が
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、

当
該
理
事
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
理
事

ニ

当
該
普
通
出
資
者
総
会
に
お
い
て
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
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事
項
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
理
事

（
支
払
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
支
払
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項

２

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一

二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項

項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

の
義
務
を
負
う
募
集
優
先
出
資
の
引
受
人
（
次
号
に
お
い
て
「
請
求
対
象
者

の
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

」
と
い
う
。
）
の
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断

三

前
号
の
者
に
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
四
条
第

三

請
求
対
象
者
に
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
四
条

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

払
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

支
払
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
二
十
条

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も

第
二
十
条

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
優
先
出
資
者
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を

の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
優
先
出
資
者
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を

発
出
す
る
時
か
ら
当
該
優
先
出
資
者
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で

発
出
す
る
時
か
ら
当
該
優
先
出
資
者
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で

の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
優
先
出
資
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
優
先
出
資
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の

う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に

う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に

供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自

供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
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動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ

動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ

る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ

を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、

。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
優
先
出
資
者

当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
を
優
先
出

総
会
参
考
書
類
を
優
先
出
資
者
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し

資
者
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る

、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も

三

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の

の
を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
事
が
異
議

を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
事
が
異
議
を

を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
優
先
出
資
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置

く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

第
三
十
条

法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

第
三
十
条

法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

組
合
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処

組
合
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
組
合
の
従
た
る

イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
組
合
の
従
た
る

事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該

事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該

情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

情
報
を
記
録
す
る
方
法
と
す
る
。
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十
六

信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会
の
優
先
出
資
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
六
年
大
蔵
省
令
第
十
六
号
）

改

正

案

現

行

（
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
理
事
）

第
六
条
の
二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
三
条

（
新
設
）

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る

。一

出
資
の
履
行
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
払
込
み
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仮
装
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
理
事

二

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
理
事
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
理
事

ロ

当
該
理
事
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し
た

理
事

三

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
普
通
出
資
者
総
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
普
通
出
資
者
総
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を

提
案
し
た
理
事

ロ

イ
の
議
案
の
提
案
の
決
定
に
同
意
し
た
理
事

ハ

イ
の
議
案
の
提
案
が
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、

当
該
理
事
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
理
事

ニ

当
該
普
通
出
資
者
総
会
に
お
い
て
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
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事
項
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
理
事

（
支
払
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
支
払
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項

２

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一

二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項

項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

の
義
務
を
負
う
募
集
優
先
出
資
の
引
受
人
（
次
号
に
お
い
て
「
請
求
対
象
者

の
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

」
と
い
う
。
）
の
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断

三

前
号
の
者
に
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
四
条
第

三

請
求
対
象
者
に
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
四
条

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

払
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

支
払
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
二
十
条

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も

第
二
十
条

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
優
先
出
資
者
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を

の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
優
先
出
資
者
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を

発
出
す
る
時
か
ら
当
該
優
先
出
資
者
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で

発
出
す
る
時
か
ら
当
該
優
先
出
資
者
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で

の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
優
先
出
資
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
優
先
出
資
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の

う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に

う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に

供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自

供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
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動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ

動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ

る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ

を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、

。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
優
先
出
資
者

当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
を
優
先
出

総
会
参
考
書
類
を
優
先
出
資
者
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し

資
者
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る

、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も

三

優
先
出
資
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の

の
を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
事
が
異
議

を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
事
が
異
議
を

を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
優
先
出
資
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置

く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
三
条

法
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に

第
二
十
三
条

法
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
役
員
等
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
等
が
次
に
掲

ロ

当
該
役
員
等
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
等
が
次
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え

げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え
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て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
）

て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
数
）

⑴

（
略
）

⑴

（
略
）

⑵

信
用
金
庫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
三
十
九

⑵

代
表
理
事
以
外
の
理
事
（
会
員
外
理
事
等
（
法
第
四
十
一
条
第
四
項

条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の

四

第
二
号
に
規
定
す
る
会
員
外
理
事
等
を
い
う
。
⑶
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
除
く
。
）

四

⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
者
以
外
の
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人

二

⑶

会
員
外
理
事
等
、
監
事
又
は
会
計
監
査
人

二

２

（
略
）

２

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

第
三
十
一
条

法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は

第
三
十
一
条

法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は

、
金
庫
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報

、
金
庫
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ

ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
金
庫
の
従
た

ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
金
庫
の
従
た

る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当

る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当

該
情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

該
情
報
を
記
録
す
る
方
法
と
す
る
。
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十
七

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）

改

正

案

現

行

（
免
許
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
免
許
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
六
条

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

第
六
条

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

げ
る
書
類
と
す
る
。

げ
る
書
類
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
（
法
第
四
条
第
一
項
第

六

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
（
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
に

三
号
に
規
定
す
る
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ

規
定
す
る
委
員
会
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
取
締

っ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
（
同
号
に
規
定
す
る
指
名
委
員

役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書

会
等
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行

役
）
の
履
歴
書

七

会
計
参
与
設
置
会
社
（
法
第
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
会
計

七

会
計
参
与
設
置
会
社
（
法
第
五
十
三
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計

参
与
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
会
計
参
与
の
履
歴

参
与
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
会
計
参
与
の
履
歴

書
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
の
沿
革
を
記
載
し

書
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
の
沿
革
を
記
載
し

た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の
履
歴
書
。
以
下
同
じ
。
）

た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の
履
歴
書
。
以
下
同
じ
。
）

八
～
一
三

（
略
）

八
～
一
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
等
）

第
十
四
条
の
二

保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置

第
十
四
条
の
二

保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に

会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
八
条
第
一

あ
っ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規
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項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲

定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書

げ
る
書
類
を
添
付
し
、
当
該
保
険
会
社
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な

類
を
添
付
し
、
当
該
保
険
会
社
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
常
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
他
の
会
社
が
保
険

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
常
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
他
の
会
社
が
保
険
会
社
又

会
社
又
は
外
国
保
険
会
社
等
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
号
に
掲
げ
る
書

は
外
国
保
険
会
社
等
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添

類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
十
四
条
の
四

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、

第
十
四
条
の
四

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、

次
に
掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
（
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記

次
に
掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
（
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記

録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

す
る
方
法
と
す
る
。

す
る
方
法
と
す
る
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

十
三

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

（
新
設
）

三
百
九
十
九
条
の
十
一
第
二
項
第
二
号
（
議
事
録
）
（
法
第
五
十
三
条
の
二

十
三
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
一
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

十
四
～
二
十
五

（
略
）

十
三
～
二
十
四

（
略
）

二
十
六

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
三

二
十
五

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
三

条
第
三
項
第
三
号
（
新
設
合
併
契
約
等
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲

条
第
三
項
第
三
号
（
新
設
合
併
契
約
等
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲

覧
等
）

覧
等
）

二
十
七

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十

二
十
六

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
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一
条
第
四
項
（
新
設
分
割
又
は
株
式
移
転
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び

一
条
第
四
項
（
新
設
分
割
又
は
株
式
移
転
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び

閲
覧
等
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
第
三
号

閲
覧
等
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
第
三
号

二
十
八

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十

二
十
七

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十

五
条
第
六
項
（
新
設
合
併
契
約
等
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等

五
条
第
六
項
（
新
設
合
併
契
約
等
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等

）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
第
三
号

）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
第
三
号

二
十
九
～
四
十
一

（
略
）

二
十
八
～
四
十

（
略
）

（
電
子
署
名
）

（
電
子
署
名
）

第
十
四
条
の
六

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
署
名
又
は

第
十
四
条
の
六

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
署
名
又
は

記
名
押
印
に
代
わ
る
措
置
は
、
電
子
署
名
と
す
る
。

記
名
押
印
に
代
わ
る
措
置
は
、
電
子
署
名
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三

（
新
設
）

百
九
十
九
条
の
十
第
四
項
（
監
査
等
委
員
会
の
決
議
）

五

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
十

四

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
十

二
条
第
四
項
（
指
名
委
員
会
等
の
決
議
）

二
条
第
四
項
（
委
員
会
の
決
議
）

六

（
略
）

五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

第
十
四
条
の
九

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

第
十
四
条
の
九

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

相
互
会
社
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

相
互
会
社
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
相
互
会
社

フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
相
互
会
社
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の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方
法
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
監
査
報
告
の
内
容
等
）

（
監
査
報
告
の
内
容
等
）

第
十
七
条
の
七

会
計
監
査
人
が
作
成
す
べ
き
会
計
監
査
報
告
は
別
紙
様
式
第
一

第
十
七
条
の
七

会
計
監
査
人
が
作
成
す
べ
き
会
計
監
査
報
告
は
別
紙
様
式
第
一

号
（
少
額
短
期
保
険
業
者
に
あ
っ
て
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
の
五
）
に
よ
り
、

号
（
少
額
短
期
保
険
業
者
に
あ
っ
て
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
の
五
）
に
よ
り
、

監
査
役
、
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会
及
び
監
査
委
員
会
が
作
成
す
べ
き
監
査

監
査
役
、
監
査
役
会
及
び
監
査
委
員
会
が
作
成
す
べ
き
監
査
報
告
は
そ
れ
ぞ
れ

報
告
は
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
様
式
第
一
号
の
二
か
ら
第
一
号
の
四
ま
で
（
少
額
短
期

別
紙
様
式
第
一
号
の
二
、
第
一
号
の
三
及
び
第
一
号
の
四
（
少
額
短
期
保
険
業

保
険
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
様
式
第
一
号
の
六
か
ら
第
一
号
の
八

者
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
様
式
第
一
号
の
六
、
第
一
号
の
七
及
び
第
一

ま
で
）
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

号
の
八
）
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
計
算
書
類
等
の
承
認
の
特
則
に
関
す
る
要
件
）

（
計
算
書
類
等
の
承
認
の
特
則
に
関
す
る
要
件
）

第
十
七
条
の
八

法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第

第
十
七
条
の
八

法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第

四
百
三
十
九
条
（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

四
百
三
十
九
条
（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
（
監
査
役
設
置
会
社
（
法
第
三
十
条
の
十
一
第
一

定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
（
監
査
役
設
置
会
社
（
法
第
三
十
条
の
十
一
第
一

項
に
規
定
す
る
監
査
役
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
監
査
役

項
に
規
定
す
る
監
査
役
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
監
査
役

会
設
置
会
社
（
法
第
三
十
条
の
十
第
四
項
に
規
定
す
る
監
査
役
会
設
置
会
社
を

会
設
置
会
社
（
法
第
三
十
条
の
十
第
三
項
に
規
定
す
る
監
査
役
会
設
置
会
社
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
な
い
保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
三

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
な
い
保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
三

号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
、
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会
又

二

前
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
、
監
査
役
会
又
は
監
査
委
員
会
の
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は
監
査
委
員
会
の
監
査
報
告
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
前
条
第

監
査
報
告
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
監
査
役
会
の
監
査
報
告
に
限
る
。
）
の
内
容

り
作
成
し
た
監
査
役
会
の
監
査
報
告
に
限
る
。
）
の
内
容
と
し
て
会
計
監
査

と
し
て
会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
又
は
結
果
を
相
当
で
な
い
と
認
め
る
意

人
の
監
査
の
方
法
又
は
結
果
を
相
当
で
な
い
と
認
め
る
意
見
が
な
い
こ
と
。

見
が
な
い
こ
と
。

三

第
一
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会
又
は
監
査

三

第
一
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
会
又
は
監
査
委
員
会
の
監
査
報

委
員
会
の
監
査
報
告
に
付
記
さ
れ
た
内
容
（
監
査
役
会
監
査
報
告
（
計
算
規

告
に
付
記
さ
れ
た
内
容
（
監
査
役
会
監
査
報
告
（
計
算
規
則
第
百
二
十
八
条

則
第
百
二
十
八
条
第
一
項
（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
監
査
役
会
の
監
査
報

第
一
項
（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
監
査
役
会
の
監
査
報
告
の
内
容
等
）
に

告
の
内
容
等
）
に
規
定
す
る
監
査
役
会
監
査
報
告
を
い
う
。
）
の
内
容
が
監

規
定
す
る
監
査
役
会
監
査
報
告
を
い
う
。
）
の
内
容
が
監
査
役
監
査
報
告
（

査
役
監
査
報
告
（
同
項
に
規
定
す
る
監
査
役
監
査
報
告
を
い
う
。
以
下
こ
の

同
項
に
規
定
す
る
監
査
役
監
査
報
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
各
監
査
役
の

。
）
の
内
容
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
各
監
査
役
の
監
査
役
監
査
報
告

監
査
役
監
査
報
告
の
内
容
、
監
査
等
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
等

の
内
容
又
は
監
査
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
委
員
（
法
第
二
条
第

委
員
（
法
第
二
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
監
査
等
委
員
を
い
う
。
以
下
同
じ

十
九
項
に
規
定
す
る
監
査
委
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
意
見
と
異
な
る

。
）
の
意
見
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
監
査
等
委
員
の
意
見
又
は
監
査

場
合
に
付
記
さ
れ
る
監
査
委
員
の
意
見
を
い
う
。
）
が
前
号
の
意
見
で
な
い

委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
委
員
（
同
項
に
規
定
す
る
監
査
委
員
を

こ
と
。

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
意
見
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
監
査
委
員
の

意
見
を
い
う
。
）
が
前
号
の
意
見
で
な
い
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
十
五

法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

第
十
七
条
の
十
五

法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
（
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
会
社
法
第
二
条
第
二
十
四
号
（

一

最
終
事
業
年
度
（
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
会
社
法
第
二
条
第
二
十
四
号
（
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定
義
）
に
規
定
す
る
最
終
事
業
年
度
を
い
い
、
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
当
該

定
義
）
に
規
定
す
る
最
終
事
業
年
度
を
い
い
、
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
当
該

事
業
年
度
に
係
る
法
第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
に
つ

事
業
年
度
に
係
る
法
第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
に
つ

き
法
第
五
十
四
条
の
六
第
二
項
の
承
認
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に

き
法
第
五
十
四
条
の
六
第
二
項
の
承
認
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
法
第
五
十
四
条
の
四
第
三
項
の
承
認
）
を
受
け
た
場
合
に
お
け

あ
っ
て
は
、
法
第
五
十
四
条
の
四
第
三
項
の
承
認
）
を
受
け
た
場
合
に
お
け

る
当
該
事
業
年
度
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る

る
当
該
事
業
年
度
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る

貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
（
法
第
十
七
条
第
二
項

貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
（
法
第
十
七
条
第
二
項

第
二
号
の
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
十

第
二
号
の
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
十

三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項

三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項

（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し

（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し

て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
場
合

会
社
法
第
九

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
場
合

会
社
法
第
九

百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し

る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合

そ
の
旨

て
い
る
場
合

そ
の
旨

四

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

四

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告

法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社

等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の

法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨
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規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

（
創
立
総
会
の
議
事
録
）

（
創
立
総
会
の
議
事
録
）

第
二
十
条
の
十
二

（
略
）

第
二
十
条
の
十
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

創
立
総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ

３

創
立
総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

創
立
総
会
に
出
席
し
た
発
起
人
、
設
立
時
取
締
役
（
法
第
三
十
条
の
十
第

三

創
立
総
会
に
出
席
し
た
発
起
人
、
設
立
時
取
締
役
（
法
第
三
十
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
設
立
時
取
締
役
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。

一
項
に
規
定
す
る
設
立
時
取
締
役
を
い
う
。
第
二
十
条
の
十
八
に
お
い
て
同

）
（
設
立
し
よ
う
と
す
る
相
互
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場

じ
。
）
、
設
立
時
会
計
参
与
（
同
項
に
規
定
す
る
設
立
時
会
計
参
与
を
い
う

合
に
あ
っ
て
は
、
設
立
時
監
査
等
委
員
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
設
立
時

。
）
、
設
立
時
監
査
役
（
同
項
に
規
定
す
る
設
立
時
監
査
役
を
い
う
。
第
二

監
査
等
委
員
を
い
う
。
）
で
あ
る
設
立
時
取
締
役
又
は
そ
れ
以
外
の
設
立
時

十
条
の
十
八
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
設
立
時
会
計
監
査
人
（
同
項
に

取
締
役
）
、
設
立
時
会
計
参
与
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
立
時
会
計
参

規
定
す
る
設
立
時
会
計
監
査
人
を
い
う
。
）
又
は
設
立
時
執
行
役
（
法
第
三

与
を
い
う
。
）
、
設
立
時
監
査
役
（
同
項
に
規
定
す
る
設
立
時
監
査
役
を
い

十
条
の
十
第
六
項
に
規
定
す
る
設
立
時
執
行
役
を
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名

う
。
）
若
し
く
は
設
立
時
会
計
監
査
人
（
同
項
に
規
定
す
る
設
立
時
会
計
監

称

査
人
を
い
う
。
）
又
は
設
立
時
執
行
役
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
設
立
時

執
行
役
を
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
相
互
会
社
が
そ
の
経
営
を
支
配
し
て
い
る
法
人
）

（
相
互
会
社
が
そ
の
経
営
を
支
配
し
て
い
る
法
人
）

第
二
十
条
の
十
四

（
略
）

第
二
十
条
の
十
四

（
略
）
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２

前
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合

２

前
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合

」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
（
財
務
上
又
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
会
社
等

」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
（
財
務
上
又
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
会
社
等

の
財
務
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

の
財
務
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

会
社
等
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い

二

会
社
等
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い

る
議
決
権
の
数
の
割
合
が
百
分
の
四
十
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
号
に
掲
げ
る

る
議
決
権
の
数
の
割
合
が
百
分
の
四
十
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
号
に
掲
げ
る

場
合
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合

場
合

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

会
社
等
の
取
締
役
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に

ロ

会
社
等
の
取
締
役
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に

対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
会
社
等
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定

対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
会
社
等
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定

に
関
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
の
数
の
割
合

に
関
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
の
数
の
割
合

が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

自
己
の
役
員
（
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執
行
役
、
理
事
、

自
己
の
役
員

監
事
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
）

～

（
略
）

～

（
略
）

ハ
～
ホ

（
略
）

ハ
～
ホ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
利
益
の
供
与
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
取
締
役
等
）

（
利
益
の
供
与
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
取
締
役
等
）

第
二
十
条
の
十
六

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

第
二
十
条
の
十
六

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
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る
会
社
法
第
百
二
十
条
第
四
項
（
株
主
等
の
権
利
の
行
使
に
関
す
る
利
益
の
供

る
会
社
法
第
百
二
十
条
第
四
項
（
株
主
の
権
利
の
行
使
に
関
す
る
利
益
の
供
与

与
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
社
員
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
二
十
条
の
十
七

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七
に

第
二
十
条
の
十
七

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
株
主
に
よ

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
責
任
追
及

る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る

書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

。一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
相
互
会
社
が
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
二
十
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七
に

第
二
十
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
株
主
に
よ

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
責
任
追
及

る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る

書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

。一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七
に
お
い
て
読
み

二

請
求
対
象
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に

係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無

に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由
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三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任

三

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責

追
及
等
の
訴
え
（
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七

任
追
及
等
の
訴
え
（
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十

に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
責
任
追

七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
責
任

及
等
の
訴
え
を
い
う
。
）
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

追
及
等
の
訴
え
を
い
う
。
）
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
削
る
）

２

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
「
請
求
対
象
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ

る
者
の
う
ち
、
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
十
七
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
に
係
る
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

発
起
人

二

設
立
時
取
締
役
及
び
設
立
時
監
査
役

三

役
員
等
（
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執
行
役
又
は
会
計
監
査
人
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）

四

清
算
人

五

法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
二
十
条
第

三
項
（
株
主
の
権
利
の
行
使
に
関
す
る
利
益
の
供
与
）
の
利
益
の
供
与
を
受

け
た
者

（
招
集
の
決
定
事
項
）

（
招
集
の
決
定
事
項
）

第
二
十
条
の
十
九

法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会

第
二
十
条
の
十
九

法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会

社
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
第
五
号
（
株
主
総
会
の
招
集
の
決
定
）
に
規
定

社
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
第
五
号
（
株
主
総
会
の
招
集
の
決
定
）
に
規
定

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が

六

第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
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社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
議
案
の

社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
議
案
の

概
要
（
議
案
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

概
要
（
議
案
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

イ

役
員
等
（
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執
行
役
又
は
会
計
監
査
人

イ

役
員
等
の
選
任

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任

ロ
～
ホ

（
略
）

ロ
～
ホ

（
略
）

（
社
員
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
社
員
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
二
十
条
の
二
十
一

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る

第
二
十
条
の
二
十
一

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出

も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出

す
る
時
か
ら
当
該
社
員
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続

す
る
時
か
ら
当
該
社
員
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続

し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く

し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く

措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー

措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信

回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用

回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用

に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公

に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公

衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法

衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当

に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
社
員
総
会
参
考
書
類
を
社
員
に

該
事
項
を
記
載
し
た
社
員
総
会
参
考
書
類
を
社
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と

対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定

み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に

款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

限
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
社

二

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を

員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
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項

三

（
略
）

三

（
略
）

四

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

四

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
、
監
査
等
委

く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
又
は
監
査
委

員
会
又
は
監
査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置

を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
議
事
録
）

（
議
事
録
）

第
二
十
条
の
二
十
六

（
略
）

第
二
十
条
の
二
十
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

社
員
総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ

３

社
員
総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締

一

社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締

役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
社
員
が
社
員
総
会

又
は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
執
行
役
、
会
計

に
出
席
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
社
員
が
社
員
総
会
に
出
席
し
た
場
合
に

お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
社
員
総
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発

三

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
社
員
総
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発

言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要
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イ

法
第
五
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
一
項
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
等
の
選
任
等
に
つ
い
て
の
意

見
の
陳
述
）

ロ

法
第
五
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
二
項

ハ

法
第
五
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
四
項

ニ

（
略
）

イ

（
略
）

ホ

（
略
）

ロ

（
略
）

ヘ

法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
六
十
一
条

（
新
設
）

第
五
項
（
取
締
役
の
報
酬
等
）

ト

法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
六
十
一
条

（
新
設
）

第
六
項

チ
～
ワ

（
略
）

ハ
～
チ

（
略
）

カ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

（
新
設
）

三
百
九
十
九
条
の
五
（
株
主
総
会
に
対
す
る
報
告
義
務
）

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

（
総
代
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
総
代
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
二
十
二
条
の
二

総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の

第
二
十
二
条
の
二

総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
総
代
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時

を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
総
代
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時

か
ら
当
該
総
代
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁

か
ら
当
該
総
代
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
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的
方
法
に
よ
り
総
代
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第

的
方
法
に
よ
り
総
代
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第

十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当

に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
総
代

該
事
項
を
記
載
し
た
総
代
会
参
考
書
類
を
総
代
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み

会
参
考
書
類
を
総
代
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項

な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限

の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
総

二

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を

代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

三

（
略
）

三

（
略
）

四

総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

四

総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
、
監
査
等
委
員

。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
又
は
監
査
委
員

会
又
は
監
査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
総
代
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置

を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
議
事
録
）

（
議
事
録
）

第
二
十
三
条
の
五

（
略
）

第
二
十
三
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

総
代
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

３

総
代
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

一

総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締
役

一

総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締
役

（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
又

、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
総
代
が
総
代
会
に
出

は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
執
行
役
、
会
計
参

席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
総
代
が
総
代
会
に
出
席
を
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
総
代
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発
言

三

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
総
代
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発
言

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

イ

法
第
五
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
一
項
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
等
の
選
任
等
に
つ
い
て
の
意

見
の
陳
述
）

ロ

法
第
五
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
二
項

ハ

法
第
五
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
四
項

ニ

（
略
）

イ

（
略
）

ホ

（
略
）

ロ

（
略
）

ヘ

法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
六
十
一
条

（
新
設
）

第
五
項
（
取
締
役
の
報
酬
等
）

ト

法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
六
十
一
条

（
新
設
）

第
六
項

チ
～
ワ

（
略
）

ハ
～
チ

（
略
）
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カ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

（
新
設
）

三
百
九
十
九
条
の
五
（
株
主
総
会
に
対
す
る
報
告
義
務
）

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
補
欠
の
役
員
の
選
任
）

（
補
欠
の
会
社
役
員
の
選
任
）

第
二
十
三
条
の
六

法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
役
員
（
取
締

第
二
十
三
条
の
六

法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
会
社
役
員
（

役
、
会
計
参
与
及
び
監
査
役
を
い
い
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
及
び
執
行
役
を
い
う
。
以
下

、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
若
し
く
は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
又
は
会
計
参
与

こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の

の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
決
議
に
よ
り
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る

２

法
第
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
決
議
に
よ
り
補
欠
の
会
社
役
員
を
選
任

場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
候
補
者
が
補
欠
の
役
員
で
あ
る
旨

一

当
該
候
補
者
が
補
欠
の
会
社
役
員
で
あ
る
旨

二

当
該
候
補
者
を
補
欠
の
社
外
取
締
役
（
法
第
五
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規

二

当
該
候
補
者
を
補
欠
の
社
外
取
締
役
（
法
第
五
十
三
条
の
二
十
四
第
三
項

定
す
る
社
外
取
締
役
を
い
う
。
）
と
し
て
選
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

に
規
定
す
る
社
外
取
締
役
を
い
う
。
第
二
十
三
条
の
十
九
に
お
い
て
同
じ
。

）
と
し
て
選
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

三

当
該
候
補
者
を
補
欠
の
社
外
監
査
役
（
法
第
五
十
三
条
の
五
第
三
項
に
規

三

当
該
候
補
者
を
補
欠
の
社
外
監
査
役
（
法
第
五
十
三
条
の
五
第
三
項
に
規

定
す
る
社
外
監
査
役
を
い
う
。
）
と
し
て
選
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

定
す
る
社
外
監
査
役
を
い
う
。
）
と
し
て
選
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

四

当
該
候
補
者
を
一
人
又
は
二
人
以
上
の
特
定
の
役
員
の
補
欠
の
役
員
と
し

四

当
該
候
補
者
を
一
人
又
は
二
人
以
上
の
特
定
の
会
社
役
員
の
補
欠
の
会
社

て
選
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
特
定
の
役
員
の
氏
名
（
会
計
参
与

役
員
と
し
て
選
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
特
定
の
会
社
役
員
の
氏

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
氏
名
又
は
名
称
）

名
（
会
計
参
与
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
氏
名
又
は
名
称
）

五

同
一
の
役
員
（
二
以
上
の
役
員
の
補
欠
と
し
て
選
任
し
た
場
合
に
あ
っ
て

五

同
一
の
会
社
役
員
（
二
以
上
の
会
社
役
員
の
補
欠
と
し
て
選
任
し
た
場
合

は
、
当
該
二
以
上
の
役
員
）
に
つ
き
二
人
以
上
の
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る

に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
会
社
役
員
）
に
つ
き
二
人
以
上
の
補
欠
の
会
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と
き
は
、
当
該
補
欠
の
役
員
相
互
間
の
優
先
順
位

社
役
員
を
選
任
す
る
と
き
は
、
当
該
補
欠
の
会
社
役
員
相
互
間
の
優
先
順
位

六

補
欠
の
役
員
に
つ
い
て
、
就
任
前
に
そ
の
選
任
の
取
消
し
を
行
う
場
合
が

六

補
欠
の
会
社
役
員
に
つ
い
て
、
就
任
前
に
そ
の
選
任
の
取
消
し
を
行
う
場

あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
取
消
し
を
行
う
た
め
の
手
続

合
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
取
消
し
を
行
う
た
め
の
手
続

３

補
欠
の
役
員
の
選
任
に
係
る
決
議
が
効
力
を
有
す
る
期
間
は
、
定
款
に
別
段

３

補
欠
の
会
社
役
員
の
選
任
に
係
る
決
議
が
効
力
を
有
す
る
期
間
は
、
定
款
に

の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
決
議
後
最
初
に
開
催
す
る
定
時
社
員
総
会

別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
決
議
後
最
初
に
開
催
す
る
定
時
社
員

（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
と
き
は
、
定
時
総
代
会
）
の
開
始
の
時
ま
で
と
す
る

総
会
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
と
き
は
、
定
時
総
代
会
）
の
開
始
の
時
ま
で
と

。
た
だ
し
、
社
員
総
会
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
と
き
は
、
総
代
会
）
の
決
議

す
る
。
た
だ
し
、
社
員
総
会
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
と
き
は
、
総
代
会
）
の

に
よ
っ
て
そ
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

決
議
に
よ
っ
て
そ
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
二
十
三
条
の
八

法
第
五
十
三
条
の
十
四
第
四
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
二
十
三
条
の
八

法
第
五
十
三
条
の
十
四
第
四
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
体
制
は
、
当
該
相
互
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

令
で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理

一

取
締
役
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
体
制

に
関
す
る
体
制

二

当
該
相
互
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

二

損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

三

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

三

取
締
役
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

確
保
す
る
た
め
の
体
制

体
制

四

当
該
相
互
会
社
の
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る

四

使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

た
め
の
体
制

五

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
相
互
会
社
及
び
そ
の
実
質
子
会
社
か
ら

五

当
該
相
互
会
社
及
び
そ
の
実
質
子
会
社
か
ら
成
る
企
業
集
団
に
お
け
る
業

成
る
企
業
集
団
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

イ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す

（
新
設
）

る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
（
法
人
が
業
務
を
執
行
す
る
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社
員
で
あ
る
場
合
の
特
則
）
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者

に
相
当
す
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
取
締
役
等
」
と
い
う
。
）
の
職

務
の
執
行
に
係
る
事
項
の
当
該
相
互
会
社
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

ロ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程

（
新
設
）

そ
の
他
の
体
制

ハ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的

（
新
設
）

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

ニ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
等
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執

（
新
設
）

行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

六

当
該
相
互
会
社
の
監
査
役
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
使
用
人
を
置
く
こ

六

監
査
役
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
使
用
人
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合

と
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
使
用
人
に
関
す
る
事
項

に
お
け
る
当
該
使
用
人
に
関
す
る
事
項

七

前
号
の
使
用
人
の
当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事

七

前
号
の
使
用
人
の
取
締
役
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

項
八

当
該
相
互
会
社
の
監
査
役
の
第
六
号
の
使
用
人
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性

（
新
設
）

の
確
保
に
関
す
る
事
項

九

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
相
互
会
社
の
監
査
役
へ
の
報
告
に
関
す

八

取
締
役
及
び
使
用
人
が
監
査
役
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
の
監

る
体
制

査
役
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

イ

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
及
び
会
計
参
与
並
び
に
使
用
人
が
当
該
相
互

（
新
設
）

会
社
の
監
査
役
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制

ロ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執

（
新
設
）

行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職

務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
又
は

こ
れ
ら
の
者
か
ら
報
告
を
受
け
た
者
が
当
該
相
互
会
社
の
監
査
役
に
報
告
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を
す
る
た
め
の
体
制

十

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

十
一

当
該
相
互
会
社
の
監
査
役
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前

（
新
設
）

払
又
は
償
還
の
手
続
そ
の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又

は
債
務
の
処
理
に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項

十
二

第
六
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
体
制
の
ほ
か
、
監
査
役
の
監
査
が
実

九

前
三
号
の
ほ
か
、
監
査
役
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す

効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

る
た
め
の
体
制

（
取
締
役
会
の
議
事
録
）

（
取
締
役
会
の
議
事
録
）

第
二
十
三
条
の
九

（
略
）

第
二
十
三
条
の
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

取
締
役
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ

３

取
締
役
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締

一

取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締

役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
又
は
会
計
監
査
人
が
取
締
役
会
に
出
席

又
は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
）
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
又
は
会
計
監

を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

査
人
が
取
締
役
会
に
出
席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む

。
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

取
締
役
会
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
も
の
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の

三

取
締
役
会
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
も
の
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の

旨

旨

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）
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ホ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

（
新
設
）

三
百
九
十
九
条
の
十
四
（
監
査
等
委
員
会
に
よ
る
取
締
役
会
の
招
集
）
の

規
定
に
よ
り
監
査
等
委
員
会
が
選
定
し
た
監
査
等
委
員
が
招
集
し
た
も
の

ヘ

法
第
五
十
三
条
の
三
十
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
十

ホ

法
第
五
十
三
条
の
三
十
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
十

七
条
第
一
項
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
の
取
締
役
会
の
運
営
）
の
規
定

七
条
第
一
項
（
委
員
会
設
置
会
社
の
取
締
役
会
の
運
営
）
の
規
定
に
よ
り

に
よ
り
指
名
委
員
会
等
の
委
員
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
者
が
招
集
し
た
も

委
員
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
者
が
招
集
し
た
も
の

の
ト

（
略
）

ヘ

（
略
）

チ

（
略
）

ト

（
略
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
取
締
役
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発

六

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
取
締
役
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発

言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

（
新
設
）

三
百
九
十
九
条
の
四
（
取
締
役
会
へ
の
報
告
義
務
）

ヘ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百

ホ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百

六
条
（
取
締
役
会
へ
の
報
告
義
務
）

六
条
（
取
締
役
会
へ
の
報
告
義
務
）

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

（
監
査
等
委
員
の
報
告
の
対
象
）

第
二
十
三
条
の
十
六
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準

（
新
設
）

用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
九
条
の
五
（
株
主
総
会
に
対
す
る
報
告
義
務
）
に
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規
定
す
る
取
締
役
が
社
員
総
会
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
と
き
は
、
総
代
会
）

に
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
資
料
と
す
る
。

（
監
査
等
委
員
会
の
議
事
録
）

第
二
十
三
条
の
十
六
の
三

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準

（
新
設
）

用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
第
三
項
（
監
査
等
委
員
会
の
決
議
）
の

規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

監
査
等
委
員
会
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

監
査
等
委
員
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

監
査
等
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い

監
査
等
委
員
、
取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
会
計
参

与
又
は
会
計
監
査
人
が
監
査
等
委
員
会
に
出
席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該

出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

二

監
査
等
委
員
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果

三

決
議
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
監
査
等
委
員

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名

四

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
監
査
等
委
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又

は
発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

イ

法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
五
十
七
条

第
三
項
（
取
締
役
の
報
告
義
務
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
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同
条
第
一
項

ロ

法
第
五
十
三
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
七
十
五
条

第
三
項
（
会
計
参
与
の
報
告
義
務
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
同
条
第
一
項

ハ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
七

条
第
四
項
（
監
査
役
に
対
す
る
報
告
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
同
条
第
一
項

五

監
査
等
委
員
会
に
出
席
し
た
取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
も
の
を
除
く

。
）
、
会
計
参
与
又
は
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は
名
称

六

監
査
等
委
員
会
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名

４

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百

九
十
九
条
の
十
二
（
監
査
等
委
員
会
へ
の
報
告
の
省
略
）
の
規
定
に
よ
り
監
査

等
委
員
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
監
査
等
委
員
会

の
議
事
録
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

監
査
等
委
員
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
内
容

二

監
査
等
委
員
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
日

三

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
っ
た
監
査
等
委
員
の
氏
名

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
二
十
三
条
の
十
六
の
四

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に

（
新
設
）

規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
会
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
取
締
役
及
び
使

用
人
に
関
す
る
事
項
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二

前
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
の
当
該
相
互
会
社
の
他
の
取
締
役
（
監
査
等

委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。
）
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

三

当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
会
の
第
一
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
に
対

す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

四

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
会
へ
の
報
告

に
関
す
る
体
制

イ

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。
）

及
び
会
計
参
与
並
び
に
使
用
人
が
当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
会
に
報

告
を
す
る
た
め
の
体
制

ロ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執

行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
（
法

人
が
業
務
を
執
行
す
る
社
員
で
あ
る
場
合
の
特
則
）
の
職
務
を
行
う
べ
き

者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
か

ら
報
告
を
受
け
た
者
が
当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
会
に
報
告
を
す
る

た
め
の
体
制

五

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

六

当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
の
職
務
の
執
行
（
監
査
等
委
員
会
の
職
務

の
執
行
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償

還
の
手
続
そ
の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の

処
理
に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
他
当
該
相
互
会
社
の
監
査
等
委
員
会
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
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２

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

定
め
る
体
制
は
、
当
該
相
互
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理

に
関
す
る
体
制

二

当
該
相
互
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

三

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
体
制

四

当
該
相
互
会
社
の
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

五

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
相
互
会
社
及
び
そ
の
実
質
子
会
社
か
ら

成
る
企
業
集
団
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

イ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す

る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の

他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
取
締
役
等
」
と

い
う
。
）
の
職
務
の
執
行
に
係
る
事
項
の
当
該
相
互
会
社
へ
の
報
告
に
関

す
る
体
制

ロ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程

そ
の
他
の
体
制

ハ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

ニ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
等
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執

行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
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（
社
債
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
に
際
し
て
取
締
役
会
が
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
二
十
三
条
の
十
六
の
五

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
三
第
四
項
第
五
号
に
規

（
新
設
）

定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

二
以
上
の
募
集
（
法
第
六
十
一
条
の
募
集
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
六
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
決
定
を
委
任
す

る
と
き
は
、
そ
の
旨

二

募
集
社
債
（
法
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
募
集
社
債
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
額
の
上
限
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
各
募
集
に
係
る
募
集
社
債
の
総
額
の
上
限
の
合
計
額
）

三

募
集
社
債
の
利
率
の
上
限
そ
の
他
の
利
率
に
関
す
る
事
項
の
要
綱

四

募
集
社
債
の
払
込
金
額
（
法
第
六
十
一
条
第
九
号
に
規
定
す
る
払
込
金
額

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
額
の
最
低
金
額
そ
の
他
の

払
込
金
額
に
関
す
る
事
項
の
要
綱

（
指
名
委
員
会
等
の
議
事
録
）

（
委
員
会
の
議
事
録
）

第
二
十
三
条
の
十
七

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会

第
二
十
三
条
の
十
七

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会

社
法
第
四
百
十
二
条
第
三
項
（
指
名
委
員
会
等
の
決
議
）
の
規
定
に
よ
る
指
名

社
法
第
四
百
十
二
条
第
三
項
（
委
員
会
の
決
議
）
の
規
定
に
よ
る
委
員
会
の
議

委
員
会
等
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

。
２

指
名
委
員
会
等
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
し
な

２

委
員
会
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

３

指
名
委
員
会
等
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な

３

委
員
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。
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一

指
名
委
員
会
等
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い

一

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
取
締
役

取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
又
は
会
計
監
査
人
が
指
名
委
員
会
等
に
出
席

、
執
行
役
、
会
計
参
与
又
は
会
計
監
査
人
が
委
員
会
に
出
席
を
し
た
場
合
に

を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

二

指
名
委
員
会
等
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果

二

委
員
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果

三

（
略
）

三

（
略
）

四

指
名
委
員
会
等
が
監
査
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
意

四

委
員
会
が
監
査
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
意
見
又
は

見
又
は
発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要

イ

法
第
五
十
三
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
七
十
五
条

イ

法
第
五
十
三
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
七
十
五
条

第
四
項
（
会
計
参
与
の
報
告
義
務
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

第
三
項
（
会
計
参
与
の
報
告
義
務
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
委
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見

る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
委
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見

又
は
発
言

又
は
発
言

ロ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
七

ロ

法
第
五
十
三
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
七

条
第
五
項
（
監
査
役
に
対
す
る
報
告
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

条
第
四
項
（
監
査
役
に
対
す
る
報
告
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
委
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意

す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
委
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意

見
又
は
発
言

見
又
は
発
言

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

五

指
名
委
員
会
等
に
出
席
し
た
取
締
役
（
当
該
指
名
委
員
会
等
の
委
員
で
あ

五

委
員
会
に
出
席
し
た
執
行
役
、
会
計
参
与
又
は
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は

る
も
の
を
除
く
。
）
、
執
行
役
、
会
計
参
与
又
は
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は

名
称

名
称

六

指
名
委
員
会
等
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名

六

委
員
会
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名

４

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
十
四

４

法
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
十
四

条
（
指
名
委
員
会
等
へ
の
報
告
の
省
略
）
の
規
定
に
よ
り
指
名
委
員
会
等
へ
の

条
（
委
員
会
へ
の
報
告
の
省
略
）
の
規
定
に
よ
り
委
員
会
へ
の
報
告
を
要
し
な

報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
指
名
委
員
会
等
の
議
事
録
は
、

い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
委
員
会
の
議
事
録
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
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次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。

項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
名
委
員
会
等
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
内
容

一

委
員
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
内
容

二

指
名
委
員
会
等
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
日

二

委
員
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
日

三

（
略
）

三

（
略
）

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

（
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
二
十
三
条
の
十
八

法
第
五
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
内

第
二
十
三
条
の
十
八

法
第
五
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
会
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
取
締
役
及
び
使
用

一

監
査
委
員
会
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
取
締
役
及
び
使
用
人
に
関
す
る
事
項

人
に
関
す
る
事
項

二

前
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
の
当
該
相
互
会
社
の
執
行
役
か
ら
の
独
立
性

二

前
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
の
執
行
役
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

に
関
す
る
事
項

三

当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
会
の
第
一
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
に
対
す

（
新
設
）

る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

四

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
会
へ
の
報
告
に

三

執
行
役
及
び
使
用
人
が
監
査
委
員
会
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他

関
す
る
体
制

の
監
査
委
員
会
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

イ

当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
（
監
査
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。
）
、

（
新
設
）

執
行
役
及
び
会
計
参
与
並
び
に
使
用
人
が
当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
会

に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制

ロ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執

（
新
設
）

行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
（
法

人
が
業
務
を
執
行
す
る
社
員
で
あ
る
場
合
の
特
則
）
の
職
務
を
行
う
べ
き

者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
か
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ら
報
告
を
受
け
た
者
が
当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
会
に
報
告
を
す
る
た

め
の
体
制

五

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

六

当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
の
職
務
の
執
行
（
監
査
委
員
会
の
職
務
の
執

（
新
設
）

行
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の

手
続
そ
の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理

に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
他
当
該
相
互
会
社
の
監
査
委
員
会
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ

四

そ
の
他
監
査
委
員
会
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た

と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

め
の
体
制

２

法
第
五
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

２

法
第
五
十
三
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

体
制
は
、
当
該
相
互
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一

当
該
相
互
会
社
の
執
行
役
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理

一

執
行
役
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
体
制

に
関
す
る
体
制

二

当
該
相
互
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

二

損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

三

当
該
相
互
会
社
の
執
行
役
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

三

執
行
役
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

確
保
す
る
た
め
の
体
制

体
制

四

当
該
相
互
会
社
の
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る

四

使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

た
め
の
体
制

五

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
相
互
会
社
及
び
そ
の
実
質
子
会
社
か
ら

五

当
該
相
互
会
社
及
び
そ
の
実
質
子
会
社
か
ら
成
る
企
業
集
団
に
お
け
る
業

成
る
企
業
集
団
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

イ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す

（
新
設
）

る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
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他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
取
締
役
等
」
と

い
う
。
）
の
職
務
の
執
行
に
係
る
事
項
の
当
該
相
互
会
社
へ
の
報
告
に
関

す
る
体
制

ロ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程

（
新
設
）

そ
の
他
の
体
制

ハ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的

（
新
設
）

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

ニ

当
該
相
互
会
社
の
実
質
子
会
社
の
取
締
役
等
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執

（
新
設
）

行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

（
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
三
条
の
十
九

法
第
五
十
三
条
の
三
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

第
二
十
三
条
の
十
九

法
第
五
十
三
条
の
三
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
会
社
法
第
四
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
（
責
任
の
一
部
免
除
）
に
規
定
す

る
会
社
法
第
四
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
（
責
任
の
一
部
免
除
）
に
規
定
す

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合

計
額
と
す
る
。

計
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

二

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
役
員
等
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
等
が
次
に
掲

ロ

当
該
役
員
等
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数
（
当
該
役
員
等
が
次
に
掲

げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超

げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超

え
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
数
）

え
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
数
）

（
略
）

（
略
）

代
表
取
締
役
以
外
の
取
締
役
（
業
務
執
行
取
締
役
等
（
法
第
五
十
三

代
表
取
締
役
以
外
の
取
締
役
（
社
外
取
締
役
を
除
く
。
）
又
は
代
表
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条
の
二
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
執
行
取
締
役
等
を
い
う
。
）

執
行
役
以
外
の
執
行
役

四

で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
代
表
執
行
役
以
外
の
執
行
役

四

取
締
役
（

及
び

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
会
計
参
与
、
監

社
外
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
又
は
会
計
監
査
人

二

査
役
又
は
会
計
監
査
人

二

（
責
任
の
免
除
の
決
議
後
に
受
け
る
退
職
慰
労
金
等
）

（
責
任
の
免
除
の
決
議
後
に
受
け
る
退
職
慰
労
金
等
）

第
二
十
三
条
の
二
十

法
第
五
十
三
条
の
三
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

第
二
十
三
条
の
二
十

法
第
五
十
三
条
の
三
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

四
百
二
十
五
条
第
四
項
（
責
任
の
一
部
免
除
）
（
法
第
五
十
三
条
の
三
十
六
に

四
百
二
十
五
条
第
四
項
（
責
任
の
一
部
免
除
）
（
法
第
五
十
三
条
の
三
十
六
に

お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
二
十
六
条
第
八
項
（
取
締
役
等
に
よ
る
免
除

お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
二
十
六
条
第
六
項
（
取
締
役
等
に
よ
る
免
除

に
関
す
る
定
款
の
定
め
）
及
び
第
四
百
二
十
七
条
第
五
項
（
責
任
限
定
契
約
）

に
関
す
る
定
款
の
定
め
）
及
び
第
四
百
二
十
七
条
第
五
項
（
責
任
限
定
契
約
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
財
産

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
財
産

上
の
利
益
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

上
の
利
益
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
吸
収
合
併
等
の
際
の
資
産
及
び
負
債
の
評
価
）

（
吸
収
合
併
等
の
際
の
資
産
及
び
負
債
の
評
価
）

第
二
十
四
条
の
六

（
略
）

第
二
十
四
条
の
六

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
新
設
合
併
（
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設

２

前
項
の
規
定
は
、
新
設
合
併
（
法
第
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
新
設
合
併
を

合
併
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
当
該
新
設
合
併
に
よ
り
相
互

い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
当
該
新
設
合
併
に
よ
り
相
互
会
社
が

会
社
が
設
立
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

設
立
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
計
算
関
係
書
類
の
提
供
）

（
計
算
関
係
書
類
の
提
供
）

第
二
十
七
条

計
算
関
係
書
類
を
作
成
し
た
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

第
二
十
七
条

計
算
関
係
書
類
を
作
成
し
た
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ

に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
は
、
会
計
監
査
人
に
対
し
て
計
算
関
係
書
類
を
提
供

て
は
、
執
行
役
）
は
、
会
計
監
査
人
に
対
し
て
計
算
関
係
書
類
を
提
供
し
よ
う
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し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監

と
す
る
と
き
は
、
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
の

査
等
委
員
会
の
指
定
し
た
監
査
等
委
員
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て

指
定
し
た
監
査
委
員
）
に
対
し
て
も
計
算
関
係
書
類
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

は
監
査
委
員
会
の
指
定
し
た
監
査
委
員
）
に
対
し
て
も
計
算
関
係
書
類
を
提
供

な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
査
等
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
）

第
二
十
七
条
の
四
の
二

監
査
等
委
員
会
は
、
計
算
関
係
書
類
及
び
会
計
監
査
報

（
新
設
）

告
（
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
計
算
関
係
書

類
）
を
受
領
し
た
と
き
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
の
三
の
二
（
少
額
短
期
保
険
業

者
に
あ
っ
て
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
の
七
の
二
）
に
よ
り
監
査
報
告
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
監
査
報
告
の
内
容
（
監
査
等
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容

が
監
査
等
委
員
の
意
見
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
監
査
等
委
員
の
意
見
を

除
く
。
）
は
、
監
査
等
委
員
会
の
決
議
を
も
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
計
監
査
報
告
の
通
知
期
限
等
）

（
会
計
監
査
報
告
の
通
知
期
限
等
）

第
二
十
七
条
の
六

（
略
）

第
二
十
七
条
の
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
査
役
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲

５

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
査
役
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
相
互
会
社
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
（
第
二
十
七

げ
る
相
互
会
社
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
（
第
二
十
七

条
の
八
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

条
の
八
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

（
新
設
）
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じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

イ

監
査
等
委
員
会
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通

知
を
受
け
る
監
査
等
委
員
を
定
め
た
場
合

当
該
通
知
を
受
け
る
監
査
等

委
員
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
査
等
委
員

ロ

イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

監
査
等
委
員
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
者

四

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

三

委
員
会
設
置
会
社

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

（
会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
に
関
す
る
事
項
）

（
会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
七
条
の
七

会
計
監
査
人
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
監
査
役

第
二
十
七
条
の
七

会
計
監
査
人
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
監
査
役

に
対
す
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
に
際
し
て
、
当
該
会
計
監
査
人
に
つ

に
対
す
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
に
際
し
て
、
当
該
会
計
監
査
人
に
つ

い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
事
項
に
係
る
定
め
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
事
項
に
係
る
定
め
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

、
当
該
事
項
を
定
め
て
い
な
い
旨
）
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
当
該
事
項
を
定
め
て
い
な
い
旨
）
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
す
べ
て
の
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会

、
す
べ
て
の
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
）
が
既

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
が
既
に
当
該
事
項
を

に
当
該
事
項
を
知
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

知
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
監
査
役
等
の
監
査
報
告
の
通
知
期
限
）

（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
監
査
役
等
の
監
査
報
告
の
通
知
期
限
）

第
二
十
七
条
の
八

（
略
）

第
二
十
七
条
の
八

（
略
）

２

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
取
締
役
及
び
会
計
監
査
人
が
前
項
の
規

２

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
取
締
役
及
び
会
計
監
査
人
が
前
項
の
規

定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
査
役
（
監
査
等
委
員

定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
査
役
（
委
員
会
設
置
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会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ

会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
査
役
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
査
役
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

を
す
べ
き
日
ま
で
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い

を
す
べ
き
日
ま
で
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い

場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
監
査

場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
監
査

役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員
会
等

役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の

設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

と
み
な
す
。

（
監
査
等
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
等
）

第
二
十
八
条
の
二
の
二

監
査
等
委
員
会
は
、
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書

（
新
設
）

を
受
領
し
た
と
き
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
の
三
の
二
（
少
額
短
期
保
険
業
者
に

あ
っ
て
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
の
七
の
二
）
に
よ
り
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
監
査
報
告
の
内
容
（
監
査
等
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容

が
監
査
等
委
員
の
意
見
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
監
査
等
委
員
の
意
見
を

除
く
。
）
は
、
監
査
等
委
員
会
の
決
議
を
も
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
査
役
監
査
報
告
等
の
通
知
期
限
）

（
監
査
役
監
査
報
告
等
の
通
知
期
限
）

第
二
十
八
条
の
四

（
略
）

第
二
十
八
条
の
四

（
略
）

２

事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
特
定
取
締
役
が
前
項
の
規

２

事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
特
定
取
締
役
が
前
項
の
規

定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
査
役
（
監
査
等
委
員

定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
査
役
（
委
員
会
設
置

会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ

会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。
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３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
査
役
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
査
役
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

を
す
べ
き
日
ま
で
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い

を
す
べ
き
日
ま
で
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い

場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に

場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、
監
査
役
（

つ
い
て
は
、
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会

委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
を
受
け
た
も

な
す
。

の
と
み
な
す
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
査
役
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲

５

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
査
役
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
相
互
会
社
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

げ
る
相
互
会
社
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

（
新
設
）

じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

イ

監
査
等
委
員
会
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を

す
べ
き
監
査
等
委
員
を
定
め
た
場
合

当
該
通
知
を
す
べ
き
監
査
等
委
員

と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
査
等
委
員

ロ

イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

監
査
等
委
員
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
者

四

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

三

委
員
会
設
置
会
社

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

（
計
算
書
類
等
の
提
供
）

（
計
算
書
類
等
の
提
供
）

第
二
十
九
条

法
第
五
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
社
員
（
総
代
会
を
設
け
て
い

第
二
十
九
条

法
第
五
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
社
員
（
総
代
会
を
設
け
て
い

る
と
き
は
、
総
代
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
九
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
同
じ

る
と
き
は
、
総
代
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
九
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
同
じ
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。
）
に
対
し
て
行
う
提
供
計
算
書
類
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
相
互
会
社
の
区
分

。
）
に
対
し
て
行
う
提
供
計
算
書
類
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
相
互
会
社
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
提
供
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

）
の
提
供
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

会
計
監
査
人
設
置
会
社

次
に
掲
げ
る
も
の

二

会
計
監
査
人
設
置
会
社

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

計
算
書
類
に
係
る
監
査
役
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
役

ホ

計
算
書
類
に
係
る
監
査
役
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
役

会
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員

会
、
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
報
告
が
あ
る

会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
報
告
が
あ
る
と
き
は

と
き
は
、
当
該
監
査
報
告
（
二
以
上
の
監
査
役
が
存
す
る
相
互
会
社
（
監

、
当
該
監
査
報
告
（
二
以
上
の
監
査
役
が
存
す
る
相
互
会
社
（
監
査
役
会

査
役
会
設
置
会
社
を
除
く
。
）
の
各
監
査
役
の
監
査
報
告
の
内
容
（
監
査

設
置
会
社
を
除
く
。
）
の
各
監
査
役
の
監
査
報
告
の
内
容
（
監
査
報
告
を

報
告
を
作
成
し
た
日
を
除
く
。
）
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一

作
成
し
た
日
を
除
く
。
）
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
又
は
二

又
は
二
以
上
の
監
査
役
の
監
査
報
告
）

以
上
の
監
査
役
の
監
査
報
告
）

ヘ

（
略
）

ヘ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
基
金
等
変
動
計
算
書
又
は
貸
借
対
照

４

提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
又
は
基

表
、
損
益
計
算
書
若
し
く
は
基
金
等
変
動
計
算
書
に
関
連
す
る
注
記
に
限
る
。

金
等
変
動
計
算
書
に
関
連
す
る
注
記
に
限
る
。
）
に
係
る
情
報
を
、
定
時
社
員

）
に
係
る
情
報
を
、
定
時
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
定

総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
定
時
社
員
総
会
の
日
か
ら
三
月
が

時
社
員
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け

法
に
よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四

る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲

条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を

さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限

使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る

る
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
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用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
社
員
に
対
し
て
提
供

、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
社
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す

し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が

。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

あ
る
場
合
に
限
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
書
類
に
表
示
し
た
事
項
の
一
部
が
社
員
に
対
し

６

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
書
類
に
表
示
し
た
事
項
の
一
部
が
社
員
に
対
し

て
第
二
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に

て
第
二
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
、
監
査
等
委
員
会
又
は
監
査
委
員
会
が
、
現

お
い
て
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
監
査
委
員
会
が
、
現
に
社
員
に
対
し
て

に
社
員
に
対
し
て
提
供
さ
れ
た
計
算
書
類
が
監
査
報
告
又
は
会
計
監
査
報
告
を

提
供
さ
れ
た
計
算
書
類
が
監
査
報
告
又
は
会
計
監
査
報
告
を
作
成
す
る
に
際
し

作
成
す
る
に
際
し
て
監
査
を
し
た
計
算
書
類
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
社
員
に
対

て
監
査
を
し
た
計
算
書
類
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
社
員
に
対
し
て
通
知
す
べ
き

し
て
通
知
す
べ
き
旨
を
取
締
役
に
請
求
し
た
と
き
は
、
取
締
役
は
、
そ
の
旨
を

旨
を
取
締
役
に
請
求
し
た
と
き
は
、
取
締
役
は
、
そ
の
旨
を
社
員
に
対
し
て
通

社
員
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

（
略
）

７

（
略
）

８

第
四
項
の
規
定
は
、
提
供
計
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
事
項
の
う
ち
基
金
等
変

（
新
設
）

動
計
算
書
又
は
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
若
し
く
は
基
金
等
変
動
計
算
書
に

関
連
す
る
注
記
以
外
の
も
の
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り

社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。

（
事
業
報
告
等
の
社
員
へ
の
提
供
）

（
事
業
報
告
等
の
社
員
へ
の
提
供
）

第
二
十
九
条
の
二

法
第
五
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
社
員
に
対
し
て
行
う
提

第
二
十
九
条
の
二

法
第
五
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
社
員
に
対
し
て
行
う
提

供
事
業
報
告
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

供
事
業
報
告
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
提
供
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

の
提
供
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

事
業
報
告
に
係
る
監
査
役
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
役
会

二

事
業
報
告
に
係
る
監
査
役
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
役
会

、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員
会
等

、
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
報
告
が
あ
る
と
き

設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
）
の
監
査
報
告
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

は
、
当
該
監
査
報
告
（
二
以
上
の
監
査
役
が
存
す
る
相
互
会
社
（
監
査
役
会

監
査
報
告
（
二
以
上
の
監
査
役
が
存
す
る
相
互
会
社
（
監
査
役
会
設
置
会
社

設
置
会
社
を
除
く
。
）
の
各
監
査
役
の
監
査
報
告
の
内
容
（
監
査
報
告
を
作

を
除
く
。
）
の
各
監
査
役
の
監
査
報
告
の
内
容
（
監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

成
し
た
日
を
除
く
。
）
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
又
は
二
以
上

を
除
く
。
）
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
又
は
二
以
上
の
監
査
役

の
監
査
役
の
監
査
報
告
）

の
監
査
報
告
）

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
報
告
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情

３

事
業
報
告
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情

報
を
、
定
時
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
定
時
社
員
総
会

報
を
、
定
時
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
定
時
社
員
総
会

の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
社

の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
社

員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一

員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一

項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動

項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動

公
衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
七
項

公
衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項

、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
社
員

定
め
る
方
法
に
よ
り
社
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ

に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の

の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

（
削
る
）

一

主
要
な
事
業
内
容

一

（
略
）

二

（
略
）

（
削
る
）

三

財
産
及
び
損
益
の
状
況
の
推
移

（
削
る
）

四

支
店
等
及
び
代
理
店
の
状
況
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（
削
る
）

五

使
用
人
の
状
況

（
削
る
）

六

主
要
な
借
入
先
の
状
況

二
～
六

（
略
）

七
～
十
一

（
略
）

七

会
社
役
員
（
当
該
相
互
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
及
び
執
行

十
二

会
社
役
員
の
状
況

役
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
状
況

八

（
略
）

十
三

（
略
）

九

事
業
報
告
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に

十
四

事
業
報
告
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
、
監
査
等
委
員
会
又
は

に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
又
は
監
査
委
員
会
が

監
査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
報
告
に
表
示
し
た
事
項
の
一
部
が
社
員
に
対
し

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
報
告
に
表
示
し
た
事
項
の
一
部
が
社
員
に
対
し

て
第
二
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

て
第
二
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
監
査
役
、
監
査
等
委
員
会
又
は
監
査
委
員
会
が
、
現
に
社
員
に
対
し

お
い
て
、
監
査
役
又
は
監
査
委
員
会
が
、
現
に
社
員
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
事

て
提
供
さ
れ
る
事
業
報
告
が
監
査
報
告
を
作
成
す
る
に
際
し
て
監
査
を
し
た
事

業
報
告
が
監
査
報
告
を
作
成
す
る
に
際
し
て
監
査
を
し
た
事
業
報
告
の
一
部
で

業
報
告
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
社
員
に
対
し
て
通
知
す
べ
き
旨
を
取
締
役
に
請

あ
る
こ
と
を
社
員
に
対
し
て
通
知
す
べ
き
旨
を
取
締
役
に
請
求
し
た
と
き
は
、

求
し
た
と
き
は
、
取
締
役
は
、
そ
の
旨
を
社
員
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な

取
締
役
は
、
そ
の
旨
を
社
員
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

７

第
三
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置

を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
連
結
計
算
書
類
の
提
供
）

（
連
結
計
算
書
類
の
提
供
）
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第
二
十
九
条
の
三

（
略
）

第
二
十
九
条
の
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
連
結
計
算
書
類
に
表
示
し
た
事
項
の
一
部
が
社
員
に

６

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
連
結
計
算
書
類
に
表
示
し
た
事
項
の
一
部
が
社
員
に

対
し
て
第
一
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場

対
し
て
第
一
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場

合
に
お
い
て
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
、
監
査
等
委
員
会
又
は
監
査
委
員
会
が

合
に
お
い
て
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
監
査
委
員
会
が
、
現
に
社
員
に
対

、
現
に
社
員
に
対
し
て
提
供
さ
れ
た
連
結
計
算
書
類
が
監
査
報
告
又
は
会
計
監

し
て
提
供
さ
れ
た
連
結
計
算
書
類
が
監
査
報
告
又
は
会
計
監
査
報
告
を
作
成
す

査
報
告
を
作
成
す
る
に
際
し
て
監
査
を
し
た
連
結
計
算
書
類
の
一
部
で
あ
る
こ

る
に
際
し
て
監
査
を
し
た
連
結
計
算
書
類
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
社
員
に
対
し

と
を
社
員
に
対
し
て
通
知
す
べ
き
旨
を
取
締
役
に
請
求
し
た
と
き
は
、
取
締
役

て
通
知
す
べ
き
旨
を
取
締
役
に
請
求
し
た
と
き
は
、
取
締
役
は
、
そ
の
旨
を
社

は
、
そ
の
旨
を
社
員
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

員
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

（
略
）

７

（
略
）

（
計
算
書
類
等
の
承
認
の
特
則
に
関
す
る
要
件
）

（
計
算
書
類
等
の
承
認
の
特
則
に
関
す
る
要
件
）

第
二
十
九
条
の
四

法
第
五
十
四
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
二
十
九
条
の
四

法
第
五
十
四
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
要
件
は
、
次
の
各
号
（
監
査
役
設
置
会
社
で
あ
っ
て
監
査
役
会
設
置
会
社
で

る
要
件
は
、
次
の
各
号
（
監
査
役
設
置
会
社
で
あ
っ
て
監
査
役
会
設
置
会
社
で

な
い
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

な
い
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
と
す
る
。

こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
、
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会
又

二

前
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
、
監
査
役
会
又
は
監
査
委
員
会
の

は
監
査
委
員
会
の
監
査
報
告
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
役

監
査
報
告
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
役
会
監
査
報
告
に
限

会
監
査
報
告
に
限
る
。
）
の
内
容
と
し
て
会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
又
は

る
。
）
の
内
容
と
し
て
会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
又
は
結
果
を
相
当
で
な

結
果
を
相
当
で
な
い
と
認
め
る
意
見
が
な
い
こ
と
。

い
と
認
め
る
意
見
が
な
い
こ
と
。

三

第
一
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会
又
は
監
査

三

第
一
号
の
会
計
監
査
報
告
に
係
る
監
査
役
会
又
は
監
査
委
員
会
の
監
査
報

委
員
会
の
監
査
報
告
に
付
記
さ
れ
た
内
容
（
監
査
役
会
監
査
報
告
の
内
容
が

告
に
付
記
さ
れ
た
内
容
（
監
査
役
会
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
役
監
査
報
告
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各
監
査
役
の
監
査
役
監
査
報
告
の
内
容
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
当
該

の
内
容
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
各
監
査
役
の
監
査
役
監
査
報
告
の
内

監
査
役
監
査
報
告
の
内
容
、
監
査
等
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
等

容
又
は
監
査
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
委
員
の
意
見
と
異
な
る
場

委
員
の
意
見
と
異
な
る
場
合
に
付
記
さ
れ
る
当
該
監
査
等
委
員
の
意
見
又
は

合
に
付
記
さ
れ
る
監
査
委
員
の
意
見
を
い
う
。
）
が
前
号
の
意
見
で
な
い
こ

監
査
委
員
会
の
監
査
報
告
の
内
容
が
監
査
委
員
の
意
見
と
異
な
る
場
合
に
付

と
。

記
さ
れ
る
当
該
監
査
委
員
の
意
見
を
い
う
。
）
が
前
号
の
意
見
で
な
い
こ
と

。
四

（
略
）

四

（
略
）

（
基
金
利
息
の
支
払
等
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
取
締
役
等
）

（
基
金
利
息
の
支
払
等
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
取
締
役
等
）

第
三
十
条
の
八

法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

第
三
十
条
の
八

法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

利
息
支
払
限
度
額
（
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
息
支
払
限
度

四

利
息
支
払
限
度
額
（
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
息
支
払
限
度

額
を
い
う
。
）
又
は
償
却
等
限
度
額
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
償
却
等
限

額
を
い
う
。
）
又
は
償
却
等
限
度
額
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
償
却
等
限

度
額
を
い
う
。
）
の
計
算
に
関
す
る
報
告
を
監
査
役
、
監
査
等
委
員
会
、
監

度
額
を
い
う
。
）
の
計
算
に
関
す
る
報
告
を
監
査
役
又
は
会
計
監
査
人
が
請

査
委
員
会
又
は
会
計
監
査
人
が
請
求
し
た
と
き
は
、
当
該
請
求
に
応
じ
て
報

求
し
た
と
き
は
、
当
該
請
求
に
応
じ
て
報
告
を
し
た
取
締
役
及
び
執
行
役

告
を
し
た
取
締
役
及
び
執
行
役

２

（
略
）

２

（
略
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
条
の
十

法
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二

第
三
十
条
の
十

法
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
五
十
七
条
第
四
項

項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
五
十
七
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
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次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

社
（
法
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
第
二

社
（
法
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
第
二

号
の
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
五
十
四

号
の
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
五
十
四

条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に

条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に

掲
げ
る
も
の

掲
げ
る
も
の

イ

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
で
公
告
を
し
て
い
る
と

イ

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
で
公
告
を
し
て
い
る
と

き
は
、
当
該
日
刊
新
聞
紙
の
名
称
、
日
付
及
び
当
該
公
告
が
掲
載
さ
れ
て

き
は
、
当
該
日
刊
新
聞
紙
の
名
称
、
日
付
及
び
当
該
公
告
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
頁

い
る
頁

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項

第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

第
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十

四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条

四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条

第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項

第
二
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

三

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
で

三

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第

一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る

一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て

有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合

そ
の
旨

い
る
場
合

そ
の
旨

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
社
債
原
簿
記
載
事
項
の
記
載
等
の
請
求
）

（
社
債
原
簿
記
載
事
項
の
記
載
等
の
請
求
）

第
三
十
一
条
の
七

法
第
六
十
一
条
の
五
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社

第
三
十
一
条
の
七

法
第
六
十
一
条
の
五
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
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法
第
六
百
九
十
一
条
第
二
項
（
社
債
権
者
の
請
求
に
よ
る
社
債
原
簿
記
載
事
項

法
第
六
百
九
十
一
条
第
二
項
（
社
債
権
者
の
請
求
に
よ
る
社
債
原
簿
記
載
事
項

の
記
載
又
は
記
録
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

の
記
載
又
は
記
録
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

場
合
と
す
る
。

場
合
と
す
る
。

一

社
債
取
得
者
（
社
債
を
発
行
し
た
相
互
会
社
以
外
の
者
か
ら
当
該
社
債
を

一

社
債
取
得
者
（
社
債
を
発
行
し
た
相
互
会
社
以
外
の
者
か
ら
当
該
社
債
を

取
得
し
た
者
（
当
該
社
債
を
発
行
し
た
相
互
会
社
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以

取
得
し
た
者
（
当
該
社
債
を
発
行
し
た
相
互
会
社
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
社
債
権
者
と
し
て
社
債
原
簿
に
記
載
若

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
社
債
権
者
と
し
て
社
債
原
簿
に
記
載
若
し

し
く
は
記
録
が
さ
れ
た
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
に
対
し
て
当
該
社
債
取
得

く
は
記
録
が
さ
れ
た
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
に
対
し
て
当
該
社
債
取
得
者

者
の
取
得
し
た
社
債
に
係
る
法
第
六
十
一
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社

の
取
得
し
た
社
債
に
係
る
法
第
六
十
一
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

法
第
六
百
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

第
六
百
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
確

確
定
判
決
を
得
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
定
判
決
の
内
容
を
証
す
る
書
面

定
判
決
を
得
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
定
判
決
の
内
容
を
証
す
る
書
面
そ

そ
の
他
の
資
料
を
提
供
し
て
請
求
を
し
た
と
き
。

の
他
の
資
料
を
提
供
し
て
請
求
を
し
た
と
き
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
総
資
産
額
）

（
総
資
産
額
）

第
三
十
二
条

法
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
イ
に
規
定

第
三
十
二
条

法
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
算
定
基
準
日
（
同
項
第
二
号
又
は
第
二
号

め
る
方
法
は
、
算
定
基
準
日
（
同
号
に
規
定
す
る
譲
渡
に
係
る
契
約
を
締
結
し

の
二
に
規
定
す
る
譲
渡
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
日
（
当
該
契
約
に
よ
り
当
該

た
日
（
当
該
契
約
に
よ
り
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日
と
異
な
る
時
（
当
該
契
約

契
約
を
締
結
し
た
日
と
異
な
る
時
（
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日
後
か
ら
当
該
譲

を
締
結
し
た
日
後
か
ら
当
該
譲
渡
の
効
力
が
生
ず
る
時
の
直
前
ま
で
の
間
の
時

渡
の
効
力
が
生
ず
る
時
の
直
前
ま
で
の
間
の
時
に
限
る
。
）
を
定
め
た
場
合
に

に
限
る
。
）
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

あ
っ
て
は
、
当
該
時
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
相
互
会
社

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
相
互
会
社
の
総
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す

の
総
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

る
。
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一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
算
定
基
準
日
に
お
い
て
法
第
六
十
二
条
の
二

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
算
定
基
準
日
に
お
い
て
法
第
六
十
二
条
の
二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
譲
渡
を
す
る
相
互
会
社
が
清
算

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
譲
渡
を
す
る
相
互
会
社
が
清
算
相
互
会
社
（
法
第

相
互
会
社
（
法
第
百
八
十
条
の
二
に
規
定
す
る
清
算
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下

百
八
十
条
の
二
に
規
定
す
る
清
算
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る

同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
イ
に
規
定
す

場
合
に
お
け
る
同
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第
百
八
十

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る

条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産
目
録

会
社
法
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
の
規
定
に
よ
り

等
の
作
成
等
）
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
し

作
成
し
た
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
し
た
額
を
も
っ
て
相
互
会
社
の
総

た
額
を
も
っ
て
相
互
会
社
の
総
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

（
登
記
に
関
す
る
事
項
）

（
登
記
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
五
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
三
十
五
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
を
す
る
た
め
に
使
用
す
る
自
動
公
衆
送
信

も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
を
す
る
た
め
に
使
用
す
る
自
動
公
衆
送
信

装
置
の
う
ち
当
該
行
為
を
す
る
た
め
の
用
に
供
す
る
部
分
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

装
置
の
う
ち
当
該
行
為
を
す
る
た
め
の
用
に
供
す
る
部
分
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
お
い
て
識
別
す
る
た
め
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
又
は
こ
れ
ら
の
結
合

に
お
い
て
識
別
す
る
た
め
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
又
は
こ
れ
ら
の
結
合

で
あ
っ
て
、
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
が
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
入

で
あ
っ
て
、
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
が
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
入

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
情
報
の
内
容
を
閲
覧
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
情
報
の
内
容
を
閲
覧
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号

法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
の
規
定

一

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号

法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
措
置

に
よ
る
措
置

二

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
七
号
イ

相
互
会
社
が
行
う
電
子
公
告

二

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
八
号
イ

相
互
会
社
が
行
う
電
子
公
告

２

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
号
イ
に
掲
げ

２

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
同
号
イ
に
掲
げ

る
事
項
で
あ
っ
て
、
決
算
公
告
（
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

る
事
項
で
あ
っ
て
、
決
算
公
告
（
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
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公
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供

公
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供

を
受
け
る
た
め
の
も
の
を
、
当
該
事
項
で
あ
っ
て
決
算
公
告
以
外
の
公
告
の
内

を
受
け
る
も
の
を
、
当
該
事
項
で
あ
っ
て
決
算
公
告
以
外
の
公
告
の
内
容
で
あ

容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
た
め
の
も
の
と
別
に
登
記
す
る
こ
と
が
で
き

る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
も
の
と
別
に
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
六
条
の
四

法
第
七
十
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
三
十
六
条
の
四

法
第
七
十
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
組
織
変
更
を

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
組
織
変
更
を

す
る
株
式
会
社
が
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社

す
る
株
式
会
社
が
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社

法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）

法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）

の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
組
織
変
更
を
す
る
株
式
会
社

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
組
織
変
更
を
す
る
株
式
会
社

が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

同
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三

組
織
変
更
を
す
る
株
式
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す

三

組
織
変
更
を
す
る
株
式
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す

る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法

る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法

第
二
十
四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告

業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨
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四

組
織
変
更
を
す
る
株
式
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

四

組
織
変
更
を
す
る
株
式
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告
等
に
関
す
る
規
定
の
適

等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規

用
除
外
）
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い

定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
三
十
八
条
の
三

保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲

第
三
十
八
条
の
三

保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
保
険
契
約
者
総
会
に
係
る
招
集

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
保
険
契
約
者
総
会
に
係
る
招
集

通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
当
該
保
険
契
約
者
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る

通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
当
該
保
険
契
約
者
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る

日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
保
険
契
約
者
が
提
供
を
受
け
る

日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
保
険
契
約
者
が
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ

こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ

る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使

る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使

用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該

を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
保
険
契
約
者
総
会

事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
を
保
険
契
約
者

参
考
書
類
を
保
険
契
約
者
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ

に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の

の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
決
議
が
あ
る
場
合
に
限
る

法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
決
議
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

。一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の

三

保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
、
監
査

を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
又
は
監

等
委
員
会
又
は
監
査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事

査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

項
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
保
険
契
約
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置

く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
保
険
契
約
者
総
会
の
議
事
録
）

（
保
険
契
約
者
総
会
の
議
事
録
）

第
三
十
八
条
の
八

（
略
）

第
三
十
八
条
の
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

保
険
契
約
者
総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で

３

保
険
契
約
者
総
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
険
契
約
者
総
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な

一

保
険
契
約
者
総
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な

い
取
締
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る

い
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
保
険
契
約

取
締
役
又
は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
執
行
役

者
が
保
険
契
約
者
総
会
に
出
席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を

、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
保
険
契
約
者
が
保
険
契
約
者
総

含
む
。
）

会
に
出
席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

（
保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
四
十
条
の
四

保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲

第
四
十
条
の
四

保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
保
険
契
約
者
総
代
会
に
係
る
招

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
保
険
契
約
者
総
代
会
に
係
る
招

集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
当
該
保
険
契
約
者
総
代
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過

集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
当
該
保
険
契
約
者
総
代
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過

す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
総
代
が
提
供
を
受
け
る
こ

す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
総
代
が
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
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方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使
用

方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使
用

す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事

と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
保
険
契
約
者
総
代
会

項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
を
総
代
に
対
し

参
考
書
類
を
総
代
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の

て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
法
第
七

措
置
を
と
る
旨
の
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
決
議
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

十
七
条
第
一
項
の
決
議
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も

三

保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
号
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
、
監
査

の
を
除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
又
は

等
委
員
会
又
は
監
査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事

監
査
委
員
会
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
総
代
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置

を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
保
険
契
約
者
総
代
会
の
議
事
録
）

（
保
険
契
約
者
総
代
会
の
議
事
録
）

第
四
十
条
の
九

（
略
）

第
四
十
条
の
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

保
険
契
約
者
総
代
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の

３

保
険
契
約
者
総
代
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
険
契
約
者
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し

一

保
険
契
約
者
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
（
当
該
場
所
に
存
し

な
い
取
締
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ

な
い
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
総
代
が

る
取
締
役
又
は
そ
れ
以
外
の
取
締
役
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
執
行

保
険
契
約
者
総
代
会
に
出
席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
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役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
又
は
総
代
が
保
険
契
約
者
総
代
会

む
。
）

に
出
席
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。
）

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

（
株
式
会
社
か
ら
相
互
会
社
へ
の
組
織
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
株
式
会
社
か
ら
相
互
会
社
へ
の
組
織
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
四
十
一
条

保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
は
、
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
四
十
一
条

保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
は
、
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

組
織
変
更
後
相
互
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置

十
五

組
織
変
更
後
相
互
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に

会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と

及
び
執
行
役
）
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
並

を
証
す
る
書
面
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
履
歴
書

び
に
こ
れ
ら
の
者
の
履
歴
書

十
六

組
織
変
更
後
相
互
会
社
が
会
計
参
与
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
組
織

十
六

組
織
変
更
後
相
互
会
社
が
会
計
参
与
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
組
織

変
更
後
相
互
会
社
の
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を

変
更
後
相
互
会
社
の
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
面
及
び
当
該
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
の
履
歴
書
（
会
計
参
与
と

証
す
る
書
面
及
び
当
該
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
も
の
の
履
歴
書
（
会
計
参
与

な
る
べ
き
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
の
沿

と
な
る
べ
き
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
の

革
を
記
載
し
た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の
履
歴
書
。
第
四
十

沿
革
を
記
載
し
た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の
履
歴
書
。
第
四

六
条
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

十
六
条
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

十
六
の
二

組
織
変
更
後
相
互
会
社
が
会
計
監
査
人
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は

（
新
設
）

、
組
織
変
更
後
相
互
会
社
の
会
計
監
査
人
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し

た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
会
計
監
査
人
と
な
る
べ
き
者
の
履
歴
書
（

会
計
監
査
人
と
な
る
べ
き
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
計
監
査
人
と
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な
る
べ
き
者
の
沿
革
を
記
載
し
た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の

履
歴
書
。
第
四
十
六
条
第
十
一
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）

十
七
～
二
十
一

（
略
）

十
七
～
二
十
一

（
略
）

（
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

（
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

第
四
十
二
条

法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

第
四
十
二
条

法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

組
織
変
更
株
式
交
換
（
法
第
九
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変

五

組
織
変
更
株
式
交
換
（
法
第
九
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変

更
株
式
交
換
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
場
合
に
は

更
株
式
交
換
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
場
合
に
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項

、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
の
社
員
に
対
し
て
交
付
す
る
株
式
等
（
法

ハ

組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
の
社
員
に
対
し
て
交
付
す
る
株
式
等
（
法

第
九
十
六
条
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に

第
九
十
六
条
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
が
組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社

お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
が
組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社

（
法
第
九
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親

の
株
式
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
の
定
款

会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
株
式
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
組
織
変
更

の
定
め

株
式
交
換
完
全
親
会
社
の
定
款
の
定
め

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

六

組
織
変
更
株
式
移
転
（
法
第
九
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変

六

組
織
変
更
株
式
移
転
（
法
第
九
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変

更
株
式
移
転
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
場
合
に
は

更
株
式
移
転
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
場
合
に
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項

、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
の
全
部
又
は
一
部
が

ロ

法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
の
全
部
又
は
一
部
が

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
八
条
第
三
項
第
三
号
（

同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
八
条
第
三
項
第
三
号
（

新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
に
定
め
る
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
と
き

新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
に
定
め
る
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
と
き

は
、
同
法
第
七
百
七
十
三
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
（
株
式
移
転
計

は
、
同
法
第
七
百
七
十
三
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
（
株
式
移
転
計

画
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
（
当
該

画
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
（
当
該

新
株
予
約
権
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

新
株
予
約
権
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

（
相
互
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
に
係
る
公
告
事
項
）

（
相
互
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
に
係
る
公
告
事
項
）

第
四
十
二
条
の
三

法
第
八
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

第
四
十
二
条
の
三

法
第
八
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
次
に

六

組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
次
に

掲
げ
る
も
の

掲
げ
る
も
の

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
組
織
変
更

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
組
織
変
更

を
す
る
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

を
す
る
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

（
略
）

（
略
）

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

項
第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

項
第
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会

社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合
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法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す

ハ

組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す

る
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引

る
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引

法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券

終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

ニ
～
ヘ

（
略
）

ニ
～
ヘ

（
略
）

（
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
通
知
す
べ
き
事
項
）

（
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
通
知
す
べ
き
事
項
）

第
四
十
五
条
の
三

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

第
四
十
五
条
の
三

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

定
款
に
定
め
ら
れ
た
事
項
（
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

七

定
款
に
定
め
ら
れ
た
事
項
（
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
及
び
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
組
織
変
更

ま
で
及
び
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
組
織
変
更

を
す
る
相
互
会
社
に
対
し
て
組
織
変
更
時
発
行
株
式
（
法
第
九
十
二
条
第
一

を
す
る
相
互
会
社
に
対
し
て
組
織
変
更
時
発
行
株
式
（
法
第
九
十
二
条
第
一

号
に
規
定
す
る
組
織
変
更
時
発
行
株
式
を
い
う
。
）
の
引
受
け
の
申
込
み
を

号
に
規
定
す
る
組
織
変
更
時
発
行
株
式
を
い
う
。
第
四
十
五
条
の
四
の
二
及

し
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
事
項

び
第
四
十
五
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
引
受
け
の
申
込
み
を
し

よ
う
と
す
る
者
が
当
該
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
事
項

（
組
織
変
更
時
発
行
株
式
の
交
付
に
伴
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
）

（
組
織
変
更
時
発
行
株
式
の
交
付
に
伴
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
）

第
四
十
五
条
の
四
の
二

次
に
掲
げ
る
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
組
織
変

第
四
十
五
条
の
四
の
二

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

更
後
株
式
会
社
の
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
組

会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
二
号
（
不
公
正
な
払
込
金
額
で
株
式
を
引
き

織
変
更
後
株
式
会
社
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
金
銭
又
は
給
付
さ
れ
た
金
銭
以
外

受
け
た
者
等
の
責
任
）
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号

の
財
産
の
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

に
定
め
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
と
き
は
、
組
織

 
201



一

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十

変
更
後
株
式
会
社
の
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り

二
条
第
一
項
第
二
号
（
不
公
正
な
払
込
金
額
で
株
式
を
引
き
受
け
た
者
等
の

組
織
変
更
後
株
式
会
社
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

責
任
）
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
額

の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
う
義
務

二

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二

百
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
（
出
資
の
履
行
を
仮
装
し
た
募
集
株
式
の
引
受

人
の
責
任
）
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に

定
め
る
行
為
を
す
る
義
務

（
旧
社
員
等
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
四
十
五
条
の
六

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社

第
四
十
五
条
の
六

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社

法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府

法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁

事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
組
織
変
更
後
株
式
会
社
が
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

方
法
）

第
四
十
五
条
の
七

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社

第
四
十
五
条
の
七

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社

法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府

法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁

事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四

二

請
求
対
象
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
号

に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任

三

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責

追
及
等
の
訴
え
（
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会

任
追
及
等
の
訴
え
（
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八

社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
い
う
。

百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
い
う
。
）
を
提
起

第
四
十
五
条
の
七
の
四
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
起
し
な
い
と
き
は

し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

、
そ
の
理
由

（
削
る
）

２

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
「
請
求
対
象
者
」
と
は
、
法
第
九
十

六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項
（

第
一
号
を
除
く
。
）
（
不
公
正
な
払
込
金
額
で
株
式
を
引
き
受
け
た
者
等
の
責

任
）
の
義
務
を
負
う
組
織
変
更
時
発
行
株
式
の
引
受
人
の
う
ち
、
法
第
九
十
六

条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

（
旧
社
員
等
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
四
十
五
条
の
七
の
二

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八

（
新
設
）

百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
（
旧
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え

）
（
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
十
五

条
の
七
の
四
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ

る
提
供
と
す
る
。

一

被
告
と
な
る
べ
き
者
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二

請
求
の
趣
旨
及
び
請
求
を
特
定
す
る
の
に
必
要
な
事
実

三

株
式
交
換
等
完
全
親
会
社
（
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会

社
法
第
八
百
四
十
九
条
第
二
項
第
一
号
（
訴
訟
参
加
）
に
規
定
す
る
株
式
交

換
等
完
全
親
会
社
を
い
う
。
）
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
当
該
株
式
交
換
等

完
全
親
会
社
の
株
主
で
あ
る
旨

（
完
全
親
会
社
）

第
四
十
五
条
の
七
の
三

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

（
新
設
）

会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
（
旧
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え

）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
株
式
会
社
は
、
あ
る
株
式
会
社
及
び
当
該

あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
（
当
該
あ
る
株
式
会
社
が
発
行
済
株
式
の
全
部

を
有
す
る
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
当
該
あ

る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
が
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
特
定
の
株
式
会
社
の
発
行
済

株
式
の
全
部
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
あ
る
株
式
会
社
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
あ
る
株
式
会
社
及
び
当
該
あ
る

株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
又
は
当
該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
が
他
の
株

式
会
社
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
株
式
会
社

は
、
完
全
子
会
社
と
み
な
す
。

（
株
式
交
換
等
完
全
子
会
社
が
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通

知
方
法
）

第
四
十
五
条
の
七
の
四

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八

（
新
設
）
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百
四
十
七
条
の
二
第
七
項
（
旧
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内
閣
府

令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該

事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

株
式
交
換
等
完
全
子
会
社
（
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会

社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
株
式
交
換
等
完
全
子
会
社

を
い
う
。
）
が
行
っ
た
調
査
の
内
容
（
次
号
の
判
断
の
基
礎
と
し
た
資
料
を

含
む
。
）

二

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
第
四
十

五
条
の
七
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の

判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任

追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
旧
社
員
等
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
完
全
親
会
社
）

第
四
十
五
条
の
八

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

第
四
十
五
条
の
八

法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社

会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内

法
第
八
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
株
主
で
な
く
な
っ
た
者
の
訴
訟
追
行
）

閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は

（
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条

当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
株
式
会
社
は
、
あ
る
株

一

被
告
と
な
る
べ
き
者

式
会
社
及
び
当
該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
（
当
該
あ
る
株
式
会
社
が
発

二

請
求
の
趣
旨
及
び
請
求
を
特
定
す
る
の
に
必
要
な
事
実

行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
又
は
当
該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
が
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い

て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
特
定
の
株
式
会
社
の
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発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
あ
る
株
式
会
社
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
あ
る
株
式
会
社
及
び
当
該
あ
る

株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
又
は
当
該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
が
他
の
株

式
会
社
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
株
式
会
社

は
、
完
全
子
会
社
と
み
な
す
。

（
組
織
変
更
後
株
式
会
社
が
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知

方
法
）

第
四
十
五
条
の
八
の
二

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

（
新
設
）

す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出

又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

組
織
変
更
後
株
式
会
社
が
行
っ
た
調
査
の
内
容
（
次
号
の
判
断
の
基
礎
と

し
た
資
料
を
含
む
。
）

二

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八

百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第

一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理

由
三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任

追
及
等
の
訴
え
（
法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
い

う
。
第
四
十
五
条
の
八
の
五
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
起
し
な
い
と

き
は
、
そ
の
理
由
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（
旧
社
員
等
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
四
十
五
条
の
八
の
三

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

（
新
設
）

第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
（
旧
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の

訴
え
）
（
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四

十
五
条
の
八
の
五
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法

に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

被
告
と
な
る
べ
き
者

二

請
求
の
趣
旨
及
び
請
求
を
特
定
す
る
の
に
必
要
な
事
実

三

株
式
交
換
等
完
全
親
会
社
（
法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
会
社
法
第
八
百
四
十
九
条
第
二
項
第
一
号
（
訴
訟
参
加
）
に
規
定
す
る
株

式
交
換
等
完
全
親
会
社
を
い
う
。
）
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
当
該
株
式
交

換
等
完
全
親
会
社
の
株
主
で
あ
る
旨

（
完
全
親
会
社
）

第
四
十
五
条
の
八
の
四

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

（
新
設
）

す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
（
旧
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の

訴
え
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
株
式
会
社
は
、
あ
る
株
式
会
社
及
び

当
該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
（
当
該
あ
る
株
式
会
社
が
発
行
済
株
式
の

全
部
を
有
す
る
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
当

該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
が
法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
特
定
の
株
式
会
社
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の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
あ
る
株
式
会
社
と
す
る

。
２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
あ
る
株
式
会
社
及
び
当
該
あ
る

株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
又
は
当
該
あ
る
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
が
他
の
株

式
会
社
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
株
式
会
社

は
、
完
全
子
会
社
と
み
な
す
。

（
株
式
交
換
等
完
全
子
会
社
が
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通

知
方
法
）

第
四
十
五
条
の
八
の
五

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

（
新
設
）

第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
七
項
（
旧
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は

当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

一

株
式
交
換
等
完
全
子
会
社
（
法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
株
式
交
換
等
完
全
子

会
社
を
い
う
。
）
が
行
っ
た
調
査
の
内
容
（
次
号
の
判
断
の
基
礎
と
し
た
資

料
を
含
む
。
）

二

法
第
九
十
六
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条

の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
第

四
十
五
条
の
八
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い

て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任

追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
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（
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
取
締
役
等
）

第
四
十
五
条
の
八
の
六

法
第
九
十
六
条
の
四
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府

（
新
設
）

令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

出
資
の
履
行
（
法
第
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
出
資
の
履
行
を
い
う

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仮
装
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
取
締

役
及
び
執
行
役

二

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
取
締
役
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は

、
次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
取
締
役
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
取
締
役

ロ

当
該
取
締
役
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し

た
取
締
役
及
び
執
行
役

三

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
社
員
総
会
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
と
き
は
、
総

代
会
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
社
員
総
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し

た
取
締
役

ロ

イ
の
議
案
の
提
案
が
取
締
役
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は

、
当
該
取
締
役
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
取
締
役

ハ

当
該
社
員
総
会
に
お
い
て
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
取
締
役
及
び
執
行
役

（
純
資
産
の
額
）

（
純
資
産
の
額
）

 
209



第
四
十
五
条
の
十
二

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
四
十
五
条
の
十
二

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
二
項
第
二
号
（
吸
収
合
併
契
約
等
の
承
認
を

す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
第
二
号
（
吸
収
合
併
契
約
等
の
承
認
を

要
し
な
い
場
合
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
算
定
基
準
（

要
し
な
い
場
合
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
算
定
基
準
日

組
織
変
更
株
式
交
換
契
約
を
締
結
し
た
日
（
当
該
契
約
に
よ
り
当
該
契
約
を
締

（
組
織
変
更
株
式
交
換
契
約
を
締
結
し
た
日
（
当
該
契
約
に
よ
り
当
該
契
約
を

結
し
た
日
と
異
な
る
時
（
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日
後
か
ら
当
該
組
織
変
更
株

締
結
し
た
日
と
異
な
る
時
（
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日
後
か
ら
当
該
組
織
変
更

式
交
換
の
効
力
が
生
ず
る
時
の
直
前
ま
で
の
間
の
時
に
限
る
。
）
を
定
め
た
場

株
式
交
換
の
効
力
が
生
ず
る
時
の
直
前
ま
で
の
間
の
時
に
限
る
。
）
を
定
め
た

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
）
を
い
う
。
）
に
お
け
る
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
）
を
い
う
。
）
に
お
け
る
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま

に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
か
ら
第
七
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
（
当
該
額

で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
か
ら
第
七
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
（
当
該

が
五
百
万
円
を
下
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
百
万
円
）
を
も
っ
て
組
織
変
更

額
が
五
百
万
円
を
下
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
百
万
円
）
を
も
っ
て
組
織
変

株
式
交
換
完
全
親
会
社
の
純
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
の
純
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

（
株
式
の
数
）

（
株
式
の
数
）

第
四
十
五
条
の
十
三

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
四
十
五
条
の
十
三

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
（
吸
収
合
併
契
約
等
の
承
認
を
要
し
な

す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
四
項
（
吸
収
合
併
契
約
等
の
承
認
を
要
し
な

い
場
合
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
数
は
、
次
に
掲
げ
る
数
の
う
ち

い
場
合
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
数
は
、
次
に
掲
げ
る
数
の
う
ち

い
ず
れ
か
小
さ
い
数
と
す
る
。

い
ず
れ
か
小
さ
い
数
と
す
る
。

一

特
定
株
式
（
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

一

特
定
株
式
（
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
株
主
総
会
に

る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
株
主
総
会
に

お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
株
式
を
い

お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
株
式
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
数
に
二
分
の
一
（
当
該
株
主
総

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
数
に
二
分
の
一
（
当
該
株
主
総

会
の
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
当
該
特
定
株
式
の
議
決
権
の
総

会
の
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
当
該
特
定
株
式
の
議
決
権
の
総

数
の
一
定
の
割
合
以
上
の
議
決
権
を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら

数
の
一
定
の
割
合
以
上
の
議
決
権
を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
一
定
の
割
合
）
を

な
い
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
一
定
の
割
合
）
を

乗
じ
て
得
た
数
に
三
分
の
一
（
当
該
株
主
総
会
の
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の

乗
じ
て
得
た
数
に
三
分
の
一
（
当
該
株
主
総
会
の
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の

要
件
と
し
て
当
該
株
主
総
会
に
出
席
し
た
当
該
特
定
株
主
（
特
定
株
式
の
株

要
件
と
し
て
当
該
株
主
総
会
に
出
席
し
た
当
該
特
定
株
主
（
特
定
株
式
の
株

主
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
有
す
る
議
決
権
の
総
数
の

主
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
有
す
る
議
決
権
の
総
数
の

一
定
の
割
合
以
上
の
多
数
が
賛
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
定
款
の
定
め

一
定
の
割
合
以
上
の
多
数
が
賛
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
定
款
の
定
め

が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
か
ら
当
該
一
定
の
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合

が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
か
ら
当
該
一
定
の
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合

）
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数

）
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数

二

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六

二

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六

条
第
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て

条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て

一
定
の
数
以
上
の
特
定
株
主
の
賛
成
を
要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場

一
定
の
数
以
上
の
特
定
株
主
の
賛
成
を
要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
特
定
株
主
の
総
数
か
ら
株
式
会
社
に
対
し
て
当
該
行
為
に
反

合
に
お
い
て
、
特
定
株
主
の
総
数
か
ら
株
式
会
社
に
対
し
て
当
該
行
為
に
反

対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
数
を
減
じ
て
得
た
数
が
当
該
一
定
の

対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
数
を
減
じ
て
得
た
数
が
当
該
一
定
の

数
未
満
と
な
る
と
き
に
お
け
る
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特

数
未
満
と
な
る
と
き
に
お
け
る
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特

定
株
主
の
有
す
る
特
定
株
式
の
数

定
株
主
の
有
す
る
特
定
株
式
の
数

三

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六

三

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六

条
第
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て

条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
決
議
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て

前
二
号
の
定
款
の
定
め
以
外
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

前
二
号
の
定
款
の
定
め
以
外
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
全
部
が
法
第
九
十
六
条
の

行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
全
部
が
法
第
九
十
六
条
の

五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す

五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す

る
株
主
総
会
に
お
い
て
反
対
し
た
と
す
れ
ば
当
該
決
議
が
成
立
し
な
い
と
き

る
株
主
総
会
に
お
い
て
反
対
し
た
と
す
れ
ば
当
該
決
議
が
成
立
し
な
い
と
き

は
、
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
有
す
る
特
定
株

は
、
当
該
行
為
に
反
対
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
特
定
株
主
の
有
す
る
特
定
株

式
の
数

式
の
数

四

（
略
）

四

（
略
）
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（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
五
条
の
十
五

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
四
十
五
条
の
十
五

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
（
債
権
者
の
異
議
）
に
規
定
す

す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
（
債
権
者
の
異
議
）
に
規
定
す

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日

替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日

又
は
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第

又
は
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第

七
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け

七
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

社
（
組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
及
び
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
を

社
（
組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
及
び
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項

（
計
算
書
類
の
公
告
）
（
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

（
計
算
書
類
の
公
告
）
（
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
二
項
又
は
法
第
五

る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
二
項
又
は
法
第
五

十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場

十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場

合

次
に
掲
げ
る
も
の

合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
又
は
法
第
六
十
四

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
又
は
法
第
六
十
四

条
第
二
項
第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

条
第
二
項
第
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

四
百
四
十
条
第
三
項
又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を

四
百
四
十
条
第
三
項
又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
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執
っ
て
い
る
場
合

会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
又
は
法
第

執
っ
て
い
る
場
合

会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
又
は
法
第

六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項

六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

三

組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規

三

組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規

定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
又
は
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
が
法
第
五

定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
又
は
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
が
法
第
五

十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
又
は
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
が
金
融

組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
又
は
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
が
金
融

商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に

商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有

よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ

価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

の
旨

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
共
同
し
て
組
織
変
更
株
式
移
転
を
す
る
株
式
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

（
共
同
し
て
組
織
変
更
株
式
移
転
を
す
る
株
式
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

第
四
十
五
条
の
十
七

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
四
十
五
条
の
十
七

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
会
社
法
第
八
百
三
条
第
一
項
（
新
設
合
併
契
約
等
に
関
す
る
書
面
等
の
備

す
る
会
社
法
第
八
百
三
条
第
一
項
（
新
設
合
併
契
約
等
に
関
す
る
書
面
等
の
備

置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

他
の
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
又
は
組
織
変
更
を

三

他
の
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
又
は
組
織
変
更
を

す
る
相
互
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

す
る
相
互
会
社
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

最
終
事
業
年
度
の
末
日
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

ハ

最
終
事
業
年
度
の
末
日
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

他
の
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
又
は
組
織
変
更
を

他
の
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
又
は
組
織
変
更
を

す
る
相
互
会
社
の
成
立
の
日
）
後
に
重
要
な
財
産
の
処
分
、
重
大
な
債
務

す
る
相
互
会
社
の
成
立
の
日
）
後
に
重
要
な
財
産
の
処
分
、
重
大
な
債
務
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の
負
担
そ
の
他
の
会
社
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が
生

の
負
担
そ
の
他
の
会
社
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が
生

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
（
新
設
合
併
契
約
等
備
置
開
始
日
（
法
第
九
十

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
（
新
設
合
併
契
約
等
備
置
開
始
日
（
法
第
九
十

六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
三
条
第
二
項
に
規

六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
三
条
第
二
項
に
規

定
す
る
新
設
合
併
契
約
等
備
置
開
始
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

定
す
る
新
設
合
併
契
約
等
備
置
開
始
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
後
株
式
移
転
の
効
力
が
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
新
た
な
最
終
事

同
じ
。
）
後
株
式
移
転
の
効
力
が
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
新
た
な
最
終
事

業
年
度
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
た
な
最
終
事

業
年
度
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
た
な
最
終
事

業
年
度
の
末
日
後
に
生
じ
た
事
象
の
内
容
に
限
る
。
）

業
年
度
の
末
日
後
に
生
じ
た
事
象
の
内
容
に
限
る
。
）

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
条
（

五

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
条
（

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ

り
株
式
移
転
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
が
あ
る
と
き

り
株
式
移
転
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
が
あ
る
と
き

は
、
株
式
移
転
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
組
織
変
更
株
式
移
転
設

は
、
株
式
移
転
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
組
織
変
更
株
式
移
転
設

立
完
全
親
会
社
の
債
務
（
他
の
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式

立
完
全
親
会
社
の
債
務
（
他
の
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式

会
社
又
は
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
か
ら
承
継
す
る
債
務
を
除
き
、
当
該

会
社
又
は
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
か
ら
承
継
す
る
債
務
を
除
き
、
当
該

異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。

異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。

）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

六

（
略
）

六

（
略
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
五
条
の
十
八

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
四
十
五
条
の
十
八

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
会
社
法
第
八
百
十
条
第
二
項
第
三
号
（
債
権
者
の
異
議
）
に
規
定
す
る
内

す
る
会
社
法
第
八
百
十
条
第
二
項
第
三
号
（
債
権
者
の
異
議
）
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

会
社
法
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
法
第
九
十
六
条
の

会
社
法
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
法
第
九
十
六
条
の
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九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
催

九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
催

告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

社
（
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
及
び
組
織
変
更
株
式

社
（
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
及
び
組
織
変
更
株
式

移
転
を
伴
う
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

移
転
を
伴
う
組
織
変
更
を
す
る
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
（
法
第

同
じ
。
）
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
（
法
第

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は

会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
若

会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
又
は
法
第
六
十
四

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
又
は
法
第
六
十
四

条
第
二
項
第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

条
第
二
項
第
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

四
百
四
十
条
第
三
項
又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を

四
百
四
十
条
第
三
項
又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を

執
っ
て
い
る
場
合

会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
又
は
法
第

執
っ
て
い
る
場
合

会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
又
は
法
第

六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項

六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お

又
は
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
株
式
会
社
又
は
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第

い
て
、
当
該
株
式
会
社
又
は
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第

一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る

一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て

有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

い
る
と
き

そ
の
旨
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四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
共
同
し
て
組
織
変
更
株
式
移
転
を
す
る
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
共
同
し
て
組
織
変
更
株
式
移
転
を
す
る
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
四
十
五
条
の
十
九

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

第
四
十
五
条
の
十
九

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
八
百
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
新
設
分
割
又
は
株
式
移
転
に
関
す
る
書
面
等

す
る
会
社
法
第
八
百
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
新
設
分
割
又
は
株
式
移
転
に
関

の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

げ
る
事
項
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

二

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
六
条
（

イ

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
五
条

反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
、
第
八
百
八
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

の
二
（
新
設
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係

号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
新
株
予
約
権
買
取
請

る
手
続
の
経
過

求
）
及
び
第
八
百
十
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
債
権

ロ

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
六
条

者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
、
第
八
百
八
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び

第
二
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
新
株
予
約
権

買
取
請
求
）
及
び
第
八
百
十
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。

）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
相
互
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
相
互
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
四
十
六
条

相
互
会
社
は
、
法
第
九
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

第
四
十
六
条

相
互
会
社
は
、
法
第
九
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て

金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会

十

組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ

社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び

っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と

執
行
役
）
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
並
び
に
こ

を
証
す
る
書
面
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
履
歴
書

れ
ら
の
者
の
履
歴
書

十
一

組
織
変
更
後
株
式
会
社
が
会
計
参
与
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
組
織

十
一

組
織
変
更
後
株
式
会
社
が
会
計
参
与
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
組
織

変
更
後
株
式
会
社
の
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を

変
更
後
株
式
会
社
の
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
面
及
び
当
該
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
者
の
履
歴
書

証
す
る
書
面
及
び
当
該
会
計
参
与
と
な
る
べ
き
も
の
の
履
歴
書

十
一
の
二

組
織
変
更
後
株
式
会
社
が
会
計
監
査
人
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は

（
新
設
）

、
組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
会
計
監
査
人
と
な
る
べ
き
者
が
就
任
を
承
諾
し

た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
会
計
監
査
人
と
な
る
べ
き
者
の
履
歴
書

十
二
・
十
三

（
略
）

十
二
・
十
三

（
略
）

（
組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
四
十
六
条
の
三

法
第
九
十
六
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
二
条

第
四
十
六
条
の
三

法
第
九
十
六
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る

第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

組
織
変
更
株
式
交
換
を
し
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

二

組
織
変
更
株
式
交
換
を
し
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

ロ

組
織
変
更
株
式
交
換
完
全
親
会
社
に
お
け
る
法
第
九
十
六
条
の
五
第
三

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九

項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買

十
六
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）
の
規
定
に
よ
る

取
請
求
）
及
び
第
七
百
九
十
九
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
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請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

。
）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

法
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九

十
七
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
及
び
第
七
百
九
十
九
条
（
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に

よ
る
手
続
の
経
過

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

三

組
織
変
更
株
式
移
転
を
し
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

三

組
織
変
更
株
式
移
転
を
し
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九
号
の
株
式
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ

ロ

法
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
六
条

る
手
続
の
経
過

（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
、
第
八
百
八
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
五

第
二
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
新
株
予
約
権

条
の
二
（
新
設
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
請
求

買
取
請
求
）
及
び
第
八
百
十
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。

に
係
る
手
続
の
経
過

）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
法
第
九
十
六
条
の
九
第
一
項
第
九

法
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
六

号
の
株
式
会
社
に
お
け
る
手
続
の
経
過

条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
、
第
八
百
八
条
（
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
（
新
株

予
約
権
買
取
請
求
）
及
び
第
八
百
十
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

を
除
く
。
）
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ハ
～
ホ

（
略
）

ハ
～
ホ

（
略
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
に
記
載
す
る
事
項
等
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
に
記
載
す
る
事
項
等
）

第
五
十
九
条
の
二

法
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も

第
五
十
九
条
の
二

法
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も

 
218



の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

保
険
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

保
険
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ホ
・
ヘ

（
略
）

ホ
・
ヘ

（
略
）

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
保
険
計
理
人
意
見
書
）

（
保
険
計
理
人
意
見
書
）

第
八
十
二
条

保
険
計
理
人
は
、
計
算
書
類
を
承
認
す
る
取
締
役
会
に
、
次
に
掲

第
八
十
二
条

保
険
計
理
人
は
、
計
算
書
類
を
承
認
す
る
取
締
役
会
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
対
す
る
保
険
計
理
人
の
意
見

七

前
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
対
す
る
保
険
計
理
人
の
意
見

２

（
略
）

２

（
略
）

３

保
険
計
理
人
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
査
役
（
監
査
等
委
員

３

保
険
計
理
人
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
監
査
役
（
委
員
会
設
置

会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
の
指
定
し
た
監
査
等
委
員
、
指
名
委

会
社
に
あ
っ
て
は
、
監
査
委
員
会
の
指
定
し
た
監
査
委
員
）
又
は
会
計
監
査
人

員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
委
員
会
の
指
定
し
た
監
査
委
員
）
又
は
会

に
対
し
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
を
通
知
す
る

計
監
査
人
に
対
し
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
を

こ
と
が
で
き
る
。

通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
届
出
事
項
等
）

（
届
出
事
項
等
）
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第
八
十
五
条

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
八
十
五
条

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

保
険
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役

二

保
険
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役

又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
保
険
会
社
を
代
表
す

又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
保
険
会
社
の
常
務
に
従
事

る
取
締
役
、
保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
保

す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
保
険
会
社
の
常
務

険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会

に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役

社
に
あ
っ
て
は
保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執

員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ

行
役
又
は
監
査
委
員
（
保
険
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）

う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ

う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。
）

二
の
二
～
十
八

（
略
）

二
の
二
～
十
八

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
相
互
会
社
を
設
立
す
る
と
き
の
株
式
会
社
と
相
互
会
社
と
の
新
設
合
併
契
約

（
相
互
会
社
を
設
立
す
る
と
き
の
株
式
会
社
と
相
互
会
社
と
の
新
設
合
併
契
約

）

）

第
九
十
九
条
の
三
の
三

法
第
百
六
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
九
十
九
条
の
三
の
三

法
第
百
六
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

新
設
合
併
設
立
相
互
会
社
（
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

一

新
設
合
併
設
立
相
互
会
社
（
法
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
新
設

る
新
設
合
併
設
立
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
が

合
併
設
立
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
新
設
合

新
設
合
併
に
際
し
て
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
（
法
第
百
六
十
三
条
第
一
項

併
に
際
し
て
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
（
法
第
百
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号

第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
（
第

に
規
定
す
る
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
（
第
百
一
条
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百
一
条
の
二
の
二
十
三
、
第
百
一
条
の
二
の
二
十
四
、
第
百
三
条
第
一
号
ホ

の
二
の
二
十
三
、
第
百
一
条
の
二
の
二
十
四
、
第
百
三
条
第
一
号
ホ
及
び
第

及
び
第
百
三
条
の
二
第
一
号
ホ
を
除
く
。
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
株
主
に

百
三
条
の
二
第
一
号
ホ
を
除
く
。
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
株
主
に
対
し
て

対
し
て
そ
の
株
式
に
代
わ
る
金
銭
を
交
付
す
る
と
き
は
、
当
該
金
銭
の
額
又

そ
の
株
式
に
代
わ
る
金
銭
を
交
付
す
る
と
き
は
、
当
該
金
銭
の
額
又
は
そ
の

は
そ
の
算
定
方
法

算
定
方
法

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

（
社
員
の
寄
与
分
の
計
算
）

（
社
員
の
寄
与
分
の
計
算
）

第
百
条

法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

第
百
条

法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
九
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計

す
る
法
第
九
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計

算
し
た
金
額
は
、
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
（
法
第
百
六
十
条
第
一
号
に
規
定

算
し
た
金
額
は
、
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
（
法
第
百
六
十
条
第
一
号
に
規
定

す
る
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
又

す
る
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
又

は
新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
（
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

は
新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
（
法
第
百
六
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
設
合

新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
社
員

併
消
滅
相
互
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
社
員
が
当
該

が
当
該
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
又
は
新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
と
締
結
し
て

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
又
は
新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
と
締
結
し
て
い
る
保

い
る
保
険
契
約
ご
と
の
寄
与
分
の
合
計
額
と
す
る
。

険
契
約
ご
と
の
寄
与
分
の
合
計
額
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
株
式
の
発
行
等
に
よ
り
一
に
満
た
な
い
端
数
を
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
市

（
株
式
の
発
行
等
に
よ
り
一
に
満
た
な
い
端
数
を
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
市

場
価
格
）

場
価
格
）

第
百
条
の
二

法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て

第
百
条
の
二

法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二

百
三
十
四
条
第
二
項
（
一
に
満
た
な
い
端
数
の
処
理
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

百
三
十
四
条
第
二
項
（
一
に
満
た
な
い
端
数
の
処
理
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
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定
め
る
額
を
も
っ
て
法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
六
項
に

定
め
る
額
を
も
っ
て
法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
三

お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
三

十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
株
式
の
価
格
と
す
る
方
法
と
す
る
。

十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
株
式
の
価
格
と
す
る
方
法
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
高

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
高

い
額

い
額

イ

法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

イ

法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
三
十
四
条

す
る
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
三
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
す
る
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
売
却
日

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
す
る
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
売
却
日

」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
株
式
を
取
引
す
る
市
場
に
お
け
る
最
終
の

」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
株
式
を
取
引
す
る
市
場
に
お
け
る
最
終
の

価
格
（
当
該
売
却
日
に
売
買
取
引
が
な
い
場
合
又
は
当
該
売
却
日
が
当
該

価
格
（
当
該
売
却
日
に
売
買
取
引
が
な
い
場
合
又
は
当
該
売
却
日
が
当
該

市
場
の
休
業
日
に
当
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
後
最
初
に
な
さ
れ
た

市
場
の
休
業
日
に
当
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
後
最
初
に
な
さ
れ
た

売
買
取
引
の
成
立
価
格
）

売
買
取
引
の
成
立
価
格
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

（
合
併
剰
余
金
額
の
計
算
等
）

（
合
併
剰
余
金
額
の
計
算
等
）

第
百
一
条

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
七
項
に
お
い
て
準

第
百
一
条

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
又
は
第
百
六
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
九
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

用
す
る
法
第
九
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
計
算
し
た
金
額
は
、
消
滅
相
互
会
社
の
合
併
時
に
お
け
る
純
資
産
額
と
し
て

り
計
算
し
た
金
額
は
、
消
滅
相
互
会
社
の
合
併
時
に
お
け
る
純
資
産
額
と
し
て

計
算
し
た
金
額
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
占
め

計
算
し
た
金
額
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
占
め

る
割
合
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
金
額
と
す
る
。

る
割
合
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
金
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
消
滅
株
式
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

（
消
滅
株
式
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

第
百
一
条
の
二

（
略
）

第
百
一
条
の
二

（
略
）

２

法
第
百
六
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

２

法
第
百
六
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

消
滅
株
式
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事

消
滅
株
式
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

新
設
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
新
設
合
併
設
立
会
社
の
債

五

新
設
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
新
設
合
併
設
立
会
社
の
債

務
（
保
険
契
約
者
そ
の
他
保
険
契
約
に
係
る
権
利
を
有
す
る
者
の
当
該
権
利

務
（
保
険
契
約
者
そ
の
他
保
険
契
約
に
係
る
権
利
を
有
す
る
者
の
当
該
権
利

（
保
険
金
請
求
権
等
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
及
び
他
の
新
設
合
併
消
滅
会

（
保
険
金
請
求
権
等
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
又
は
他
の
新
設
合
併
消
滅
会

社
か
ら
承
継
す
る
債
務
を
除
く
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

社
か
ら
承
継
す
る
債
務
を
除
く
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

六

（
略
）

六

（
略
）

（
消
滅
株
式
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

（
消
滅
株
式
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
二

法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣

第
百
一
条
の
二
の
二

法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣

府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号

府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
消
滅
株
式
会

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
消
滅
株
式
会

社
（
消
滅
株
式
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

社
（
消
滅
株
式
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
他
の
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

、
他
の
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四

）
が
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四

十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の
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イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
消
滅
株
式
会
社
が
会
社
法
第

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
消
滅
株
式
会
社
が
会
社
法
第

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百

十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三

消
滅
株
式
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

三

消
滅
株
式
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し

る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

て
い
る
と
き

そ
の
旨

四

消
滅
株
式
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

四

消
滅
株
式
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）
の

法
律
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ

規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る

れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

場
合

そ
の
旨

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
消
滅
株
式
会
社
の
公
告
事
項
）

（
消
滅
株
式
会
社
の
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
三

法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣

第
百
一
条
の
二
の
三

法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣

府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

公
告
対
象
会
社
（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
又
は
新
設
合
併
消
滅
相
互
会

四

公
告
対
象
会
社
（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
又
は
新
設
合
併
消
滅
相
互
会

社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項

社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項

と
し
て
、
法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け

と
し
て
、
法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
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る
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま

る
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま

で
に
定
め
る
も
の

で
に
定
め
る
も
の

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象

会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を

会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を

し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

（
略
）

（
略
）

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

項
第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

項
第
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五

十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十

十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十

四
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項

四
条
第
二
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社

ハ

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四

条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提

に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

ニ
～
ヘ

（
略
）

ニ
～
ヘ

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
八

法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六

第
百
一
条
の
二
の
八

法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六

十
五
条
の
七
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第

十
五
条
の
七
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第

百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
の
規

百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
吸
収
合
併
存

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
吸
収
合
併
存

続
株
式
会
社
が
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法

続
株
式
会
社
が
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法

第
四
百
四
十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
の

第
四
百
四
十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
又
は
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ロ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
が

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
が

会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同

会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同

法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る

三

吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る

株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第

株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第

二
十
四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業

二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書

年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
の
公
告
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
の
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
九

法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六

第
百
一
条
の
二
の
九

法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六

十
五
条
の
七
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

十
五
条
の
七
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
法
第
百

六

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
法
第
百

六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
の
規

六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
七
第
二
項
の
規
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定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
も
の

に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
も
の

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
吸
収
合
併

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
吸
収
合
併

消
滅
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

消
滅
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

（
略
）

（
略
）

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

項
第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

項
第
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社

が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る

ハ

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る

相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法

相
互
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法

第
二
十
四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報

事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

ニ
～
ヘ

（
略
）

ニ
～
ヘ

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
十
一

法
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
百
一
条
の
二
の
十
一

法
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

二

吸
収
合
併
消
滅
相
互
会
社
に
お
け
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に

イ

法
第
百
六
十
五
条
の
十
六
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

よ
る
手
続
の
経
過
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過
ロ

法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
に
お
け
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て

イ

法
第
百
六
十
五
条
の
十
一
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
、
法
第
百
六

過

十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い

ロ

法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
四

て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
、

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
、
法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用

法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
七
の
規

す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百

定
並
び
に
法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九

九
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
の

十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

規
定
、
法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条

の
七
の
規
定
並
び
に
法
第
百
六
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社

法
第
七
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
十
二

法
第
百
六
十
五
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
百
一
条
の
二
の
十
二

法
第
百
六
十
五
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

法
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
百
六
十
五
条
の
三
の
二
又
は
第
百
六
十
五
条
の
十
六
の
二
の
規
定
に

三

法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
反
対
株
主
の
株
式

買
取
請
求
）
の
規
定
、
法
第
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
、
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
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（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
の
規
定
、
法
第
百
六
十
五
条
の
七
の
規
定
及
び

法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四

法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会

（
新
設
）

社
法
第
七
百
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取

請
求
）
、
法
第
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま
で
（
新
株
予
約
権
買

取
請
求
）
、
法
第
百
六
十
五
条
の
七
並
び
に
第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定

に
よ
る
手
続
の
経
過

五
～
七

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
消
滅
相
互
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

（
消
滅
相
互
会
社
の
事
前
開
示
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
十
三

（
略
）

第
百
一
条
の
二
の
十
三

（
略
）

２

法
第
百
六
十
五
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

２

法
第
百
六
十
五
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

、
消
滅
相
互
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

、
消
滅
相
互
会
社
が
新
設
合
併
消
滅
相
互
会
社
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め

一

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め

る
定
め
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

る
定
め
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

イ

新
設
合
併
設
立
会
社
が
相
互
会
社
で
あ
る
場
合

法
第
百
六
十
一
条
第

イ

新
設
合
併
設
立
会
社
が
相
互
会
社
で
あ
る
場
合

法
第
百
六
十
一
条
第

一
項
第
六
号
又
は
第
百
六
十
三
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲

六
号
又
は
第
百
六
十
三
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め

項
に
つ
い
て
の
定
め

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

五

新
設
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
新
設
合
併
設
立
会
社
の
債

五

新
設
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
新
設
合
併
設
立
会
社
の
債
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務
（
保
険
契
約
者
そ
の
他
保
険
契
約
に
係
る
権
利
を
有
す
る
者
の
当
該
権
利

務
（
保
険
契
約
者
そ
の
他
保
険
契
約
に
係
る
権
利
を
有
す
る
者
の
当
該
権
利

（
保
険
金
請
求
権
等
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
及
び
他
の
新
設
合
併
消
滅
会

（
保
険
金
請
求
権
等
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
又
は
他
の
新
設
合
併
消
滅
会

社
か
ら
承
継
す
る
債
務
を
除
く
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

社
か
ら
承
継
す
る
債
務
を
除
く
。
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

六

（
略
）

六

（
略
）

（
消
滅
相
互
会
社
の
公
告
事
項
）

（
消
滅
相
互
会
社
の
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
十
四

法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る

第
百
一
条
の
二
の
十
四

法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

公
告
対
象
会
社
（
消
滅
相
互
会
社
、
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
及
び
吸
収

五

公
告
対
象
会
社
（
消
滅
相
互
会
社
、
新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
及
び
吸
収

合
併
存
続
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
書
類
に

合
併
存
続
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
書
類
に

関
す
る
事
項
と
し
て
、
法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公

関
す
る
事
項
と
し
て
、
法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公

告
の
日
に
お
け
る
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

告
の
日
に
お
け
る
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
も
の

該
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
も
の

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象

会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
又
は
法
第

会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
又
は
法
第

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第

一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

（
略
）

（
略
）

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

項
第
十
七
号
イ
又
は
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（

項
第
十
八
号
イ
又
は
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（

株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項
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ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五

十
四
条
の
七
第
三
項
又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措

十
四
条
の
七
第
三
項
又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措

置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号
又
は
会
社
法

置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号
又
は
会
社
法

第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社

ハ

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社

又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
又
は
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十

に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
又
は
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十

四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を

度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

ニ

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

ニ

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外

る
法
律
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適

）
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の

用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

で
あ
る
場
合

そ
の
旨

ホ
～
ト

（
略
）

ホ
～
ト

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
の
公
告
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
の
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
十
七

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百

第
百
一
条
の
二
の
十
七

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百

六
十
五
条
の
十
七
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

六
十
五
条
の
十
七
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

公
告
対
象
会
社
（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
及
び
吸
収
合
併
消
滅
会
社
を

四

公
告
対
象
会
社
（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
及
び
吸
収
合
併
消
滅
会
社
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
と
し

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
と
し

て
、
法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十

て
、
法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十

 
231



七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ

七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
も
の

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
も
の

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象

イ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象

会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
又
は
法
第

会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
又
は
法
第

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第

一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

（
略
）

（
略
）

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二

項
第
十
七
号
イ
又
は
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（

項
第
十
八
号
イ
又
は
会
社
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（

株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五

ロ

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
法
第
五

十
四
条
の
七
第
三
項
又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措

十
四
条
の
七
第
三
項
又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措

置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
五
号
又
は
会
社
法

置
を
執
っ
て
い
る
場
合

法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
十
六
号
又
は
会
社
法

第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社

ハ

公
告
対
象
会
社
が
法
第
五
十
四
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社

又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
又
は
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十

に
お
い
て
、
当
該
相
互
会
社
又
は
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十

四
条
第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を

度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

ニ

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

ニ

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外

る
法
律
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適

）
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の

用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨
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で
あ
る
場
合

そ
の
旨

ホ
～
ト

（
略
）

ホ
～
ト

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
十
九

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣

第
百
一
条
の
二
の
十
九

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣

府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
吸
収
合
併
消
滅
会
社
に

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
吸
収
合
併
消
滅
会
社
に

お
け
る
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
手
続
の
経
過

お
け
る
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
手
続
の
経
過

イ

吸
収
合
併
消
滅
会
社
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
手
続
の

イ

吸
収
合
併
消
滅
会
社
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

次
に
定
め
る
手
続
の

経
過

経
過

（
略
）

（
略
）

法
第
百
六
十
五
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

過

用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
反
対
株

主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規
定
、
法
第
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規

定
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
七
条
第
五

項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
の
規
定
及
び
法
第
百

六
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

（
新
設
）

る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
（
反
対
株
主
の

株
式
買
取
請
求
）
、
法
第
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま

で
（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
並
び
に
法
第
百
六
十
五
条
の
七
の
規
定
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に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

吸
収
合
併
消
滅
会
社
が
相
互
会
社
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
手
続
の

ロ

吸
収
合
併
消
滅
会
社
が
相
互
会
社
で
あ
る
場
合

法
第
百
六
十
五
条
の

経
過

十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

法
第
百
六
十
五
条
の
十
六
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の

経
過法

第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
相
互
会
社
に
お
け
る
法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て

イ

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十

準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

六
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
六
十
五
条
の
十

七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
相
互
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
相
互
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
二
十

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

第
百
一
条
の
二
の
二
十

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

る
法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
新
設
合
併
消
滅
会
社
に

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
新
設
合
併
消
滅
会
社
に

お
け
る
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
手
続
の
経
過

お
け
る
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
手
続
の
経
過

イ

株
式
会
社
と
相
互
会
社
と
の
新
設
合
併
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
手

イ

株
式
会
社
と
相
互
会
社
と
の
新
設
合
併
で
あ
る
場
合

次
に
定
め
る
手

続
の
経
過

続
の
経
過

（
略
）

（
略
）
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法
第
百
六
十
五
条
の
三
の
二
又
は
第
百
六
十
五
条
の
十
六
の
二
の
規

法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
反
対
株

主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規
定
、
法
第
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規

定
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
七
条
第
五

項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
の
規
定
、
法
第
百
六

十
五
条
の
七
の
規
定
及
び
法
第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手

続
の
経
過

法
第
百
六
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

（
新
設
）

る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
（
反
対
株
主
の

株
式
買
取
請
求
）
、
法
第
百
六
十
五
条
の
六
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま

で
（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
、
法
第
百
六
十
五
条
の
七
並
び
に
第
百

六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

相
互
会
社
と
相
互
会
社
と
の
新
設
合
併
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
手

ロ

相
互
会
社
と
相
互
会
社
と
の
新
設
合
併
で
あ
る
場
合

法
第
百
六
十
五

続
の
経
過

条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

法
第
百
六
十
五
条
の
十
六
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の

経
過法

第
百
六
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
二
の
二
十
四

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定

第
百
一
条
の
二
の
二
十
四

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
に
お
け
る

 
235



次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

社
（
吸
収
合
併
消
滅
株
式
会
社
、
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
又
は
新
設
合
併

社
（
吸
収
合
併
消
滅
株
式
会
社
、
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
又
は
新
設
合
併

消
滅
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
会
社
法
第
四

消
滅
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
会
社
法
第
四

百
四
十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
（
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読

百
四
十
条
第
一
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
（
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
又
は
会
社
法
第
四
百
四
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百

十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し

る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

て
い
る
と
き

そ
の
旨

四

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

四

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）
の

法
律
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ

規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る

れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

場
合

そ
の
旨

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）
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（
会
社
法
合
併
会
社
の
公
告
事
項
）

（
会
社
法
合
併
会
社
の
公
告
事
項
）

第
百
一
条
の
三

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣

第
百
一
条
の
三

法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣

府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め

る
事
項

る
事
項

イ

株
式
会
社
と
株
式
会
社
と
が
合
併
す
る
場
合

合
併
後
消
滅
す
る
株
式

イ

株
式
会
社
と
株
式
会
社
と
が
合
併
す
る
場
合

合
併
後
消
滅
す
る
株
式

会
社
の
株
主
に
対
す
る
金
銭
等
（
会
社
法
第
百
五
十
一
条
第
一
項
（
株
式

会
社
の
株
主
に
対
す
る
金
銭
等
（
会
社
法
第
百
五
十
一
条
（
株
式
の
質
入

の
質
入
れ
の
効
果
）
に
規
定
す
る
金
銭
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

れ
の
効
果
）
に
規
定
す
る
金
銭
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
五
条

百
五
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
割
当
て
又
は
新
株
予
約
権
者
に
対
す

の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
割
当
て
又
は
新
株
予
約
権
者
に
対
す
る
新
株

る
新
株
予
約
権
若
し
く
は
金
銭
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項

予
約
権
若
し
く
は
金
銭
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
合
併
後
の
公
告
事
項
）

（
合
併
後
の
公
告
事
項
）

第
百
三
条

法
第
百
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

第
百
三
条

法
第
百
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ホ
ま

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ホ
ま

で
に
掲
げ
る
事
項

で
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

合
併
後
存
続
す
る
保
険
会
社
等
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
保
険
会
社

ロ

合
併
後
存
続
す
る
保
険
会
社
等
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
保
険
会
社

等
が
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

第
百
一
条
の
二
の
十
二
第

等
が
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
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二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

ホ

（
略
）

ハ
～
ホ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
合
併
後
存
続
す
る
保
険
会
社
等
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
保
険
会
社
等
の

（
合
併
後
存
続
す
る
保
険
会
社
等
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
保
険
会
社
等
の

事
後
開
示
事
項
）

事
後
開
示
事
項
）

第
百
三
条
の
二

法
第
百
六
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

第
百
三
条
の
二

法
第
百
六
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ホ
ま

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ホ
ま

で
に
掲
げ
る
事
項

で
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

合
併
後
存
続
す
る
保
険
会
社
等
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
保
険
会
社

ロ

合
併
後
存
続
す
る
保
険
会
社
等
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
保
険
会
社

等
が
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

第
百
一
条
の
二
の
十
二
第

等
が
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
で
あ
る
場
合

第
百
一
条
の
二
の
十
二
第

二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ
～
ホ

（
略
）

ハ
～
ホ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
百
五
条

保
険
会
社
等
は
、
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を

第
百
五
条

保
険
会
社
等
は
、
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金

融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

八

法
第
百
六
十
五
条
の
三
の
二
若
し
く
は
第
百
六
十
五
条
の
十
一
の
二
の
規

（
新
設
）
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定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
又
は
法
第
百
六
十
五
条
の
十
六
の

二
（
法
第
百
六
十
五
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
請
求
を
し
た
社
員
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経

過
を
記
載
し
た
書
面

八
の
二

（
略
）

八

（
略
）

九
～
二
十
二

（
略
）

九
～
二
十
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
公
告
事
項
）

第
百
五
条
の
二
の
四

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣

第
百
五
条
の
二
の
四

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣

府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
同
項
の
規
定
に

府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
催
告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区

よ
る
催
告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

社
（
分
割
当
事
会
社
（
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
分
割
当

社
（
分
割
当
事
会
社
（
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
分
割
当

事
会
社
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
会
社
法
第
七
百
八
十
九
条

事
会
社
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
会
社
法
第
七
百
八
十
九
条

第
二
項
第
三
号
、
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第
八
百
十
条

第
二
項
第
三
号
、
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第
八
百
十
条

第
二
項
第
三
号
（
債
権
者
の
異
議
）
の
株
式
会
社
（
吸
収
分
割
株
式
会
社
、

第
二
項
第
三
号
（
債
権
者
の
異
議
）
の
株
式
会
社
（
吸
収
分
割
株
式
会
社
、

吸
収
分
割
承
継
株
式
会
社
又
は
新
設
分
割
株
式
会
社
に
限
る
。
）
を
い
う
。

吸
収
分
割
承
継
株
式
会
社
又
は
新
設
分
割
株
式
会
社
に
限
る
。
）
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
（
法
第
十

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
（
法
第
十

三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
又
は

三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
又
は

会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
二
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
に
よ
り
公
告

会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
二
項
（
計
算
書
類
の
公
告
）
の
規
定
に
よ
り
公
告

を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の
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イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
（
株
式
会
社
の
設
立
の
登
記
）
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百

四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ
て
い
る
場
合

同
法
第
九
百

十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

三

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
会
社
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条

第
一
項
（
有
価
証
券
報
告
書
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し

る
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き

そ
の
旨

て
い
る
と
き

そ
の
旨

四

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

四

公
告
対
象
会
社
が
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
第
二
十
八
条
（
計
算
書
類
の
公
告
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）
の

法
律
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ

規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
四
十
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る

れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

そ
の
旨

場
合

そ
の
旨

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
吸
収
分
割
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
分
割
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
五
条
の
五

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

第
百
五
条
の
五

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
吸
収
分
割
又
は
株
式
交

適
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
吸
収
分
割
又
は
株
式
交

換
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

換
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一

吸
収
分
割
株
式
会
社
が
保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
の
場
合

次
に
掲
げ
る

一

吸
収
分
割
株
式
会
社
が
保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
の
場
合

次
に
掲
げ
る
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事
項

事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

吸
収
分
割
株
式
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

ロ

吸
収
分
割
株
式
会
社
に
お
け
る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
（
反
対
株
主

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請

の
株
式
買
取
請
求
）
及
び
第
七
百
八
十
七
条
（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）

求
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

の
規
定
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第

会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
及
び
第

九
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

七
百
八
十
七
条
（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条

の
四
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経

過

ハ

吸
収
分
割
承
継
会
社
（
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
規
定

ハ

吸
収
分
割
承
継
会
社
（
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
規
定

す
る
吸
収
分
割
承
継
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

す
る
吸
収
分
割
承
継
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

お
け
る
会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規

会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請

定
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項

求
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

又
は
会
社
法
第
七
百
九
十
九
条
（
債
権
者
の
異
議
）
（
同
法
第
八
百
二
条

会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規
定

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経

並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項

過

又
は
会
社
法
第
七
百
九
十
九
条
（
債
権
者
の
異
議
）
（
同
法
第
八
百
二

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続

の
経
過

ニ
～
ヘ

（
略
）

ニ
～
ヘ

（
略
）

二

吸
収
分
割
株
式
会
社
が
保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
以
外
の
株
式
会
社
の
場

二

吸
収
分
割
株
式
会
社
が
保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
以
外
の
株
式
会
社
の
場

合

次
に
掲
げ
る
事
項

合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

吸
収
分
割
株
式
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

ロ

吸
収
分
割
株
式
会
社
に
お
け
る
会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
、
第
七
百
八

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の

十
七
条
及
び
第
七
百
八
十
九
条
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
手
続

経
過

の
経
過

会
社
法
第
七
百
八
十
五
条
、
第
七
百
八
十
七
条
及
び
第
七
百
八
十
九

条
（
債
権
者
の
異
議
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ハ

保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
で
あ
る
吸
収
分
割
承
継
会
社
に
お
け
る
次
に

ハ

保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
で
あ
る
吸
収
分
割
承
継
会
社
に
お
け
る
会
社

掲
げ
る
手
続
の
経
過

法
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら

会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請

第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

求
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規
定

並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項

の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ニ
～
ヘ

（
略
）

ニ
～
ヘ

（
略
）

（
吸
収
分
割
承
継
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
分
割
承
継
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
五
条
の
五
の
二

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

第
百
五
条
の
五
の
二

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
八
百
一
条
第
二
項
（
吸
収
合
併
等
に
関
す
る
書
面
等

え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
八
百
一
条
第
二
項
（
吸
収
合
併
等
に
関
す
る
書
面
等

の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

吸
収
分
割
承
継
株
式
会
社
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
分
割
承
継
株
式
会
社
に
お
け
る
会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
（
反
対
株

イ

会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求

主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規
定
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第

）
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

七
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過
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ロ

会
社
法
第
七
百
九
十
七
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
の
規
定
並

び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規

定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
新
設
分
割
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
分
割
株
式
会
社
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
五
条
の
五
の
三

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

第
百
五
条
の
五
の
三

法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
新
設
分
割
又
は
株
式

え
て
適
用
す
る
会
社
法
第
八
百
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
新
設
分
割
又
は
株
式

移
転
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

移
転
に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

会
社
法
第
八
百
五
条
の
二
（
新
設
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）
の
規

（
新
設
）

定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

三

会
社
法
第
八
百
六
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
及
び
第
八
百
八
条

二

会
社
法
第
八
百
六
条
（
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
）
及
び
第
八
百
八
条

（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
の
規
定
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項

（
新
株
予
約
権
買
取
請
求
）
の
規
定
並
び
に
法
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項

か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
又
は
会
社
法
第
八
百
十
条
（
債
権
者

か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
又
は
会
社
法
第
八
百
十
条
（
債
権
者
の
異
議

の
異
議
）
（
同
法
第
八
百
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
（
同
法
第
八
百
十
三
条
第
二
項
（
持
分
会
社
の
手
続
）
に
お
い
て
準
用
す

。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四

新
設
分
割
に
よ
り
新
設
分
割
設
立
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
第
一

三

新
設
分
割
に
よ
り
新
設
分
割
設
立
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
（
株

項
（
株
式
会
社
を
設
立
す
る
新
設
分
割
計
画
）
に
規
定
す
る
新
設
分
割
設
立

式
会
社
を
設
立
す
る
新
設
分
割
計
画
）
に
規
定
す
る
新
設
分
割
設
立
会
社
を

会
社
を
い
う
。
）
が
新
設
分
割
会
社
か
ら
承
継
し
た
重
要
な
権
利
義
務
に
関

い
う
。
）
が
新
設
分
割
会
社
か
ら
承
継
し
た
重
要
な
権
利
義
務
に
関
す
る
事

す
る
事
項

項

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
分
割
に
関
す
る
重
要
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
分
割
に
関
す
る
重
要
な
事
項
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（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
）

第
百
五
条
の
六

保
険
会
社
等
は
、
法
第
百
七
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
百
五
条
の
六

保
険
会
社
等
は
、
法
第
百
七
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）

（
新
設
）

、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
（
吸
収
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）
又
は
第

八
百
五
条
の
二
（
新
設
合
併
等
を
や
め
る
こ
と
の
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
請

求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し

た
書
面

十
の
二

（
略
）

十

（
略
）

十
一
～
二
十
二

（
略
）

十
一
～
二
十
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
清
算
相
互
会
社
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

（
清
算
相
互
会
社
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
百
十
条
の
二

法
第
百
八
十
条
の
八
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

第
百
十
条
の
二

法
第
百
八
十
条
の
八
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

監
査
役
の
第
四
号
の
使
用
人
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る

（
新
設
）

事
項

七

（
略
）

六

（
略
）

八

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）
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取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

九

監
査
役
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続

（
新
設
）

そ
の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理
に
係

る
方
針
に
関
す
る
事
項

十

第
四
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
体
制
の
ほ
か
、
監
査
役
の
監
査
が
実
効

七

そ
の
他
監
査
役
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

体
制

２

（
略
）

２

（
略
）

（
清
算
人
会
設
置
相
互
会
社
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

（
清
算
人
会
設
置
相
互
会
社
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）

第
百
十
条
の
四

法
第
百
八
十
条
の
十
四
第
六
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

第
百
十
条
の
四

法
第
百
八
十
条
の
十
四
第
六
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

監
査
役
の
第
四
号
の
使
用
人
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る

（
新
設
）

事
項

七

（
略
）

六

（
略
）

八

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

九

監
査
役
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続

（
新
設
）

そ
の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理
に
係

る
方
針
に
関
す
る
事
項

十

第
四
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
体
制
の
ほ
か
、
監
査
役
の
監
査
が
実
効

七

そ
の
他
監
査
役
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

体
制
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（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
）

第
百
十
条
の
九

法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九

第
百
十
条
の
九

法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九

十
四
条
第
一
項
（
貸
借
対
照
表
等
の
作
成
及
び
保
存
）
の
規
定
に
よ
り
作
成
す

十
四
条
第
一
項
（
貸
借
対
照
表
等
の
作
成
及
び
保
存
）
の
規
定
に
よ
り
作
成
す

べ
き
事
務
報
告
は
、
清
算
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
状
況
に
係
る
重
要
な
事
項

べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
は
、
清
算
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の

を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

状
況
に
係
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

２

法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
務
報
告
の
附
属
明
細
書
は
、
事
務
報
告
の
内

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
の
附
属
明

容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

細
書
は
、
事
務
報
告
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
資
産
額
）

（
総
資
産
額
）

第
百
十
四
条
の
二

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法

第
百
十
四
条
の
二

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法

第
五
百
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
イ
（
事
業
の
譲
渡
の
制
限
等
）

第
五
百
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
（
事
業
の
譲
渡
の
制
限
等
）
に
規
定
す
る

に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る

準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
の
規

会
社
法
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
の
規
定
に
よ

定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
し
た
額
を
総
資
産
額
と

り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
し
た
額
を
総
資
産
額
と
す
る

す
る
方
法
と
す
る
。

方
法
と
す
る
。

（
債
権
者
集
会
の
招
集
の
決
定
事
項
）

（
債
権
者
集
会
の
招
集
の
決
定
事
項
）

第
百
十
四
条
の
三

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法

第
百
十
四
条
の
三

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法

第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
（
債
権
者
集
会
の
招
集
等
の
決
定
）
に
規
定

第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
（
債
権
者
集
会
の
招
集
等
の
決
定
）
に
規
定

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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三

一
の
協
定
債
権
者
（
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五

三

一
の
協
定
債
権
者
が
同
一
の
議
案
に
つ
き
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準

百
十
七
条
第
一
項
（
相
殺
の
禁
止
）
に
規
定
す
る
協
定
債
権
者
を
い
う
。
以

用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）

下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同
一
の
議
案
に
つ
き
法
第
百
八
十
四
条
に

（
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項

お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権

第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
五
百
五
十
六

の
行
使
）
（
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八

条
第
一
項
又
は
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の

条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
五

行
使
）
）
の
規
定
に
よ
り
重
複
し
て
議
決
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、

百
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る

当
該
同
一
の
議
案
に
対
す
る
議
決
権
の
行
使
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る

議
決
権
の
行
使
）
）
の
規
定
に
よ
り
重
複
し
て
議
決
権
を
行
使
し
た
場
合
に

と
き
に
お
け
る
当
該
協
定
債
権
者
の
議
決
権
の
行
使
の
取
扱
い
に
関
す
る
事

お
い
て
、
当
該
同
一
の
議
案
に
対
す
る
議
決
権
の
行
使
の
内
容
が
異
な
る
も

項
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
項

の
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
協
定
債
権
者
の
議
決
権
の
行
使
の
取
扱
い
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項

五

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項

第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
の
期
限
（
債
権
者
集
会
の
日
時
以

イ

電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
の
期
限
（
債
権
者
集
会
の
日
時
以

前
の
時
で
あ
っ
て
、
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五

前
の
時
で
あ
っ
て
、
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五

百
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経

百
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経

過
し
た
日
以
後
の
時
に
限
る
。
）

過
し
た
日
以
後
の
時
に
限
る
。
）

ロ

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
九
条
第
二

ロ

法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
九
条
第
二

項
の
承
諾
を
し
た
協
定
債
権
者
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
当
該
協
定
債
権
者

項
の
承
諾
を
し
た
協
定
債
権
者
（
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

に
対
し
て
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
条

会
社
法
第
五
百
十
七
条
第
一
項
（
相
殺
の
禁
止
）
に
規
定
す
る
協
定
債
権

第
一
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面
の
交
付
等
）
の

者
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
当

規
定
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面
（
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

該
協
定
債
権
者
に
対
し
て
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
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会
社
法
第
五
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
議
決
権
行
使
書
面
を
い
う
。

第
五
百
五
十
条
第
一
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面

第
百
十
四
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
（
当
該
交
付
に
代
え
て
行

の
交
付
等
）
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面
（
法
第
百
八
十
四
条
に
お

う
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五

い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
議
決
権
行
使

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
含
む
。
）
を
す

書
面
を
い
う
。
第
百
十
四
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
（
当
該
交

る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

付
に
代
え
て
行
う
法
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会

社
法
第
五
百
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を

含
む
。
）
を
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

第
百
四
十
三
条
の
二

（
略
）

第
百
四
十
三
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

法
第
百
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る

５

法
第
百
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
措
置
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は

不
特
定
多
数
の
者
が
公
告
す
べ
き
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
送
信
者
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内

容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当

該
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

た
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
使
用
す
る
方
法
と
す
る
。

（
外
国
保
険
会
社
等
の
財
産
に
つ
い
て
の
清
算
に
関
す
る
事
項
）

（
外
国
保
険
会
社
等
の
財
産
に
つ
い
て
の
清
算
に
関
す
る
事
項
）

第
百
七
十
五
条
の
二

第
百
十
条
の
二
、
第
百
十
条
の
四
か
ら
第
百
十
条
の
七
ま

第
百
七
十
五
条
の
二

第
百
十
条
の
二
、
第
百
十
条
の
四
か
ら
第
百
十
条
の
七
ま

で
及
び
第
百
十
四
条
の
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
そ
の
性
質

で
及
び
第
百
十
四
条
の
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
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上
許
さ
れ
な
い
も
の
を
除
き
、
法
第
二
百
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え

上
許
さ
れ
な
い
も
の
を
除
き
、
法
第
二
百
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
八
十
二
条
第
三
項
第
四
号
（
業
務
の
執
行
）
、
第

て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
八
十
二
条
第
三
項
第
四
号
（
業
務
の
執
行
）
、
第

四
百
八
十
九
条
第
六
項
第
六
号
（
清
算
人
会
の
権
限
等
）
、
第
四
百
九
十
二
条

四
百
八
十
九
条
第
六
項
第
六
号
（
清
算
人
会
の
権
限
等
）
、
第
四
百
九
十
二
条

第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
、
第
五
百
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び

第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
、
第
五
百
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
（
事

第
三
号
イ
（
事
業
の
譲
渡
の
制
限
等
）
、
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
（

業
の
譲
渡
の
制
限
等
）
、
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
（
債
権
者
集
会
の

債
権
者
集
会
の
招
集
等
の
決
定
）
、
第
五
百
五
十
条
第
一
項
、
第
五
百
五
十
一

招
集
等
の
決
定
）
、
第
五
百
五
十
条
第
一
項
、
第
五
百
五
十
一
条
第
一
項
及
び

条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面
の
交

第
二
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面
の
交
付
等
）
、
第
五

付
等
）
、
第
五
百
五
十
六
条
第
二
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
、
第
五

百
五
十
六
条
第
二
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
、
第
五
百
五
十
七
条
第

百
五
十
七
条
第
一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
並
び
に
第
五
百

一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
並
び
に
第
五
百
六
十
一
条
（
議

六
十
一
条
（
議
事
録
）
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
べ
き
事
項
に
つ
い

事
録
）
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

て
準
用
す
る
。

（
外
国
相
互
会
社
の
財
産
に
つ
い
て
の
清
算
に
関
す
る
事
項
）

（
外
国
相
互
会
社
の
財
産
に
つ
い
て
の
清
算
に
関
す
る
事
項
）

第
百
七
十
六
条
の
二

第
百
十
条
の
二
、
第
百
十
条
の
四
か
ら
第
百
十
条
の
七
ま

第
百
七
十
六
条
の
二

第
百
十
条
の
二
、
第
百
十
条
の
四
か
ら
第
百
十
条
の
七
ま

で
及
び
第
百
十
四
条
の
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
そ
の
性
質

で
及
び
第
百
十
四
条
の
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
そ
の
性
質

上
許
さ
れ
な
い
も
の
を
除
き
、
法
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

上
許
さ
れ
な
い
も
の
を
除
き
、
法
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
二
条
第
三
項
（
日
本
に
あ
る
外
国
会
社
の
財
産
に
つ

す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
二
条
第
三
項
（
日
本
に
あ
る
外
国
会
社
の
財
産
に
つ

い
て
の
清
算
）
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
八
十
二
条
第
三
項
第
四
号

い
て
の
清
算
）
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
八
十
二
条
第
三
項
第
四
号

（
業
務
の
執
行
）
、
第
四
百
八
十
九
条
第
六
項
第
六
号
（
清
算
人
会
の
権
限
等

（
業
務
の
執
行
）
、
第
四
百
八
十
九
条
第
六
項
第
六
号
（
清
算
人
会
の
権
限
等

）
、
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
、
第
五
百
三
十
六

）
、
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産
目
録
等
の
作
成
等
）
、
第
五
百
三
十
六

条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
イ
（
事
業
の
譲
渡
の
制
限
等
）
、
第
五
百
四
十

条
第
一
項
第
二
号
（
事
業
の
譲
渡
の
制
限
等
）
、
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第

八
条
第
一
項
第
四
号
（
債
権
者
集
会
の
招
集
等
の
決
定
）
、
第
五
百
五
十
条
第

四
号
（
債
権
者
集
会
の
招
集
等
の
決
定
）
、
第
五
百
五
十
条
第
一
項
、
第
五
百

一
項
、
第
五
百
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び

五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
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議
決
権
行
使
書
面
の
交
付
等
）
、
第
五
百
五
十
六
条
第
二
項
（
書
面
に
よ
る
議

面
の
交
付
等
）
、
第
五
百
五
十
六
条
第
二
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）

決
権
の
行
使
）
、
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の

、
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
並
び
に

行
使
）
並
び
に
第
五
百
六
十
一
条
（
議
事
録
）
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定

第
五
百
六
十
一
条
（
議
事
録
）
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
べ
き
事
項

め
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
定
法
人
等
の
清
算
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
特
定
法
人
等
の
清
算
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
百
九
十
四
条

（
略
）

第
百
九
十
四
条

（
略
）

２

第
百
十
条
の
二
、
第
百
十
条
の
四
か
ら
第
百
十
条
の
七
ま
で
及
び
第
百
十
四

２

第
百
十
条
の
二
、
第
百
十
条
の
四
か
ら
第
百
十
条
の
七
ま
で
及
び
第
百
十
四

条
の
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
上
許
さ
れ
な
い
も

条
の
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
上
許
さ
れ
な
い
も

の
を
除
き
、
法
第
二
百
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会

の
を
除
き
、
法
第
二
百
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
会

社
法
第
四
百
八
十
二
条
第
三
項
第
四
号
（
業
務
の
執
行
）
、
第
四
百
八
十
九
条

社
法
第
四
百
八
十
二
条
第
三
項
第
四
号
（
業
務
の
執
行
）
、
第
四
百
八
十
九
条

第
六
項
第
六
号
（
清
算
人
会
の
権
限
等
）
、
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産

第
六
項
第
六
号
（
清
算
人
会
の
権
限
等
）
、
第
四
百
九
十
二
条
第
一
項
（
財
産

目
録
等
の
作
成
等
）
、
第
五
百
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
イ
（
事

目
録
等
の
作
成
等
）
、
第
五
百
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
（
事
業
の
譲
渡
の
制

業
の
譲
渡
の
制
限
等
）
、
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
（
債
権
者
集
会
の

限
等
）
、
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号
（
債
権
者
集
会
の
招
集
等
の
決
定

招
集
等
の
決
定
）
、
第
五
百
五
十
条
第
一
項
、
第
五
百
五
十
一
条
第
一
項
及
び

）
、
第
五
百
五
十
条
第
一
項
、
第
五
百
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
債
権

第
二
項
（
債
権
者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面
の
交
付
等
）
、
第
五

者
集
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面
の
交
付
等
）
、
第
五
百
五
十
六
条
第

百
五
十
六
条
第
二
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
、
第
五
百
五
十
七
条
第

二
項
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
、
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
（
電
磁
的

一
項
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
並
び
に
第
五
百
六
十
一
条
（
議

方
法
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
）
並
び
に
第
五
百
六
十
一
条
（
議
事
録
）
の
規
定

事
録
）
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
総
代
理
店
の
届
出
事
項
等
）

（
総
代
理
店
の
届
出
事
項
等
）

第
百
九
十
五
条

法
第
二
百
三
十
九
条
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

第
百
九
十
五
条

法
第
二
百
三
十
九
条
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）

四

取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履

の
履
歴
書

歴
書

五
～
九

（
略
）

五
～
九

（
略
）

（
保
険
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に
な
ろ

（
保
険
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に
な
ろ

う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

第
二
百
九
条

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為

第
二
百
九
条

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為

に
よ
り
一
の
保
険
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る

に
よ
り
一
の
保
険
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る

者
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受

者
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
類
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
類
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該

書
類
に
相
当
す
る
書
類
）

書
類
に
相
当
す
る
書
類
）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ニ
～
ヲ

（
略
）

ニ
～
ヲ

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に
よ
り
一

３

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に
よ
り
一

の
保
険
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
会
社
そ
の

の
保
険
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
会
社
そ
の

他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け

他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁

長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
設

お
い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
設

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
類
の

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
類
の

一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
類
に
相
当
す
る
書
類
）

一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
類
に
相
当
す
る
書
類
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ハ
～
ル

（
略
）

ハ
～
ル

（
略
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
保
険
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申

（
保
険
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申

請
等
）

請
等
）

第
二
百
十
条
の
三

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又

第
二
百
十
条
の
三

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又

は
行
為
に
よ
り
保
険
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社

は
行
為
に
よ
り
保
険
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
会
社

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
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次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

二

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ニ
～
ヲ

（
略
）

ニ
～
ヲ

（
略
）

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

２

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に
よ
り

２

法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に
よ
り

保
険
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項

保
険
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る

の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ

書
類
を
添
付
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
書
類
を
添
付
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立

会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ロ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴

執
行
役
）
の
履
歴
書

書
ハ
～
ル

（
略
）

ハ
～
ル

（
略
）

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）
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３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
保
険
持
株
会
社
の
子
会
社
に
係
る
承
認
の
申
請
）

（
保
険
持
株
会
社
の
子
会
社
に
係
る
承
認
の
申
請
）

第
二
百
十
条
の
八

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
二
百
十
条
の
八

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
承
認
の
申
請
に
係
る
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
承
認
の
申
請
に
係
る
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、

三

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

行
役
）
の
氏
名

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
保
険
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧

（
保
険
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧

等
）

等
）

第
二
百
十
条
の
十
の
二

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
内

第
二
百
十
条
の
十
の
二

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

保
険
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

保
険
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ホ
・
ヘ

（
略
）

ホ
・
ヘ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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四

保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
直
近
の
二
連
結
会
計
年
度
に
お
け

四

保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
直
近
の
二
連
結
会
計
年
度
に
お
け

る
財
産
の
状
況
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

る
財
産
の
状
況
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

保
険
持
株
会
社
が
連
結
貸
借
対
照
表
、
連
結
損
益
計
算
書
及
び
連
結
株

ホ

保
険
持
株
会
社
が
連
結
貸
借
対
照
表
、
連
結
損
益
計
算
書
及
び
連
結
株

主
資
本
等
変
動
計
算
書
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
第
百
九
十
三
条
の
二

主
資
本
等
変
動
計
算
書
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
第
百
九
十
三
条
の
二

（
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
証
明
）
の
規
定
に
基
づ
き
公

の
規
定
に
基
づ
き
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
証
明
を
受
け
て
い
る
場

認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
証
明
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

合
に
は
そ
の
旨

五

（
略
）

五

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
保
険
持
株
会
社
に
係
る
合
併
の
認
可
の
申
請
）

（
保
険
持
株
会
社
に
係
る
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
二
百
十
条
の
十
二

保
険
持
株
会
社
は
、
法
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
一
第
一

第
二
百
十
条
の
十
二

保
険
持
株
会
社
は
、
法
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
一
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に

項
の
規
定
に
よ
る
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

合
併
後
存
続
す
る
保
険
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査

十

合
併
後
存
続
す
る
保
険
持
株
会
社
の
定
款
、
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員

等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ

会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務

っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
履
歴
書
並
び
に
事
務
所
の
所
在
地
を
記
載

所
の
所
在
地
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
保
険
持
株
会
社
及

し
た
書
類
並
び
に
合
併
後
に
お
け
る
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の

び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
及
び
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
を
示

収
支
及
び
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
を
示
す
比
率
の
見
込
み
を

す
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

記
載
し
た
書
類

十
一
～
十
七

（
略
）

十
一
～
十
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

 
255



（
届
出
事
項
）

（
届
出
事
項
）

第
二
百
十
条
の
十
四

（
略
）

第
二
百
十
条
の
十
四

（
略
）

２

法
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
二
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

２

法
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
二
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

保
険
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す

三

保
険
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す

る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
保
険
持
株

る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
保
険
持
株
会
社

会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又

の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
保

は
監
査
等
委
員
（
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）

険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す

次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は

る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
保
険
持
株
会
社
の
常

役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「

役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し

よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

三
の
二
～
十

（
略
）

三
の
二
～
十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
登
録
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
登
録
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
二
百
十
一
条
の
三

法
第
二
百
七
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

第
二
百
十
一
条
の
三

法
第
二
百
七
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、

四

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
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指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
。
第
五
号
に
お

行
役
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
保
険
計
理
人
の
履
歴
書

い
て
同
じ
。
）
並
び
に
保
険
計
理
人
の
履
歴
書

四
の
二
～
十
二

（
略
）

四
の
二
～
十
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
承
認
の
申
請
等
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
承
認
の
申
請
等
）

第
二
百
十
一
条
の
二
十
三

少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（

第
二
百
十
一
条
の
二
十
三

少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法

は
、
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す

第
二
百
七
十
二
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
、
当
該
少
額
短
期
保

は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
、
当
該
少
額
短
期
保
険
業
者

険
業
者
を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
経
由
し
て
金
融
庁
長
官
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
に
記
載
す
る
事
項
等
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
に
記
載
す
る
事
項
等
）

第
二
百
十
一
条
の
三
十
七

法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
百
十
一
条
の
三
十
七

法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一

少
額
短
期
保
険
業
者
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

少
額
短
期
保
険
業
者
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名
及

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

び
役
職
名
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ホ

会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計
参
与
の
氏
名

ホ

会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計
参
与
の
氏
名

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

五

少
額
短
期
保
険
業
者
の
直
近
の
二
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
の
状
況
に
関

五

少
額
短
期
保
険
業
者
の
直
近
の
二
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
の
状
況
に
関

す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

少
額
短
期
保
険
業
者
が
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等

ホ

少
額
短
期
保
険
業
者
が
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等

変
動
計
算
書
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
剰
余
金
処
分
計
算
書
又
は
損
失

変
動
計
算
書
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
剰
余
金
処
分
計
算
書
又
は
損
失

処
理
計
算
書
及
び
基
金
等
変
動
計
算
書
）
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
第

処
理
計
算
書
及
び
基
金
等
変
動
計
算
書
）
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
第

百
九
十
三
条
の
二
（
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
証
明
）
の

百
九
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監
査

規
定
に
基
づ
き
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監
査
証
明
を
受
け
て
い
る

証
明
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

場
合
に
は
そ
の
旨

六

（
略
）

六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
届
出
事
項
等
）

（
届
出
事
項
等
）

第
二
百
十
一
条
の
五
十
五

法
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
第
六
号
に
規

第
二
百
十
一
条
の
五
十
五

法
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
第
六
号
に
規

定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

少
額
短
期
保
険
業
者
を
代
表
す
る
取
締
役
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務

二

少
額
短
期
保
険
業
者
を
代
表
す
る
取
締
役
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務

に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は

に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
少
額

少
額
短
期
保
険
業
者
を
代
表
す
る
取
締
役
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務
に

短
期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は

従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事

監
査
委
員
（
少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）

す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
少
額
短

。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
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期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監

う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す

査
委
員
（
少
額
短
期
保
険
業
者
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。

る
場
合
を
除
く
。
）

以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う

と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）

二
の
二
～
十
五

（
略
）

二
の
二
～
十
五

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
少
額
短
期
保
険
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
議
決
権
の
保
有
者
に
係
る

（
少
額
短
期
保
険
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
議
決
権
の
保
有
者
に
係
る

承
認
申
請
書
の
提
出
等
）

承
認
申
請
書
の
提
出
等
）

第
二
百
十
一
条
の
七
十
二

（
略
）

第
二
百
十
一
条
の
七
十
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書

３

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書

面
（
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
限
る
。
）

面
（
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
限
る
。
）

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
面
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
面
と
す
る
。

一

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に

一

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に

よ
り
一
の
少
額
短
期
保
険
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の

よ
り
一
の
少
額
短
期
保
険
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の

保
有
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表

保
有
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表

者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
で
あ
る
場
合

。
）
で
あ
る
場
合

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で

ロ

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
法
人
が
外
国
の
法
人
で

あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、

あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
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当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

・

（
略
）

・

（
略
）

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の

び
執
行
役
）
の
履
歴
書

履
歴
書

（
略
）

（
略
）

～

～

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

少
額
短
期
保
険
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有
者

三

少
額
短
期
保
険
業
者
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有
者

で
あ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

で
あ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
承
認
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
ロ
に
お

ロ

当
該
承
認
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
ロ
に
お

い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
設

い
て
「
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当
該
設

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面

立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面

の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

の
一
部
が
な
い
場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

（
略
）

（
略
）

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の

び
執
行
役
）
の
履
歴
書

履
歴
書

（
略
）

（
略
）

～

～

（
略
）

（
略
）

ハ

ハ

（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
に
係
る
承
認
申
請
書
の
提
出
等
）

（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
に
係
る
承
認
申
請
書
の
提
出
等
）
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第
二
百
十
一
条
の
七
十
五

（
略
）

第
二
百
十
一
条
の
七
十
五

（
略
）

２

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書

２

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書

類
（
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
限
る
。
）

類
（
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
限
る
。
）

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に

一

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に

よ
り
少
額
短
期
保
険
業
者
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場

よ
り
少
額
短
期
保
険
業
者
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
な
ろ
う
と
す
る
場

合

合

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

ロ

当
該
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

（
略
）

（
略
）

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の

び
執
行
役
）
の
履
歴
書

履
歴
書

～

（
略
）

～

（
略
）

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

少
額
短
期
保
険
業
者
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
す
る

二

少
額
短
期
保
険
業
者
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
す
る

場
合

場
合

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
承
認
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
設

ロ

当
該
承
認
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
設

立
会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

立
会
社
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の

び
執
行
役
）
の
履
歴
書

履
歴
書
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～

（
略
）

～

（
略
）

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
子
会
社
に
係
る
承
認
の
申
請
）

（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
子
会
社
に
係
る
承
認
の
申
請
）

第
二
百
十
一
条
の
七
十
九

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る

第
二
百
十
一
条
の
七
十
九

法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
承
認
の
申
請
に
係
る
会
社
に
関
す
る
次
に

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
承
認
の
申
請
に
係
る
会
社
に
関
す
る
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、

三

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

行
役
）
の
氏
名

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書

（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
に
係
る
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書

類
の
縦
覧
）

類
の
縦
覧
）

第
二
百
十
一
条
の
八
十
二

法
第
二
百
七
十
二
条
の
四
十
第
一
項
に
規
定
す
る
内

第
二
百
十
一
条
の
八
十
二

法
第
二
百
七
十
二
条
の
四
十
第
一
項
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
の
氏
名

執
行
役
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

及
び
役
職
名

ホ
・
ヘ

（
略
）

ホ
・
ヘ

（
略
）
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二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
届
出
事
項
）

（
届
出
事
項
）

第
二
百
十
一
条
の
八
十
六

（
略
）

第
二
百
十
一
条
の
八
十
六

（
略
）

２

法
第
二
百
七
十
二
条
の
四
十
二
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

２

法
第
二
百
七
十
二
条
の
四
十
二
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
少
額
短
期
保
険
持
株
会

三

少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
少
額
短
期
保
険
持
株
会

社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に

社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て

あ
っ
て
は
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
、
少
額
短
期
保
険

は
、
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、
代
表
執
行
役

持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
少
額
短
期
保
険

、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る

持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
、
指
名
委
員
会
等
設
置

取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い

会
社
に
あ
っ
て
は
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
、

う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場

代
表
執
行
役
、
執
行
役
又
は
監
査
委
員
（
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
の
常
務

合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役

員
等
」
と
い
う
。
）
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役
員
等
が
退
任
し
よ

う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

三
の
二
～
八

（
略
）

三
の
二
～
八

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
標
準
処
理
期
間
）

（
標
準
処
理
期
間
）

第
二
百
四
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
等
は
、
法
、
令
又
は
こ
の
府
令
の
規
定
に
よ

第
二
百
四
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
等
は
、
法
、
令
又
は
こ
の
府
令
の
規
定
に
よ
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る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
、
許
可
、
認
可
、
承
認
若
し
く
は
指
定
又
は
登
録

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
、
許
可
、
認
可
、
承
認
若
し
く
は
指
定
又
は
登
録

に
関
す
る
申
請
（
予
備
審
査
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が
そ
の
事
務
所
に
到
達

に
関
す
る
申
請
（
予
備
審
査
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が
そ
の
事
務
所
に
到
達

し
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
、
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
を

し
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
、
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
を

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て

あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
兼
職
の
認
可

三
十
日

は
、
執
行
役
）
の
兼
職
の
認
可

三
十
日

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

六

法
第
九
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
三
条
第

六

法
第
九
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
三
条
第

二
項
各
号
（
金
融
機
関
の
有
価
証
券
関
連
業
の
禁
止
等
）
に
定
め
る
行
為
を

二
項
各
号
に
定
め
る
行
為
を
行
う
業
務
の
認
可

六
十
日

行
う
業
務
の
認
可

六
十
日

七
～
十
七
の
五

（
略
）

七
～
十
七
の
五

（
略
）

十
七
の
六

法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
少
額
短
期
保
険
業
者
の

十
七
の
六

法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
少
額
短
期
保
険
業
者
の

取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
兼
職
の
承

取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
兼
職
の
承
認

三

認

三
十
日

十
日

十
七
の
七
～
二
十
六

（
略
）

十
七
の
七
～
二
十
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 2 

改正後 現行 

別紙様式第１号の２（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

保険株式会社               

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

     (3)  取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を

含む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実が

あったときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

(6)   会社法施行規則第 118条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容とな

っているとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容と

なっているときは、当該事項についての意見 

 

 

                     

 

別紙様式第１号の２（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

保険株式会社               

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2） （略） 

(3)   取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があったと

きは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

        (6)  会社法施行規則第 118条第３号に規定する事項が事業報告の内容となっているときは、

当該事項についての意見 

 

 

 

 

 

 
 
265



十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 2 

改正後 現行 

別紙様式第１号の２（第 27条の３及び第 28条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

保険相互会社               

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

             (3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

 

 

別紙様式第１号の２（第 27条の３及び第 28条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

保険相互会社               

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

(3)  取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。の

職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があったとき

は、その事実 

    (4)・(5) （略） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の３ 

改正後 現行 

別紙様式第１号の３（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                            保険株式会社 監査役会    

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

             (3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

     (4)・(5) （略） 

(6) 会社法施行規則第 118条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容とな

っているとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容と

なっているときは、当該事項についての意見 

 

 

 

 

別紙様式第１号の３（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                            保険株式会社 監査役会    

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

       次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

(3)  取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があった

ときは、その事実 

(4)・(5) （略） 

(6)  会社法施行規則第 118条第３号に規定する事項が事業報告の内容となっているときは、

該事項についての意見 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 3の２ 

改正後 現行 

別紙様式第１号の３の２(第 17条の７関係)               (日本工業規格Ａ４) 

 

 

監 査 等 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                      保険株式会社 監査等委員会   

監査等委員  氏  名     印  

        （自  署）       

  

（記載上の注意） 

１ 計算関係書類の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 会計監査人の監査の方法又は結果を相当でないと認めたときは、その旨及びその理由（会

社計算規則第 130条第３項に規定する場合にあっては、会計監査報告を受領していない旨） 

(3) 重要な後発事象（会計監査報告の内容となっているものを除く。） 

(4) 会計監査人の職務の遂行が適正に実施されることを確保するための体制に関する事項 

(5) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

２ 事業報告等の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 事業報告及びその附属明細書が法令又は定款に従い当該会社の状況を正しく示しているか

どうかについての意見 

(3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があった

ときは、その事実 

(4) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

(5) 会社法施行規則第 118条第２号に掲げる事項（監査の範囲に属さないものを除く。）がある

場合において、当該事項の内容が相当でないと認めるときは、その旨及びその理由 

(6) 会社法施行規則第 118 条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容となって

いるとき又は同令第 128 条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容となってい

るときは、当該事項についての意見 

 

 

（新設） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 3の２ 

改正後 現行 

別紙様式第１号の３の２(第 27条の４の２及び第 28条の２の２関係)    (日本工業規格Ａ４) 

 

 

監 査 等 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                      保険相互会社 監査等委員会  

監査等委員  氏  名     印  

        （自  署）       

  

（記載上の注意） 

１ 計算関係書類の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 会計監査人の監査の方法又は結果を相当でないと認めたときは、その旨及びその理由（保

険業法施行規則第 27条の６第３項に規定する場合にあっては、会計監査報告を受領しない

旨） 

(3) 重要な後発事象（会計監査報告の内容となっているものを除く。） 

(4) 会計監査人の職務の遂行が適正に実施されることを確保するための体制に関する事項 

(5) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

２ 事業報告等の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 事業報告及びその附属明細書が法令又は定款に従い当該会社の状況を正しく示している

かどうかについての意見 

(3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があった

ときは、その事実 

(4) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

(5) 保険業法第 53条の 30 第１項第１号ロ及びホに規定する体制の整備についての決議の内容

（監査の範囲に属さないものを除く。）がある場合において、当該事項の内容が相当でないと

認めるときは、その旨及びその理由 

 

 

（新設） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の４ 

改正後 現行 

別紙様式第１号の４（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

                       保険株式会社 監査委員会 

監査委員  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1)～(5) （略） 

(6)  会社法施行規則第 118条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容となっ

ているとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容とな

っているときは、当該事項についての意見 

 

 

                     

 

別紙様式第１号の４（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

保険株式会社 監査委員会 

監査委員  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

       次に掲げる事項を記載すること。監査委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1)～(5） （略） 

(6)  会社法施行規則第 118条第３号に規定する事項が事業報告の内容となっているときは、

当該事項についての意見 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 6 

改正後 現行 

別紙様式第１号の６（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

   少額短期保険株式会社           

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

              (3)  取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

 (4)・(5) （略） 

(6)  会社法施行規則第 118条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容とな

っているとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容と

なっているときは、当該事項についての意見 

 

別紙様式第１号の６（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

   少額短期保険株式会社           

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

       次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

(3)   取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があったと

きは、その事実 

     (4)・(5) （略） 

(6)   会社法施行規則第 118条第３号に規定する事項が事業報告の内容となっているときは、

当該事項についての意見 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 6 

改正後 現行 

別紙様式第１号の６（第 27条の３及び第 28条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

   少額短期保険相互会社           

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

             (3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

 

別紙様式第１号の６（第 27条の３及び第 28条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

   少額短期保険相互会社           

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。 

(1)・(2) （略） 

             (3) 取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があった

ときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 7 

改正後 現行 

別紙様式第１号の７（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

 監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                    少額短期保険株式会社 監査役会         

監査役（常勤）  氏  名     印  

       監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

(3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

(4)・(5) （略） 

(6) 会社法施行規則第 118条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容とな

っているとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容と

なっているときは、当該事項についての意見 

 

 

 

別紙様式第 1号の７（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

 監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                    少額短期保険株式会社 監査役会         

監査役（常勤）  氏  名     印  

       監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

(3) 取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があったと

きは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

(6) 会社法施行規則第 118条第３号に規定する事項が事業報告の内容となっているときは、

当該事項についての意見 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 7 

改正後 現行 

別紙様式第１号の７（第 27条の４及び第 28条の２関係） （日本工業規格Ａ４） 

  

監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                    少額短期保険相互会社 監査役会      

監査役（常勤）  氏  名     印  

        監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

               (3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

 

 

別紙様式第１号の７（第 27条の４及び第 28条の２関係） （日本工業規格Ａ４） 

  

監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                    少額短期保険相互会社 監査役会      

監査役（常勤）  氏  名     印  

        監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

(3) 取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があったと

きは、その事実 

    (4)・(5) （略） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 7の２ 

改正後 現行 

別紙様式第 1号の７の２(第 17条の７関係)               (日本工業規格Ａ４) 

 

 

監 査 等 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                      少額短期保険株式会社 監査等委員会  

監査等委員  氏  名     印  

        （自  署）       

  

（記載上の注意） 

１ 計算関係書類の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 会計監査人の監査の方法又は結果を相当でないと認めたときは、その旨及びその理由（会

社計算規則第 130条第３項に規定する場合にあっては、会計監査報告を受領していない旨） 

(3) 重要な後発事象（会計監査報告の内容となっているものを除く。） 

(4) 会計監査人の職務の遂行が適正に実施されることを確保するための体制に関する事項 

(5) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

２ 事業報告等の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 事業報告及びその附属明細書が法令又は定款に従い当該株式会社の状況を正しく示してい

るかどうかについての意見 

(3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があっ

たときは、その事実 

(4) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

(5) 会社法施行規則第 118条第２号に掲げる事項（監査の範囲に属さないものを除く。）がある

場合において、当該事項の内容が相当でないと認めるときは、その旨及びその理由 

(6) 会社法施行規則第 118 条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容となって     

いるとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容となってい

るときは、当該事項についての意見 

 

（新設） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 7の２ 

改正後 現行 

別紙様式第 1号の７の２(第 27条の４の２及び第 28条の２の２関係)    (日本工業規格Ａ４) 

 

 

監 査 等 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                      少額短期保険相互会社 監査等委員会  

監査等委員  氏  名     印  

        （自  署）       

  

（記載上の注意） 

１ 計算関係書類の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 会計監査人の監査の方法又は結果を相当でないと認めたときは、その旨及びその理由（保

険業法施行規則第 27 条の６第３項に規定する場合にあっては、会計監査報告を受領しない

旨） 

(3) 重要な後発事象（会計監査報告の内容となっているものを除く。） 

(4) 会計監査人の職務の遂行が適正に実施されることを確保するための体制に関する事項 

(5) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

２ 事業報告等の監査 

次に掲げる事項を記載すること。監査等委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

等委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1) 監査等委員会の監査の方法及びその内容 

(2) 事業報告及びその附属明細書が法令又は定款に従い当該相互会社の状況を正しく示してい

るかどうかについての意見 

(3) 取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があったとき

は、その事実 

(4) 監査のため必要な調査ができなかったときは、その旨及びその理由 

(5) 保険業法第 53条の 30 第１項第１号ロ及びホに規定する体制の整備についての決議の内容

（監査の範囲に属さないものを除く。）がある場合において、当該事項の内容が相当でないと

認めるときは、その旨及びその理由 

 

 

（新設） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 1号の 8 

改正後 現行 

別紙様式第１号の８（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

                     少額短期保険株式会社 監査委員会 

監査委員  氏  名       印 

                          （自  署） 

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1)～(5) （略） 

(6) 会社法施行規則第 118条第３号若しくは第５号に規定する事項が事業報告の内容とな

っているとき又は同令第 128条第３項に規定する事項が事業報告の附属明細書の内容と

なっているときは、当該事項についての意見 

 

                     

 

別紙様式第１号の８（第 17条の７関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 委 員 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

 

                                      少額短期保険株式会社 監査委員会 

監査委員  氏  名       印 

                          （自  署） 

 

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査委員は、当該事項に係る監査報告の内容が当該監査

委員の意見と異なる場合には、その意見を監査報告に付記することができる。 

(1)～(5） （略） 

(6) 会社法施行規則第 118条第３号に規定する事項が事業報告の内容となっているときは、

当該事項についての意見 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第２号 

改正後 現行 

別紙様式第２号(第 17条の 10関係)                    (日本工業規格Ａ４) 

  

第１ 貸借対照表の要旨 

年度（又は    期）決算公告 

住 所 

会社名 

代表取締役       氏 名 

貸借対照表（  年  月  日現在）の要旨 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。 

             (1)～(7) （略） 

(8) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは第 165条

第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

別紙様式第２号(第 17条の 10関係)                    (日本工業規格Ａ４) 

  

第１ 貸借対照表の要旨 

年度（又は    期）決算公告 

住 所 

会社名 

代表取締役       氏 名 

貸借対照表（  年  月  日現在）の要旨 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。 

             (1)～(7) （略） 

(8) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第 165

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第２号の２ 

改正後 現行 

別紙様式第２号の２(第 17条の 10関係)                  (日本工業規格Ａ４) 

  

第１ 貸借対照表の要旨 

年度（又は    期）決算公告 

住 所 

会社名 

代表取締役       氏 名 

貸借対照表（  年  月  日現在）の要旨 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。 

             (1)～(7) （略） 

(8) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは第 165条

第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

別紙様式第２号の２(第 17条の 10関係)                  (日本工業規格Ａ４) 

  

第１ 貸借対照表の要旨 

年度（又は    期）決算公告 

住 所 

会社名 

代表取締役       氏 名 

貸借対照表（  年  月  日現在）の要旨 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。 

             (1)～(7) （略） 

(8) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第 165

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第２号の３ 

改正後 現行 

別紙様式第２号の３(第 17条の 10関係)                  (日本工業規格Ａ４) 

  

第１ 貸借対照表の要旨 

年度（又は    期）決算公告 

本店の所在地 

会 社 名 

代表取締役       氏 名     印 

貸借対照表（  年  月  日現在）の要旨 

      （少額短期保険株式会社)   

（略）                              

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。 

             (1)～(6) （略） 

(7) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しくは

第 165条第７項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

別紙様式第２号の３(第 17条の 10関係)                  (日本工業規格Ａ４) 

  

第１ 貸借対照表の要旨 

年度（又は    期）決算公告 

本店の所在地 

会 社 名 

代表取締役       氏 名     印 

貸借対照表（  年  月  日現在）の要旨 

      （少額短期保険株式会社)   

（略）                              

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。 

             (1)～(6) （略） 

(7) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しくは

第 165条第６項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 4号 

改正後 現行 

別紙様式第４号（第 15 条の２関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

株 主 総 会 参 考 書 類 

 １ 議案 

(1) 会社の提案に係るもの 

(2) 株主の提案に係るもの 

 ２ 提案の理由（議案が取締役の提出に係るものに限り、株主総会において一定の事項

を説明しなければならない議案の場合における当該説明すべき内容を含む。） 

３ 議案につき会社法第 384条又は第 389条第３項の規定により株主総会に報告すべき

調査の結果があるときは、その結果の概要 

４ その他株主の議決権の行使について参考となると認める事項 

 

   （記載上の注意） 

 １ 役員の選任に関する議案 

  (1) 取締役の選任に関する議案 

    次に掲げる事項（株式会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

   ③ 株式会社が監査等委員会設置会社である場合において、会社法第 342条の２第４項の規定

による監査等委員会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

   ④ 候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき又は当該

契約を締結する予定があるときは、その契約の内容の概要 

⑤ 当該株式会社が公開会社（会社法第２条第５号に規定する公開会社をいう。以下同じ。）

であるときは、次に掲げる事項 

イ  候補者の有する当該株式会社の株式の数（種類株式発行会社にあっては、株式の種類

及び種類ごとの数） 

ロ  候補者が当該株式会社の取締役に就任した場合において重要な兼職（会社法施行規則

第 121条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する事実があることと

なるときは、その事実 

ハ  候補者と株式会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

ニ  候補者が現に当該株式会社の取締役であるときは、当該株式会社における地位及び担

当 

⑥ 当該株式会社が公開会社であって、かつ、他の者の子会社等（会社法第２条第３号の２に

規定する子会社等又は保険業法第 33条の２第１項に規定する実質子会社をいう。以下同

じ。）であるときは、次に掲げる事項 

 イ 候補者が現に当該他の者（自然人であるものに限る。）であるときは、その旨 

ロ 候補者が現に当該他の者（当該他の者の子会社等（当該株式会社を除く。）を含む。以

別紙様式第４号（第 15 条の２関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

株 主 総 会 参 考 書 類 

 １ 議案 

(1) 会社の提案に係るもの 

(2) 株主の提案に係るもの 

 ２ 提案の理由（議案が取締役の提出に係るものに限り、株主総会において一定の事項

を説明しなければならない議案の場合における当該説明すべき内容を含む。） 

３ 議案につき会社法第 384条又は第 389条第３項の規定により株主総会に報告すべき

調査の結果があるときは、その結果の概要 

４ その他株主の議決権の行使について参考となると認める事項 

 

   （記載上の注意） 

 １ 役員の選任に関する議案 

  (1) 取締役の選任に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

 

① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

   （新設） 

    

（新設） 

 

③ 当該株式会社が公開会社（会社法第２条第５号に規定する公開会社をいう。以下同じ。）

であるときは、次に掲げる事項 

イ  候補者の有する当該株式会社の株式の数（種類株式発行会社にあっては、株式の種類

及び種類ごとの数） 

ロ  候補者が当該株式会社の取締役に就任した場合において重要な兼職（会社法施行規則

第 121条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する事実があることと

なるときは、その事実 

ハ  候補者と株式会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

ニ  候補者が現に当該株式会社の取締役であるときは、当該株式会社における地位及び担

当 

④ 当該株式会社が公開会社であって、かつ、他の会社の子会社（会社法第２条第３号に規定

する子会社又は保険業法第 33 条の２第１項に規定する実質子会社をいう。以下同じ。）で

あるときは、次に掲げる事項 

 （新設） 

イ 候補者が現に当該他の会社（当該他の会社の子会社（当該株式会社を除く。）を含む。
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下⑥において同じ。）の業務執行者（会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業務

執行者をいう。以下同じ。）であるときは、当該他の者における地位及び担当 

ハ 候補者が過去５年間に当該他の者の業務執行者であったことを当該株式会社が知って

いるときは、当該他の者における地位及び担当 

⑦ 候補者が社外取締役候補者（会社法施行規則第２条第３項第７号に規定する社外取締役

候補者をいう。以下同じ。）であるときは、次に掲げる事項（株式会社が公開会社でない場

合にあっては、ハからトまでに掲げる事項を除く。） 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該株式会社の社外取締役（社外役員（会社法施行規則第２条第３項

第５号に規定する社外役員をいう。以下同じ。）に限る。以下⑦において同じ。）である

場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除く。）

があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った行為及

び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の株式会社又は相互会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の株式会社又は相互会社において法令又は

定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該株式会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の株式会社

又は相互会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の予防のた

めに当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要を含

む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役（社外役員に限る。）となること以外の

方法で会社（外国会社を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関

与したことがない候補者であっても社外取締役としての職務を適切に遂行することがで

きるものと当該株式会社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該株式会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該株式会社又はその子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを

除く。ⅲ及びⅴ(ｂ)において同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該株式会社の親会社等（自然人であるものに限る。ⅱ及びⅴ(ａ)において同じ。）

であり、又は過去５年間に当該株式会社の親会社等であったことがあること。 

ⅲ 当該株式会社の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 19 号に規定する特

定関係事業者をいう。以下同じ。）の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間

に当該株式会社の特定関係事業者（当該株式会社の子会社を除く。）の業務執行者若し

くは役員であったことがあること。 

ⅳ 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等を

除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅴ 次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要で

ないものを除く。）。 

(ａ) 当該株式会社の親会社等 

以下④において同じ。）の業務執行者（会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する業

務執行者をいう。以下同じ。）であるときは、当該他の会社における地位及び担当 

ロ 候補者が過去５年間に当該他の会社の業務執行者であったことを当該株式会社が知っ

ているときは、当該他の会社における地位及び担当 

⑤ 候補者が社外取締役候補者（会社法施行規則第２条第３項第７号に規定する社外取締役候

補者をいう。以下同じ。）であるときは、当該候補者についての次に掲げる事項（株式会社

が公開会社でない場合にあっては、ハからトまでに掲げる事項を除く。） 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該株式会社の社外取締役（社外役員（会社法施行規則第２条第３項

第５号に規定する社外役員をいう。以下同じ。）に限る。以下⑤において同じ。）である

場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除く。）

があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った行為及

び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の株式会社又は相互会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の株式会社又は相互会社において法令又は

定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該株式会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の株式会社

又は相互会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の予防のた

めに当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要を含

む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外取締役としての職務を適切に遂行することができるものと当該株式会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該株式会社が知っているときは、その旨 

（新設） 

 

（新設） 

 

ⅰ 当該株式会社の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３項第 18 号に規定する特

定関係事業者をいう。以下同じ。）の業務執行者であること。 

 

 

ⅱ 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等を

除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅲ 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者、三親等以内

の親族その他これに準ずるものであること（重要でないものを除く。）。 

（新設） 
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(ｂ) 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員 

（削る） 

ⅵ 過去２年間に合併、吸収分割、新設分割又は事業の譲受け（以下ⅵ、(1)の３⑨ヘⅵ

及び(3)⑨ヘⅵにおいて「合併等」という。）により他の株式会社又は相互会社がその

事業に関して有する権利義務を当該株式会社が承継又は譲受けをした場合において、

当該合併等の直前に当該株式会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の株

式会社又は相互会社の業務執行者であったこと。 

ト 当該候補者が現に当該株式会社の社外取締役又は監査役であるときは、これらの役員

に就任してからの年数 

     （削る） 

      

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(1)の２ 社外取締役を置いていない場合等の特則 

 ① １(1)に掲げる事項を記載する場合において、株式会社が社外取締役を置いていない特定

監査役会設置会社（当該株主総会の終結の時に社外取締役を置いていないこととなる見込み

であるものを含む。）であって、かつ、取締役に就任したとすれば社外取締役となる見込み

である者を候補者とする取締役の選任に関する議案を当該株主総会に提出しないときは、株

主総会参考書類には、社外取締役を置くことが相当でない理由を記載しなければならない。 

  ② ①に規定する「特定監査役会設置会社」とは、監査役会設置会社（公開会社であり、かつ、

大会社であるものに限る。）であって金融商品取引法第 24 条第１項の規定によりその発行

する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならないものをいう。 

  ③ ①の理由は、当該株式会社のその時点における事情に応じて記載しなければならない。こ

の場合において、社外監査役が２人以上あることのみをもって当該理由とすることはできな

い。 

(1)の３ 監査等委員である取締役の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 株式会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が会社法第 344条の２第２項の規定による請求により提出されたものであるときは、

その旨 

⑤ 会社法第 342条の２第１項の規定による監査等委員である取締役の意見があるときは、そ

の意見の内容の概要 

⑥ 候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき又は当該

契約を締結する予定があるときは、その契約の内容の概要 

⑦ 当該株式会社が公開会社であるときは、次に掲げる事項 

イ 候補者の有する当該株式会社の株式の数（種類株式発行会社にあっては、株式の種類及

び種類ごとの数） 

ロ 候補者が当該株式会社の監査等委員である取締役に就任した場合において重要な兼職

に該当する事実があることとなるときは、その事実 

（新設） 

ⅳ 過去５年間に当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者となったことがあること。 

ⅴ 過去２年間に合併、吸収分割、新設分割又は事業の譲受け（以下ⅴ及び１(3)⑧ヘⅴ

において「合併等」という。）により他の株式会社又は相互会社がその事業に関して

有する権利義務を当該株式会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の

直前に当該株式会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の株式会社又は相

互会社の業務執行者であったこと。 

    ト 当該候補者が現に当該株式会社の社外取締役又は監査役であるときは、これらの役員

に就任してからの年数 

チ 当該候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき

又は当該契約を締結する予定があるときには、その契約の内容の概要 

リ 上記イからチまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

  （新設） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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ハ 候補者が現に当該株式会社の監査等委員である取締役であるときは、当該株式会社にお

ける地位及び担当 

⑧ 当該株式会社が公開会社であり、かつ、他の者の子会社等であるときは、次に掲げる事項 

イ 候補者が現に当該他の者（自然人であるものに限る。）であるときは、その旨 

ロ 候補者が現に当該他の者（当該他の者の子会社等（当該株式会社を除く。）を含む。以

下⑧において同じ。）の業務執行者であるときは、当該他の者における地位及び担当 

ハ 候補者が過去５年間に当該他の者の業務執行者であったことを当該株式会社が知って

いるときは、当該他の者における地位及び担当 

⑨ 候補者が社外取締役候補者であるときは、次に掲げる事項（株式会社が公開会社でない場

合にあっては、ハからトまでに掲げる事項を除く。） 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該株式会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑨において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該株式会社において

法令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の株式会社又は相互会社の取締役、執行役又は監査役に

就任していた場合において、その在任中に当該他の株式会社又は相互会社において法令

又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該株式

会社が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の株

式会社又は相互会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の

予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の

概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役（社外役員に限る。）となること以外の

方法で会社（外国会社を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関

与したことがない候補者であっても監査等委員である社外取締役としての職務を適切に

遂行することができるものと当該株式会社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該株式会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該株式会社又はその子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを

除く。ⅲ及びⅴ(ｂ)において同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該株式会社の親会社等（自然人であるものに限る。ⅱ及びⅴ(ａ)において同じ。）

であり、又は過去５年間に当該株式会社の親会社等であったことがあること。 

ⅲ 当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に

当該株式会社の特定関係事業者（当該株式会社の子会社を除く。）の業務執行者若しく

は役員であったことがあること。 

ⅳ 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等を

除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅴ 次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要で

ないものを除く。）。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 4号 

改正後 現行 

(ａ) 当該株式会社の親会社等 

(ｂ) 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員 

ⅵ 過去２年間に合併等により他の株式会社又は相互会社がその事業に関して有する権

利義務を当該株式会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当

該株式会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の株式会社又は相互会社の

業務執行者であったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該株式会社の社外取締役又は監査等委員である取締役であるとき

は、これらの役員に就任してからの年数 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(2) 会計参与の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士（公認会計士法（昭和 23年法律第 103号）第 16 条の２第５項に規

定する外国公認会計士を含む。以下同じ。）又は税理士である場合 その氏名、事務所の

所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人又は税理士法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び

沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意見があるときは、その意見の内容の概要 

④ 候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき又は当該

契約を締結する予定があるときは、その契約の内容の概要 

 ⑤ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該株式会社が株主総会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

(3) 監査役の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 株式会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が会社法第 343条第２項の規定による請求により提出されたものであるときは、その

旨 

⑤ 会社法第 345条第４項において準用する同条第１項の規定による監査役の意見があるとき

は、その意見の内容の概要 

⑥ 候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき又は当該

契約を締結する予定があるときは、その契約の内容の概要 

⑦ 当該株式会社が公開会社であるときは、次に掲げる事項 

イ 候補者の有する当該株式会社の株式の数（種類株式発行会社にあっては、株式の種類及

び種類ごとの数） 

ロ 候補者が当該株式会社の監査役に就任した場合において重要な兼職に該当する事実があ

ることとなるときは、その事実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士（公認会計士法（昭和 23 年法律第 103号）第 16条の２第５項に規

定する外国公認会計士を含む。以下同じ。）又は税理士である場合 その氏名、事務所の

所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人又は税理士法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び

沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意見があるときは、その意見の内容の概要 

  （新設） 

 

④ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に係

る事項のうち、当該株式会社が株主総会参考書類に記載することが適切であるものと判断し

た事項 

(3) 監査役の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 株式会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が会社法第 343条第２項の規定による請求により提出されたものであるときは、その   

 旨 

⑤ 会社法第 345条第４項において準用する同条第１項の規定による監査役の意見があるとき

は、その意見の内容の概要 

 （新設） 

 

  ⑥ 当該株式会社が公開会社であるときは、次に掲げる事項 

イ 候補者の有する当該株式会社の株式の数（種類株式発行会社にあっては、株式の種類及

び種類ごとの数） 

ロ 候補者が当該株式会社の監査役に就任した場合において重要な兼職に該当する事実が

あることとなるときは、その事実 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 4号 

改正後 現行 

ハ 候補者が現に当該株式会社の監査役であるときは、当該株式会社における地位 

⑧ 株式会社が公開会社であり、かつ、他の者の子会社等であるときは、次に掲げる事項 

     イ 候補者が現に当該他の者（自然人であるものに限る。）であるときは、その旨 

ロ 候補者が現に当該他の者（当該他の者の子会社等（当該株式会社を除く。）を含む。以

下⑧において同じ。）の業務執行者であるときは、当該他の者における地位及び担当 

ハ 候補者が過去５年間に当該他の者の業務執行者であったことを当該株式会社が知って

いるときは、当該他の者における地位及び担当 

⑨ 候補者が社外監査役候補者（会社法施行規則第２条第３項第８号に規定する社外監査役候

補者をいう。以下同じ。）であるときは、次に掲げる事項（株式会社が公開会社でない場合に

あっては、ハからトまでに掲げる事項を除く。） 

イ 当該候補者が社外監査役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外監査役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該株式会社の社外監査役（社外役員に限る。以下⑨において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該株式会社において法

令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除

く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った

行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の株式会社又は相互会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の株式会社又は相互会社において法令又は

定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があることを当該株式会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の株式会社

又は相互会社における社外取締役（社外役員に限る。ホにおいて同じ。）又は監査役であ

ったときは、当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生

後の対応として行った行為の概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外監査役としての職務を適切に遂行することができるものと当該株式会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該株式会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該株式会社又はその子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるもの

を除く。ⅲ及びⅴ(ｂ)において同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該株式会社の親会社等（自然人であるものに限る。ⅱ及びⅴ(ａ)において同じ。）

であり、又は過去５年間に当該株式会社の親会社等であったことがあること。 

ⅲ 当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間

に当該株式会社の特定関係事業者（当該株式会社の子会社を除く。）の業務執行者若

しくは役員であったことがあること。 

ⅳ 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（こ

れらの者の監査役としての報酬等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に

受けていたこと。 

ⅴ 次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要

でないものを除く。）。 

ハ 候補者が現に当該株式会社の監査役であるときは、当該株式会社における地位 

⑦ 株式会社が公開会社であり、かつ、他の会社の子会社であるときは、次に掲げる事項 

    （新設） 

イ 候補者が現に当該他の会社（当該他の会社の子会社（当該株式会社を除く。）を含む。

以下⑦において同じ。）の業務執行者であるときは、当該他の会社における地位及び担当 

ロ 候補者が過去５年間に当該他の会社の業務執行者であったことを当該株式会社が知っ

ているときは、当該他の会社における地位及び担当 

⑧ 候補者が社外監査役候補者（会社法施行規則第２条第３項第８号に規定する社外監査役候

補者をいう。以下同じ。）であるときは、次に掲げる事項（株式会社が公開会社でない場合に

あっては、ハからトまでに掲げる事項を除く。） 

イ 当該候補者が社外監査役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外監査役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該株式会社の社外監査役（社外役員に限る。以下⑧において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該株式会社において法

令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除

く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った

行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の株式会社又は相互会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の株式会社又は相互会社において法令又は

定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があることを当該株式会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の株式会社

又は相互会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の予防のた

めに当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要を含

む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外監査役としての職務を適切に遂行することができるものと当該株式会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該株式会社が知っているときは、その旨 

（新設） 

 

（新設） 

 

 i  当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者であること。 

 

 

ⅱ  当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（こ

れらの者の監査役としての報酬等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に

受けていたこと。 

ⅲ  当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者、三親等以

内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 4号 

改正後 現行 

 (ａ) 当該株式会社の親会社等 

 (ｂ) 当該株式会社又は当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員 

（削る） 

 

ⅵ 過去２年間に合併等により他の株式会社又は相互会社がその事業に関して有する

権利義務を当該株式会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前

に当該株式会社の社外監査役でなく、かつ、当該他の株式会社又は相互会社の業務

執行者であったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該株式会社の監査役であるときは、監査役に就任してからの年    

数 

     （削る） 

 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があると

きは、その意見の内容 

(4) 会計監査人の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

   ① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士である場合 その氏名、事務所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 監査役（監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会社にあっては監査等

委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会）が当該候補者を会計監査人の候補者

とした理由 

④ 会社法第 345条第５項において準用する同条第１項の規定による会計監査人の意見がある

ときは、その意見の内容の概要 

⑤ 候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき又は当該

契約を締結する予定があるときは、その契約の内容の概要 

⑥ 当該候補者が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるとき

は、当該処分に係る事項 

⑦ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該株式会社が株主総会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

⑧ 株式会社が公開会社である場合において、当該候補者が次のイ又はロに掲げる場合の区分

に応じ、当該イ又はロに定めるものから多額の金銭その他の財産上の利益（これらの者から

受ける会計監査人（会社法以外の法令の規定によるこれに相当するものを含む。）としての

報酬等及び公認会計士法第２条第１項に規定する業務の対価を除く。）を受ける予定がある

とき又は過去２年間に受けていたときは、その内容 

   

 

 

 

 （新設） 

（新設） 

ⅳ 過去５年間に当該株式会社の特定関係事業者の業務執行者となったことがあるこ

と。 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の株式会社又は相互会社の事業に関して有する権利

義務を当該株式会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該

株式会社の社外監査役でなく、かつ、当該他の株式会社又は相互会社の業務執行者で

あったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該株式会社の監査役であるときは、監査役に就任してからの年    

数 

     チ 当該候補者と当該株式会社との間で会社法第 427条第１項の契約を締結しているとき

又は当該契約を締結する予定があるときには、その契約の内容の概要 

     リ 上記イからチまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があると

きは、その意見の内容 

(4) 会計監査人の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

   ① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士である場合 その氏名、事務所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

 ③ 議案が会社法第 344条第２項第１号又は第２号の規定による請求によって提出されたもの

であるときは、その旨 

 

④ 会社法第 345条第５項において準用する同条第１項の規定による会計監査人の意見がある

ときは、その意見の内容の概要 

（新設） 

 

⑤ 当該候補者が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるとき

は、当該処分に係る事項 

⑥ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該株式会社が株主総会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

⑦ 株式会社が公開会社である場合において、当該候補者が当該株式会社、その親会社（会社

法第２条第４号に規定する親会社をいう。以下同じ。）又は当該親会社（当該株式会社に親

会社がない場合にあっては、当該株式会社）の子会社（当該株式会社を除く。）若しくは関

連会社（会社計算規則第２条第３項第 18号に規定する関連会社をいう。以下同じ。）（当

該親会社が会社でない場合におけるその子会社及び関連会社に相当するものを含む。）から

多額の金銭その他の財産上の利益（これらの者から受ける会計監査人（会社法以外の法令の

規定によるこれに相当するものを含む。）としての報酬等及び公認会計士法第２条第１項に

規定する業務の対価を除く。）を受ける予定があるとき又は過去２年間に受けていたときは、

その内容 
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イ 当該株式会社に親会社等がある場合 当該株式会社、当該親会社等又は当該親会社等の

子会社等（当該株式会社を除く。）若しくは関連会社（会社計算規則第２条第３項第 18

号に規定する関連会社をいう。以下同じ。）（当該親会社等が会社でない場合におけるそ

の関連会社に相当するものを含む。） 

ロ  当該株式会社に親会社等がない場合 当該株式会社又は当該株式会社の子会社若しく

は関連会社 

２ 役員の解任等に関する議案 

(1) 取締役の解任に関する議案 

次に掲げる事項（株式会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員で

ある取締役に係る事項を除く。）を記載すること。 

① 取締役の氏名 

② 解任の理由 

③ 株式会社が監査等委員会設置会社である場合において、会社法第 342条の２第４項の規定

による監査等委員会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(1)の２ 監査等委員である取締役の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査等委員である取締役の氏名 

② 解任の理由 

③ 会社法第 342条の２第１項の規定による監査等委員である取締役の意見があるときは、そ

の意見の内容の概要 

(2) 会計参与の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計参与の氏名又は名称 

② 解任の理由 

③ 会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査役の氏名 

 ② 解任の理由 

③ 会社法第 345条第４項において準用する同条第１項の規定による監査役の意見があるとき

は、その意見の内容の概要 

(4) 会計監査人の解任又は不再任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

    ① 会計監査人の氏名又は名称 

② 監査役（監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会社にあっては監査等

委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会）が議案の内容を決定した理由 

（削る） 

 

③ 会社法第 345条第５項において準用する同条第１項の規定による会計監査人の意見がある

ときは、その意見の内容の概要 

３ 役員の報酬等に関する議案 

（新設） 

 

 

 

（新設） 

 

２ 役員の解任等に関する議案 

(1) 取締役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

 

 ① 取締役の氏名 

② 解任の理由 

 （新設） 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

(2)  会計参与の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計参与の氏名又は名称 

② 解任の理由 

③ 会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査役の氏名 

② 解任の理由 

③ 会社法第 345条第４項において準用する同条第１項の規定による監査役の意見があると

きは、その意見の内容の概要 

(4) 会計監査人の解任又は不再任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

    ① 会計監査人の氏名又は名称 

② 解任又は不再任の理由 

 

③ 議案が会社法第 344条第２項第２号又は第３号の規定による請求によって提出されたもの

であるときは、その旨 

④ 会社法第 345条第５項において準用する同条第１項の規定による会計監査人の意見がある

ときは、その意見の内容の概要 

３ 役員の報酬等に関する議案 
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(1) 取締役の報酬等に関する議案 

    次に掲げる事項（株式会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。当該株式会社が公開会社であり、かつ、取締

役の一部が社外取締役（監査等委員であるものを除き、社外役員に限る。以下(1)において同

じ。）であるときは、①から③までに掲げる事項のうち社外取締役に関するものは、社外取締

役以外の取締役と区別して記載しなければならない。 

① 会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 361条第１項各号に掲げる事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の取締役についての定めであるときは、当該定めに係る取締役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各取締役の略歴 

⑤ 株式会社が監査等委員会設置会社である場合において、会社法第 361 条第６項の規定によ

る監査等委員会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑥ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

(1)の２ 監査等委員である取締役の報酬等に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

① 会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 361条第１項各号に掲げる事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

 ③ 議案が２以上の監査等委員である取締役についての定めであるときは、当該定めに係る監

査等委員である取締役の員数 

 ④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査等委員である取締役の略歴 

 ⑤ 会社法第 361条第５項の規定による監査等委員である取締役の意見があるときは、その意

見の内容の概要 

 ⑥ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一定の基準

の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じている場

合を除く。） 

(2) 会計参与の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 会社法第 379条第１項に規定する事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 379条第１項に規定する事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の会計参与についての定めであるときは、当該定めに係る会計参与の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各会計参与の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該

一定の基準の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を

(1) 取締役の報酬等に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。当該株式会社が公開会社であり、かつ、取締役の一部が

社外取締役（社外役員に限る。以下(1)において同じ。）であるときは、①から③までに掲げ

る事項のうち社外取締役に関するものは、社外取締役以外の取締役と区別して記載しなければ

ならない。 

 

 ① 会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 361条第１項各号に掲げる事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の取締役についての定めであるときは、当該定めに係る取締役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各取締役の略歴 

 （新設） 

 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 会社法第 379条第１項に規定する事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 379条第１項に規定する事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の会計参与についての定めであるときは、当該定めに係る会計参与の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各会計参与の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労

金の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当

該一定の基準の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置
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講じている場合を除く。） 

⑥ 会社法第 379条第３項の規定による会計参与の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 会社法第 387条第１項に規定する事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 387条第１項に規定する事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の監査役についての定めであるときは、当該定めに係る監査役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査役の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労

金の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当

該一定の基準の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置

を講じている場合を除く。） 

⑥ 会社法第 387条第３項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 責任免除を受けた役員等に対し退職慰労金等を与える議案等 

次に掲げる場合において、取締役が会社法第 425 条第４項（同法第 426 条第８項及び第 427

条第５項において準用する場合を含む。）に規定する承認の決議に関する議案を提出するとき

は、株主総会参考書類には、責任を免除し、又は責任を負わないとされた役員等が得る会社法

施行規則第 114条各号に規定する額及び当該役員等に与える同令第 115条各号に掲げる財産上

の利益の内容を記載すること。 

① 会社法第 425条第１項に規定する決議に基づき役員等の責任を免除した場合 

② 会社法第 426条第１項の規定による定款の定めに基づき役員等の責任を免除した場合 

③ 会社法第 427条第１項の契約によって同項に規定する限度を超える部分について同項に規

定する非業務執行取締役等が損害を賠償する責任を負わないとされた場合 

４ 計算関係書類の承認に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

(1) 会社法第 398 条第１項の規定による会計監査人の意見がある場合には、その意見の内容 

(2) 取締役会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

４の２ 全部取得条項付種類株式の取得 

  次に掲げる事項を記載すること。 

 (1) 当該全部取得条項付種類株式の取得を行う理由 

 (2) 会社法第 171条第１項各号に掲げる事項の内容 

(3) 会社法第 298 条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 33条の２第１項各号（第

４号を除く。）に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

４の３ 株式の併合 

  次に掲げる事項を記載すること。 

 (1) 当該株式の併合を行う理由 

 (2) 会社法第 180条第２項各号に掲げる事項の内容 

 (3) 会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 33条の９第１号及び第２

号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

５ 合併契約等の承認に関する議案 

を講じている場合を除く。） 

⑥ 会社法第 379条第３項の規定による会計参与の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 会社法第 387条第１項に規定する事項の算定の基準 

② 議案が既に定められている会社法第 387条第１項に規定する事項を変更するものである

ときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の監査役についての定めであるときは、当該定めに係る監査役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査役の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労

金の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当

該一定の基準の内容（各株主が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置

を講じている場合を除く。） 

⑥ 会社法第 387条第３項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 責任免除を受けた役員等に対し退職慰労金等を与える議案等 

次に掲げる場合において、取締役が会社法第 425 条第４項（会社法第 426条第６項及び第

427条第５項において準用する場合を含む。）に規定する承認の決議に関する議案を提出する

ときは、株主総会参考書類には、責任を免除し、又は責任を負わないとされた役員等が得る会

社法施行規則第 114条各号に規定する額及び当該役員等に与える同規則第 115条各号に掲げる

財産上の利益の内容を記載すること。 

① 会社法第 425条第１項に規定する決議に基づき役員等の責任を免除した場合 

② 会社法第 426条第１項の規定による定款の定めに基づき役員等の責任を免除した場合 

③ 会社法第 427条第１項の契約によって同項に規定する限度を超える部分について同項に

規定する社外取締役等が損害を賠償する責任を負わないとされた場合 

４ 計算関係書類の承認に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

(1) 会社法第 398 条第１項の規定による会計監査人の意見がある場合には、その意見の内容 

(2) 取締役会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

（新設） 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

５ 合併契約等の承認に関する議案 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 4号 

改正後 現行 

 (1) 吸収合併契約の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収合併を行う理由 

② 吸収合併契約の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 749条第１項第２号又は保険業法第 162条第１項第１号に規定す

る吸収合併消滅株式会社である場合において、会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２第１項各号（第７号及び第８号を除く。）又は会社法施行

規則第 182条各号（第２号、第３号イ、第７号及び第８号を除く。）及び保険業法施行規則

第 101条の２の 21 各号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該株式会社が会社法第 749条第１項第１号又は保険業法第 164条第１項第１号に規定す

る吸収合併存続株式会社である場合において、会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の５各号（第５号及び第６号を除く。）又は会社法施行規

則第 191 条各号（第６号及び第７号を除く。）及び保険業法施行規則第 101 条の２の 21各

号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 吸収分割契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収分割を行う理由 

② 吸収分割契約の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 758条第２号に規定する吸収分割株式会社である場合において、

会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 183 条各号（第２号、第６

号及び第７号を除く。）及び保険業法施行規則第 105条の２各号に掲げる事項があるときは、

当該事項の内容の概要 

④ 当該株式会社が会社法第 758条第１号に規定する吸収分割承継株式会社である場合におい

て、会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 192条各号（第２号、

第７号及び第８号を除く。）及び保険業法施行規則第 105条の２の２各号に掲げる事項があ

るときは、当該事項の内容の概要 

(3) 株式交換契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該株式交換（保険業法第 96条の５第１項に規定する組織変更株式交換を含む。）を行

う理由 

② 株式交換契約（組織変更株式交換契約を含む。）の内容の概要 

③ 当該株式会社が株式交換完全子会社（会社法第 768 条第１項第１号に規定する株式交換完

全子会社をいう。）である場合において、会社法第 298 条第１項の決定をした日における会

社法施行規則第 184条各号（第２号、第３号イ、第７号及び第８号を除く。）に掲げる事項

があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該株式会社が会社法第 768条第１項第１号に規定する株式交換完全親株式会社又は保険

業法第 96条の５第１項に規定する組織変更株式交換完全親会社（株式会社に限る。）であ

る場合において、会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 193条各

号（第５号及び第６号を除く。）又は保険業法施行規則第 45条の９各号（第４号及び第５

号を除く。）に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(4) 新設合併契約の承認に関する議案 

 (1) 吸収合併契約の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収合併を行う理由 

② 吸収合併契約の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 749条第１項第２号又は保険業法第 162条第１項第１号に規定す

る吸収合併消滅株式会社である場合において、会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２第１項各号（第７号及び第８号を除く。）又は会社法施行

規則第 182条各号（第２号、第３号イ、第７号及び第８号を除く。）及び保険業法施行規則

第 101条の２の 21 各号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該株式会社が会社法第 749条第１項第１号又は保険業法第 164条第１項第１号に規定す

る吸収合併存続株式会社である場合において、会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の５各号（第５号及び第６号を除く。）又は会社法施行規

則第 191 条各号（第６号及び第７号を除く。）及び保険業法施行規則第 101 条の２の 21各

号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 吸収分割契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収分割を行う理由 

② 吸収分割契約の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 758条第２号に規定する吸収分割株式会社である場合において、

会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 183 条各号（第２号、第６

号及び第７号を除く。）及び保険業法施行規則第 105条の２各号に掲げる事項があるときは、

当該事項の内容の概要 

④ 当該株式会社が会社法第 758条第１号に規定する吸収分割承継株式会社である場合におい

て、会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 192条各号（第２号、

第７号及び第８号を除く。）及び保険業法施行規則第 105条の２の２各号に掲げる事項があ

るときは、当該事項の内容の概要 

(3) 株式交換契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該株式交換（保険業法第 96条の５第１項に規定する組織変更株式交換を含む。）を行

う理由 

② 株式交換契約（組織変更株式交換契約を含む。）の内容の概要 

③ 当該株式会社が株式交換完全子会社（会社法第 768 条第１項第１号に規定する株式交換完

全子会社をいう。）である場合において、会社法第 298 条第１項の決定をした日における会

社法施行規則第 184条各号（第２号、第３号イ、第７号及び第８号を除く。）に掲げる事項

があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該株式会社が会社法第 768条第１項第１号に規定する株式交換完全親株式会社又は保険

業法第 96条の５第１項に規定する組織変更株式交換完全親会社（株式会社に限る。）であ

る場合において、会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 193条各

号（第５号及び第６号を除く。）又は保険業法施行規則第 45条の９各号（第４号及び第５

号を除く。）に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

 (4) 新設合併契約の承認に関する議案 
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    次に掲げる事項を記載すること。 

   ① 当該新設合併を行う理由 

   ② 新設合併契約の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 753条第１項第６号又は保険業法第 163 条第１項第１号に規定

する新設合併消滅株式会社である場合において、会社法第 298 条第１項の決定をした日に

おける保険業法施行規則第 101条の２第２項各号（第５号及び第６号を除く。）、会社法

施行規則第 204 条各号（第６号及び第７号を除く。）又は保険業法施行規則第 101 条の２

の 23 各号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 新設合併設立株式会社（会社法第 753 条第１項第２号又は保険業法第 165条第１項第２

号に規定する新設合併設立株式会社をいう。以下同じ。）又は新設合併設立相互会社（保険

業法第 161条第２号に規定する新設合併設立相互会社をいう。以下同じ。）の取締役となる

者（新設合併設立株式会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、当該新設合併

設立株式会社の監査等委員である取締役となる者を除く。）についての１(1)に規定する事

項 

⑤ 新設合併設立株式会社が監査等委員会設置会社であるときは、当該新設合併設立株式会社

の監査等委員である取締役となる者についての１(1)の３に規定する事項 

⑥ 新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社が会計参与設置会社であるときは、当該

新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社の会計参与となる者についての１(2)に規

定する事項 

⑦ 新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社が監査役設置会社であるときは、当該新

設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社の監査役となる者についての１(3)に規定す

る事項 

⑧ 新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社が会計監査人設置会社であるときは、当

該新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社の会計監査人となる者についての１(4)

に規定する事項 

(5) 新設分割計画の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該新設分割を行う理由 

 ② 新設分割計画の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 763条第５号に規定する新設分割株式会社である場合において、

会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 205 条各号（第７号及び第

８号を除く。）及び保険業法施行規則第 105条の２の３各号に掲げる事項があるときは、当

該事項の内容の概要 

(6) 株式移転計画の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該株式移転（保険業法第 96条の８第１項に規定する組織変更株式移転を含む。）を行

う理由 

② 株式移転計画の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 773条第１項第５号に規定する株式移転完全子会社又は保険業

法第 96条の９第１項第９号の株式会社である場合において、会社法第 298条第１項の決定

をした日における会社法施行規則第 206条各号（第５号及び第６号を除く。）又は保険業

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該新設合併を行う理由 

② 新設合併契約の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 753条第１項第６号又は保険業法第 163 条第１項第１号に規定

する新設合併消滅株式会社である場合において、会社法第 298 条第１項の決定をした日に

おける保険業法施行規則第 101条の２第２項各号（第５号及び第６号を除く。）、会社法

施行規則第 204 条各号（第６号及び第７号を除く。）又は保険業法施行規則第 101 条の２

の 23 各号に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 新設合併設立株式会社（会社法第 753 条第１項第２号又は保険業法第 165条第１項第２

号に規定する新設合併設立株式会社をいう。以下同じ。）又は新設合併設立相互会社（保険

業法第 161条第２号に規定する新設合併設立相互会社をいう。以下同じ。）の取締役となる

者についての１(1)に規定する事項 

  

 

（新設） 

 

⑤ 新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社が会計参与設置会社であるときは、当

該新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社の会計参与となる者についての１(2)

に規定する事項 

⑥ 新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社が監査役設置会社であるときは、当該

新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社の監査役となる者についての１(3)に規

定する事項 

⑦ 新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社が会計監査人設置会社であるときは、

当該新設合併設立株式会社又は新設合併設立相互会社の会計監査人となる者についての１

(4)に規定する事項 

(5) 新設分割計画の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該新設分割を行う理由 

  ② 新設分割計画の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 763条第５号に規定する新設分割株式会社である場合において、

会社法第 298条第１項の決定をした日における会社法施行規則第 205 条各号（第７号及び

第８号を除く。）及び保険業法施行規則第 105条の２の３各号に掲げる事項があるときは、

当該事項の内容の概要 

(6) 株式移転計画の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該株式移転（保険業法第 96条の８第１項に規定する組織変更株式移転を含む。）を行

う理由 

② 株式移転計画の内容の概要 

③ 当該株式会社が会社法第 773条第１項第５号に規定する株式移転完全子会社又は保険業

法第 96条の９第１項第９号の株式会社である場合において、会社法第 298条第１項の決定

をした日における会社法施行規則第 206条各号（第５号及び第６号を除く。）又は保険業
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法施行規則第 45条の 17各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事項があるときは、

当該事項の内容の概要 

④ 株式移転設立完全親会社（会社法第 773条第１項第５号に規定する株式移転設立完全親

会社又は保険業法第 96条の８第１項に規定する組織変更株式移転設立完全親会社をいう。

以下同じ。）の取締役となる者（株式移転設立完全親会社が監査等委員会設置会社である

場合にあっては、当該株式移転設立完全親会社の監査等委員である取締役となる者を除

く。）についての１(1)に規定する事項 

⑤ 株式移転設立完全親会社が監査等委員会設置会社であるときは、当該株式移転設立完全

親会社の監査等委員である取締役となる者についての１(1)の３に規定する事項 

⑥ 株式移転設立完全親会社が会計参与設置会社であるときは、当該株式移転設立完全親会

社の会計参与となる者についての１(2)に規定する事項 

⑦ 株式移転設立完全親会社が監査役設置会社であるときは、当該株式移転設立完全親会社

の監査役となる者についての１(3)に規定する事項 

⑧ 株式移転設立完全親会社が会計監査人設置会社であるときは、当該株式移転設立完全親

会社の会計監査人となる者についての１(4)に規定する事項 

(7) 事業譲渡等（会社法第 468条第１項に規定する事業譲渡等をいう。以下同じ。）に係る契

約の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該事業譲渡等を行う理由 

② 当該事業譲渡等に係る契約の内容の概要 

③ 当該契約に基づき当該株式会社が受け取る対価又は契約の相手方に交付する対価の算定

の相当性に関する事項の概要 

６ その他 

(1) 保険契約の移転に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 当該行為を行う理由 

  ② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(2) 業務及び財産の管理の委託又は受託に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 当該行為を行う理由 

  ② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(3) 組織変更計画の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該組織変更を行う理由 

  ② 組織変更計画の内容の概要 

③ 会社法第 298条第１項の決定をした日における保険業法施行規則第 36条の２各号（第１

号、第７号及び第８号を除く。）に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

法施行規則第 45条の 17各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事項があるときは、

当該事項の内容の概要 

④ 株式移転設立完全親会社（会社法第 773条第１項第５号に規定する株式移転完全親会社

又は保険業法第 96 条の８第１項に規定する組織変更株式移転設立完全親会社をいう。以下

同じ。）の取締役となる者についての１(1)に規定する事項 

 

 

 （新設） 

 

⑤ 株式移転設立完全親会社が会計参与設置会社であるときは、当該株式移転設立完全親会

社の会計参与となる者についての１(2)に規定する事項 

⑥ 株式移転設立完全親会社が監査役設置会社であるときは、当該株式移転設立完全親会社

の監査役となる者についての１(3)に規定する事項 

⑦ 株式移転設立完全親会社が会計監査人設置会社であるときは、当該株式移転設立完全親

会社の会計監査人となる者についての１(4)に規定する事項 

(7) 事業譲渡等（会社法第 468条第１項に規定する事業譲渡等をいう。以下同じ。）に係る契

約の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該事業譲渡等を行う理由 

② 当該事業譲渡等に係る契約の内容の概要 

③ 当該契約に基づき当該株式会社が受け取る対価又は契約の相手方に交付する対価の算定

の相当性に関する事項の概要 

６ その他 

(1) 保険契約の移転に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

  ② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(2) 業務及び財産の管理の委託又は受託に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 当該行為を行う理由 

  ② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(3) 組織変更計画の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該組織変更を行う理由 

  ② 組織変更計画の内容の概要 

③ 会社法第 298条第１項の決定をした日における保険業法施行規則第 36条の２各号（第１

号、第７号及び第８号を除く。）に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 4号 

改正後 現行 

７ 株主提案の場合における記載事項 

(1) 議案が株主の提出に係るものである場合には、会社法施行規則第 93条第１項各号（同項第 

３号から第５号までに掲げる事項が株主総会参考書類にその全部を記載することが適切でな

い程度の多数の文字、記号その他のものをもって構成されている場合（株式会社がその全部を

記載することが適切であるものとして定めた分量を超える場合を含む。）にあっては、当該事

項の概要）に掲げる事項を記載する。 

(2) ２以上の株主から同一の趣旨の議案が提出されている場合には、その議案及びこれに対す

る取締役（取締役会設置会社である場合にあっては、取締役会）の意見の内容は、各別に記載

することを要しない。ただし、２以上の株主から同一の趣旨の提案があった旨を記載しなけれ

ばならない。 

(3) ２以上の株主から同一の趣旨の提案の理由が提出されている場合には、その提案の理由は、

各別に記載することを要しない。 

 

 

７ 株主提案の場合における記載事項 

(1) 議案が株主の提出に係るものである場合には、会社法施行規則第 93条第１項各号（同項第

３号又は第４号に掲げる事項が株主総会参考書類にその全部を記載することが適切でない程

度の多数の文字、記号その他のものをもって構成されている場合（株式会社がその全部を記

載することが適切であるものとして定めた分量を超える場合を含む。）にあっては、当該事

項の概要）に掲げる事項を記載する。 

(2) ２以上の株主から同一の趣旨の議案が提出されている場合には、その議案及びこれに対す

る取締役（取締役会設置会社である場合にあっては、取締役会）の意見の内容は、各別に記載

することを要しない。ただし、２以上の株主から同一の趣旨の提案があった旨を記載しなけれ

ばならない。 

(3) ２以上の株主から同一の趣旨の提案の理由が提出されている場合には、その提案の理由は、

各別に記載することを要しない。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号 

改正後 現行 

別紙様式第５号（第 20 条の 20 関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

社 員 総 会 参 考 書 類 

 １ 議案 

(1) 会社の提案に係るもの 

(2) 社員の提案に係るもの 

 ２ 提案の理由（議案が取締役の提出に係るものに限り、社員総会において一定の事

項を説明しなければならない議案の場合における当該説明すべき内容を含む。） 

３ 議案につき保険業法第 53 条の 20 において準用する会社法第 384 条の規定により

社員総会に報告すべき調査の結果があるときは、その結果の概要 

４ その他社員の議決権の行使について参考となると認める事項 

 

    （記載上の注意） 

 １ 役員の選任に関する議案 

  (1) 取締役の選任に関する議案 

    次に掲げる事項（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

   ② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

   ③ 相互会社が監査等委員会設置会社である場合において、保険業法第 53 条の 11 において準

用する会社法第 342条の２第４項の規定による監査等委員会の意見があるときは、その意見

の内容の概要 

   ④ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

⑤ 候補者が当該相互会社の取締役に就任した場合において重要な兼職（会社法施行規則第

121条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する事実があることとなる

ときは、その事実 

⑥ 候補者と相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

⑦ 候補者が現に当該相互会社の取締役であるときは、当該相互会社における地位及び担当 

⑧ 候補者が社外取締役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑧において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において

法令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に

別紙様式第５号（第 20 条の 20 関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

社 員 総 会 参 考 書 類 

 １ 議案 

(1) 会社の提案に係るもの 

(2) 社員の提案に係るもの 

 ２ 提案の理由（議案が取締役の提出に係るものに限り、社員総会において一定の事

項を説明しなければならない議案の場合における当該説明すべき内容を含む。） 

３ 議案につき保険業法第 53 条の 20において準用する会社法第 384 条の規定により

社員総会に報告すべき調査の結果があるときは、その結果の概要 

４ その他社員の議決権の行使について参考となると認める事項 

 

   （記載上の注意） 

 １ 役員の選任に関する議案 

  (1) 取締役の選任に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。  

 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

   ② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

   （新設） 

    

 

（新設） 

 

 

③ 候補者が当該相互会社の取締役に就任した場合において重要な兼職（会社法施行規則第

121条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する事実があることとなる

ときは、その事実 

④ 候補者と相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

⑤ 候補者が現に当該相互会社の取締役であるときは、当該相互会社における地位及び担当 

⑥ 候補者が社外取締役候補者であるときは、当該候補者についての次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑥において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において

法令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号 

改正後 現行 

就任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令

又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該相互

会社が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相

互会社又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の

予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の

概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役（社外役員に限る。）となること以外の

方法で会社（外国会社を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関

与したことがない候補者であっても社外取締役としての職務を適切に遂行することがで

きるものと当該相互会社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該相互会社又はその実質子会社（保険業法第 33条の２第１項に規定する実

質子会社をいう。以下同じ。）の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを除く。

ⅱ及びⅳにおいて同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社及び関連会社（保険業法

施行規則第 24条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。以下同じ。）並びに当

該相互会社の主要な取引先である者（法人以外の団体を含む。）をいう。以下同じ。）

の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に当該相互会社の特定関係事業者

（当該相互会社の実質子会社を除く。）の業務執行者若しくは役員であったことがある

こと。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（こ

れらの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬

等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅳ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三

親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

（削る） 

ⅴ 過去２年間に合併又は事業の譲受け（以下ⅴ、(1)の２⑨ヘⅴ及び(3)⑨ヘⅴにおい

て「合併等」という。）により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する

権利義務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に

当該相互会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社

の業務執行者であったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役又は監査役であるときは、これらの役員

に就任してからの年数 

     （削る） 

      

 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(1)の２ 監査等委員である取締役の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

就任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令

又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該相互

会社が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相

互会社又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の

予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の

概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外取締役としての職務を適切に遂行することができるものと当該相互会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

（新設） 

 

 

ⅰ 当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社（保険業法第 33 条の２

第１項に規定する実質子会社をいう。以下同じ。）及び関連会社（保険業法施行規則第

24 条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。以下同じ。）並びに当該相互会社

の主要な取引先である者（法人以外の団体を含む。）をいう。以下同じ。）の業務執行

者であること。 

 

ⅱ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（こ

れらの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬

等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者、三親等以内

の親族その他これに準ずるものであること（重要でないものを除く。）。 

ⅳ 過去５年間に当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者となったことがあること。 

ⅴ 過去２年間に合併又は事業の譲受け（以下ⅴ及び１(3)⑧ヘⅴにおいて「合併等」と

いう。）により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する権利義務を当該

相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該相互会社の

社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執行者で

あったこと。 

    ト 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役又は監査役であるときは、これらの役員に

就任してからの年数 

    チ 当該候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第

427条第１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときには、そ

の契約の内容の概要 

    リ 上記イからチまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

 （新設） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号 

改正後 現行 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 344条の２第２項の規定による請

求により提出されたものであるときは、その旨 

⑤ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 342条の２第１項の規定による監査等委

員である取締役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑥ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

⑦ 候補者が当該相互会社の監査等委員である取締役に就任した場合において重要な兼職に

該当する事実があることとなるときは、その事実 

⑧ 候補者が現に当該相互会社の監査等委員である取締役であるときは、当該相互会社におけ

る地位及び担当 

⑨ 候補者が社外取締役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑨において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において

法令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に

就任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令

又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該相互

会社が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相

互会社又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の

予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の

概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役（社外役員に限る。）となること以外の

方法で会社（外国会社を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関

与したことがない候補者であっても監査等委員である社外取締役としての職務を適切に

遂行することができるものと当該相互会社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるも

のを除く。ⅱ及びⅳにおいて同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に

当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社を除く。）の業務執行者若

しくは役員であったことがあること。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ
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らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等を

除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅳ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三

親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する権

利義務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当

該相互会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の

業務執行者であったこと。 

ト 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役又は監査等委員である取締役であるとき

は、これらの役員に就任してからの年数 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(2) 会計参与の選任に関する議案 

     次に掲げる事項を記載すること。 

    ① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士（公認会計士法（昭和 23年法律第 103号）第 16条の２第５項に

規定する外国公認会計士を含む。以下同じ。）又は税理士である場合 その氏名、事務

所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人又は税理士法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及

び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 保険業法第 53 条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の

意見があるときは、その意見の内容の概要 

④ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 427条

第１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の

内容の概要 

⑤ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が社員総会参考書類に記載することが適切であるものと判

断した事項 

(3) 監査役の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 343条第２項の規定による請求

により提出されたものであるときは、その旨 

⑤ 保険業法第 53 条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第

１項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑥ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 427条

第１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の選任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士（公認会計士法（昭和 23年法律第 103号）第 16条の２第５項に

規定する外国公認会計士を含む。以下同じ。）又は税理士である場合 その氏名、事務

所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人又は税理士法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及

び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 保険業法第 53 条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の

意見があるときは、その意見の内容の概要 

   （新設） 

 

 

 ④ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が社員総会参考書類に記載することが適切であるものと判

断した事項 

(3) 監査役の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 343条第２項の規定による請求

により提出されたものであるときは、その旨 

⑤ 保険業法第 53 条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第

１項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

   （新設） 
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内容の概要 

⑦ 候補者が当該相互会社の監査役に就任した場合において重要な兼職に該当する事実があ

ることとなるときは、その事実 

⑧ 候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、当該相互会社における地位 

⑨ 候補者が社外監査役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外監査役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外監査役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外監査役（社外役員に限る。以下⑨において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において

法令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があることを当該相互会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相互会社

又は株式会社における社外取締役（社外役員に限る。ホにおいて同じ。）又は監査役であ

ったときは、当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生

後の対応として行った行為の概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外監査役としての職務を適切に遂行することができるものと当該相互会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるも

のを除く。ⅱ及びⅳにおいて同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に

当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社を除く。）の業務執行者若

しくは役員であったことがあること。 

ⅲ  当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の監査役としての報酬等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受け

ていたこと。 

ⅳ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三

親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

（削る） 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する権

利義務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当

該相互会社の社外監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執行者

であったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、監査役に就任してからの年数 

 

⑥ 候補者が当該相互会社の監査役に就任した場合において重要な兼職に該当する事実があ

ることとなるときは、その事実 

⑦ 候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、当該相互会社における地位 

⑧ 候補者が社外監査役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外監査役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外監査役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外監査役（社外役員に限る。以下⑧において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において法

令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除

く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った

行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があることを当該相互会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相互会社

又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の予防のた

めに当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要を含

む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外監査役としての職務を適切に遂行することができるものと当該相互会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

（新設） 

 

i  当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者であること。 

 

 

ⅱ  当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の監査役としての報酬等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受け

ていたこと。 

ⅲ  当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者、三親等以

内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

ⅳ 過去５年間に当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者となったことがあること。 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の相互会社又は株式会社の事業に関して有する権利義

務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該相

互会社の社外監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執行者であ

ったこと。 

    ト 当該候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、監査役に就任してからの年数 
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    （削る） 

 

 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(4) 会計監査人の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士である場合 その氏名、事務所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 監査役（監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会社にあっては監査等

委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会）が当該候補者を会計監査人の候補者

とした理由 

④ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑤ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

⑥ 当該候補者が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるとき

は、当該処分に係る事項 

⑦ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が社員総会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

⑧ 当該候補者が当該相互会社、その実質子会社又は関連会社から多額の金銭その他の財産上

の利益（これらの者から受ける会計監査人（会社法以外の法令の規定によるこれに相当する

ものを含む。）としての報酬等及び公認会計士法第２条第１項に規定する業務の対価を除

く。）を受ける予定があるとき又は過去２年間に受けていたときは、その内容 

２ 役員の解任等に関する議案 

(1) 取締役の解任に関する議案 

  次に掲げる事項（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。 

 ① 取締役の氏名 

 ② 解任の理由 

 ③ 相互会社が監査等委員会設置会社である場合において、保険業法第 53 条の 11 において準

用する会社法第 342条の２第４項の規定による監査等委員会の意見があるときは、その意見

の内容の概要 

(1)の２ 監査等委員である取締役の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査等委員である取締役の氏名 

    チ 当該候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第

427条第１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときには、そ

の契約の内容の概要 

リ 上記イからチまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(4) 会計監査人の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士である場合 その氏名、事務所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

 ③ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 344条第２項第１号又は第２号の

規定による請求によって提出されたものであるときは、その旨 

 

④ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

（新設） 

 

 

⑤ 当該候補者が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるとき

は、当該処分に係る事項 

⑥ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が社員総会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

⑦ 当該候補者が当該相互会社、その実質子会社又は関連会社から多額の金銭その他の財産上

の利益（これらの者から受ける会計監査人（会社法以外の法令の規定によるこれに相当する

ものを含む。）としての報酬等及び公認会計士法第２条第１項に規定する業務の対価を除

く。）を受ける予定があるとき又は過去２年間に受けていたときは、その内容 

２ 役員の解任等に関する議案 

(1) 取締役の解任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

 

 ① 取締役の氏名 

 ② 解任の理由 

（新設） 

 

 

（新設） 
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② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 342条の２第１項の規定による監査等委

員である取締役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(2) 会計参与の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計参与の氏名又は名称 

  ② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 監査役の氏名 

  ② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第１

項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 会計監査人の解任又は不再任に関する議案 

     次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計監査人の氏名又は名称 

② 監査役（監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会社にあっては監査等

委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会）が議案の内容を決定した理由 

（削る） 

 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

３ 役員の報酬等に関する議案 

(1) 取締役の報酬等に関する議案 

    次に掲げる事項（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。取締役の一部が社外取締役（監査等委員であ

るものを除き、社外役員に限る。以下(1)において同じ。）であるときは、①から③までに掲

げる事項のうち社外取締役に関するものは、社外取締役以外の取締役と区別して記載しなけれ

ばならない。 

 ① 保険業法第 53 条の 15 において準用する会社法第 361 条第１項各号に掲げる事項の算定の

基準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項

各号に掲げる事項を変更するものであるときは、変更の理由 

 ③ 議案が２以上の取締役についての定めであるときは、当該定めに係る取締役の員数 

 ④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各取締役の略歴 

⑤ 相互会社が監査等委員会設置会社である場合において、保険業法第 53 条の 15 において準

用する会社法第 361条第６項の規定による監査等委員会の意見があるときは、その意見の内

容の概要 

 

 

 

(2) 会計参与の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計参与の氏名又は名称 

  ② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

  ① 監査役の氏名 

  ② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第１

項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 会計監査人の解任又は不再任に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

    ① 会計監査人の氏名又は名称 

② 解任又は不再任の理由 

 

③ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 344条第２項第２号又は第３号の

規定による請求によって提出されたものであるときは、その旨 

④ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

３ 役員の報酬等に関する議案 

(1) 取締役の報酬等に関する議案 

     次に掲げる事項を記載すること。取締役の一部が社外取締役（社外役員に限る。以下(1)に

おいて同じ。）であるときは、①から③までに掲げる事項のうち社外取締役に関するものは、

社外取締役以外の取締役と区別して記載しなければならない。 

 

 

 ① 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の

基準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項

号に掲げる事項を変更するものであるときは、変更の理由 

 ③ 議案が２以上の取締役についての定めであるときは、当該定めに係る取締役の員数 

 ④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各取締役の略歴 

 （新設） 
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 ⑥ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

(1)の２ 監査等委員である取締役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

 ① 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の

基準 

 ② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項

各号に掲げる事項を変更するものであるときは、変更の理由 

 ③ 議案が２以上の監査等委員である取締役についての定めであるときは、当該定めに係る監

査等委員である取締役の員数 

 ④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査等委員である取締役の略歴 

 ⑤ 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第５項の規定による監査等委員で

ある取締役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

 ⑥ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一定の基準

の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じている場

合を除く。） 

(2) 会計参与の報酬等に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の会計参与についての定めであるときは、当該定めに係る会計参与の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各会計参与の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第３項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の報酬等に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の監査役についての定めであるときは、当該定めに係る監査役の員数 

 ⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の会計参与についての定めであるときは、当該定めに係る会計参与の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各会計参与の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第３項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の監査役についての定めであるときは、当該定めに係る監査役の員数 
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④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査役の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第３項の規定による監査役の意見

があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 責任免除を受けた役員等に対し退職慰労金等を与える議案等 

次に掲げる場合において、取締役が保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 425条

第４項（保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 426条第８項及び第 427条第５項に

おいて準用する場合を含む。）に規定する承認の決議に関する議案を提出するときは、責任を

免除し、又は責任を負わないとされた役員等に与える第 23 条の 20各号に掲げる財産上の利益

の内容を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 425条第１項に規定する決議に基づき役

員等の責任を免除した場合 

② 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 426条第１項の規定による定款の定めに

基づき役員等の責任を免除した場合 

③ 保険業法第 53 条の 36において準用する会社法第 427条第１項の契約によって同項に規定

する限度を超える部分について同項に規定する非業務執行取締役等が損害を賠償する責任を

負わないとされた場合 

４ 計算関係書類の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

(1) 保険業法第 53条の 23において準用する会社法第 398条第１項の規定による会計監査人の意

見がある場合には、その意見の内容 

(2) 取締役会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

５ 合併契約等の承認に関する議案 

(1) 吸収合併契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収合併を行う理由 

  ② 吸収合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 160条第１号に規定する吸収合併消滅相互会社である場合にお

いて、保険業法第 41条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 13 第１項各号（第２号、第６号及び第７号を除く。）に

掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該相互会社が保険業法第 160条第１号に規定する吸収合併存続相互会社である場合にお

いて、保険業法第 41条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 16 各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事項があ

るときは、当該事項の内容の概要 

(2) 新設合併契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査役の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各社員が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第３項の規定による監査役の意見

があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 責任免除を受けた役員等に対し退職慰労金等を与える議案等 

次に掲げる場合において、取締役が保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 425条

第４項、会社法第 426 条第６項及び第 427 条第５項に規定する承認の決議に関する議案を提出

するときは、責任を免除し、又は責任を負わないとされた役員等に与える第 23条の 20各号に

掲げる財産上の利益の内容を記載すること。 

 

① 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 425条第１項に規定する決議に基づき役

員等の責任を免除した場合 

② 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 426条第１項の規定による定款の定めに

基づき役員等の責任を免除した場合 

③ 保険業法第 53 条の 36において準用する会社法第 427条第１項の契約によって同項に規定

する限度を超える部分について同項に規定する社外取締役等が損害を賠償する責任を負わな

いとされた場合 

４ 計算関係書類の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

(1) 保険業法第 53条の 23において準用する会社法第 398条第１項の規定による会計監査人の意

見がある場合には、その意見の内容 

(2) 取締役会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

５ 合併契約等の承認に関する議案 

(1) 吸収合併契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収合併を行う理由 

  ② 吸収合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 160条第１号に規定する吸収合併消滅相互会社である場合にお

いて、保険業法第 41 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 13 第１項各号（第２号、第６号及び第７号を除く。）に

掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該相互会社が保険業法第 160条第１号に規定する吸収合併存続相互会社である場合にお

いて、保険業法第 41 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 16 各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事項があ

るときは、当該事項の内容の概要 

(2) 新設合併契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

 
303



十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号 

改正後 現行 

① 当該新設合併を行う理由 

② 新設合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 161条第１号に規定する新設合併消滅相互会社である場合にお

いて、保険業法第 41条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 13 第２項各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事

項があるときは、当該事項の内容の概要 

  ④ 新設合併設立相互会社（保険業法第 161条第２号に規定する新設合併設立相互会社をいう。 

以下同じ。）又は新設合併設立株式会社（保険業法第 165条第１項第２号に規定する新設合

併設立株式会社をいう。以下同じ。）の取締役となる者（新設合併設立相互会社が監査等委

員会設置会社である場合にあっては、当該新設合併設立相互会社の監査等委員である取締役

となる者を除く。）についての１(1)に規定する事項 

⑤ 新設合併設立相互会社が監査等委員会設置会社であるときは、当該新設合併設立相互会社

の監査等委員である取締役となる者についての１(1)の２に規定する事項 

  ⑥ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計参与設置会社であるときは、当該

新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計参与となる者についての１(2)に規

定する事項 

⑦ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が監査役設置会社であるときは、当該新

設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の監査役となる者についての１(3)に規定す

る事項 

⑧ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計監査人設置会社であるときは、当

該新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計監査人となる者についての１(4)

に規定する事項 

(3) 事業譲渡等（保険業法第 62条の２第１項第１号から第３号までに掲げる行為をいう。以下

同じ。）に係る契約の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該事業譲渡等を行う理由 

② 当該事業譲渡等に係る契約の内容の概要 

③ 当該契約に基づき当該相互会社が受け取る対価又は契約の相手方に交付する対価の算定

の相当性に関する事項の概要 

６ その他 

(1) 組織変更計画の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該組織変更を行う理由 

② 組織変更計画の内容の概要 

③ 保険業法第 41 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日における

保険業法施行規則第 42条の２各号（第１号、第３号ロ、第５号イ、第７号及び第８号を除く。）

に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 保険契約の移転に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

① 当該新設合併を行う理由 

② 新設合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 161条第１号に規定する新設合併消滅相互会社である場合にお

いて、保険業法第 41 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 13 第２項各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事

項があるときは、当該事項の内容の概要 

  ④ 新設合併設立相互会社（保険業法第 161条第２号に規定する新設合併設立相互会社をいう。 

以下同じ。）又は新設合併設立株式会社（保険業法第 165条第１項第２号に規定する新設合 

併設立株式会社をいう。以下同じ。）の取締役となる者についての１(1)に規定する事項 

 

 

（新設） 

 

  ⑤ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計参与設置会社であるときは、当該

新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計参与となる者についての１(2)に規

定する事項 

⑥ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が監査役設置会社であるときは、当該新

設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の監査役となる者についての１(3)に規定す

る事項 

⑦ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計監査人設置会社であるときは、当

該新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計監査人となる者についての１(4)

に規定する事項 

(3) 事業譲渡等（保険業法第 62条の２第１項第１号から第３号までに掲げる行為をいう。以下

同じ。）に係る契約の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該事業譲渡等を行う理由 

② 当該事業譲渡等に係る契約の内容の概要 

③ 当該契約に基づき当該相互会社が受け取る対価又は契約の相手方に交付する対価の算定

の相当性に関する事項の概要 

６ その他 

(1) 組織変更計画の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該組織変更を行う理由 

② 組織変更計画の内容の概要 

③ 保険業法第 41 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日における

保険業法施行規則第 42条の２各号（第１号、第３号ロ、第５号イ、第７号及び第８号を除く。）

に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 保険契約の移転に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

 
304



十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号 

改正後 現行 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(3) 業務及び財産の管理の委託又は受託に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

７ 社員提案の場合における記載事項 

(1) 議案が社員の提出に係るものである場合には、次に掲げる事項（③又④に掲げる事項が社員

総会参考書類にその全部を記載することが適切でない程度の多数の文字、記号その他のものを

もって構成されている場合（相互会社がその全部を記載することが適切であるものとして定め

た分量を超える場合を含む。）にあっては、当該事項の概要）を記載すること。 

① 議案が社員の提出に係るものである旨 

② 議案に対する取締役会の意見があるときは、その意見の内容 

③ 社員が保険業法第 39条第３項の規定による請求に際して提案の理由（当該提案の理由が

明らかに虚偽である場合又は専ら人の名誉を侵害し、若しくは侮辱する目的によるものと認

められる場合における当該提案の理由を除く。）を相互会社に対して通知したときは、その

理由 

④ 議案が次のイからホまでに掲げる者の選任に関するものである場合において、社員が保険

業法第 39条第３項の規定による請求に際して当該イからホまでに定める事項（当該事項が明

らかに虚偽である場合における当該事項を除く。）を相互会社に対して通知したときは、そ

の内容 

 イ 取締役（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員である取

締役を除く。） １(1)に規定する事項 

 ロ 監査等委員である取締役 １(1)の２に規定する事項 

 ハ 会計参与 １(2)に規定する事項 

ニ 監査役 １(3)に規定する事項 

ホ 会計監査人 １(4)に規定する事項 

(2) ２以上の社員から同一の趣旨の議案が提出されている場合には、その議案及びこれに対する

取締役会の意見の内容は、各別に記載することを要しない。ただし、２以上の社員から同一の

趣旨の提案があった旨を記載しなければならない。 

(3) ２以上の社員から同一の趣旨の提案の理由が提出されている場合には、その提案の理由は、

各別に記載することを要しない。 

８ 上記において、次の(1)から(4)までに掲げる用語の意義は、当該(1)から(4)までに定めるとこ

ろによる。 

(1) 社外役員 会社役員（当該相互会社の取締役、会計参与、監査役及び執行役をいう。以下同

じ。）のうち、次のいずれにも該当するものをいう。 

   ① 当該会社役員が社外取締役又は社外監査役であること。 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(3) 業務及び財産の管理の委託又は受託に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

７ 社員提案の場合における記載事項 

(1) 議案が社員の提出に係るものである場合には、次に掲げる事項（③又④に掲げる事項が社員

総会参考書類にその全部を記載することが適切でない程度の多数の文字、記号その他のものを

もって構成されている場合（相互会社がその全部を記載することが適切であるものとして定め

た分量を超える場合を含む。）にあっては、当該事項の概要）を記載すること。 

① 議案が社員の提出に係るものである旨 

② 議案に対する取締役会の意見があるときは、その意見の内容 

③ 社員が保険業法第 39条第３項の規定による請求に際して提案の理由（当該提案の理由が

明らかに虚偽である場合又は専ら人の名誉を侵害し、若しくは侮辱する目的によるものと認

められる場合における当該提案の理由を除く。）を相互会社に対して通知したときは、その

理由 

④ 議案が次のイからニまでに掲げる者の選任に関するものである場合において、社員が保険

業法第 39条第３項の規定による請求に際して当該イからニまでに定める事項（当該事項が

明らかに虚偽である場合における当該事項を除く。）を相互会社に対して通知したときは、

その内容 

 イ 取締役 １(1)に規定する事項 

 

（新設） 

 ロ 会計参与 １(2)に規定する事項 

ハ 監査役 １(3)に規定する事項 

ニ 会計監査人 １(4)に規定する事項 

(2) ２以上の社員から同一の趣旨の議案が提出されている場合には、その議案及びこれに対する

取締役会の意見の内容は、各別に記載することを要しない。ただし、２以上の社員から同一の

趣旨の提案があった旨を記載しなければならない。 

(3) ２以上の社員から同一の趣旨の提案の理由が提出されている場合には、その提案の理由は、

各別に記載することを要しない。 

８ 上記において、次の(1)から(4)までに掲げる用語の意義は、当該(1)から(4)までに定めるとこ

ろによる。 

(1) 社外役員 会社役員（当該相互会社の取締役、会計参与、監査役及び執行役をいう。以下同

じ。）のうち、次のいずれにも該当するものをいう。 

   ① 当該会社役員が社外取締役又は社外監査役であること。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号 

改正後 現行 

② 当該会社役員が次のいずれかの要件に該当すること。 

 イ 当該会社役員が保険業法第 53条の２第５項、第 53 条の 16において準用する会社法第

373条第１項第２号又は保険業法第 53 条の 24第３項の社外取締役であること。 

 

ロ 当該会社役員が保険業法第 53条の５第３項の社外監査役であること。 

 

ハ 当該会社役員を当該相互会社の社外取締役又は社外監査役であるものとして計算関係

書類、事業報告、社員総会参考書類その他当該相互会社が法令その他これに準ずるものの

規定に基づき作成する資料に表示していること。 

(2) 社外取締役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

① 当該候補者が当該相互会社の取締役に就任した場合には、社外取締役となる見込みである

こと。 

（削る） 

 

（削る） 

 

（削る） 

（削る） 

② 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の２第５項、第 53条の 16において準用する会社法第 373

条第１項第２号又は保険業法第 53条の 24第３項の社外取締役であるものとする予定があ

ること。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外取締役であるものとして計算関係書類、事業報告、社

員総会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する

資料に表示する予定があること。 

(3) 社外監査役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

① 当該候補者が当該相互会社の監査役に就任した場合には、社外監査役となる見込みである

こと。 

 

② 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の５第３項の社外監査役であるものとする予定があるこ

と。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外監査役であるものとして計算関係書類、事業報告、社

員総会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する

資料に表示する予定があること。 

(4) 業務執行者 次に掲げる者をいう。 

① 業務執行取締役、執行役その他の法人等の業務を執行する役員 

② 業務を執行する社員、会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに相当する者 

③ 使用人 

９ 保険業法施行規則第 20 条の 19 第１項第３号イに掲げる事項から除かれる事項は、５(1)③④、

② 当該会社役員が次のいずれかの要件に該当すること。 

 イ 当該会社役員が保険業法第 53条の 16において準用する会社法第 373 条第１項第２号、

保険業法第 53条の 24 第３項又は同法第 53条の 36において準用する会社法第 425 条第 

  １項第１号ハ若しくは第 427条第１項の社外取締役であること。 

ロ 当該会社役員が保険業法第 53条の５第３項又は同法第 53条の 36において準用する会

社法第 427条第１項の社外監査役であること。 

ハ 当該会社役員を当該相互会社の社外取締役又は社外監査役であるものとして計算関係

書類、事業報告、社員総会参考書類その他当該相互会社が法令その他これに準ずるものの

規定に基づき作成する資料に表示していること。 

(2) 社外取締役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

① 当該候補者が過去に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行取締役若しくは執行役

又は支配人その他の使用人となったことがないこと。 

② 当該候補者が現に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行取締役若しくは執行役又

は支配人その他の使用人でないこと。 

③ 当該候補者を就任後当該相互会社の業務を執行する取締役として選定する予定がないこ

と。 

④ 当該候補者を就任後当該相互会社の執行役として選任する予定がないこと。 

⑤ 当該候補者を就任後当該相互会社の使用人とする予定がないこと。  

⑥ 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の 16において準用する会社法第 373条第１項第２号、保

険業法第 53条の 24第３項又は同法第 53条の 36において準用する会社法第 425条第１項

第１号ハ若しくは第 427条第１項の社外取締役であるものとする予定があること。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外取締役であるものとして計算関係書類、事業報告、社

員総会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する

資料に表示する予定があること。 

(3) 社外監査役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

① 当該候補者が過去に当該相互会社又はその実質子会社の取締役、会計参与（会計参与が法

人であるときは、その職務を行うべき社員）若しくは執行役又は支配人その他の使用人とな

ったことがないこと。 

② 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の５第３項又は同法第 53条の 36 において準用する会社

法第 427 条第１項の社外監査役であるものとする予定があること。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外監査役であるものとして計算関係書類、事業報告、社

員総会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する

資料に表示する予定があること。 

(4) 業務執行者 次に掲げる者をいう。 

① 業務執行取締役、執行役その他の法人等の業務を執行する役員 

② 業務を執行する社員、会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに相当する者 

③ 使用人 

９ 保険業法施行規則第 20 条の 19 第１項第３号イに掲げる事項から除かれる事項は、５(1)③④、
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５(2)③及び５(3)③並びに６(1)③に掲げる事項とする。 

 

５(2)③及び５(3)③並びに６(1)③に掲げる事項とする。 
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別紙様式第５号の３（第 22 条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

総 代 会 参 考 書 類 

 １ 議案 

(1) 会社の提案に係るもの 

(2) 社員又は総代の提案に係るもの 

 ２ 提案の理由（議案が取締役の提出に係るものに限り、総代会において一定の事項を

説明しなければならない議案の場合における当該説明すべき内容を含む。） 

３ 議案につき保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 384条の規定により総

代会に報告すべき調査の結果があるときは、その結果の概要 

４ その他総代の議決権の行使について参考となると認める事項 

 

  （記載上の注意） 

 １ 役員の選任に関する議案 

  (1) 取締役の選任に関する議案 

    次に掲げる事項（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

   ② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

   ③ 相互会社が監査等委員会設置会社である場合において、保険業法第 53 条の 11 において準

用する会社法第 342条の２第４項の規定による監査等委員会の意見があるときは、その意見

の内容の概要 

   ④ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

⑤ 候補者が当該相互会社の取締役に就任した場合において重要な兼職（会社法施行規則第

121条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する事実があることとなる

ときは、その事実 

⑥ 候補者と相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

⑦ 候補者が現に当該相互会社の取締役であるときは、当該相互会社における地位及び担当 

⑧ 候補者が社外取締役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑧において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において

法令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

別紙様式第５号の３（第 22 条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

総 代 会 参 考 書 類 

 １ 議案 

(1) 会社の提案に係るもの 

(2) 社員又は総代の提案に係るもの 

 ２ 提案の理由（議案が取締役の提出に係るものに限り、総代会において一定の事項を

説明しなければならない議案の場合における当該説明すべき内容を含む。） 

３ 議案につき保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 384条の規定により総

代会に報告すべき調査の結果があるときは、その結果の概要 

４ その他総代の議決権の行使について参考となると認める事項 

 

  （記載上の注意） 

 １ 役員の選任に関する議案 

  (1) 取締役の選任に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。  

 

   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

   ② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

   （新設） 

    

 

（新設） 

 

 

③ 候補者が当該相互会社の取締役に就任した場合において重要な兼職（会社法施行規則第

121条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。）に該当する事実があることとなる

ときは、その事実 

④ 候補者と相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

⑤ 候補者が現に当該相互会社の取締役であるときは、当該相互会社における地位及び担当 

⑥ 候補者が社外取締役候補者であるときは、当該候補者についての次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑥において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において

法令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないもの

を除く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が

行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 
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ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に

就任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令

又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該相互

会社が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相

互会社又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の

予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の

概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役（社外役員に限る。）となること以外の

方法で会社（外国会社を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関

与したことがない候補者であっても社外取締役としての職務を適切に遂行することがで

きるものと当該相互会社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該相互会社又はその実質子会社（保険業法第 33条の２第１項に規定する実

質子会社をいう。以下同じ。）の業務執行者又は役員（業務執行者であるものを除く。

ⅱ及びⅳにおいて同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社及び関連会社（保険業法

施行規則第 24条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。以下同じ。）並びに当

該相互会社の主要な取引先である者（法人以外の団体を含む。）をいう。以下同じ。）

の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に当該相互会社の特定関係事業者

（当該相互会社の実質子会社を除く。）の業務執行者若しくは役員であったことがある

こと。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等を

除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅳ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三

親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

（削る） 

ⅴ 過去２年間に合併又は事業の譲受け（以下ⅴ、(1)の２⑨ヘⅴ及び(3)⑨ヘⅴにおい

て「合併等」という。）により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する

権利義務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に

当該相互会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社

の業務執行者であったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役又は監査役であるときは、これらの役員

に就任してからの年数 

     （削る） 

      

 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(1)の２ 監査等委員である取締役の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に

就任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令

又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該相互

会社が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相

互会社又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の

予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の

概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外取締役としての職務を適切に遂行することができるものと当該相互会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

（新設） 

 

 

ⅰ 当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社（保険業法第 33 条の２

第１項に規定する実質子会社をいう。以下同じ。）及び関連会社（保険業法施行規則第

24 条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。以下同じ。）並びに当該相互会社

の主要な取引先である者（法人以外の団体を含む。）をいう。以下同じ。）の業務執行

者であること。 

 

ⅱ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等

を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者、三親等以

内の親族その他これに準ずるものであること（重要でないものを除く。）。 

ⅳ 過去５年間に当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者となったことがあること。 

ⅴ 過去２年間に合併又は事業の譲受け（以下ⅴ及び１(3)⑧ヘⅴにおいて「合併等」と

いう。）により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する権利義務を当該

相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該相互会社の

社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執行者で

あったこと。 

     ト 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役又は監査役であるときは、これらの役員

に就任してからの年数 

     チ 当該候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第

427条第１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときには、

その契約の内容の概要 

     リ 上記イからチまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があると

きは、その意見の内容 

  （新設） 
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   ① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 344条の２第２項の規定による請

求により提出されたものであるときは、その旨 

⑤ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 342条の２第１項の規定による監査等委

員である取締役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑥ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

⑦ 候補者が当該相互会社の監査等委員である取締役に就任した場合において重要な兼職に該

当する事実があることとなるときは、その事実 

⑧ 候補者が現に当該相互会社の監査等委員である取締役であるときは、当該相互会社におけ

る地位及び担当 

⑨ 候補者が社外取締役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外取締役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外取締役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役（社外役員に限る。以下⑨において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において法

令又は定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除

く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った

行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不当な業務の執行が行われた事実があることを当該相互会社が

知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相互会社又

は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の予防のため

に当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役（社外役員に限る。）となること以外の

方法で会社（外国会社を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関

与したことがない候補者であっても監査等委員である社外取締役としての職務を適切に遂

行することができるものと当該相互会社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるも

のを除く。ⅱ及びⅳにおいて同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に

当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社を除く。）の業務執行者若

しくは役員であったことがあること。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の取締役、会計参与、監査役、執行役その他これらに類する者としての報酬等を

除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受けていたこと。 
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ⅳ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三

親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する権利

義務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該相

互会社の社外取締役又は監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執

行者であったこと。 

ト 当該候補者が現に当該相互会社の社外取締役又は監査等委員である取締役であるとき

は、これらの役員に就任してからの年数 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

は、その意見の内容 

(2) 会計参与の選任に関する議案 

     次に掲げる事項を記載すること。 

① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士（公認会計士法（昭和 23年法律第 103号）第 16条の２第５項に規

定する外国公認会計士を含む。以下同じ。）又は税理士である場合 その氏名、事務所の

所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人又は税理士法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び

沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

④ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

 ⑤ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が総代会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

(3) 監査役の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 343条第２項の規定による請求に

より提出されたものであるときは、その旨 

⑤ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第１

項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑥ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内

容の概要 

⑦ 候補者が当該相互会社の監査役に就任した場合において重要な兼職に該当する事実があ

ることとなるときは、その事実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の選任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士（公認会計士法（昭和 23年法律第 103号）第 16条の２第５項に規

定する外国公認会計士を含む。以下同じ。）又は税理士である場合 その氏名、事務所の

所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人又は税理士法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び

沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

   （新設） 

 

 

 ④ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が総代会参考書類に記載することが適切であるものと判断

した事項 

(3) 監査役の選任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 候補者の氏名、生年月日及び略歴 

② 相互会社との間に特別の利害関係があるときは、その事実の概要 

③ 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

④ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 343条第２項の規定による請求に

より提出されたものであるときは、その旨 

⑤ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第１

項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

 （新設）  

 

 

⑥ 候補者が当該相互会社の監査役に就任した場合において重要な兼職に該当する事実があ

ることとなるときは、その事実 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号の 3 

改正後 現行 

⑧ 候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、当該相互会社における地位 

⑨ 候補者が社外監査役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外監査役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外監査役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外監査役（社外役員に限る。以下⑨において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において法

令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除

く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った

行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があることを当該相互会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相互会社

又は株式会社における社外取締役（社外役員に限る。ホにおいて同じ。）又は監査役であ

ったときは、当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った行為及び当該事実の発生

後の対応として行った行為の概要を含む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外監査役としての職務を適切に遂行することができるものと当該相互会

社が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

ⅰ 過去に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行者又は役員（業務執行者であるも

のを除く。ⅱ及びⅳにおいて同じ。）であったことがあること。 

ⅱ 当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者若しくは役員であり、又は過去５年間に

当該相互会社の特定関係事業者（当該相互会社の実質子会社を除く。）の業務執行者若

しくは役員であったことがあること。 

ⅲ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の監査役としての報酬等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受け

ていたこと。 

ⅳ 当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三

親等以内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

（削る） 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の相互会社又は株式会社がその事業に関して有する権

利義務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該

相互会社の社外監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執行者であ

ったこと。 

    ト 当該候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、監査役に就任してからの年数 

    （削る） 

 

 

チ 上記イからトまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき

⑦ 候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、当該相互会社における地位 

⑧ 候補者が社外監査役候補者であるときは、次に掲げる事項 

イ 当該候補者が社外監査役候補者である旨 

ロ 当該候補者を社外監査役候補者とした理由 

ハ 当該候補者が現に当該相互会社の社外監査役（社外役員に限る。以下⑧において同じ。）

である場合において、当該候補者が最後に選任された後在任中に当該相互会社において法

令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実（重要でないものを除

く。）があるときは、その事実並びに当該事実の発生の予防のために当該候補者が行った

行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要 

ニ 当該候補者が過去５年間に他の相互会社又は株式会社の取締役、執行役又は監査役に就

任していた場合において、その在任中に当該他の相互会社又は株式会社において法令又は

定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実があることを当該相互会社

が知っているときは、その事実（重要でないものを除き、当該候補者が当該他の相互会社

又は株式会社における社外取締役又は監査役であったときは、当該事実の発生の予防のた

めに当該候補者が行った行為及び当該事実の発生後の対応として行った行為の概要を含

む。） 

ホ 当該候補者が過去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で会社（外国会社

を含む。）の経営に関与していない者であるときは、当該経営に関与したことがない候補

者であっても社外監査役としての職務を適切に遂行することができるものと当該相互会社

が判断した理由 

へ 当該候補者が次のいずれかに該当することを当該相互会社が知っているときは、その旨 

（新設） 

 

i  当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者であること。 

 

 

ⅱ  当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産（これ

らの者の監査役としての報酬等を除く。）を受ける予定があり、又は過去２年間に受け

ていたこと。 

ⅲ  当該相互会社又は当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者の配偶者、三親等以 

内の親族その他これに準ずる者であること（重要でないものを除く。）。 

ⅳ 過去５年間に当該相互会社の特定関係事業者の業務執行者となったことがあること。 

ⅴ 過去２年間に合併等により他の相互会社又は株式会社の事業に関して有する権利義

務を当該相互会社が承継又は譲受けをした場合において、当該合併等の直前に当該相互

会社の社外監査役でなく、かつ、当該他の相互会社又は株式会社の業務執行者であった

こと。 

    ト 当該候補者が現に当該相互会社の監査役であるときは、監査役に就任してからの年数 

チ 当該候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53 条の 36 において準用する会社法第

427条第１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときには、そ

の契約の内容の概要 

リ 上記イからチまでに掲げる事項に関する記載についての当該候補者の意見があるとき
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号の 3 

改正後 現行 

は、その意見の内容 

(4) 会計監査人の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

   ① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士である場合 その氏名、事務所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

 ③ 監査役（監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会社にあっては監査等

委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会）が当該候補者を会計監査人の候補者

とした理由 

④ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

⑤ 候補者と当該相互会社との間で保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第

１項の契約を締結しているとき又は当該契約を締結する予定があるときは、その契約の内容

の概要 

⑥ 当該候補者が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるとき

は、当該処分に係る事項 

⑦ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が総代会参考書類に記載することが適切であるものと判断し

た事項 

⑧ 当該候補者が当該相互会社、その実質子会社又は関連会社から多額の金銭その他の財産上

の利益（これらの者から受ける会計監査人（会社法以外の法令の規定によるこれに相当する

ものを含む。）としての報酬等及び公認会計士法第２条第１項に規定する業務の対価を除

く。）を受ける予定があるとき又は過去２年間に受けていたときは、その内容 

２ 役員の解任等に関する議案 

(1) 取締役の解任に関する議案 

  次に掲げる事項（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。 

 ① 取締役の氏名 

 ② 解任の理由 

 ③ 相互会社が監査等委員会設置会社である場合において、保険業法第 53 条の 11 において準

用する会社法第 342条の２第４項の規定による監査等委員会の意見があるときは、その意見

の内容の概要 

(1)の２ 監査等委員である取締役の解任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査等委員である取締役の氏名 

② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 342条の２第１項の規定による監査等委

員である取締役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(2) 会計参与の解任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

は、その意見の内容 

(4) 会計監査人の選任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

   ① 次のイ又はロに掲げる場合の区分に応じ、当該イ又はロに定める事項 

イ 候補者が公認会計士である場合 その氏名、事務所の所在場所、生年月日及び略歴 

ロ 候補者が監査法人である場合 その名称、主たる事務所の所在場所及び沿革 

② 就任の承諾を得ていないときは、その旨 

 ③ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 344条第２項第１号又は第２号の

規定による請求によって提出されたものであるときは、その旨 

 

④ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

（新設） 

 

 

⑤ 当該候補者が現に業務の停止の処分を受け、その停止の期間を経過しない者であるとき

は、当該処分に係る事項 

⑥ 当該候補者が過去２年間に業務の停止の処分を受けた者である場合における当該処分に

係る事項のうち、当該相互会社が総代会参考書類に記載することが適切であるものと判断し

た事項 

⑦ 当該候補者が当該相互会社、その実質子会社又は関連会社から多額の金銭その他の財産上

の利益（これらの者から受ける会計監査人（会社法以外の法令の規定によるこれに相当する

ものを含む。）としての報酬等及び公認会計士法第２条第１項に規定する業務の対価を除

く。）を受ける予定があるとき又は過去２年間に受けていたときは、その内容 

２ 役員の解任等に関する議案 

(1) 取締役の解任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

 

 ① 取締役の氏名 

 ② 解任の理由 

（新設） 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の解任に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号の 3 

改正後 現行 

① 会計参与の氏名又は名称 

② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要  

(3) 監査役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査役の氏名 

② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第１

項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 会計監査人の解任又は不再任に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計監査人の氏名又は名称 

② 監査役（監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会社にあっては監査等

委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会）が議案の内容を決定した理由 

（削る） 

 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

３ 役員の報酬等に関する議案 

(1) 取締役の報酬等に関する議案 

    次に掲げる事項（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員であ

る取締役に係る事項を除く。）を記載すること。取締役の一部が社外取締役（監査等委員であ

るものを除き、社外役員に限る。以下(1)において同じ。）であるときは、①から③までに掲

げる事項のうち社外取締役に関するものは、社外取締役以外の取締役と区別して記載しなけれ

ばならない。 

① 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の

基準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項

各号に掲げる事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の取締役についての定めであるときは、当該定めに係る取締役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各取締役の略歴 

⑤ 相互会社が監査等委員会設置会社である場合において、保険業法第 53 条の 15 において準

用する会社法第 361条第６項の規定による監査等委員会の意見があるときは、その意見の内

容の概要 

 ⑥ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

(1)の２ 監査等委員である取締役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計参与の氏名又は名称 

② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要   

(3) 監査役の解任に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 監査役の氏名 

② 解任の理由 

③ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において準用する同条第１

項の規定による監査役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

(4) 会計監査人の解任又は不再任に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 会計監査人の氏名又は名称 

② 解任又は不再任の理由 

 

③ 議案が保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 344条第２項第２号又は第３号の

規定による請求によって提出されたものであるときは、その旨 

④ 保険業法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第５項において準用する同条第１

項の規定による会計監査人の意見があるときは、その意見の内容の概要 

３ 役員の報酬等に関する議案 

(1) 取締役の報酬等に関する議案 

     次に掲げる事項を記載すること。取締役の一部が社外取締役（社外役員に限る。以下(1)に

おいて同じ。）であるときは、①から③までに掲げる事項のうち社外取締役に関するものは、

社外取締役以外の取締役と区別して記載しなければならない。 

 

 

① 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の

基準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項

各号に掲げる事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の取締役についての定めであるときは、当該定めに係る取締役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各取締役の略歴 

 （新設） 

 

 

 ⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

（新設） 
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 ① 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項各号に掲げる事項の算定の

基準 

 ② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第１項

各号に掲げる事項を変更するものであるときは、変更の理由 

 ③ 議案が２以上の監査等委員である取締役についての定めであるときは、当該定めに係る監

査等委員である取締役の員数 

 ④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査等委員である取締役の略歴 

 ⑤ 保険業法第 53条の 15において準用する会社法第 361条第５項の規定による監査等委員で

ある取締役の意見があるときは、その意見の内容の概要 

 ⑥ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一定の基準

の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じている場

合を除く。） 

(2) 会計参与の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の会計参与についての定めであるときは、当該定めに係る会計参与の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各会計参与の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第３項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の監査役についての定めであるときは、当該定めに係る監査役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査役の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第３項の規定による監査役の意見

があるときは、その意見の内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 会計参与の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の会計参与についての定めであるときは、当該定めに係る会計参与の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各会計参与の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 17において準用する会社法第 379条第３項の規定による会計参与の意

見があるときは、その意見の内容の概要 

(3) 監査役の報酬等に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項に規定する事項の算定の基

準 

② 議案が既に定められている保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第１項

に規定する事項を変更するものであるときは、変更の理由 

③ 議案が２以上の監査役についての定めであるときは、当該定めに係る監査役の員数 

④ 議案が退職慰労金に関するものであるときは、退職する各監査役の略歴 

⑤ 議案が退職慰労金に関するものである場合において、議案が一定の基準に従い退職慰労金

の額を決定することを取締役、監査役その他の第三者に一任するものであるときは、当該一

定の基準の内容（各総代が当該基準を知ることができるようにするための適切な措置を講じ

ている場合を除く。） 

⑥ 保険業法第 53条の 20において準用する会社法第 387条第３項の規定による監査役の意見

があるときは、その意見の内容の概要 
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(4) 責任免除を受けた役員等に対し退職慰労金等を与える議案等 

次に掲げる場合において、取締役が保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 425条

第４項（保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 426条第８項及び第 427条第５項に

おいて準用する場合を含む。）に規定する承認の決議に関する議案を提出するときは、責任を

免除し、又は責任を負わないとされた役員等に与える第 23 条の 20各号に掲げる財産上の利益

の内容を記載すること。 

① 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 425条第１項に規定する決議に基づき役

員等の責任を免除した場合 

② 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 426条第１項の規定による定款の定めに

基づき役員等の責任を免除した場合 

③ 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第１項の契約によって同項に規定

する限度を超える部分について同項に規定する非業務執行取締役等が損害を賠償する責任

を負わないとされた場合 

４ 計算関係書類の承認に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

(1) 保険業法第 53条の 23において準用する会社法第 398条第１項の規定による会計監査人の意

見がある場合には、その意見の内容 

(2) 取締役会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

５ 合併契約等の承認に関する議案 

(1)  吸収合併契約の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収合併を行う理由 

② 吸収合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 160 条第１号に規定する吸収合併消滅相互会社である場合に

おいて、保険業法第 49条第１項において準用する会社法第 298 条第１項の決定をした日にお

ける保険業法施行規則第 101 条の２の 13第１項各号（第２号、第６号及び第７号を除く。）

に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該相互会社が保険業法第 160 条第１号に規定する吸収合併存続相互会社である場合に

おいて、保険業法第 49条第１項において準用する会社法第 298 条第１項の決定をした日にお

ける保険業法施行規則第 101 条の２の 16各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事項が

あるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 新設合併契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該新設合併を行う理由 

② 新設合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 161条第１号に規定する新設合併消滅相互会社である場合にお

いて、保険業法第 49条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 13 第２項各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事

項があるときは、当該事項の内容の概要 

  ④ 新設合併設立相互会社（保険業法第 161条第２号に規定する新設合併設立相互会社をいう。 

以下同じ。）又は新設合併設立株式会社（保険業法第 165条第１項第２号に規定する新設合

(4) 責任免除を受けた役員等に対し退職慰労金等を与える議案等 

次に掲げる場合において、取締役が保険業法第 53条の 36 において準用する会社法第 425条

第４項、会社法第 426 条第６項及び第 427 条第５項に規定する承認の決議に関する議案を提出

するときは、責任を免除し、又は責任を負わないとされた役員等に与える第 23条の 20各号に

掲げる財産上の利益の内容を記載すること。 

 

① 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 425条第１項に規定する決議に基づき役

員等の責任を免除した場合 

② 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 426条第１項の規定による定款の定めに

基づき役員等の責任を免除した場合 

③ 保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427条第１項の契約によって同項に規定

する限度を超える部分について同項に規定する社外取締役等が損害を賠償する責任を負わ

ないとされた場合 

４ 計算関係書類の承認に関する議案 

  次に掲げる事項を記載すること。 

(1) 保険業法第 53条の 23において準用する会社法第 398条第１項の規定による会計監査人の意

見がある場合には、その意見の内容 

(2) 取締役会の意見があるときは、その意見の内容の概要 

５ 合併契約等の承認に関する議案 

(1)  吸収合併契約の承認に関する議案 

次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該吸収合併を行う理由 

② 吸収合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 160 条第１号に規定する吸収合併消滅相互会社である場合に

おいて、保険業法第 49 条第１項において準用する会社法第 298 条第１項の決定をした日にお

ける保険業法施行規則第 101 条の２の 13第１項各号（第２号、第６号及び第７号を除く。）

に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

④ 当該相互会社が保険業法第 160 条第１号に規定する吸収合併存続相互会社である場合に

おいて、保険業法第 49 条第１項において準用する会社法第 298 条第１項の決定をした日にお

ける保険業法施行規則第 101 条の２の 16各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事項が

あるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 新設合併契約の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該新設合併を行う理由 

② 新設合併契約の内容の概要 

③ 当該相互会社が保険業法第 161条第１号に規定する新設合併消滅相互会社である場合にお

いて、保険業法第 49条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日におけ

る保険業法施行規則第 101条の２の 13 第２項各号（第５号及び第６号を除く。）に掲げる事

項があるときは、当該事項の内容の概要 

  ④ 新設合併設立相互会社（保険業法第 161条第２号に規定する新設合併設立相互会社をいう。 

以下同じ。）又は新設合併設立株式会社（保険業法第 165条第１項第２号に規定する新設合 
 
316



十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号の 3 

改正後 現行 

併設立株式会社をいう。以下同じ。）の取締役となる者（新設合併設立相互会社が監査等委

員会設置会社である場合にあっては、当該新設合併設立相互会社の監査等委員である取締役

となる者を除く。）についての１(1)に規定する事項 

⑤ 新設合併設立相互会社が監査等委員会設置会社であるときは、当該新設合併設立相互会社

の監査等委員である取締役となる者についての１(1)の２に規定する事項 

  ⑥ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計参与設置会社であるときは、当該

新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計参与となる者についての１(2)に規

定する事項 

⑦ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が監査役設置会社であるときは、当該新

設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の監査役となる者についての１(3)に規定す

る事項 

⑧ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計監査人設置会社であるときは、当

該新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計監査人となる者についての１(4)

に規定する事項 

(3) 事業譲渡等（保険業法第 62条の２第１項第１号から第３号までに掲げる行為をいう。以下

同じ。）に係る契約の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該事業譲渡等を行う理由 

② 当該事業譲渡等に係る契約の内容の概要 

③ 当該契約に基づき当該相互会社が受け取る対価又は契約の相手方に交付する対価の算定

の相当性に関する事項の概要 

６ その他 

(1) 組織変更計画の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該組織変更を行う理由 

② 組織変更計画の内容の概要 

③ 保険業法第 49 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日における

保険業法施行規則第 42条の２各号（第１号、第３号ロ、第５号イ、第７号及び第８号を除く。）

に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 保険契約の移転に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(3) 業務及び財産の管理の委託又は受託に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

併設立株式会社をいう。以下同じ。）の取締役となる者についての１(1)に規定する事項 

 

 

（新設） 

 

  ⑤ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計参与設置会社であるときは、当該

新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計参与となる者についての１(2)に規

定する事項 

⑥ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が監査役設置会社であるときは、当該新

設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の監査役となる者についての１(3)に規定す

る事項 

⑦ 新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社が会計監査人設置会社であるときは、当

該新設合併設立相互会社又は新設合併設立株式会社の会計監査人となる者についての１(4)

に規定する事項 

(3) 事業譲渡等（保険業法第 62条の２第１項第１号から第３号までに掲げる行為をいう。以下

同じ。）に係る契約の承認に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該事業譲渡等を行う理由 

② 当該事業譲渡等に係る契約の内容の概要 

③ 当該契約に基づき当該相互会社が受け取る対価又は契約の相手方に交付する対価の算定

の相当性に関する事項の概要 

６ その他 

(1) 組織変更計画の承認に関する議案 

   次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該組織変更を行う理由 

② 組織変更計画の内容の概要 

③ 保険業法第 49 条第１項において準用する会社法第 298条第１項の決定をした日における

保険業法施行規則第 42条の２各号（第１号、第３号ロ、第５号イ、第７号及び第８号を除く。）

に掲げる事項があるときは、当該事項の内容の概要 

(2) 保険契約の移転に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 

(3) 業務及び財産の管理の委託又は受託に関する議案 

    次に掲げる事項を記載すること。 

① 当該行為を行う理由 

② 当該行為に関する契約の内容の概要 

③ 各会社の最終事業年度（外国保険会社等にあっては、日本における事業年度）の貸借対照

表（外国保険会社等にあっては、日本における保険業の貸借対照表） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号の 3 

改正後 現行 

７ 社員又は総代提案の場合における記載事項 

(1) 議案が社員又は総代の提出に係るものである場合には、次に掲げる事項（③又④に掲げる事

項が総代会参考書類にその全部を記載することが適切でない程度の多数の文字、記号その他の

ものをもって構成されている場合（相互会社がその全部を記載することが適切であるものとし

て定めた分量を超える場合を含む。）にあっては、当該事項の概要）を記載すること。 

① 議案が社員又は総代の提出に係るものである旨 

② 議案に対する取締役会の意見があるときは、その意見の内容 

③ 社員又は総代が保険業法第 46条第３項の規定による請求に際して提案の理由（当該提案

の理由が明らかに虚偽である場合又は専ら人の名誉を侵害し、若しくは侮辱する目的による

ものと認められる場合における当該提案の理由を除く。）を相互会社に対して通知したとき

は、その理由 

④ 議案が次のイからホまでに掲げる者の選任に関するものである場合において、社員又は総

代が保険業法第 46 条第３項の規定による請求に際して当該イからホまでに定める事項（当該

事項が明らかに虚偽である場合における当該事項を除く。）を相互会社に対して通知したと

きは、その内容 

 イ 取締役（相互会社が監査等委員会設置会社である場合にあっては、監査等委員である取

締役を除く。） １(1)に規定する事項 

 ロ 監査等委員である取締役 １(1)の２に規定する事項 

 ハ 会計参与 １(2)に規定する事項 

ニ 監査役 １(3)に規定する事項 

ホ 会計監査人 １(4)に規定する事項 

(2) ２以上の社員又は総代から同一の趣旨の議案が提出されている場合には、その議案及びこれ

に対する取締役会の意見の内容は、各別に記載することを要しない。ただし、２以上の社員又

は総代から同一の趣旨の提案があった旨を記載しなければならない。 

(3) ２以上の社員又は総代から同一の趣旨の提案の理由が提出されている場合には、その提案の

理由は、各別に記載することを要しない。 

８ 上記において、次の(1)から(4)までに掲げる用語の意義は、当該(1)から(4)までに定めるとこ

ろによる。 

(1) 社外役員 会社役員（当該相互会社の取締役、会計参与、監査役及び執行役をいう。以下同

じ。）のうち、次のいずれにも該当するものをいう。 

   ① 当該会社役員が社外取締役又は社外監査役であること。 

② 当該会社役員が次のいずれかの要件に該当すること。 

 イ 当該会社役員が保険業法第 53条の２第５項、第 53 条の 16において準用する会社法第

373条第１項第２号又は保険業法第 53 条の 24第３項の社外取締役であること。 

 

ロ 当該会社役員が保険業法第 53条の５第３項の社外監査役であること。 

 

ハ 当該会社役員を当該相互会社の社外取締役又は社外監査役であるものとして計算関係

書類、事業報告、総代会参考書類その他当該相互会社が法令その他これに準ずるものの規

定に基づき作成する資料に表示していること。 

(2) 社外取締役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

７ 社員又は総代提案の場合における記載事項 

(1) 議案が社員又は総代の提出に係るものである場合には、次に掲げる事項（③又④に掲げる事

項が総代会参考書類にその全部を記載することが適切でない程度の多数の文字、記号その他の

ものをもって構成されている場合（相互会社がその全部を記載することが適切であるものとし

て定めた分量を超える場合を含む。）にあっては、当該事項の概要）を記載すること。 

① 議案が社員又は総代の提出に係るものである旨 

② 議案に対する取締役会の意見があるときは、その意見の内容 

③ 社員又は総代が保険業法第 46条第３項の規定による請求に際して提案の理由（当該提案

の理由が明らかに虚偽である場合又は専ら人の名誉を侵害し、若しくは侮辱する目的による

ものと認められる場合における当該提案の理由を除く。）を相互会社に対して通知したとき

は、その理由 

④ 議案が次のイからニまでに掲げる者の選任に関するものである場合において、社員又は総

代が保険業法第 46 条第３項の規定による請求に際して当該イからニまでに定める事項（当

該事項が明らかに虚偽である場合における当該事項を除く。）を相互会社に対して通知した

ときは、その内容 

 イ 取締役 １(1)に規定する事項 

 

（新設） 

ロ 会計参与 １(2)に規定する事項 

ハ 監査役 １(3)に規定する事項 

ニ 会計監査人 １(4)に規定する事項 

(2) ２以上の社員又は総代から同一の趣旨の議案が提出されている場合には、その議案及びこれ

に対する取締役会の意見の内容は、各別に記載することを要しない。ただし、２以上の社員又

は総代から同一の趣旨の提案があった旨を記載しなければならない。 

(3) ２以上の社員又は総代から同一の趣旨の提案の理由が提出されている場合には、その提案の

理由は、各別に記載することを要しない。 

８ 上記において、次の(1)から(4)までに掲げる用語の意義は、当該(1)から(4)までに定めるとこ

ろによる。 

(1) 社外役員 会社役員（当該相互会社の取締役、会計参与、監査役及び執行役をいう。以下同

じ。）のうち、次のいずれにも該当するものをいう。 

   ① 当該会社役員が社外取締役又は社外監査役であること。 

② 当該会社役員が次のいずれかの要件に該当すること。 

 イ 当該会社役員が保険業法第 53条の 16において準用する会社法第 373 条第１項第２号、

保険業法第 53条の 24 第３項又は同法第 53条の 36において準用する会社法第 425 条第 

  １項第１号ハ若しくは第 427条第１項の社外取締役であること。 

ロ 当該会社役員が保険業法第 53条の５第３項又は同法第 53条の 36において準用する会

社法第 427条第１項の社外監査役であること。 

ハ 当該会社役員を当該相互会社の社外取締役又は社外監査役であるものとして計算関係

書類、事業報告、総代会参考書類その他当該相互会社が法令その他これに準ずるものの規

定に基づき作成する資料に表示していること。 

(2) 社外取締役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第 5号の 3 

改正後 現行 

① 当該候補者が当該相互会社の取締役に就任した場合には、社外取締役となる見込みである

こと。 

（削る） 

 

（削る） 

 

（削る） 

（削る） 

② 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の２第５項、第 53条の 16において準用する会社法第 373

条第１項第２号又は保険業法第 53条の 24第３項の社外取締役であるものとする予定があ

ること。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外取締役であるものとして計算関係書類、事業報告、総

代会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する資

料に表示する予定があること。 

(3) 社外監査役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

① 当該候補者が当該相互会社の監査役に就任した場合には、社外監査役となる見込みである

こと。 

 

   ② 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の５第３項の社外監査役であるものとする予定があるこ

と。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外監査役であるものとして計算関係書類、事業報告、総

代会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する資

料に表示する予定があること。 

(4) 業務執行者 次に掲げる者をいう。 

① 業務執行取締役、執行役その他の法人等の業務を執行する役員 

② 業務を執行する社員、会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに相当する者 

  ③ 使用人 

９ 保険業法施行規則第 23 条第１項第３号イに掲げる事項から除かれる事項は、５(1)③④、５(2)

③及び５(3)③並びに６(1)③に掲げる事項とする。 

 

① 当該候補者が過去に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行取締役若しくは執行役

又は支配人その他の使用人となったことがないこと。 

② 当該候補者が現に当該相互会社又はその実質子会社の業務執行取締役若しくは執行役又

は支配人その他の使用人でないこと。 

③ 当該候補者を就任後当該相互会社の業務を執行する取締役として選定する予定がないこ

と。 

④ 当該候補者を就任後当該相互会社の執行役として選任する予定がないこと。 

⑤ 当該候補者を就任後当該相互会社の使用人とする予定がないこと。  

⑥ 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の 16において準用する会社法第 373条第１項第２号、保

険業法第 53条の 24第３項又は同法第 53条の 36において準用する会社法第 425条第１項

第１号ハ若しくは第 427条第１項の社外取締役であるものとする予定があること。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外取締役であるものとして計算関係書類、事業報告、総

代会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する資

料に表示する予定があること。 

(3) 社外監査役候補者 次に掲げるいずれにも該当する候補者をいう。 

① 当該候補者が過去に当該相互会社又はその実質子会社の取締役、会計参与（会計参与が法

人であるときは、その職務を行うべき社員）若しくは執行役又は支配人その他の使用人とな

ったことがないこと。 

   ② 次のいずれかの要件に該当すること。 

イ 当該候補者を保険業法第 53 条の５第３項又は同法第 53条の 36 において準用する会社

法第 427 条第１項の社外監査役であるものとする予定があること。 

ロ 当該候補者を当該相互会社の社外監査役であるものとして計算関係書類、事業報告、総

代会参考書類その他相互会社が法令その他これに準ずるものの規定に基づき作成する資

料に表示する予定があること。 

(4)  業務執行者 次に掲げる者をいう。 

① 業務執行取締役、執行役その他の法人等の業務を執行する役員 

② 業務を執行する社員、会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに相当する者 

  ③ 使用人 

９ 保険業法施行規則第 23 条第１項第３号イに掲げる事項から除かれる事項は、５(1)③④、５(2)

③及び５(3)③並びに６(1)③に掲げる事項とする。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第６号 

改正後 現行 

別紙様式第６号（第 59条関係） （日本工業規格Ａ４） 

  

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第７ （略）  

  （記載上の注意） 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

   ２～４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 67 号又は保険業法施行規則（以下「規則」と

いう。）第 25条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式

第１中に定める記載事項のうち「１ 事業の経過及び成果等」、「２ 財産及び損益の状況の

推移」、「３ 支店等及び代理店の状況」、「４ 使用人の状況」については、これらのすべて

を企業集団（当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。）の状況について記載すること

で、当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「２ 財産及び損益の状

況の推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６・７ （略） 

第１ 

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間事業報告書 

   １～５ （略） 

   ６ 会社役員の状況 

     （略） 

    （記載上の注意） 

１ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

（２、７及び８を除く。）。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会（相互会社にあっては、

社員総会又は総代会）の決議によって解任されたものを除く。）があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること（当中間会計期間前の事業年度に係る事業報告の内容

としたものを除く。）。 

別紙様式第６号（第 59条関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第７ （略）  

  （記載上の注意） 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２～４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 55 号又は保険業法施行規則（以下「規則」と

いう。）第 25条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式

第１中に定める記載事項のうち「１ 事業の経過及び成果等」、「２ 財産及び損益の状況の

推移」、「３ 支店等及び代理店の状況」、「４ 使用人の状況」については、これらのすべて

を企業集団（当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。）の状況について記載すること

で、当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「２ 財産及び損益の状

況の推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６・７ （略） 

  第１ 

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間事業報告書 

   １～５ （略） 

   ６ 会社役員の状況 

     （略） 

    （記載上の注意） 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（２

及び７を除く。） 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員（株主総会又は種類株主総会（相互会社にあっては、

社員総会又は総代会）の決議によって解任されたものを除く。）があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること（当中間会計期間前の事業年度に係る事業報告の内容

としたものを除く。）。 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第６号 

改正後 現行 

① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項（同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。）（相互会社にあっては、法第 53条の 11において

準用する会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項（法第 53条

の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を含

む。））の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345条第２項（同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。）（相互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法

第 342条の２第２項又は第 345条第２項（法第 53条の 11において準用する会社法第

345条第４項において読み替えて準用する場合を含む。））の理由があるときはその理

由 

     ３ 社外役員（株式会社にあっては、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外

役員をいい、相互会社にあっては別紙様式第５号記載上の注意８(1)に規定する社外役

員をいう。以下同じ。）については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書

すること。 

４・５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 保険会社が当該中間会計期間の末日において監査等委員会設置会社である場合 

常勤の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 保険会社が当該中間会計期間の末日において指名委員会等設置会社である場合 

常勤の監査委員の選定の有無及びその理由 

     ８ （略） 

   ７ （略） 

   ８ 新株予約権等に関する事項 

     (1) 当中間会計期間の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約

権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役（監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。）及び執行

役 

  

社外取締役（監査等委

員であるものを除

く。） 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

   （記載上の注意）  

① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項（同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。）（相

互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項（法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。））の意見があるときは、その意見の内容 

       

③ 会社法第 345条第２項（同条第４号において読み替えて準用する場合を含む。）（相

互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第２項（法第

53条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合

を含む。））の理由があるときはその理由 

 

３ 社外役員（会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下同

じ。）については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書すること 

 

 

４・５ （略） 

     ６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

     

  （新設） 

      

 

 

 

７ (略) 

   ７ （略） 

   ８ 新株予約権等に関する事項 

     (1) 当中間会計期間の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約

権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役（社

外役員を除く。） 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   （記載上の注意）  

    （略） 
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十七 保険業法施行規則（平成八年大蔵省令第五号）  別紙様式第６号 

改正後 現行 

    （略） 

     (2) （略） 

   ９ （略） 

第２        年度中（ 年  月  日現在）中間貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(15) （略） 

(16) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは第 165

条第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額  

 

（以下略） 

 

(2) （略） 

   ９ （略） 

第２        年度中（ 年  月  日現在）中間貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(15) （略） 

(16) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第 165

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

（以下略） 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第６号の２ 

 
改正後 現行 

別紙様式第６号の２(第 59条関係) (日本工業規格Ａ４) 

  

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第７ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

   ２～４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 67 号又は保険業法施行規則(以下「規則」とい

う。)第 25条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第

１中に定める記載事項のうち「１ 事業の経過及び成果等」、「２ 財産及び損益の状況の推

移」、「３ 支店等及び代理店の状況」、「４ 使用人の状況」については、これらのすべてを

企業集団(当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載することで、

当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「２ 財産及び損益の状況の

推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６・７ （略） 

第１ 

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間事業報告書 

１～５ （略） 

   ６ 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び８を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当中間会計期間前の事業年度に係る事業報告の内容

別紙様式第６号の２(第 59条関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第７ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２～４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 55号又は保険業法施行規則(以下「規則」とい

う。)第 25条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第

１中に定める記載事項のうち「１ 事業の経過及び成果等」、「２ 財産及び損益の状況の推

移」、「３ 支店等及び代理店の状況」、「４ 使用人の状況」については、これらのすべてを

企業集団(当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載することで、

当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「２ 財産及び損益の状況の

推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６・７ （略） 

  第１ 

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間事業報告書 

   １～５ （略） 

   ６ 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当中間会計期間前の事業年度に係る事業報告の内容
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第６号の２ 

 
改正後 現行 

としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)(相互会社にあっては、法第 53条の 11において

準用する会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(法第 53条の

11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を含

む。))の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)(相互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法

第 342条の２第２項又は第 345条第２項(法第 53条の 11において準用する会社法第

345条第４項において読み替えて準用する場合を含む。))の理由があるときはその理

由 

３ 社外役員（株式会社にあっては、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外

役員をいい、相互会社にあっては別紙様式第５号記載上の注意８(1)に規定する社外役

員をいう。以下同じ。）については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書

すること。 

     ４～５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 保険会社が当該中間会計期間の末日において監査等委員会設置会社である場合 

常勤の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 保険会社が当該中間会計期間の末日において指名委員会等設置会社である場合 

常勤の監査委員の選定の有無及びその理由 

     ８ （略） 

   ７ （略） 

   ８ 新株予約権等に関する事項 

    (1) 当中間会計期間の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約

権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

  

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第１項(法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。))の意見があるときは、その意見の内容 

       

③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法第 345条第２項(法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。))の理由があるときはその理由。 

 

３ 社外役員（会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下同

じ。）については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書すること。 

 

 

４～５ （略） 

     ６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

     

  （新設） 

      

 

 

 

７ （略） 

   ７ （略） 

   ８ 新株予約権等に関する事項 

    (1) 当中間会計期間の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約

権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社

外役員を除く。) 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第６号の２ 

 
改正後 現行 

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

    (2) （略） 

   ９ （略） 

第２        年度中（ 年  月  日現在）中間貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(15) （略） 

(16) 法第 91 条の規定による規定による組織変更剰余金額又は法第 164 条第４項若し

くは第 165条第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

 

 

 

(2) （略） 

   ９ （略） 

第２        年度中（ 年  月  日現在）中間貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(15) （略） 

(16) 法第 91 条の規定による規定による組織変更剰余金額又は法第 164 条第４項若し

くは法第 165条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第６号の３ 

 
改正後 現行 

別紙様式第６号の３(第 59条関係) (日本工業規格Ａ４) 

  

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間連結業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

   ２～４ （略） 

第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 中間連結貸借対照表 

        年度中（  年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

(1)～(11) （略） 

(12) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは第 165

条第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 

 

別紙様式第６号の３(第 59条関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間連結業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２～４ （略） 

第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 中間連結貸借対照表 

        年度中（  年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

(1)～(11) （略） 

(12) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第 165

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額   

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 7 号 

改正後 現行 

別紙様式第７号(第 17条の５、第 25条の２及び第 59条関係)      (日本工業規格Ａ４) 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１ 事業報告書 

   １ （略） 

   ２ 会社役員に関する事項 

    (1)・(2) （略） 

    (3) 責任限定契約 

   ３ 社外役員に関する事項 

    (1) 社外役員の兼職その他の状況 

    (2) （略） 

    （削る）  

    (3)・(4) （略） 

   ４～８ （略） 

   ９ 特定完全子会社に関する事項 

   10 親会社等との間の取引に関する事項 

   11・12 （略） 

第２ 附属明細書 

 １ （略） 

 ２ 事業報告書に関する事項 

  (1) 会社役員の兼職の状況 

  (2) （略） 

第３～第13 （略） 

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

   ２ （略） 

   ３ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    ⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

    ⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

別紙様式第７号(第 17条の５、第 25条の２及び第 59条関係)      (日本工業規格Ａ４) 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１ 事業報告書 

   １ （略） 

   ２ 会社役員に関する事項 

    (1)・(2) （略） 

    （新設） 

   ３ 社外役員に関する事項 

    (1) 社外役員の兼任その他の状況 

    (2) （略） 

    (3) 責任限定契約 

    (4)・(5) （略） 

   ４～８ （略） 

   （新設） 

   （新設） 

   ９・10 （略） 

第２ 附属明細書 

 １ （略） 

 ２ 事業報告書に関する事項 

  (1) 会社役員の兼務の状況 

  (2) （略） 

第３～第13 （略） 

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２ （略） 

   ３ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    （新設） 

    （新設） 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 7 号 

改正後 現行 

   ４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 67 号又は保険業法施行規則(以下「規則」とい

う。)第 25 条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第

１中に定める記載事項のうち「１ 保険会社の現況に関する事項」については、これらのす

べてを企業集団(当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載するこ

とで、当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状

況の推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６ （略） 

 第１ 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び９を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容と

したものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)(相互会社にあっては、法第 53 条の 11において

準用する会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(法第 53条の

11 において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を含

む。))の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345 条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)(相互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法

第 342条の２第２項又は第 345条第２項(法第 53条の 11 において準用する会社法第

345条第４項において読み替えて準用する場合を含む。))の理由があるときはその理

由 

     ３ 社外役員(株式会社にあっては、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外

役員をいい、相互会社にあっては別紙様式第５号記載上の注意８(1)に規定する社外役

員をいう。以下同じ。)については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書

すること。 

     ４・５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

   ４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 55 号又は保険業法施行規則(以下「規則」とい

う。)第 25 条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第

１中に定める記載事項のうち「１ 保険会社の現況に関する事項」については、これらのす

べてを企業集団(当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載するこ

とで、当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状

況の推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６ （略） 

 第１ 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容と

したものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、法第 53 条の 11 において準用する会社法第 345条第１項(法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。))の意見があるときは、その意見の内容 

       

③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、法第 53 条の 11 において準用する会社法第 345条第２項(法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。))の理由があるときはその理由 

 

３ 社外役員(会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下同

じ。)については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書すること。     

 

 

４・５ （略） 

６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 7 号 

改正後 現行 

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 保険会社が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場合 常勤

の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 保険会社が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場合 常勤

の監査委員の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社であって、金融商品取引法第 24 条第１項

の規定によりその発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなけ

ればならないものが、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相

当でない理由を欄外に記載すること。 

     なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事

情に応じて記載又は記録することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもって当

該理由とすることはできない。 

     ９ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 取締役（監査等委員会設置会社にあっては、監査等委員である取締役又はそれ以外の

取締役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった

人数を記載すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第４号ロ又はハ(相互会社につ

いて準用する。)により、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第５号(相

互会社について準用する。)に規定する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、指名委員会等設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年

度の末日において指名委員会等設置会社でない会社については、記載を省略することが

できる。 

   (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    会社役員(取締役又は監査役に限る。)と保険会社との間で責任限定契約(会社法第 427 条第

１項(相互会社にあっては、法第 53条の 36 において準用する会社法第 427条第１項)の契約を

いう。以下同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当該契約によって当該会社

役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあっては、その

内容を含む。)を記載すること。 

  ３ 社外役員に関する事項  

 

 （新設） 

      

 

 

 

（新設） 

      

 

 

 

 

 

７ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 会社役員ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただ

し、会社法施行規則第 121条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもで

きる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

 

 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、委員会設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年

度の末日において委員会設置会社でない会社については、記載を省略することができ

る。 

   （新設） 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ 社外役員に関する事項  
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 7 号 

改正後 現行 

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること。((3)及び

(4)を除く。) 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行者(会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する

業務執行者をいう。以下同じ。)であることが重要な兼職(同令第 121条第８号に規定す

る重要な兼職をいう。以下同じ。)に該当する場合は、保険会社と当該他の法人等との

関係を記載すること。 

 ２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であるこ

とを保険会社が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載すること。 

  

 

 

 

 

 

① 保険会社の親会社等(自然人であるものに限る。) 

 ② 保険会社又は保険会社の特定関係事業者(株式会社にあっては、会社法施行規則第

２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいい、相互会社にあっては、当該相互

会社の実質子会社(法第33条の２第１項に規定する実質子会社をいう。)及び関連会社

(規則第24条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。)並びに当該相互会社の主

要な取引先である者(法人以外の団体を含む。)をいう。)の業務執行者又は役員(業務

執行者であるものを除く。) 

(2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあっては、次に定めるものを含

む。 

      ① 監査役会設置会社の社外監査役 監査役会 

      ② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

      ③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   （削る） 

    

 

 

 

 

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること。((4)及び

(5)を除く。) 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社    

法第 598 条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが

重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。)

に該当する場合は、保険会社と当該他の法人等との関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が保険会社又は保険会社の特定関係事業者(株式会社にあっては会社法施行

規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいい、相互会社にあっては当該相

互会社の実質子会社(法第33条の２第１項に規定する実質子会社をいう。)及び関連会社

(規則第24条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。)並びに当該相互会社の主要

な取引先である者(法人以外の団体を含む。)をいう。)の業務執行取締役、執行役、業

務を執行する社員若しくは会社法第598条第１項の職務を行うべき者その他これに類す

る者又は使用人の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを保険会

社が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載すること。 

（新設） 

（新設） 

 

 

 

 

 

   (2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあっては、以下に定めるもの

を含む。 

      ① 監査役会設置会社の社外監査役 監査役会 

      （新設） 

      ② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    社外役員と保険会社との間で責任限定契約(会社法第 427条第１項(相互会社にあっては、法

第 53 条の 36において準用する会社法第 427条第１項)の契約をいう。以下同じ。)を締結して
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(3) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第５号ロ又はハ(相互会社について準用する。)により、適宜設欄

のうえ記載することもできる。また、同条第６号(相互会社について準用する。)に規定

する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険会社の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の区分

に応じ、当該①又は②に定めるものから当該事業年度において役員としての報酬等を受

けているときは、当該報酬等の総額を記載すること(社外役員であった期間に受けたもの

に限る。)。 

      ① 保険会社に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の子会社等（当該

保険会社を除く。） 

      ② 保険会社に親会社等がない場合 保険会社の子会社又は子法人等 

   (4) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

  

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 

いるときは、当該契約の内容の概要(当該契約によって当該社外役員の職務の適正性が損なわ

れないようにするための措置を講じている場合にあっては、その内容を含む。)を記載するこ

と。 

(4) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。

また、同条第７号に規定する報酬等についても記載すること。 

 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険会社の親会社等からの報酬等」については、保険会社の親会社又は当該親会社

(当該保険会社に親会社がない場合にあっては、当該保険会社)の子法人等から当該事業

年度において役員としての報酬等を受けているときは、当該報酬等の総額を記載するこ

と(社外役員であった期間に受けたものに限る。)。 

      （新設） 

 

      （新設） 

(5) （略） 

  ４ （略）  

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社

外役員を除く。) 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

 

 

 

 

 

 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 
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    １・２ （略） 

    ３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

      ① 報酬等について監査役(監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会

社にあっては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会)が会社法第

399 条第１項(相互会社にあっては、法第 53 条の 23 において準用する会社法第 399 条

第１項)の同意をした理由 

②～④ （略） 

４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概

要及び当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

    １ 会社法第 362条第４項第６号(相互会社にあっては、法第 53 条の 14 第４項第６号)に規

定する体制 

    ２ 会社法第 399条の 13第１項第１号ロ及びハ(相互会社にあっては、法第 53条の 23の３

第１項第１号ロ及びハ)に規定する体制 

    ３ （略） 

  ９ 特定完全子会社に関する事項 

(記載上の注意) 

   株式会社である保険会社にあっては、保険会社(当該事業年度の末日において、その完全親

会社等(会社法第 847 条の３第２項に規定する完全親会社等をいう。)があるものを除く。)に

特定完全子会社(当該事業年度の末日において、当該保険会社及びその完全子会社等(同法第

847 条の３第３項の規定により当該完全子会社等とみなされるものを含む。以下９において同

じ。)における当該保険会社のある完全子会社等(株式会社に限る。)の株式の帳簿価額が当該

保険会社の当該事業年度に係る貸借対照表の資産の部に計上した額の合計額の５分の１(同法

第 847条の３第４項の規定により５分の１を下回る割合を定款で定めた場合にあっては、その

割合)を超える場合における当該ある完全子会社等をいう。)がある場合には、会社法施行規則

第 118条第４号の規定に従い記載すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

   (記載上の注意) 

    株式会社である保険会社にあっては、保険会社とその親会社等との間の取引(当該保険会社

と第三者との間の取引で当該保険会社とその親会社等との間の利益が相反するものを含む。)

であって、当該保険会社の当該事業年度に係る個別注記表において会社計算規則第 112条第１

項に規定する注記を要するもの(同項ただし書の規定により同項第４号から第６号まで及び第

８号に掲げる事項を省略するものを除く。)がある場合には、会社法施行規則第 118 条第５号

の規定に従い記載すること。 

  11・12 （略） 

第２ 

    １・２ （略） 

    ３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

     （新設） 

 

 

 

①～③ （略）  

    ４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

  ７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要を

記載すること。 

    １ 会社法第 362条第４項第６号(相互会社にあっては、法第 53条の 14 第４項第６号)に規

定する体制 

    （新設） 

 

    ２ （略） 

  （新設） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

   

 

 

 

 

 

 

９・10 （略） 

第２ 
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年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)～(6) （略） 

   (7)事業費の明細 

    (生命保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

    (損害保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １～４ （略） 

     ５ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。    

   (8)・(9) （略） 

  ２ （略） 

第３ （略） 

第４        年度（ 年  月  日現在）貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(19) （略） 

(20) 法第 91条の規定による規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若し

くは第 165条第７項において準用する法第 91 条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)～(6) （略） 

   (7)事業費の明細 

    (生命保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。 

    (損害保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １～４ （略） 

     ５ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。    

   (8)・(9) （略） 

  ２ （略） 

第３ （略） 

第４        年度（ 年  月  日現在）貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(19) （略） 

(20) 法第 91条の規定による規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若し

くは法第 165条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 
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別紙様式第７号の２(第 17条の５、第 25条の２及び第 59 条関係) (日本工業規格Ａ４) 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１ 事業報告書 

   １ （略） 

   ２ 会社役員に関する事項 

    (1)～(2) （略） 

    (3) 責任限定契約 

   ３ 社外役員に関する事項 

    (1) 社外役員の兼職その他の状況 

    (2) （略） 

    (削る)  

    (3)・(4) （略） 

   ４～８ （略） 

   ９ 特定完全子会社に関する事項 

   10 親会社等との間の取引に関する事項 

   11・12 （略） 

第２ 附属明細書 

 １ （略） 

 ２ 事業報告書に関する事項 

  (1) 会社役員の兼職の状況 

  (2) （略） 

第３～第13 （略） 

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

   ２ （略） 

   ３ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    ⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

    ⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

別紙様式第７号の２(第 17条の５、第 25条の２及び第 59 条関係) (日本工業規格Ａ４) 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１ 事業報告書 

   １ （略） 

   ２ 会社役員に関する事項 

    (1)・(2) （略） 

    （新設） 

   ３ 社外役員に関する事項 

    (1) 社外役員の兼任その他の状況 

    (2) （略） 

    (3) 責任限定契約 

    (4)・(5) （略） 

   ４～８ （略） 

   （新設） 

   （新設） 

   ９・10 （略） 

第２ 附属明細書 

 １ （略） 

 ２ 事業報告書に関する事項 

  (1) 会社役員の兼務の状況 

  (2) （略） 

第３～第13 （略） 

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２ （略） 

   ３ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    （新設） 

    （新設） 
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   ４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 67 号又は保険業法施行規則(以下「規則」とい

う。)第 25 条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第

１中に定める記載事項のうち「１ 保険会社の現況に関する事項」については、これらのす

べてを企業集団(当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載するこ

とで、当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状

況の推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６ （略） 

 第１ 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び９を除く。)。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容と

したものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)(相互会社にあっては、法第 53 条の 11において

準用する会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(法第 53条の

11 において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を含

む。))の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345 条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)(相互会社にあっては、法第 53条の 11において準用する会社法

第 342条の２第２項又は第 345条第２項(法第 53条の 11 において準用する会社法第

345条第４項において読み替えて準用する場合を含む。))の理由があるときはその理

由 

     ３ 社外役員(株式会社にあっては、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外

役員をいい、相互会社にあっては別紙様式第５号記載上の注意８(1)に規定する社外役

員をいう。以下同じ。)については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書

すること。 

     ４・５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

   ４ （略） 

   ５ 保険会社が会社法施行規則第２条第２項第 55 号又は保険業法施行規則(以下「規則」とい

う。)第 25 条の３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第

１中に定める記載事項のうち「１ 保険会社の現況に関する事項」については、これらのす

べてを企業集団(当該保険会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載するこ

とで、当該保険会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状

況の推移」については、当該保険会社に関する事項をも記載すること。 

   ６ （略） 

 第１ 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

１ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容と

したものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、法第 53 条の 11 において準用する会社法第 345条第１項(法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。))の意見があるときは、その意見の内容 

       

③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、法第 53 条の 11 において準用する会社法第 345条第２項(法第 53

条の 11において準用する会社法第 345条第４項において読み替えて準用する場合を

含む。))の理由があるときはその理由 

 

３ 社外役員(会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外役員をいう。以下同

じ。)については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書すること。 

 

 

４・５ （略）     

６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 
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の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 保険会社が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場合 常勤

の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 保険会社が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場合 常勤

の監査委員の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社であって、金融商品取引法第 24 条第１項

の規定によりその発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなけ

ればならないものが、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相

当でない理由を欄外に記載すること。 

     なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事

情に応じて記載又は記録することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもって当

該理由とすることはできない。 

     ９ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 取締役（監査等委員会設置会社にあっては、監査等委員である取締役又はそれ以外の

取締役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった

人数を記載すること。ただし、会社法施行規則第 121 条第４号ロ又はハ(相互会社につ

いて準用する。)により、適宜設欄のうえ記載することもできる。また、同条第５号(相

互会社について準用する。)に規定する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、指名委員会等設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年

度の末日において指名委員会等設置会社でない会社については、記載を省略することが

できる。 

  (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    会社役員(取締役又は監査役に限る。)と保険会社との間で責任限定契約(会社法第 427 条第

１項(相互会社にあっては、法第 53条の 36 において準用する会社法第 427条第１項)の契約を

いう。以下同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当該契約によって当該会社

役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあっては、その

内容を含む。)を記載すること。 

  ３ 社外役員に関する事項  

     

  （新設） 

      

 

 

 

（新設） 

      

 

 

 

 

 

７ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 会社役員ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただ

し、会社法施行規則第 121条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもで

きる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

 

 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、委員会設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の概要を記載すること。ただし、当該事業年

度の末日において委員会設置会社でない会社については、記載を省略することができ

る。 

   （新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ 社外役員に関する事項  
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  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること。((3)及び

(4)を除く。) 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行者(会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する

業務執行者をいう。以下同じ。)であることが重要な兼職(同令第 121条第８号に規定す

る重要な兼職をいう。以下同じ。)に該当する場合は、保険会社と当該他の法人等との

関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であ

ることを保険会社が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載

すること。 

 

 

 

 

 

① 保険会社の親会社等(自然人であるものに限る。) 

 ② 保険会社又は保険会社の特定関係事業者(株式会社にあっては、会社法施行規則第

２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいい、相互会社にあっては、当該相互

会社の実質子会社(法第33条の２第１項に規定する実質子会社をいう。)及び関連会社

(規則第24条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。)並びに当該相互会社の主

要な取引先である者(法人以外の団体を含む。)をいう。)の業務執行者又は役員(業務

執行者であるものを除く。) 

(2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあっては、次に定めるものを含

む。 

      ① （略） 

      ② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

      ③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (削る) 

 

 

 

 

 

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること。((4)及び

(5)を除く。) 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社    

法第 598 条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが

重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。)

に該当する場合は、保険会社と当該他の法人等との関係を記載すること。 

 ２ （略） 

３ 社外役員が保険会社又は保険会社の特定関係事業者(株式会社にあっては会社法施行

規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいい、相互会社にあっては当該相

互会社の実質子会社(法第33条の２第１項に規定する実質子会社をいう。)及び関連会社

(規則第24条の３第６項第２号に規定する関連会社をいう。)並びに当該相互会社の主要

な取引先である者(法人以外の団体を含む。)をいう。)の業務執行取締役、執行役、業

務を執行する社員若しくは会社法第598条第１項の職務を行うべき者その他これに類す

る者又は使用人の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを保険会

社が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載すること。 

（新設） 

（新設）  

 

 

 

 

 

(2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあっては、以下に定めるもの

を含む。 

      ① （略） 

      （新設） 

      ② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    社外役員と保険会社との間で責任限定契約(会社法第 427条第１項(相互会社にあっては、法

第 53 条の 36において準用する会社法第 427条第１項)の契約をいう。以下同じ。)を締結して

 
337



十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第７号の２ 

改正後 現行 

 

 

 

   (3) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第５号ロ又はハ(相互会社について準用する。)により、適宜設欄

のうえ記載することもできる。また、同条第６号(相互会社について準用する。)に規定

する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険会社の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の区分

に応じ、当該①又は②に定めるものから当該事業年度において役員としての報酬等を受

けているときは、当該報酬等の総額を記載すること(社外役員であった期間に受けたもの

に限る。)。 

      ① 保険会社に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の子会社等（当該

保険会社を除く。） 

      ② 保険会社に親会社等がない場合 保険会社の子会社又は子法人等 

   (4) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

  

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 

いるときは、当該契約の内容の概要(当該契約によって当該社外役員の職務の適正性が損なわ

れないようにするための措置を講じている場合にあっては、その内容を含む。)を記載するこ

と。 

   (4) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。

また、同条第７号に規定する報酬等についても記載すること。 

 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険会社の親会社等からの報酬等」については、保険会社の親会社又は当該親会社

(当該保険会社に親会社がない場合にあっては、当該保険会社)の子法人等から当該事業

年度において役員としての報酬等を受けているときは、当該報酬等の総額を記載するこ

と(社外役員であった期間に受けたものに限る。)。 

      （新設） 

 

      （新設） 

(5) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において保険会社の役員が有している当該保険会社の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社

外役員を除く。) 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

 

 

 

 

 

 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 
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    １・２ （略） 

    ３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

      ① 報酬等について監査役(監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会

社にあっては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会)が会社法第

399 条第１項(相互会社にあっては、法第 53 条の 23 において準用する会社法第 399 条

第１項)の同意をした理由 

②～④ （略） 

４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の概要及び

当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

    １ （略） 

    ２ 会社法第 399条の 13第１項第１号ロ及びハ(相互会社にあっては、法第 53条の 23の３

第１項第１号ロ及びハ)に規定する体制 

    ３ （略） 

  ９ 特定完全子会社に関する事項 

(記載上の注意) 

   株式会社である保険会社にあっては、保険会社(当該事業年度の末日において、その完全親

会社等(会社法第 847 条の３第２項に規定する完全親会社等をいう。)があるものを除く。)に

特定完全子会社(当該事業年度の末日において、当該保険会社及びその完全子会社等(同法第

847 条の３第３項の規定により当該完全子会社等とみなされるものを含む。以下９において同

じ。)における当該保険会社のある完全子会社等(株式会社に限る。)の株式の帳簿価額が当該

保険会社の当該事業年度に係る貸借対照表の資産の部に計上した額の合計額の５分の１(同法

第 847条の３第４項の規定により５分の 1 を下回る割合を定款で定めた場合にあっては、その

割合)を超える場合における当該ある完全子会社等をいう。)がある場合には、会社法施行規則

第 118条第４号の規定に従い記載すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

   (記載上の注意) 

    株式会社である保険会社にあっては、保険会社とその親会社等との間の取引(当該保険会社

と第三者との間の取引で当該保険会社とその親会社等との間の利益が相反するものを含む。)

であって、当該保険会社の当該事業年度に係る個別注記表において会社計算規則第 112条第１

項に規定する注記を要するもの(同項ただし書の規定により同項第４号から第６号まで及び第

８号に掲げる事項を省略するものを除く。)がある場合には、会社法施行規則第 118 条第５号

の規定に従い記載すること。 

  11・12 （略） 

第２ 

    １・２ （略） 

    ３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

     （新設） 

 

 

 

①～③ （略） 

    ４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

  ７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の概要を記載す

ること。 

    １ （略） 

    （新設） 

 

    ２ （略） 

  （新設） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

   

 

 

 

 

 

 

９・10 （略）    

第２ 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第７号の２ 

改正後 現行 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)～(7) （略） 

   (8)事業費の明細 

    (生命保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

    (損害保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １～４ （略） 

     ５ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。    

   (9)～(10) （略） 

  ２ （略） 

第３ （略） 

第４        年度（ 年  月  日現在）貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(19) （略） 

(20) 法第 91条の規定による規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若し

くは第 165条第７項において準用する法第 91 条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)～(7) （略） 

   (8)事業費の明細 

    (生命保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

２ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。 

    (損害保険会社) 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １～４ （略） 

     ５ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。 

   (9)～(10) （略） 

  ２ （略） 

第３ （略） 

第４        年度（ 年  月  日現在）貸借対照表 

      （生命保険株式会社)   

（略）                              

    （損害保険株式会社） 

 （略） 

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(19) （略） 

(20) 法第 91条の規定による規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若し

くは法第 165条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第７号の３ 

改正後 現行 

別紙様式第７号の３(第 25条の３及び第 59条関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 連結業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

  第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

１ （略） 

２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

      (1)～(14) （略） 

(15) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは第 165   

条第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

    

(以下略) 

別紙様式第７号の３(第 25条の３及び第 59条関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 連結業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

  第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

      (1)～(14) （略） 

(15) 法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第 165   

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

    

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 14 号 

改正後 現行 

別紙様式第 14号(第 210条の 10関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

２～４ （略） 

第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 中間連結貸借対照表 

        年度中（ 年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(11) （略） 

(12) 法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164 条第４項若しくは第 165

条第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

  

(以下略) 

別紙様式第 14号(第 210条の 10関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２～４ （略）  

第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 中間連結貸借対照表 

        年度中（ 年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(11) （略） 

(12) 法第91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第165

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号 

改正後 現行 

別紙様式第 15号(第 210条の 10関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

２・３ （略） 

第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（ 年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(14) （略） 

(15) 法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164 条第４項若しくは第 165

条第７項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

   

(以下略) 

別紙様式第 15号(第 210条の 10関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第３ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２・３ （略） 

第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（ 年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(14) （略） 

(15) 法第91条の規定による組織変更剰余金額又は法第 164条第４項若しくは法第165

条第６項において準用する法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号の２ 

改正後 現行 

別紙様式第 15 号の２(第 210 条の 11関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

２ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    ⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

    ⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

３ （略） 

４ 保険持株会社が会社法施行規則第２条第２項第 67 号に規定する連結計算書類を作成して

いる会社である場合には、この様式中に定める記載事項のうち「１ 保険持株会社の現況に

関する事項」については、これらのすべてを企業集団(当該保険持株会社及び子会社等をい

う。以下同じ。)の状況について記載することで、当該保険持株会社に関する記載を省略で

きるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状況の推移」については、当該保険持株会社

に関する事項をも記載すること。 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び９を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会の決議によって解任さ

れたものを除く。)があるときは、「その他」に次に掲げる事項を記載すること(当該事

業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345 条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)の理由があるときはその理由 

     ３～５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 保険持株会社が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場合 

別紙様式第 15 号の２(第 210 条の 11関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

２ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    (新設) 

    (新設) 

３ （略） 

４ 保険持株会社が会社法施行規則第２条第２項第 55 号に規定する連結計算書類を作成して

いる会社である場合には、この様式中に定める記載事項のうち「１ 保険持株会社の現況に

関する事項」については、これらのすべてを企業集団(当該保険持株会社及び子会社等をい

う。以下同じ。)の状況について記載することで、当該保険持株会社に関する記載を省略で

きるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状況の推移」については、当該保険持株会社

に関する事項をも記載すること。 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会の決議によって解任さ

れたものを除く。)があるときは、「その他」に次に掲げる事項を記載すること(当該事

業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)の意

見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)の理

由があるときはその理由 

３～５ （略） 

     ６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

      

(新設) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号の２ 

改正後 現行 

常勤の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 保険持株会社が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場合 

常勤の監査委員の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社(大会社（会社法第２条第６号に規定する

大会社をいう。）に限る。)であって、金融商品取引法第 24 条第１項の規定によりその

発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならないもの

が、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相当でない理由を欄

外に記載すること。 

     なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事

情に応じて記載又は記録することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもって当

該理由とすることはできない。 

     ９ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

２ 取締役（監査等委員会設置会社にあっては、監査等委員である取締役又はそれ以外の

取締役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった

人数を記載すること。ただし、会社法施行規則第 121条第４号ロ又はハにより、適宜設

欄のうえ記載することもできる。また、同条第５号に規定する報酬等についても記載す

ること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、指名委員会等設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の内容の概要を記載すること。ただし、当該

事業年度の末日において指名委員会等設置会社でない会社については、記載を省略する

ことができる。 

(3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    会社役員(取締役又は監査役に限る。)と保険持株会社との間で責任限定契約(会社法第 427

条第１項の契約をいう。以下同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当該契約

によって当該会社役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場

合にあっては、その内容を含む。)を記載すること。 

  ３ 社外役員に関する事項  

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること。((3)及び

(4)を除く。) 

 

 

 

(新設) 

      

 

 

 

 

 

 

７ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

２ 会社役員ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただ

し、会社法施行規則第 121条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもで

きる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

 

 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、委員会設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の内容の概要を記載すること。ただし、当該

事業年度の末日において委員会設置会社でない会社については、記載を省略することが

できる。 

   (新設) 

   

 

 

 

 

 

 

３ 社外役員に関する事項  

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること。((4)及び

(5)を除く。) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号の２ 

改正後 現行 

(1) 社外役員の兼職その他の状況  

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行者(会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する

業務執行者をいう。以下同じ。)であることが重要な兼職(同令第 121条第８号に規定す

る重要な兼職をいう。以下同じ。)に該当する場合は、保険持株会社と当該他の法人等

との関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であるこ

とを保険持株会社が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載する

こと。 

① 保険持株会社の親会社等(自然人であるものに限る。) 

 ② 保険持株会社又は保険持株会社の特定関係事業者(会社法施行規則第２条第３項第

19号に規定する特定関係事業者をいう。)の業務執行者又は役員(業務執行者であるも

のを除く。) 

   (2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあっては、次に定めるものを含

む。 

      ① （略） 

      ② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

      ③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (削る) 

    

 

 

 

 

 

 

(3) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第５号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。

また、同条第６号に規定する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険持株会社の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社    

法第 598 条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが

重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。)

に該当する場合は、保険持株会社と当該他の法人等との関係を記載すること。 

 ２ （略） 

３ 社外役員が保険持株会社又は保険持株会社の特定関係事業者(株式会社にあっては会

社法施行規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいう。)の業務執行取締

役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法第598条第１項の職務を行うべき者そ

の他これに類する者又は使用人の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であ

ることを保険持株会社が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載

すること。 

   

(2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあっては、以下に定めるもの

を含む。 

      ① （略） 

      (新設) 

      ② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    社外役員と保険持株会社との間で責任限定契約(会社法第 427 条第１項の契約をいう。以下

同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当該契約によって当該社外役員の職務

の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあっては、その内容を含

む。)を記載すること。 

   (4) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。

また、同条第７号に規定する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険持株会社の親会社等からの報酬等」については、保険持株会社の親会社又は当
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号の２ 

改正後 現行 

区分に応じ、当該①又は②に定めるものから当該事業年度において役員としての報酬等

を受けているときは、当該報酬等の総額を記載すること(社外役員であった期間に受けた

ものに限る。)。 

      ① 保険持株会社に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の子会社等

（当該保険持株会社を除く。） 

      ② 保険持株会社に親会社等がない場合 保険持株会社の子会社又は子法人等 

   (4) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において保険持株会社の役員が有している当該保険持株会社の新株予約

権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

  

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 

    １・２ （略） 

    ３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

① 報酬等について監査役(監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会

社にあっては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会)が会社法第

399条第１項の同意をした理由 

②～④ （略） 

    ４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

  ７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概

該親会社(当該保険持株会社に親会社がない場合にあっては、当該保険持株会社)の子法

人等から当該事業年度において役員としての報酬等を受けているときは、当該報酬等の

総額を記載すること(社外役員であった期間に受けたものに限る。)。 

      （新設） 

 

      （新設） 

(5) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において保険持株会社の役員が有している当該保険持株会社の新株予約

権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社

外役員を除く。) 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

 

 

 

 

 

 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 

    １・２ （略） 

    ３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

     (新設) 

 

 

①～③ （略） 

    ４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

  ７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要を

 
347



十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号の２ 

改正後 現行 

要及び当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

    １ 会社法第 348条第３項第４号及び第 362条第４項第６号に規定する体制 

   ２ 会社法第 399条の 13 第１項第１号ロ及びハに規定する体制 

    ３ （略） 

  ９ 特定完全子会社に関する事項 

(記載上の注意) 

   保険持株会社(当該事業年度の末日において、その完全親会社等(会社法第 847条の３第２項

に規定する完全親会社等をいう。)があるものを除く。)に特定完全子会社(当該事業年度の末

日において、当該保険持株会社及びその完全子会社等(同法第 847 条の３第３項の規定により

当該完全子会社等とみなされるものを含む。以下９において同じ。)における当該保険持株会

社のある完全子会社等(株式会社に限る。)の株式の帳簿価額が当該保険持株会社の当該事業年

度に係る貸借対照表の資産の部に計上した額の合計額の５分の１(同法第 847 条の３第４項の

規定により５分の１を下回る割合を定款で定めた場合にあっては、その割合)を超える場合に

おける当該ある完全子会社等をいう。)がある場合には、会社法施行規則第 118 条第４号の規

定に従い記載すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

   (記載上の注意) 

    保険持株会社とその親会社等との間の取引(当該保険持株会社と第三者との間の取引で当該

保険持株会社とその親会社等との間の利益が相反するものを含む。)であって、当該保険持株

会社の当該事業年度に係る個別注記表において会社計算規則第 112条第１項に規定する注記を

要するもの(同項ただし書の規定により同項第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事項を

省略するものを除く。)がある場合には、会社法施行規則第 118 条第５号の規定に従い記載す

ること。 

  11・12 （略） 

 

 

記載すること。 

    １ 会社法第 348条第３項第４号及び同法第 362条第４項第６号に規定する体制 

    (新設) 

    ２ （略） 

(新設) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(新設) 

   

 

 

 

 

 

 

９・10 （略） 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 15 号の 3 

改正後 現行 

別紙様式第 15号の３(第 210条の 11関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)・(2) （略） 

   (3) 一般管理費の明細 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

   (4) （略） 

  ２ 事業報告に関する事項 

   (1) 会社役員の兼職の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行す

る社員又は会社法第 598 条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねる

ことが重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下

同じ。)に該当する者の兼職の状況(重要でないものを除く。)を記載すること。また、

法第８条第１項の規定に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を「そ

の他」に記載すること。 

３・４ （略） 

   (2) （略） 

 

 

 

別紙様式第 15号の３(第 210条の 11関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)・(2) （略） 

   (3) 一般管理費の明細 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。 

   (4) （略） 

  ２ 事業報告に関する事項 

   (1) 会社役員の兼職の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行す

る社員又は会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねるこ

とが重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同

じ。)に該当する者の兼職の状況(重要でないものを除く。)を記載すること。また、法

第８条第１項の規定に基づき金融庁長官の認可を受けている場合には、その旨を「その

他」に記載すること。 

     ３・４ （略） 

(2) （略） 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 16 号 

改正後 現行 

別紙様式第 16号(第 211条の２関係) (日本工業規格Ａ４) 

                             (第１面)        

 年  月  日  

 金融庁長官(財務(支)局長)殿 

                    申請者(郵便番号    ) 

                    本店又は主たる事務所の所在地 

                    電話番号(   )  － 

                    商号又は名称 

代表者の氏名  氏  名     印  

登録申請書 

 保険業法第 272条の２第１項の規定により登録を申請します。 

 この申請書及び添付書類の記載事項は、事実に相違ありません。 

 

(第２面) 

※ 登録番号 財務(支)局長 第    号(  年  月  日) 

(ふりがな) 

１.商号又は名称 

 

２.資本金の額又は基  

 金の総額 
千円 年  月  日現在 

３.取締役、会計参与 

及び監査役(監査等委

員会設置会社にあっ

ては、取締役及び会計

参与。指名委員会等設

置会社にあっては、取

締役、執行役及び会計

参与)の指名 

別添１のとおり 

４.少額短期保険業以

外の業務を行うとき

は、その業務の内容、 

別添２のとおり 

５.本店その他の事務

所の所在地 
別添３のとおり 

  

 

(以下略) 

 

 

 

別紙様式第 16号(第 211条の２関係) (日本工業規格Ａ４) 

                             (第１面)        

 年  月  日  

 金融庁長官(財務(支)局長)殿 

                    申請者(郵便番号    ) 

                    本店又は主たる事務所の所在地 

                    電話番号(   )  － 

                    商号又は名称 

代表者の氏名  氏  名     印  

登録申請書 

 保険業法第 272条の２第１項の規定により登録を申請します。 

 この申請書及び添付書類の記載事項は、事実に相違ありません。 

 

(第２面) 

※ 登録番号 財務(支)局長 第    号(  年  月  日) 

(ふりがな) 

１.商号又は名称 

 

２.資本金の額又は基  

 金の総額 
千円 年  月  日現在 

３.取締役、会計参与 

及び監査役(委員会設

置会社にあっては、取

締役、執行役及び会計

参与)の指名 

別添１のとおり 

４.少額短期保険業以

外の業務を行うとき

は、その業務の内容、 

別添２のとおり 

５.本店その他の事務

所の所在地 
別添３のとおり 

  

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 16 号の 17 

改正後 現行 

別紙様式第 16 号の 17(第 17 条の５、第 25 条の２及び第 211条の 36第１項関係) 

 (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

   第１ 事業報告書 

   １ （略） 

   ２ 会社役員に関する事項 

    (1) 会社役員の状況 

    (2) 責任限定契約 

   ３ 社外役員に関する事項 

    (1) 社外役員の兼職その他の状況 

    (2) （略） 

    (削る) 

    (3) （略） 

   ４～８ （略） 

   ９ 特定完全子会社に関する事項 

   10 親会社等との間の取引に関する事項 

   11・12 （略） 

第２ 附属明細書 

 １ （略） 

 ２ 事業報告書に関する事項 

  (1) 会社役員の兼職の状況 

  (2) 親会社等との間の取引に関する事項 

  (3) （略） 

第３～第13 （略） 

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

３ （略） 

別紙様式第 16 号の 17(第 17 条の５、第 25 条の２及び第 211条の 36第１項関係) 

 (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

   第１ 事業報告書 

   １ （略） 

   ２ 会社役員に関する事項 

    （新設） 

    （新設） 

   ３ 社外役員に関する事項 

    (1) 社外役員の兼任その他の状況 

    (2) （略） 

    (3) 責任限定契約 

    (4) （略） 

   ４～８ （略） 

   （新設） 

   （新設） 

   ９・10 （略） 

第２ 附属明細書 

 １ （略） 

 ２ 事業報告書に関する事項 

  (1) 会社役員の兼務の状況 

   （新設） 

  (2) （略） 

第３～第13 （略） 

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

３ （略） 
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   ４ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    ⑤ 完全子会社等 会社法第 847 条の３第２項第２号に規定する完全子会社等をいう。 

    ⑥ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

   ５ （略）     

   ６ 少額短期保険業者が会社法施行規則第２条第２項第 67号又は保険業法施行規則第 25条の

３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第１中に定める記

載事項のうち「１ 少額短期保険業者の現況に関する事項」については、これらのすべてを

企業集団(当該少額短期保険業者及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載する

ことで、当該少額短期保険業者に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及

び損益の状況の推移」についは、当該少額短期保険業者に関する事項をも記載すること。 

   ７ （略） 

 第１ 事業報告書 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   (1) 会社役員の状況                         (年度末現在) 

氏      名 地位及び担当 重要な兼職 そ  の  他 

 

 

   

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び９を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容と

したものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)(相互会社にあっては、保険業法第 53 条の 11 に

おいて準用する会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項及び第

４項)の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345 条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)(相互会社にあっては、保険業法第 53 条の 11において準用する

会社法第 342条の２第２項又は第 345条第２項及び第４項)の理由があるときはその

理由 

３ 社外役員(株式会社にあっては、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外

役員をいい、相互会社にあっては別紙様式第５号記載上の注意８(1)に規定する社外役

員をいう。以下同じ。)については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書

   ４ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    （新設） 

    （新設） 

   ５ （略）     

   ６ 少額短期保険業者が会社法施行規則第２条第２項第 55号又は保険業法施行規則第 25条の

３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第１中に定める記

載事項のうち「１ 少額短期保険業者の現況に関する事項」については、これらのすべてを

企業集団(当該少額短期保険業者及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載する

ことで、当該少額短期保険業者に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及

び損益の状況の推移」については、当該少額短期保険業者に関する事項をも記載すること。 

   ７ （略） 

 第１ 事業報告書 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

  １ （略） 

  ２ 会社役員に関する事項 

   （新設）                               (年度末現在) 

氏      名 地位及び担当 重要な兼職 そ  の  他 

 

 

   

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

に次に掲げる事項を記載すること(当該事業年度前の事業年度に係る事業報告の内容と

したものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、保険業法第 53条の 11 において準用する会社法第 345条第１項及

び第４項)の意見があるときは、その意見の内容 

 

      ③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、保険業法第 53条の 11 において準用する会社法第 345条第２項及

び第４項)の理由があるときはその理由 

 

３ 社外役員については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書すること。 
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すること。 

４・５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 少額短期保険業者が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社である場

合 常勤の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 少額短期保険業者が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社である場

合 常勤の監査委員の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社(大会社（会社法第２条第６号に規定する

大会社をいう。）に限る。)であって、金融商品取引法第 24 条第１項の規定によりその

発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならないもの

が、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相当でない理由を欄

外に記載すること。 

     なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事

情に応じて記載又は記録することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもって当

該理由とすることはできない。 

     ９ （略） 

   (2) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

    (記載上の注意) 

     会社役員(取締役又は監査役に限る。)と少額短期保険業者との間で責任限定契約(会社法

第 427条第１項(相互会社にあっては、保険業法第 53条の 36において準用する会社法第 427

条第１項)の契約をいう。以下同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当該

契約によって当該会社役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じて

いる場合にあっては、その内容を含む。)を記載すること。 

  ３ 社外役員に関する事項  

  （記載上の注意）  

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（(3)を除

く。）。 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行者(会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する

業務執行者をいう。以下同じ。)であることが重要な兼職(同令第 121条第８号に規定す

る重要な兼職をいう。以下同じ。)に該当する場合には、当該株式会社と当該他の法人

等との関係を記載すること。 

 ２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であ

 

４・５ （略） 

     ６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

      

（新設） 

      

 

 

 

（新設） 

      

 

 

 

 

 

 

７ （略） 

   （新設） 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ 社外役員に関する事項  

  （記載上の注意）  

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること（(4)を除

く。）。 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社    

法第 598 条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが

重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。)

に該当する場合には、当該株式会社と当該他の法人等との関係を記載すること。 

 ２ （略） 

３ 社外役員が少額短期保険業者又は少額短期保険業者の特定関係事業者(株式会社
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ることを少額短期保険業者が知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)

を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 ① 少額短期保険業者の親会社等(自然人であるものに限る。) 

 ② 少額短期保険業者又は少額短期保険業者の特定関係事業者(株式会社にあって

は、会社法施行規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいい、相互

会社にあっては、当該相互会社の実質子会社(保険業法第33条の２第１項に規定

する実質子会社をいう。)及び関連会社(保険業法施行規則第24条の３第６項第２

号に規定する関連会社をいう。)並びに当該相互会社の主要な取引先である者(法

人以外の団体を含む。)をいう。)の業務執行者又は役員(業務執行者であるもの

を除く。) 

   (2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあっては、次に定めるものを含

む。 

      ① （略） 

      ② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

      ③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (削る) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において少額短期保険業者の役員が有している当該少額短期保険業者の

新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で   

にあっては会社法施行規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいい、

相互会社にあっては当該相互会社の実質子会社(保険業法第33条の２第１項に規定

する実質子会社をいう。)及び関連会社(保険業法施行規則第24条の３第６項第２号

に規定する関連会社をいう。)並びに当該相互会社の主要な取引先である者(法人以

外の団体を含む。)をいう。)の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若し

くは会社法第598条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人の

配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であることを少額短期保険業者が

知っているときは、その事実(重要でないものを除く。)を記載すること。 

（新設） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

   (2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあっては、以下に定めるもの

を含む。 

      ① （略） 

      （新設） 

      ② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    社外役員と少額短期保険業者との間で責任限定契約(会社法第 427条第１項(相互会社にあっ

ては、保険業法第 53 条の 36 において準用する会社法第 427 条第１項)の契約をいう。以下同

じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当該契約によって当該社外役員の職務の

適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあっては、その内容を含む。)

を記載すること。 

(4) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において少額短期保険業者の役員が有している当該少額短期保険業者の

新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社   
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あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

   (2) （略） 

  ６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 

    １・２ （略） 

    ３ 次に掲げる事項を「その他」に記載すること。 

      ① 報酬等について監査役(監査役会設置会社にあっては監査役会、監査等委員会設置会

社にあっては監査等委員会、指名委員会等設置会社にあっては監査委員会)が会社法第

399 条第１項(相互会社にあっては、保険業法第 53 条の 23 において準用する会社法第

399条第１項)の同意をした理由 

②～④ （略） 

４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    次に掲げる体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概

要及び当該体制の運用状況の概要を記載すること。 

    １ 会社法第 348 条第３項第４号及び同法第 362 条第４項第６号(相互会社にあっては、保

険業法第 53 条の 14第４項第６号)に規定する体制 

    ２ 会社法第 399 条の 13 第１項第１号ロ及びハ(相互会社にあっては、保険業法第 53 条の

23 の３第１項第１号ロ及びハ)に規定する体制 

    ３ （略） 

  ９ 特定完全子会社に関する事項 

(記載上の注意) 

   株式会社である少額短期保険業者にあっては、少額短期保険業者(当該事業年度の末日にお

いて、その完全親会社等(会社法第 847条の３第２項に規定する完全親会社等をいう。)がある

ものを除く。)に特定完全子会社(当該事業年度の末日において、当該少額短期保険業者及びそ

の完全子会社等(同法第 847 条の３第３項の規定により当該完全子会社等とみなされるものを

外役員を除く。) 

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 

 

    

 

 

 

 

(2) （略） 

６ 会計監査人に関する事項 

   (1) 会計監査人の状況 

    （略） 

   (記載上の注意) 

    １・２ （略） 

    ３ 以下の事項を「その他」に記載すること。 

     （新設） 

 

 

 

①～③ （略） 

    ４・５ （略） 

   (2)・(3) （略） 

  ７ （略） 

  ８ 業務の適正を確保する体制 

   (記載上の注意) 

    以下の体制の整備についての決定又は決議があるときは、その決定又は決議の内容の概要を

記載すること。 

    １ 会社法第 348 条第３項第４号及び同法第 362 条第４項第６号(相互会社にあっては、保

険業法第 53 条の 14第４項第６号)に規定する体制 

    （新設） 

 

    ２ （略） 

  （新設） 
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含む。以下９において同じ。)における当該少額短期保険業者のある完全子会社等(株式会社に

限る。)の株式の帳簿価額が当該少額短期保険業者の当該事業年度に係る貸借対照表の資産の

部に計上した額の合計額の５分の１(同法第 847 条の３第４項の規定により５分の１を下回る

割合を定款で定めた場合にあっては、その割合)を超える場合における当該ある完全子会社等

をいう。)がある場合には、会社法施行規則第 118条第４号の規定に従い記載すること。 

10 親会社等との間の取引に関する事項 

   (記載上の注意) 

    株式会社である少額短期保険業者にあっては、少額短期保険業者とその親会社等との間の取

引(当該少額短期保険業者と第三者との間の取引で当該少額短期保険業者とその親会社等との

間の利益が相反するものを含む。)であって、当該少額短期保険業者の当該事業年度に係る個

別注記表において会社計算規則第 112 条第１項に規定する注記を要するもの(同項ただし書の

規定により同項第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事項を省略するものを除く。)があ

る場合には、会社法施行規則第 118 条第５号の規定に従い記載すること。 

  11・12 （略） 

第２ 附属明細書 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)～(4) （略） 

   (5) 事業費の明細 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

   (6)・(7) （略） 

  ２ 事業報告書に関する事項 

   (1) （略） 

  (2) 親会社等との間の取引に関する事項 

    (記載上の注意) 

     株式会社である少額短期保険業者にあっては、少額短期保険業者とその親会社等との間の

取引(当該少額短期保険業者と第三者との間の取引で当該少額短期保険業者とその親会社等

との間の利益が相反するものを含む。)であって、当該少額短期保険業者の当該事業年度に

係る個別注記表において会社計算規則第 112 条第１項に規定する注記を要するもの(同項た

だし書の規定により同項第４号から第６号まで及び第８号に掲げる事項を省略するものに

限る。)がある場合には、会社法施行規則第 128 条第３項の規定に従い記載すること。 

   (3) （略） 

第３ （略） 

第４ 貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）貸借対照表 

 

 

 

 

 

（新設） 

   

 

 

 

 

 

 

９・10 （略）    

第２ 附属明細書 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)～(4) （略） 

   (5) 事業費の明細 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。 

   (6)・(7) （略） 

  ２ 事業報告書に関する事項 

   (1) （略） 

   （新設） 

    

 

 

 

 

 

 

(2) （略） 

第３ （略） 

第４ 貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）貸借対照表 
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      （少額短期保険株式会社)   

（略）                              

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(15) （略） 

(16) 保険業法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164 条第４項若しく

は第 165 条第７項において準用する同法第 91 条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

      （少額短期保険株式会社)   

（略）                              

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(15) （略） 

(16) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しく

は同法第 165条第６項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額  

 

 

(以下略) 
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別紙様式第 16 号の 18(第 211 条の 36第２項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

   第１～第７ （略） 

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

３～５ （略）     

６ 少額短期保険業者が会社法施行規則第２条第２項第 67号又は保険業法施行規則第 25 条の

３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第１中に定める記

載事項のうち、「１ 事業経過及び成果等」、「２ 財産及び損益の状況の推移」、「３ 支店

等及び代理店の状況」、「４ 使用人の状況」については、これらのすべてを企業集団(当該

少額短期保険業者及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載することで、当該

少額短期保険業者に関する記載を省略できるものとする。ただし、「２ 財産及び損益の状

況の推移」については、当該少額短期保険業者に関する事項をも記載すること。 

   ７・８ （略） 

第１ 中間業務報告書 

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間事業報告書 

   １～５ （略） 

   ６ 会社役員の状況 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び８を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」

別紙様式第 16 号の 18(第 211 条の 36第２項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

   第１～第７ （略） 

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

３～５ （略）     

６ 少額短期保険業者が会社法施行規則第２条第２項第 55号又は保険業法施行規則第 25 条の

３に規定する連結計算書類を作成している会社である場合には、この様式第１中に定める記

載事項のうち、「１ 事業経過及び成果等」、「２ 財産及び損益の状況の推移」、「３ 支店

等及び代理店の状況」、「４ 使用人の状況」については、これらのすべてを企業集団(当該

少額短期保険業者及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載することで、当該

少額短期保険業者に関する記載を省略できるものとする。ただし、「２ 財産及び損益の状

況の推移」については、当該少額短期保険業者に関する事項をも記載すること。 

   ７・８ （略）  

  第１ 中間業務報告書 

 年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間事業報告書 

   １～５ （略） 

   ６ 会社役員の状況 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会(相互会社にあっては、

社員総会又は総代会)の決議によって解任されたものを除く。)があるときは、「その他」
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に次に掲げる事項を記載すること(当該中間会計期間前の事業年度に係る事業報告の内

容としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)(相互会社にあっては、保険業法第 53 条の 11 に

おいて準用する会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項及び第

４項)の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345 条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)(相互会社にあっては、保険業法第 53 条の 11において準用する

会社法第 342条の２第２項又は第 345条第２項及び第４項)の理由があるときはその

理由 

３ 社外役員(株式会社にあっては、会社法施行規則第２条第３項第５号に規定する社外

役員をいい、相互会社にあっては別紙様式第５号記載上の注意８(1)に規定する社外役

員をいう。以下同じ。)については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書

すること。 

４・５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 少額短期保険業者が当該中間会計期間の末日において監査等委員会設置会社であ

る場合 常勤の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 少額短期保険業者が当該中間会計期間の末日において指名委員会等設置会社であ

る場合 常勤の監査委員の選定の有無及びその理由 

     ８ （略） 

   ７ （略） 

   ８ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 当中間会計期間の末日において少額短期保険業者の役員が有している当該少額短期保険

業者の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

  

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

に次に掲げる事項を記載すること(当該中間会計期間前の事業年度に係る事業報告の内

容としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、保険業法第 53条の 11 において準用する会社法第 345条第１項及

び第４項)の意見があるときは、その意見の内容 

 

      ③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)(相

互会社にあっては、保険業法第 53条の 11 において準用する会社法第 345条第２項及

び第４項)の理由があるときはその理由。 

 

３ 社外役員については、社外役員である旨を「地位及び担当」に括弧内書すること。 

 

 

 

４・５ （略） 

     ６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

      

（新設） 

      

 

 

 

７ （略） 

   ７ （略） 

   ８ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 当中間会計期間の末日において少額短期保険業者の役員が有している当該少額短期保険

業者の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社

外役員を除く。) 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    （略） 
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   (記載上の注意)  

    （略） 

   (2) （略） 

   ９ （略） 

第２ 中間貸借対照表 

        年度中（  年  月  日現在）中間貸借対照表 

      （少額短期保険株式会社)   

（略）                              

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(10) （略） 

(11) 保険業法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164 条第４項若しく

は第 165 条第７項において準用する同法第 91 条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

 

 

(2) （略） 

   ９ （略） 

第２ 中間貸借対照表 

        年度中（  年  月  日現在）中間貸借対照表 

      （少額短期保険株式会社)   

（略）                              

     （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(10) （略） 

(11) 保険業法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164 条第４項若しく

は第 165 条第６項において準用する同法第 91 条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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別紙様式第 16号の 19(第 211条の 36第４項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間連結業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

   ３～５ （略） 

第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ 中間連結貸借対照表 

        年度中（ 年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(8) （略） 

(9) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しくは

第 165条第７項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 

別紙様式第 16号の 19(第 211条の 36第４項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間連結業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

３～５ （略） 

第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ 中間連結貸借対照表 

        年度中（ 年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(8) （略） 

(9) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しくは

同法第 165条第６項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 1６号の 20 

 
改正後 現行 

別紙様式第 16号の 20(第 211条の 36第４項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 連結業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

３～５ （略） 

第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(11) （略） 

      (12) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しく 

は第 165条第７項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

     

 

(以下略) 

別紙様式第 16号の 20(第 211条の 36第４項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 連結業務報告書 

                                   年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの当社及び子会社等

の業務及び財産の状況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ （略） 

２ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

３～５ （略） 

第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(11) （略） 

      (12) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しく 

は同法第 165条第６項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 16 号の 24 

改正後 現行 

別紙様式第 16号の 24(第 211条の 81第１項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて

記載すること。 

２～４ （略） 

  第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 中間連結貸借対照表 

        年度中（ 年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(10) （略） 

(11) 保険業法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164 条第４項若しく

は第 165条第７項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

別紙様式第 16号の 24(第 211条の 81第１項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度中 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 中間業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載す

ること。 

   ２～４ （略） 

  第１ （略） 

第２ 中間連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 中間連結貸借対照表 

        年度中（ 年  月  日現在）中間連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(10) （略） 

(11) 保険業法第 91 条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164 条第４項若しく

は第 165条第６項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

 (以下略) 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 16 号の 25 

改正後 現行 

別紙様式第 16号の 25(第 211条の 81第２項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１～第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 指名委員会等設置会社にあっては、提出者の欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改め

て記載すること。 

   ２・３ （略） 

  第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(13) （略） 

      (14) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しく 

は第 165条第７項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

(以下略) 

別紙様式第 16号の 25(第 211条の 81第２項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

  

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 業務報告書 

 年  月  日 

金融庁長官(財務(支)局長) 殿 

                            住 所 

                            会社名 

                            代表取締役   氏 名   印 

        年   月   日から     年   月   日までの業務及び財産の状

況を次のとおり報告します。 

目  次 

  第１・第２ （略）  

  (記載上の注意) 

１ 委員会設置会社にあっては、提出者の欄の「代表取締役」を「代表執行役」に改めて記載

すること。 

   ２・３ （略） 

第１ （略） 

第２ 連結財務諸表 

 １ （略） 

 ２ 連結貸借対照表 

        年度（  年  月  日現在）連結貸借対照表 

(1)・(2) （略） 

    （記載上の注意） 

     １ （略） 

     ２ 次の事項を注記すること。ただし、特定の科目に関連する注記については、その関連

が明らかになるように記載すること。 

             (1)～(13) （略） 

      (14) 保険業法第 91条の規定による組織変更剰余金額又は同法第 164条第４項若しく 

は第 165条第６項において準用する同法第 91条の規定による合併剰余金額 

 

 

 

(以下略) 

 
 
364



十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 16 号の 26 

改正後 現行 

別紙様式第 16号の 26(第 211条の 84第１項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

(記載上の注意) 

   １ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    ⑤ 親会社等 会社法第２条第１項第４号の２に規定する親会社等をいう。 

２ （略） 

 ３ 少額短期保険持株会社が会社法施行規則第２条第２項第 67 号に規定する連結計算書類を

作成している会社である場合には、この様式中に定める記載事項のうち「１ 少額短期保険

持株会社の現況に関する事項」については、これらのすべてを企業集団(当該少額短期保険

持株会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載することで、当該少額短期

保険持株会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状況の推

移」については、当該少額短期保険持株会社に関する事項をも記載すること。 

１ （略） 

  ２ 会社役員(取締役、会計参与、監査役及び執行役)に関する事項  

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること

(２、７及び９を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会の決議によって解任さ

れたものを除く。)があるときは、「その他」に次に掲げる事項を記載すること(当該事

業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 342条の２第１項若しくは第４項又は第 345条第１項(同条第４項におい

て読み替えて準用する場合を含む。)の意見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 342条の２第２項又は第 345 条第２項(同条第４項において読み替えて準

用する場合を含む。)の理由があるときはその理由 

     ３～５ （略） 

     ６ 監査役、監査等委員又は監査委員については、当該監査役、監査等委員又は監査委員

が財務及び会計に関する相当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「そ

の他」に記載すること。 

   ７ 次に掲げる場合の区分に応じ、次に定める事項を欄外に記載すること。 

    ① 少額短期保険持株会社が当該事業年度の末日において監査等委員会設置会社であ

る場合 常勤の監査等委員の選定の有無及びその理由 

    ② 少額短期保険持株会社が当該事業年度の末日において指名委員会等設置会社であ

る場合 常勤の監査委員の選定の有無及びその理由 

８ 事業年度の末日において監査役会設置会社(大会社（会社法第２条第６号に規定する

別紙様式第 16号の 26(第 211 条の 84第１項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

   年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 事業報告書 

(記載上の注意) 

   １ この様式中に記載する次に掲げる用語の意義は、次に定めるところによる。 

    ①～④ （略） 

    （新設） 

２ （略） 

 ３ 少額短期保険持株会社が会社法施行規則第２条第２項第 55 号に規定する連結計算書類を

作成している会社である場合には、この様式中に定める記載事項のうち「1 少額短期保険

持株会社の現況に関する事項」については、これらのすべてを企業集団(当該少額短期保険

持株会社及び子会社等をいう。以下同じ。)の状況について記載することで、当該少額短期

保険持株会社に関する記載を省略できるものとする。ただし、「(2)財産及び損益の状況の推

移」については、当該少額短期保険持株会社に関する事項をも記載すること。 

１ （略） 

２ 会社役員(取締役、会計参与、監査役及び執行役)に関する事項  

   (1) 会社役員の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること(２

及び７を除く。)。 

     ２ 辞任し、又は解任された会社役員(株主総会又は種類株主総会の決議によって解任さ

れたものを除く。)があるときは、「その他」に次に掲げる事項を記載すること(当該事

業年度前の事業年度に係る事業報告の内容としたものを除く。)。 

      ① （略） 

      ② 会社法第 345条第１項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)の意

見があるときは、その意見の内容 

      ③ 会社法第 345条第２項(同条第４項において読み替えて準用する場合を含む。)の理

由があるときはその理由 

３～５ （略） 

     ６ 監査役又は監査委員については、当該監査役又は監査委員が財務及び会計に関する相

当程度の知見を有している者であるときは、その事実を「その他」に記載すること。 

      

（新設） 

      

 

 

 

（新設） 
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十七 保険業法施行規則(平成八年大蔵省令第五号)  別紙様式第 16 号の 26 

改正後 現行 

大会社をいう。）に限る。)であって、金融商品取引法第 24 条第１項の規定によりその

発行する株式について有価証券報告書を内閣総理大臣に提出しなければならないもの

が、社外取締役を置いていない場合には、社外取締役を置くことが相当でない理由を欄

外に記載すること。  

     なお、社外取締役を置くことが相当でない理由については、当該事業年度における事

情に応じて記載又は記録することとし、社外監査役が二人以上あることのみをもって当

該理由とすることはできない。 

     ９ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

（略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

２ 取締役（監査等委員会設置会社にあっては、監査等委員である取締役又はそれ以外の

取締役）、会計参与、監査役又は執行役ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった

人数を記載すること。ただし、会社法施行規則第 121条第４号ロ又はハにより、適宜設

欄のうえ記載することもできる。また、同条第５号に規定する報酬等についても記載す

ること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、指名委員会等設置会社にあっては、記載を要しない。 

６ （略） 

７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の内容の概要を記載すること。ただし、当該

事業年度の末日において、指名委員会等設置会社でない会社については、記載を要しな

い。 

(3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    会社役員(取締役又は監査役に限る。)と少額短期保険持株会社との間で責任限定契約(会社

法第 427 条第１項の契約をいう。以下同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容の概要(当

該契約によって当該会社役員の職務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じて

いる場合にあっては、その内容を含む。)を記載すること。 

  ３ 社外役員に関する事項  

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること((3)及び

(4)を除く。)。 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行者(会社法施行規則第２条第３項第６号に規定する

      

 

 

 

 

 

 

７ （略） 

   (2) 会社役員に対する報酬等 

（略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 会社役員ごとの報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただ

し、会社法施行規則第 121条第３号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもで

きる。また、同条第４号に規定する報酬等についても記載すること。 

 

 

     ３・４ （略） 

     ５ 会社役員に対する定款又は株主総会で定められた報酬限度額を欄外に記載すること。

ただし、委員会設置会社にあっては、記載を要しない。 

     ６ （略） 

     ７ 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定に関する方針を定めていると

きは、当該方針の決定の方法及びその方針の内容の概要を記載すること。ただし、当該

事業年度の末日において、委員会設置会社でない会社については、記載を要しない。 

    

（新設） 

   

 

 

 

 

 

 

３ 社外役員に関する事項  

  (記載上の注意) 

    直前の定時株主総会の終結の日の翌日以降に在任していた者に限り記載すること((4)及び

(5)を除く。)。 

(1) 社外役員の兼職その他の状況 

（略） 

(記載上の注意) 

 １ 社外役員が他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社    
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業務執行者をいう。以下同じ。)であることが重要な兼職(同令第 121条第８号に規定す

る重要な兼職をいう。以下同じ。)に該当する場合は、少額短期保険持株会社と当該他

の法人等との関係を記載すること。 

２ （略） 

３ 社外役員が次に掲げる者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずる者であ

ることを少額短期保険持株会社が知っているときは、その事実(重要でないものを

除く。)を記載すること。 

 

 

 

① 少額短期保険持株会社の親会社等(自然人であるものに限る。) 

 ② 少額短期保険持株会社又は少額短期保険持株会社の特定関係事業者(会社法施

行規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいう。)の業務執行者又

は役員(業務執行者であるものを除く。) 

   (2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、次に掲げる者である場合にあっては、次に定めるものを含

む。 

      ① 監査役会設置会社の社外監査役 監査役会 

      ② 監査等委員会設置会社の監査等委員 監査等委員会 

      ③ 指名委員会等設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (削る)  

    

 

 

 

 

 

 

(3) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第５号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。

また、同条第６号に規定する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険持株会社の親会社等からの報酬等」については、次の①又は②に掲げる場合の

区分に応じ、当該①又は②に定めるものから当該事業年度において役員としての報酬等

法第 598条第 1項の職務を行うべき者その他これに類する者又は使用人であることが重

要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同じ。)

に該当する場合は、少額短期保険持株会社と当該他の法人等との関係を記載すること。 

 ２ （略） 

３ 社外役員が少額短期保険持株会社又は少額短期保険持株会社の特定関係事業者(会

社法施行規則第２条第３項第19号に規定する特定関係事業者をいう。)の業務執行

取締役、執行役、業務を執行する社員若しくは会社法第598条第１項の職務を行う

べき者その他これに類する者又は使用人の配偶者、三親等以内の親族その他これに

準ずる者であることを少額短期保険持株会社が知っているときは、その事実(重要

でないものを除く。)を記載すること。 

（新設） 

（新設） 

 

 

(2) 社外役員の主な活動状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ 本表における取締役会は、以下に掲げる者である場合にあっては、以下に定めるもの

を含む。 

      ① 監査役設置会社の社外監査役 監査役会 

      （新設） 

      ② 委員会設置会社の監査委員 監査委員会 

     ２ （略） 

   (3) 責任限定契約 

氏      名 責任限定契約の内容の概要 

  

   (記載上の注意) 

    社外役員と少額短期保険持株会社との間で責任限定契約(会社法第 427 条第１項の契約をい

う。以下同じ。)を締結しているときは、当該契約の内容(当該契約によって当該社外役員の職

務の適正性が損なわれないようにするための措置を講じている場合にあっては、その内容を含

む。)の概要を記載すること。 

   (4) 社外役員に対する報酬等 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 社外役員の報酬等の総額及び現に支給対象となった人数を記載すること。ただし、会

社法施行規則第 124条第６号ロ又はハにより、適宜設欄のうえ記載することもできる。

また、同条第７号に規定する報酬等についても記載すること。 

     ３・４ （略） 

     ５ 「保険持株会社の親会社等からの報酬等」については、少額短期保険持株会社の親会

社又は当該親会社(当該少額短期保険持株会社に親会社がない場合にあっては、当該少額
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を受けているときは、当該報酬等の総額を記載すること(社外役員であった期間に受けた

ものに限る。)。 

 

      ① 少額短期保険持株会社に親会社等がある場合 当該親会社等又は当該親会社等の

子会社等（当該少額短期保険持株会社を除く。） 

      ② 少額短期保険持株会社に親会社等がない場合 少額短期保険持株会社の子会社又

は子法人等 

   (4) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において少額短期保険持株会社の役員が有している当該少額短期保険持

株会社の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役(監査等委員で

あるもの及び社外役

員を除く。)及び執行

役 

  

社外取締役(監査等委

員であるものを除

く。) 

  

監査等委員である取

締役 

  

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    １ 会社役員は、当該事業年度の末日において在任している者に限る。 

    ２ （略） 

   (2) （略） 

  ６ （略） 

 

 

短期保険持株会社)の子会社若しくは子法人等から当該事業年度において役員としての

報酬等を受けているときは、当該報酬等の総額を記載すること(社外役員であった期間に

受けたものに限る。)。 

      （新設） 

 

      （新設） 

 

(5) （略） 

  ４ （略） 

  ５ 新株予約権等に関する事項 

   (1) 事業年度の末日において少額短期保険持株会社の役員が有している当該少額短期保険持

株会社の新株予約権等 

 新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を有する者の数 

取締役及び執行役(社

外役員を除く。) 

  

社外取締役   

会計参与及び監査役   

   (記載上の注意)  

    １ 会社役員は、当中間会計期間の末日において在任している者に限る。 

    ２ （略） 

 

 

 

 

 

 

   (2) （略） 

  ６ （略） 
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別紙様式第 16 号の 27(第 211 条の 84第 2項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)・(2) （略） 

   (3)一般管理費の明細 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(監査等委員会設置会社にあっては監査等委員、指名委員会等設置会社にあっ

ては監査委員)が監査をするについて、参考となるように記載すること。 

   (4) （略） 

  ２ 事業報告に関する事項 

   (1) 会社役員の兼職の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行す

る社員又は会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねるこ

とが重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第８号に規定する重要な兼職をいう。以下同

じ。)に該当する者の兼職の状況(重要でないものを除く。)を記載すること。また、保

険業法第 272 条の 10 第１項の規定に基づき金融庁長官の承認を受けている場合には、

その旨を「その他」に記載すること。 

 ３・４ （略） 

  (2) （略） 

 

 

 

別紙様式第 16 号の 27(第 211 条の 84第 2項関係) (日本工業規格Ａ４) 

 

年度 （ 年  月  日から 

年  月  日まで ） 附属明細書 

  １ 計算書類に関する事項 

   (1)・(2) （略） 

   (3)一般管理費の明細 

    （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 監査役(委員会設置会社にあっては、監査委員)が監査をするについて、参考となるよ

うに記載すること。 

   (4) （略） 

  ２ 事業報告に関する事項 

   (1) 会社役員の兼職の状況 

     （略） 

    (記載上の注意) 

     １ （略） 

     ２ 取締役又は執行役については、他の法人等の業務執行取締役、執行役、業務を執行す

る社員又は会社法第 598条第１項の職務を行うべき者その他これに類する者を兼ねるこ

とが重要な兼職(会社法施行規則第 121 条第７号に規定する重要な兼職をいう。以下同

じ。)に該当する者の兼職の状況(重要でないものを除く。)を記載すること。また、保

険業法第 272 条の 10 第１項の規定に基づき金融庁長官の承認を受けている場合には、

その旨を「その他」に記載すること。 

     ３・４ （略） 

   (2) （略） 
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別紙様式第１号の３（第 27条の４及び第 28条の２関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                            保険相互会社 監査役会  

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

    (3)  取締役（当該事業年度中に指名委員会等設置会社であった場合にあっては、執行役を含

む。）の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があ

ったときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 

 

 

別紙様式第１号の３（第 27条の４及び第 28条の２関係） （日本工業規格Ａ４） 

 

  

監 査 役 会 監 査 報 告 書 

年  月  日  

                            保険相互会社 監査役会  

監査役（常勤）  氏  名     印  

        （自  署）       

監査役      氏  名     印  

                    （自  署）       

（記載上の注意） 

１ （略） 

   ２ 事業報告等の監査 

     次に掲げる事項を記載すること。監査役は、当該事項に係る監査役会監査報告の内容が当

該事項に係る監査役の監査役監査報告の内容と異なる場合には、当該事項に係る各監査役の

監査役監査報告の内容を監査役会監査報告に付記することができる。 

(1)・(2) （略） 

(3)  取締役（当該事業年度中に委員会設置会社であった場合にあっては、執行役を含む。）

の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があった

ときは、その事実 

    (4)・(5) （略） 
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募
集
優
先
出
資

の
引
受
人

（
削
る
）

ト

法
第
百
二
十
条
第
三
項
の
利
益
の
供
与
を
受
け
た
者

（
削
る
）

チ

法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条

第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
義
務
を
負
う
転
換
特
定
社

債
の
引
受
人

（
削
る
）

リ

法
第
百
四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条

第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
義
務
を
負
う
新
優
先
出
資

引
受
権
付
特
定
社
債
の
引
受
人

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任

三

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責

追
及
等
の
訴
え
（
法
第
九
十
七
条
第
一
項
（
法
第
百
七
十
四
条
第
三
項
に
お

任
追
及
等
の
訴
え
（
法
第
九
十
七
条
第
一
項
（
法
第
百
七
十
四
条
第
三
項
に

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
責
任
追
及
の
訴
え
並
び
に
法

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
責
任
追
及
の
訴
え
並
び
に

第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
三
十
六
条
第
十
項
、
第
四
十
二
条
第
八
項
、
第
百

法
第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
三
十
六
条
第
十
項
、
第
四
十
二
条
第
八
項
、
第

十
九
条
第
二
項
、
第
百
二
十
条
第
六
項
、
第
百
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
百

百
十
九
条
第
二
項
、
第
百
二
十
条
第
六
項
、
第
百
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第

四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
に

百
四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項

規
定
す
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
い
う
。
）
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の

に
規
定
す
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
い
う
。
）
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
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理
由

の
理
由

（
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
取
締
役
）

第
四
十
五
条
の
二

法
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百

（
新
設
）

十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者

と
す
る
。

一

出
資
の
履
行
（
法
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二

百
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
出
資
の
履
行
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
仮
装
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
取
締
役

二

取
締
役
の
過
半
数
を
も
っ
て
出
資
の
履
行
の
仮
装
を
決
定
し
た
と
き
は
、

当
該
決
定
に
同
意
し
た
取
締
役

三

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
社
員
総
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は

、
次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
社
員
総
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し

た
取
締
役

ロ

イ
の
議
案
の
提
案
の
決
定
に
同
意
し
た
取
締
役

ハ

当
該
社
員
総
会
に
お
い
て
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
取
締
役

（
特
定
出
資
の
併
合
に
関
す
る
事
前
開
示
事
項
）

第
四
十
五
条
の
三

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。
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一

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

第
百
八
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
の
相
当
性
に

関
す
る
事
項

イ

特
定
出
資
の
併
合
を
す
る
特
定
目
的
会
社
に
支
配
社
員
（
特
定
目
的
会

社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
四
十
四
号
）
第
二

条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
支
配
社
員
を
い
う
。
第
四
十
八
条
の
二
第

一
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
目
的
会
社
の

特
定
社
員
（
当
該
支
配
社
員
を
除
く
。
）
の
利
益
を
害
さ
な
い
よ
う
に
留

意
し
た
事
項
（
当
該
事
項
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

ロ

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
三
十
四
条
第
二
項

及
び
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
口
に
満
た
な
い
端
数
の

処
理
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
処
理
の
方
法
に
関

す
る
事
項
、
当
該
処
理
に
よ
り
特
定
社
員
に
交
付
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
金
銭
の
額
及
び
当
該
額
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

二

特
定
出
資
の
併
合
を
す
る
特
定
目
的
会
社
（
清
算
特
定
目
的
会
社
（
法
第

百
六
十
五
条
に
規
定
す
る
清
算
特
定
目
的
会
社
を
い
う
。
第
四
十
八
条
の
二

第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
特
定
目
的
会
社
に
お
い
て
最
終
事
業
年
度
（
法
第
三
十
四
条
第
四

項
に
規
定
す
る
最
終
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
末
日
（
最
終

事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
目
的
会
社
の
成
立
の
日

）
後
に
特
定
目
的
会
社
の
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が

生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
（
備
置
開
始
日
（
法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
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準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
の
い
ず

れ
か
早
い
日
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
後
特
定
出
資
の
併
合
が

そ
の
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
新
た
な
最
終
事
業
年
度
が
存
す
る
こ

と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
た
な
最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
に

生
じ
た
事
象
の
内
容
に
限
る
。
）

ロ

当
該
特
定
目
的
会
社
に
お
い
て
最
終
事
業
年
度
が
な
い
と
き
は
、
当
該

特
定
目
的
会
社
の
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

三

備
置
開
始
日
後
特
定
出
資
の
併
合
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に

、
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
後
の
当
該
事
項

（
特
定
出
資
の
併
合
に
関
す
る
事
後
開
示
事
項
）

第
四
十
五
条
の
四

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条

（
新
設
）

の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。

一

特
定
出
資
の
併
合
が
効
力
を
生
じ
た
日

二

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
三
の
規
定

に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

三

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
四
の
規
定

に
よ
る
手
続
の
経
過

四

特
定
出
資
の
併
合
が
効
力
を
生
じ
た
時
に
お
け
る
特
定
出
資
の
総
口
数

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
出
資
の
併
合
に
関
す
る
重
要
な
事

項
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（
優
先
出
資
の
併
合
に
関
す
る
事
前
開
示
事
項
）

第
四
十
八
条
の
二

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十

（
新
設
）

二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会

社
法
第
百
八
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
の
相
当

性
に
関
す
る
事
項

イ

優
先
出
資
の
併
合
を
す
る
特
定
目
的
会
社
に
支
配
社
員
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
特
定
目
的
会
社
の
優
先
出
資
社
員
（
当
該
支
配
社
員
を
除
く
。

）
の
利
益
を
害
さ
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
事
項
（
当
該
事
項
が
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

ロ

法
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
三
十
四
条
第

二
項
及
び
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
口
に
満
た
な
い
端

数
の
処
理
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
処
理
の
方
法

に
関
す
る
事
項
、
当
該
処
理
に
よ
り
優
先
出
資
社
員
に
交
付
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
金
銭
の
額
及
び
当
該
額
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

二

優
先
出
資
の
併
合
を
す
る
特
定
目
的
会
社
（
清
算
特
定
目
的
会
社
を
除
く

。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
特
定
目
的
会
社
に
お
い
て
最
終
事
業
年
度
の
末
日
（
最
終
事
業
年

度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
目
的
会
社
の
成
立
の
日
）
後
に

特
定
目
的
会
社
の
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が
生
じ
た

と
き
は
、
そ
の
内
容
（
備
置
開
始
日
（
法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
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か
早
い
日
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
後
優
先
出
資
の
併
合
が
そ

の
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
新
た
な
最
終
事
業
年
度
が
存
す
る
こ
と

と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
た
な
最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
に
生

じ
た
事
象
の
内
容
に
限
る
。
）

ロ

当
該
特
定
目
的
会
社
に
お
い
て
最
終
事
業
年
度
が
な
い
と
き
は
、
当
該

特
定
目
的
会
社
の
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

三

備
置
開
始
日
後
優
先
出
資
の
併
合
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に

、
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
後
の
当
該
事
項

（
優
先
出
資
の
併
合
に
関
す
る
事
後
開
示
事
項
）

第
四
十
八
条
の
三

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十

（
新
設
）

二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

一

優
先
出
資
の
併
合
が
効
力
を
生
じ
た
日

二

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
三
の

規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

三

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
四
の

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四

優
先
出
資
の
併
合
が
効
力
を
生
じ
た
時
に
お
け
る
優
先
出
資
（
二
以
上
の

種
類
の
優
先
出
資
を
発
行
す
る
特
定
目
的
会
社
に
あ
っ
て
は
、
法
第
五
十
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
条
第
二
項
第
三
号
の
種
類
の

優
先
出
資
）
の
総
口
数

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
優
先
出
資
の
併
合
に
関
す
る
重
要
な
事
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項
（
欠
損
の
額
）

（
欠
損
の
額
）

第
五
十
条

法
第
六
十
条
第
三
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

第
五
十
条

法
第
六
十
条
第
三
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方

法
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
い
額
を
も
っ
て
欠
損
の
額
と
す
る

法
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
い
額
を
も
っ
て
欠
損
の
額
と
す
る

方
法
と
す
る

方
法
と
す
る

一

（
略
）

一

（
略
）

二

零
か
ら
法
第
百
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
優
先
資
本
金
の
額
を
減
少
す

二

零
か
ら
法
第
百
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
優
先
資
本
金
の
額
を
減
少
す

る
日
に
お
け
る
剰
余
金
（
特
定
目
的
会
社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
第
三
十
条

る
日
に
お
け
る
剰
余
金
（
特
定
目
的
会
社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
剰
余
金
を
い
う
。
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七
条

八
年
内
閣
府
令
第
四
十
四
号
）
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
剰
余
金

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
減
じ
て
得
た
額

を
い
う
。
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
減
じ
て
得

た
額

（
補
欠
の
役
員
の
選
任
）

（
補
欠
の
役
員
の
選
任
）

第
五
十
一
条

法
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二
十

第
五
十
一
条

法
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二
十

九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

法
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二
十
九
条
第
三

２

法
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二
十
九
条
第
二

項
に
規
定
す
る
決
議
に
よ
り
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

項
に
規
定
す
る
決
議
に
よ
り
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
事
項
も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）
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（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
五
十
九
条

法
第
百
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
五
十
九
条

法
第
百
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
の
日

も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
の
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
公
告
対
象
会

一

最
終
事
業
年
度
（
法
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
最
終
事
業
年
度
を

社
（
法
第
百
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
特
定
目
的
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
百
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

旨
に
つ
き
公
告
対
象
会
社
（
法
第
百
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
特
定
目
的
会

公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
百
四
条
第
五
項
又
は

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

（
債
権
者
集
会
の
招
集
の
決
定
事
項
）

（
債
権
者
集
会
の
招
集
の
決
定
事
項
）

第
八
十
三
条

法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十

第
八
十
三
条

法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十

八
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

八
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

一
の
協
定
債
権
者
（
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

三

一
の
協
定
債
権
者
が
同
一
の
議
案
に
つ
き
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い

第
五
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
債
権
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
（
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に

が
同
一
の
議
案
に
つ
き
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
（
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会

を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ

会
社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
）
の
規
定
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っ
て
は
、
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十

に
よ
り
重
複
し
て
議
決
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
同
一
の
議
案

六
条
第
一
項
又
は
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
）
の
規
定
に
よ
り
重
複
し
て
議

に
対
す
る
議
決
権
の
行
使
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
当

決
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
同
一
の
議
案
に
対
す
る
議
決
権
の

該
協
定
債
権
者
の
議
決
権
の
行
使
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
と
き

行
使
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
協
定
債
権
者
の
議

は
、
そ
の
事
項

決
権
の
行
使
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第

五

法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第

一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
九
条

ロ

法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
九
条

第
二
項
の
承
諾
を
し
た
協
定
債
権
者
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
当
該
協
定
債

第
二
項
の
承
諾
を
し
た
協
定
債
権
者
（
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て

権
者
に
対
し
て
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五

準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
十
七
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
協
定
債
権
者

百
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面
（
同
項
に
規
定
す
る

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
当
該
協
定
債
権
者
に
対

議
決
権
行
使
書
面
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
（
当
該
交

し
て
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
条

付
に
代
え
て
行
う
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面
（
同
項
に
規
定
す
る
議
決
権
行

五
百
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
含
む
。

使
書
面
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
（
当
該
交
付
に
代
え

）
を
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

て
行
う
法
第
百
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
含
む
。
）
を
す
る

こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

（
特
定
目
的
信
託
契
約
の
方
式
）

（
特
定
目
的
信
託
契
約
の
方
式
）

第
百
十
六
条

特
定
目
的
信
託
契
約
の
契
約
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

第
百
十
六
条

特
定
目
的
信
託
契
約
の
契
約
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
、
又
は
記
録
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で

し
、
又
は
記
録
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
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に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
資
産
信
託
流
動
化
計
画
に
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
資
産
信
託
流
動
化
計
画
に
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
十
三

（
略
）

一
～
十
三

（
略
）

十
四

権
利
者
名
簿
管
理
人
（
法
第
二
百
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
権
利

十
四

権
利
者
名
簿
管
理
人
（
法
第
二
百
三
十
四
条
第
五
項
第
十
一
号
に
規
定

者
名
簿
管
理
人
を
い
う
。
）
又
は
登
録
機
関
を
置
く
場
合
は
、
そ
の
旨
並
び

す
る
権
利
者
名
簿
管
理
人
を
い
う
。
）
又
は
登
録
機
関
を
置
く
場
合
は
、
そ

に
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

の
旨
並
び
に
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

十
五
～
二
十
一

（
略
）

十
五
～
二
十
一

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
百
三
十
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次

第
百
三
十
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次

に
掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表

に
掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表

示
す
る
方
法
と
す
る
。

示
す
る
方
法
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第
二
項

（
新
設
）

第
三
号

五

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
六
第
三
項

（
新
設
）

第
三
号

六

（
略
）

四

（
略
）

七

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第

（
新
設
）

二
項
第
三
号

八

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
六
第

（
新
設
）

三
項
第
三
号

九
～
二
十
六

（
略
）

五
～
二
十
二

（
略
）
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（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

（
電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則
）

第
百
三
十
一
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

第
百
三
十
一
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

特
定
目
的
会
社
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電

特
定
目
的
会
社
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
特
定

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
特
定

目
的
会
社
の
支
店
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

目
的
会
社
の
支
店
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方
法
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）
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十
九

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
九
号
）

改

正

案

現

行

（
指
図
行
使
す
べ
き
株
主
権
等
）

（
指
図
行
使
す
べ
き
株
主
権
等
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

令
第
十
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
投
資
主
の
権
利
は
、

２

令
第
十
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
投
資
主
の
権
利
は
、

法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
、
第
百
四
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
百
四
十
九
条
の

法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
、
第
百
四
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
百
四
十
九
条
の

八
第
一
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い

八
第
一
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
権
利
並
び
に
法
第
八
十
八

て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
権
利
並
び
に
法
第
八
十
八

条
の
二
十
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項
（

条
の
二
十
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項
（

第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
四
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
四
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

る
会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

法
第
百
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項
（
第
七

法
第
百
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項

号
及
び
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
同
項
第
四
号
、
第

（
第
七
号
及
び
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
同
項
第
四

五
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為
の
無
効
を
主
張
す
る
権
利
と
す
る

号
、
第
五
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為
の
無
効
を
主
張
す
る
権
利

。

と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
百
六
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に

第
百
六
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に

掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

す
る
方
法
と
す
る
。

す
る
方
法
と
す
る
。
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一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条

（
新
設
）

の
二
第
二
項
第
三
号

八

法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条

（
新
設
）

の
六
第
三
項
第
三
号

九
～
二
十

（
略
）

六
の
二
～
十
七

（
略
）

（
投
資
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
等
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
百
二
十
五
条

法
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
七
条
の
二
第
六
項
、
第
八
十

第
百
二
十
五
条

法
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
七
条
の
二
第
六
項
、
第
八
十

四
条
第
四
項
、
第
八
十
八
条
の
十
七
第
四
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条
第

四
条
第
四
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条
第
三
項
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項

三
項
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
百
五
十
四
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る

及
び
第
百
五
十
四
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一

会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ

項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提

る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供

出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
投
資
法
人
が
責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
百
二
十
六
条

法
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
七
条
の
二
第
六
項
、
第
八
十

第
百
二
十
六
条

法
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
七
条
の
二
第
六
項
、
第
八
十

四
条
第
四
項
、
第
八
十
八
条
の
十
七
第
四
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条
第

四
条
第
四
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条
第
三
項
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項

三
項
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
百
五
十
四
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る

及
び
第
百
五
十
四
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四

会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ

項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提

る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供

出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

と
す
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
七
条
の
二
第
六
項
、
第
八
十
四
条
第
四

二

請
求
対
象
者
（
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
法
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七

項
、
第
八
十
八
条
の
十
七
第
四
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条
第
三
項
、

十
七
条
の
二
第
六
項
、
第
八
十
四
条
第
四
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条

第
百
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
百
五
十
四
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社

第
三
項
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
百
五
十
四
条
の
七
に
お
い
て
準
用

法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の

す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
前
条
第

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び

一
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
責
任
又
は
義
務
の

そ
の
理
由

有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

（
削
る
）

イ

設
立
企
画
人

（
削
る
）

ロ

設
立
時
執
行
役
員
及
び
設
立
時
監
督
役
員

（
削
る
）

ハ

役
員
等
（
法
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
役
員
等
を
い
う
。

第
百
六
十
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）

（
削
る
）

ニ

一
般
事
務
受
託
者

（
削
る
）

ホ

清
算
執
行
人
及
び
清
算
監
督
人

（
削
る
）

ヘ

法
第
七
十
七
条
の
二
第
三
項
の
利
益
の
供
与
を
受
け
た
者

（
削
る
）

ト

法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第

一
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
義
務
を
負
う
募
集
投
資
口
（
法
第
八
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
募
集
投
資
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
引
受
人

（
削
る
）

チ

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
義
務
を
負
う
投
資
口
の
払
戻
し
を
受
け
た

者

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第

三

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前

七
十
五
条
第
七
項
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
九
条
第
三
項
及
び
第
百
五
十
四

号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
、
法
第
七
十
七
条

条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
責
任
を
追

の
二
第
三
項
の
利
益
の
返
還
を
求
め
る
訴
え
又
は
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項

及
す
る
訴
え
、
法
第
七
十
七
条
の
二
第
三
項
の
利
益
の
返
還
を
求
め
る
訴
え

若
し
く
は
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
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又
は
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

条
第
一
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
支
払
を
求
め
る
訴
え
を
提

る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
二
百

起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

十
三
条
の
二
（
第
一
項
第
二
号
を
除
く
。
）
若
し
く
は
法
第
八
十
八
条
の
十

七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
八
十
六
条
の
二
（
第
一
項
第

一
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
支
払
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
投
資
口
の
併
合
に
関
す
る
事
前
開
示
事
項
）

第
百
三
十
一
条
の
二

法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

（
新
設
）

第
百
八
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
会
社
法
第
百
八
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め

の
相
当
性
に
関
す
る
事
項

イ

投
資
口
の
併
合
を
す
る
投
資
法
人
に
支
配
投
資
主
（
投
資
法
人
の
計
算

に
関
す
る
規
則
第
六
十
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
支
配
投
資
主
を
い
う
。

）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
投
資
法
人
の
投
資
主
（
当
該
支
配
投
資
主
を

除
く
。
）
の
利
益
を
害
さ
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
事
項
（
当
該
事
項
が
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

ロ

法
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
一
口
に
満
た
な
い
端
数
の
処
理
を
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
処
理
の
方
法
に
関
す
る
事
項
、

当
該
処
理
に
よ
り
投
資
主
に
交
付
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
金
銭
の
額
及

び
当
該
額
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
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二

投
資
口
の
併
合
を
す
る
投
資
法
人
（
清
算
投
資
法
人
（
法
第
百
五
十
条
の

三
に
規
定
す
る
清
算
投
資
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
投
資
法
人
に
お
い
て
最
終
営
業
期
間
（
各
営
業
期
間
（
法
第
百
二

十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
営
業
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る

計
算
書
類
（
同
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
資

産
運
用
報
告
及
び
金
銭
の
分
配
に
係
る
計
算
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
に
つ
き
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る

当
該
各
営
業
期
間
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
末

日
（
最
終
営
業
期
間
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
投
資
法
人
の
成
立

の
日
）
後
に
重
要
な
財
産
の
処
分
、
重
大
な
債
務
の
負
担
そ
の
他
の
投
資

法
人
の
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が
生
じ
た
と
き
は
、

そ
の
内
容
（
備
置
開
始
日
（
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
日
を
い
う

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
後
投
資
口
の
併
合
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日

ま
で
の
間
に
新
た
な
最
終
営
業
期
間
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
新
た
な
最
終
営
業
期
間
の
末
日
後
に
生
じ
た
事
象
の
内
容
に

限
る
。
）

ロ

当
該
投
資
法
人
に
お
い
て
最
終
営
業
期
間
が
な
い
と
き
は
、
当
該
投
資

法
人
の
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

三

備
置
開
始
日
後
投
資
口
の
併
合
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
の
間
に
、

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
後
の
当
該
事
項
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（
投
資
口
の
併
合
に
関
す
る
事
後
開
示
事
項
）

第
百
三
十
一
条
の
三

法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

（
新
設
）

第
百
八
十
二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

投
資
口
の
併
合
が
効
力
を
生
じ
た
日

二

法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条

の
三
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

三

法
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四

投
資
口
の
併
合
が
効
力
を
生
じ
た
時
に
お
け
る
発
行
済
投
資
口
の
総
口
数

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
投
資
口
の
併
合
に
関
す
る
重
要
な
事
項

（
投
資
口
の
分
割
の
通
知
）

（
投
資
口
の
分
割
の
通
知
）

第
百
三
十
三
条

法
第
八
十
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
百
三
十
三
条

法
第
八
十
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

期
間
は
、
当
該
投
資
法
人
の
営
業
期
間
と
し
、
当
該
営
業
期
間
が
六
月
を
超
え

期
間
は
、
当
該
投
資
法
人
の
営
業
期
間
（
法
第
百
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
投
資
法
人
に
あ
っ
て
は
、
六
月
と
す
る
。

る
営
業
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
、
当
該
営
業
期
間
が
六
月
を
超
え

る
投
資
法
人
に
あ
っ
て
は
、
六
月
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
払
込
金
額
の
公
示
の
方
法
）

（
払
込
金
額
の
公
示
の
方
法
）

第
百
三
十
四
条

法
第
八
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
払
込
金
額
の
公
示
は
、

第
百
三
十
四
条

法
第
八
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
払
込
金
額
の
公
示
は
、

当
該
払
込
金
額
が
適
用
さ
れ
る
募
集
投
資
口
（
法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定

当
該
払
込
金
額
が
適
用
さ
れ
る
募
集
投
資
口
と
引
換
え
に
す
る
金
銭
の
払
込
み

す
る
募
集
投
資
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
引
換
え
に
す
る
金
銭
の
払
込
み

の
期
日
の
前
日
ま
で
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

の
期
日
の
前
日
ま
で
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 
388



ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

募
集
投
資
口
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
に
関
す
る
事
務
を
行
う
全
て
の
一

二

募
集
投
資
口
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
に
関
す
る
事
務
を
行
う
す
べ
て
の

般
事
務
受
託
者
の
営
業
所
に
お
け
る
掲
示

一
般
事
務
受
託
者
の
営
業
所
に
お
け
る
掲
示

２

（
略
）

２

（
略
）

（
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
通
知
を
要
し
な
い
場
合
）

（
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
通
知
を
要
し
な
い
場
合
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

（
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
執
行
役
員
等
）

第
百
三
十
七
条
の
二

法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二

（
新
設
）

百
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

者
と
す
る
。

一

出
資
の
履
行
（
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二

百
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
出
資
の
履
行
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
仮
装
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
執
行
役
員

二

出
資
の
履
行
の
仮
装
が
役
員
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
者

イ

当
該
役
員
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
執
行
役
員
及
び
監
督
役
員

ロ

当
該
役
員
会
に
当
該
出
資
の
履
行
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し
た

執
行
役
員

（
新
投
資
口
予
約
権
に
係
る
払
込
み
の
仮
装
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き
執
行
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役
員
等
）

第
百
三
十
九
条
の
三

法
第
八
十
八
条
の
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社

（
新
設
）

法
第
二
百
八
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次

に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

払
込
み
（
法
第
八
十
八
条
の
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

二
百
八
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
払
込
み
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
仮
装
に
関
す
る
職
務
を
行
っ
た
執
行
役
員

二

払
込
み
の
仮
装
が
役
員
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
者

イ

当
該
役
員
会
の
決
議
に
賛
成
し
た
執
行
役
員
及
び
監
督
役
員

ロ

当
該
役
員
会
に
当
該
払
込
み
の
仮
装
に
関
す
る
議
案
を
提
案
し
た
執
行

役
員

（
新
投
資
口
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
投
資
口
に
端
数
が
生
ず
る
場
合
）

（
新
投
資
口
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
投
資
口
に
端
数
が
生
ず
る
場
合
）

第
百
三
十
九
条
の
四

（
略
）

第
百
三
十
九
条
の
三

（
略
）

（
招
集
の
決
定
事
項
）

（
招
集
の
決
定
事
項
）

第
百
四
十
条

法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
百
四
十
条

法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
規
約
に
第
三
号
又
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
規
約
に
第
三
号
又
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く

で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く

。
）
と
す
る
。

。
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
百
四
十
二
条
か
ら
第
百
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
投
資
主
総
会
参

二

第
百
四
十
二
条
か
ら
第
百
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
投
資
主
総
会
参
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考
書
類
（
法
第
九
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
投
資
主
総
会
参
考
書
類
を
い

考
書
類
（
法
第
九
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
投
資
主
総
会
参
考
書
類
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
第
百
四
十
二
条
の
二
第
三
号
、

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
第
百
四
十
九
条
第
三
号
及
び
第

第
百
四
十
九
条
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
百
五
十
条
第
三
号
に
掲
げ
る

四
号
並
び
に
第
百
五
十
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

事
項
を
除
く
。
）

三
～
九

（
略
）

三
～
九

（
略
）

（
投
資
口
の
併
合
に
関
す
る
議
案
）

第
百
四
十
二
条
の
二

執
行
役
員
が
投
資
口
の
併
合
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る

（
新
設
）

場
合
に
は
、
投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
投
資
口
の
併
合
を
行
う
理
由

二

法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
条
第

二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容

三

法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
第
百
三
十
一
条
の

二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
内
容

の
概
要

（
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
百
四
十
五
条

執
行
役
員
が
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る

第
百
四
十
五
条

執
行
役
員
が
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る

場
合
に
は
、
投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け

場
合
に
は
、
投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

候
補
者
と
当
該
投
資
法
人
と
の
間
で
法
第
百
十
五
条
の
六
第
十
二
項
に
お

（
新
設
）
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い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る

と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
契
約
の
内
容

の
概
要

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

七

当
該
候
補
者
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ

六

当
該
候
補
者
が
当
該
投
資
法
人
、
そ
の
親
法
人
（
法
第
八
十
一
条
第
一
項

に
定
め
る
も
の
か
ら
多
額
の
金
銭
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
（
こ
れ
ら
の
者

に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は

か
ら
受
け
る
会
計
監
査
人
（
法
以
外
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す

当
該
親
法
人
（
当
該
投
資
法
人
に
親
法
人
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

る
も
の
を
含
む
。
）
と
し
て
の
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と

投
資
法
人
）
の
子
法
人
（
当
該
投
資
法
人
を
除
く
。
）
か
ら
多
額
の
金
銭
そ

し
て
投
資
法
人
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
及
び
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二

の
他
の
財
産
上
の
利
益
（
こ
れ
ら
の
者
か
ら
受
け
る
会
計
監
査
人
（
法
以
外

十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
対
価
を
除
く

の
法
令
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
と
し
て
の
報
酬

。
）
を
受
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
又
は
過
去
二
年
間
に
受
け
て
い
た
と
き
は

、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
投
資
法
人
か
ら
受
け
る
財
産
上

、
そ
の
内
容

の
利
益
及
び
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
対
価
を
除
く
。
）
を
受
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
又

は
過
去
二
年
間
に
受
け
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

イ

当
該
投
資
法
人
に
親
法
人
（
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
親
法

（
新
設
）

人
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合

当
該
投
資
法
人
、
当

該
親
法
人
又
は
当
該
親
法
人
の
子
法
人
（
当
該
投
資
法
人
を
除
く
。
）

ロ

当
該
投
資
法
人
に
親
法
人
が
な
い
場
合

当
該
投
資
法
人
又
は
当
該
投

（
新
設
）

資
法
人
の
子
法
人

（
責
任
免
除
を
受
け
た
役
員
等
に
対
し
退
職
慰
労
金
等
を
与
え
る
議
案
等
）

（
責
任
免
除
を
受
け
た
役
員
等
に
対
し
退
職
慰
労
金
等
を
与
え
る
議
案
等
）

第
百
四
十
八
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
執
行
役
員
が
法
第

第
百
四
十
八
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
執
行
役
員
が
法
第

百
十
五
条
の
六
第
六
項
（
同
条
第
十
一
項
又
は
第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

百
十
五
条
の
六
第
六
項
（
同
条
第
十
一
項
又
は
第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
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て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

て
準
用
す
る
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
承
認
の
決
議
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
と
き
は
、
投
資

む
。
）
に
規
定
す
る
承
認
の
決
議
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
と
き
は
、
投
資

主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
責
任
を
免
除
し
、
又
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た

主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
責
任
を
免
除
し
、
又
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た

役
員
等
（
法
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
役
員
等
を
い
う
。
第
百
六

役
員
等
に
与
え
る
第
百
六
十
八
条
に
規
定
す
る
財
産
上
の
利
益
の
内
容
を
記
載

十
条
第
一
項
及
び
第
二
百
四
十
四
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
与
え
る
第
百

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
十
八
条
に
規
定
す
る
財
産
上
の
利
益
の
内
容
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
投
資
主
提
案
の
場
合
に
お
け
る
記
載
事
項
）

（
投
資
主
提
案
の
場
合
に
お
け
る
記
載
事
項
）

第
百
五
十
三
条

議
案
が
投
資
主
の
提
出
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
投
資

第
百
五
十
三
条

議
案
が
投
資
主
の
提
出
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
投
資

主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲

主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る

げ
る
事
項
が
投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切
で

事
項
が
投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い

な
い
程
度
の
多
数
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
も
の
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

程
度
の
多
数
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
も
の
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合

場
合
（
投
資
法
人
が
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
も
の
と
し
て

（
投
資
法
人
が
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
も
の
と
し
て
定
め

定
め
た
分
量
を
超
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
の
概
要
）

た
分
量
を
超
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
の
概
要
）
を
記

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

議
案
が
投
資
口
の
併
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
投
資
主

（
新
設
）

が
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
五
条
第
一
項

本
文
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
際
し
て
第
百
四
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
事
項

（
当
該
事
項
が
明
ら
か
に
虚
偽
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。

）
を
投
資
法
人
に
対
し
て
通
知
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
投
資
主
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

（
投
資
主
総
会
参
考
書
類
の
記
載
の
特
則
）

第
百
五
十
四
条

投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も

第
百
五
十
四
条

投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
投
資
主
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出

の
を
除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
投
資
主
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出

す
る
時
か
ら
当
該
投
資
主
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継

す
る
時
か
ら
当
該
投
資
主
総
会
の
日
か
ら
三
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継

続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
投
資
主
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
投
資
主
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

置
く
措
置
（
第
百
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ

置
く
措
置
（
第
百
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通

信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の

信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の

用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動

用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動

公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使

公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使

用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該

を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
投
資
主
総
会
参
考

事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
投
資
主
総
会
参
考
書
類
を
投
資
主
に
対
し
て

書
類
を
投
資
主
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措

提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
規
約
の
定

置
を
と
る
旨
の
規
約
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を

四

投
資
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
督
役
員
が
異
議

除
く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
督
役
員
が
異
議

を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

を
述
べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
投
資
主
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
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置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
補
欠
の
役
員
の
選
任
）

（
補
欠
の
役
員
の
選
任
）

第
百
六
十
三
条

法
第
九
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二

第
百
六
十
三
条

法
第
九
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二

十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の

十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

法
第
九
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二
十
九
条
第
三

２

法
第
九
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
二
十
九
条
第
二

項
に
規
定
す
る
決
議
に
よ
り
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

項
に
規
定
す
る
決
議
に
よ
り
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
事
項
も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
吸
収
合
併
消
滅
法
人
の
事
前
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
消
滅
法
人
の
事
前
開
示
事
項
）

第
百
九
十
三
条

（
略
）

第
百
九
十
三
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
「
計
算
書
類
等
に
関
す
る
事
項
」
と
は
、
次
に

６

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
「
計
算
書
類
等
に
関
す
る
事
項
」
と
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

吸
収
合
併
存
続
法
人
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

一

吸
収
合
併
存
続
法
人
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

最
終
営
業
期
間
に
係
る
計
算
書
類
、
資
産
運
用
報
告
及
び
金
銭
の
分
配

イ

最
終
営
業
期
間
（
各
営
業
期
間
に
係
る
計
算
書
類
（
法
第
百
二
十
九
条

に
係
る
計
算
書
（
最
終
営
業
期
間
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
吸
収
合
併

第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
資
産
運
用
報

存
続
法
人
の
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
）
の
内
容

告
及
び
金
銭
の
分
配
に
係
る
計
算
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
に
つ

き
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
各
営

業
期
間
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
計
算
書
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類
、
資
産
運
用
報
告
及
び
金
銭
の
分
配
に
係
る
計
算
書
（
最
終
営
業
期
間

が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
吸
収
合
併
存
続
法
人
の
成
立
の
日
に
お
け
る

貸
借
対
照
表
）
の
内
容

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
法
人
の
事
後
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
法
人
の
事
後
開
示
事
項
）

第
百
九
十
五
条

法
第
百
四
十
九
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
百
九
十
五
条

法
第
百
四
十
九
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
法
人
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

吸
収
合
併
消
滅
法
人
に
お
け
る
法
第
百
四
十
九
条
の
三
及
び
第
百
四
十
九

イ

法
第
百
四
十
九
条
の
三
及
び
第
百
四
十
九
条
の
三
の
二
の
規
定
並
び
に

条
の
三
の
二
の
規
定
並
び
に
法
第
百
四
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
手
続
の

法
第
百
四
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

経
過

ロ

法
第
百
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
法
人
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
法
人
に
お
け
る
法
第
百
四
十
九
条
の
八
の
規
定
及
び
法
第

イ

法
第
百
四
十
九
条
の
八
の
規
定
及
び
法
第
百
四
十
九
条
の
九
に
お
い
て

百
四
十
九
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ

準
用
す
る
法
第
百
四
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
百
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
百
九
十
六
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
法
人
の
作
成
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
法
人
の
作
成
事
項
）
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第
百
九
十
七
条

法
第
百
四
十
九
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

第
百
九
十
七
条

法
第
百
四
十
九
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
百
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

四

（
略
）

三

（
略
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

（
清
算
監
督
人
の
職
務
遂
行
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
）

（
清
算
監
督
人
の
職
務
遂
行
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
）

第
二
百
条

法
第
百
五
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
条
第
六
号
に

第
二
百
条

法
第
百
五
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
条
第
六
号
に

規
定
す
る
清
算
監
督
人
の
職
務
の
遂
行
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し

規
定
す
る
清
算
監
督
人
の
職
務
の
遂
行
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し

て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
清
算
投
資
法
人
の
清
算
執
行
人
の
親
族

二

当
該
清
算
投
資
法
人
（
法
第
百
五
十
条
の
三
に
規
定
す
る
清
算
投
資
法
人

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
清
算
執
行
人
の
親
族

三
～
九

（
略
）

三
～
九

（
略
）

（
債
権
者
集
会
の
招
集
の
決
定
事
項
）

（
債
権
者
集
会
の
招
集
の
決
定
事
項
）

第
二
百
六
条

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四

第
二
百
六
条

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四

十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

一
の
協
定
債
権
者
（
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社

三

一
の
協
定
債
権
者
が
同
一
の
議
案
に
つ
き
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
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法
第
五
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
債
権
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
（
法
第
百
六
十
四
条
第
四

）
が
同
一
の
議
案
に
つ
き
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会

項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る

社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
（
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

事
項
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準

す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場

用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
）

合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

の
規
定
に
よ
り
重
複
し
て
議
決
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
同
一

五
百
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
五
百
五
十
七
条
第
一
項
）
の
規
定
に
よ
り
重

の
議
案
に
対
す
る
議
決
権
の
行
使
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
お

複
し
て
議
決
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
同
一
の
議
案
に
対
す
る

け
る
当
該
協
定
債
権
者
の
議
決
権
の
行
使
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
を
定
め

議
決
権
の
行
使
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
協
定
債

る
と
き
は
、
そ
の
事
項

権
者
の
議
決
権
の
行
使
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の

事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条

五

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
八
条

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
九

ロ

法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
四
十
九

条
第
二
項
の
承
諾
を
し
た
協
定
債
権
者
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
当
該
協
定

条
第
二
項
の
承
諾
を
し
た
協
定
債
権
者
（
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お

債
権
者
に
対
し
て
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
債
権
者

第
五
百
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面
（
同
項
に
規
定

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
当
該
協
定
債
権
者
に
対

す
る
議
決
権
行
使
書
面
を
い
う
。
第
二
百
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交

し
て
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
百
五
十

付
（
当
該
交
付
に
代
え
て
行
う
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
面
（
同
項
に
規
定
す
る
議
決
権

す
る
会
社
法
第
五
百
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る

行
使
書
面
を
い
う
。
第
二
百
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
（
当
該
交

提
供
を
含
む
。
）
を
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

付
に
代
え
て
行
う
法
第
百
六
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

第
五
百
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
含
む
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。
）
を
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

（
投
資
主
に
よ
る
責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

（
責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法
）

第
二
百
四
十
九
条

（
略
）

第
二
百
四
十
九
条

（
略
）

（
投
資
法
人
が
責
任
追
及
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

（
訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法
）

第
二
百
五
十
条

法
第
二
百
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四

第
二
百
五
十
条

法
第
二
百
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四

十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る

を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
当
該
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
と
す
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
二
百
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第

二

請
求
対
象
者
（
資
産
運
用
会
社
の
う
ち
、
法
第
二
百
四
条
第
三
項
に
お
い

一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る

て
準
用
す
る
会
社
法
第
八
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る

者
の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
責
任
又
は

義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

三

前
号
の
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

三

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当

者
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

該
者
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

（
委
託
者
非
指
図
型
投
資
信
託
の
信
託
財
産
の
運
用
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

（
委
託
者
非
指
図
型
投
資
信
託
の
信
託
財
産
の
運
用
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

第
二
百
七
十
一
条

法
第
二
百
二
十
三
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ

第
二
百
七
十
一
条

法
第
二
百
二
十
三
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
信
託
業
法
第
二
十
四
条
の
二
及
び
金
融
機
関
の
信
託

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
信
託
業
法
第
二
十
四
条
の
二
及
び
金
融
機
関
の
信
託

業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取

業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取

引
法
第
四
十
二
条
の
二
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次

引
法
第
四
十
二
条
の
二
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
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に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

自
己
の
監
査
役
、
役
員
に
類
す
る
役
職
に
あ
る
者
又
は
使
用
人
と
の
間
に

一

自
己
の
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
社
法
第
四
百
条
第

お
け
る
取
引
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
運
用
を
行
う
こ
と
（
第
二
百
六
十

四
項
に
規
定
す
る
監
査
委
員
）
、
役
員
に
類
す
る
役
職
に
あ
る
者
又
は
使
用

九
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
。

人
と
の
間
に
お
け
る
取
引
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
運
用
を
行
う
こ
と
（

第
二
百
六
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
。

二
～
九

（
略
）

二
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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二
十

金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
四
年
内
閣
府
令
第
七
十
六
号
）

改

正

案

現

行

（
免
許
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
免
許
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
五
条

法
第
百
五
十
六
条
の
三
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
五
条

法
第
百
五
十
六
条
の
三
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、

三

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
。
以
下
こ
の
号

行
役
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
履
歴
書
及
び
住
民
票
の
抄
本
（

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
履
歴
書
及
び
住
民
票
の
抄
本
（
本
籍
の
記
載
の
あ
る

本
籍
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
並
び
に
取

も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
並
び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
が

締
役
及
び
監
査
役
が
法
第
八
十
二
条
第
二
項
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず

法
第
八
十
二
条
第
二
項
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
当
該
取
締
役
及
び
監
査
役
が
誓
約
す

者
で
あ
る
こ
と
を
当
該
取
締
役
及
び
監
査
役
が
誓
約
す
る
書
面

る
書
面

四

（
略
）

四

（
略
）

五

取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
担
当
業

五

取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
担
当
業
務
を
記

務
を
記
載
し
た
書
面

載
し
た
書
面

六
～
九

（
略
）

六
～
九

（
略
）
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二
十
一

金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
四
年
内
閣
府
令
第
八
十
八
号
）

改

正

案

現

行

（
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ト
及
び
チ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
）

（
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ト
及
び
チ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
二
条

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
当
該
他
の
金
融
機
関
等
が
当

第
二
条

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
当
該
他
の
金
融
機
関
等
が
当

該
金
融
機
関
等
の
経
営
を
実
質
的
に
支
配
す
る
場
合
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め

該
金
融
機
関
等
の
経
営
を
実
質
的
に
支
配
す
る
場
合
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め

る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
株
式
の
移
転
又
は
発
行
を
受
け
る
当
該
他
の

る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
株
式
の
移
転
又
は
発
行
を
受
け
る
当
該
他
の

金
融
機
関
等
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ

金
融
機
関
等
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
と
す
る

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
と
す
る

。

。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

農
林
中
央
金
庫

株
式
の
移
転
又
は
発
行
を
行
う
信
託
業
務
を
営
む
銀
行

六

農
林
中
央
金
庫

株
式
の
移
転
又
は
発
行
を
行
う
信
託
業
務
を
営
む
銀
行

を
農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
四

を
農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
三

項
に
規
定
す
る
子
会
社
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
子
会
社
と
み
な
さ
れ
る
も
の

項
に
規
定
す
る
子
会
社
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
子
会
社
と
み
な
さ
れ
る
も
の

を
含
む
。
）
と
す
る
場
合
（
同
法
第
七
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
農
林

を
含
む
。
）
と
す
る
場
合
（
同
法
第
七
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
農
林

水
産
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

水
産
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

七
～
九

（
略
）

七
～
九

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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二
十
二

上
場
株
式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
五
年
内
閣
府
令
第
二
十
一
号
）

改

正

案

現

行

（
一
般
的
記
載
事
項
等
）

（
一
般
的
記
載
事
項
等
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
当
該
発
行
会
社
に
よ
り
会
社
法
第

３

参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
当
該
発
行
会
社
に
よ
り
会
社
法
第

九
百
三
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
公
告
が
さ
れ
て
い
る
も
の

九
百
三
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
公
告
が
さ
れ
て
い
る
も
の

及
び
当
該
発
行
会
社
に
よ
り
同
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
又
は
第
八
百
十
九
条

及
び
当
該
発
行
会
社
に
よ
り
同
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
又
は
第
八
百
十
九
条

第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
事
項
は
、
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

の
事
項
は
、
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
公
告
が
掲
載
さ
れ
た
官
報
の
日
付
、
日
刊
新
聞
紙
の
名
称
及
び
日
付

は
、
当
該
公
告
が
掲
載
さ
れ
た
官
報
の
日
付
、
日
刊
新
聞
紙
の
名
称
及
び
日
付

又
は
同
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
（
同
法
第
九
百
三
十
三
条
第
二

又
は
同
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
（
同
法
第
九
百
三
十
三
条
第
二

項
に
お
い
て
外
国
会
社
に
つ
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二

項
に
お
い
て
外
国
会
社
に
つ
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二

十
八
号
イ
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
九
号
イ
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会

第
二
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出

設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株

第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い

式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に

て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
403



権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
会
社
法

（
新
設
）

第
三
百
四
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
会
の
意
見
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
意
見
の
内
容
の
概
要

四

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約

（
新
設
）

を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

五

候
補
者
の
有
す
る
当
該
会
社
の
株
式
の
数
（
種
類
株
式
発
行
会
社
に
あ
っ

（
新
設
）

て
は
、
株
式
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
数
）

六

候
補
者
が
当
該
会
社
の
取
締
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

（
新
設
）

規
則
第
百
二
十
一
条
第
八
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

（
新
設
）

七

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
に
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

事
実
の
概
要

八

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

（
新
設
）

る
地
位
及
び
担
当

（
削
る
）

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
（
会
社

法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
公
開
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
と

き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

候
補
者
の
有
す
る
当
該
会
社
の
株
式
の
数
（
種
類
株
式
発
行
会
社
に
あ
っ

て
は
、
株
式
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
数
）
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二

候
補
者
が
当
該
会
社
の
取
締
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

規
則
第
百
二
十
一
条
第
七
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

三

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
に
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

事
実
の
概
要

四

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

る
地
位
及
び
担
当

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
他
の
者
の
子
会
社

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ

等
（
会
社
法
第
二
条
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ

っ
て
、
か
つ
、
他
の
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に

。
）
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
者
（
自
然
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る

（
新
設
）

と
き
は
、
そ
の
旨

二

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
者
（
当
該
他
の
者
の
子
会
社
等
（
当
該
会
社
を

一

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
会
社
（
当
該
他
の
会
社
の
子
会
社
（
当
該
会
社

除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
執
行
者
（
会

を
除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
執
行
者
で

社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
業
務
執
行
者
を
い
う
。

あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
会
社
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
者
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

三

候
補
者
が
過
去
五
年
間
に
当
該
他
の
者
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

二

候
補
者
が
過
去
五
年
間
に
当
該
他
の
会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と

当
該
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
他
の
者
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

を
当
該
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
他
の
会
社
に
お
け
る
地
位
及
び

担
当

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
候
補
者
が
社
外
取
締
役
候
補
者
（
会

４

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
候
補
者
が
社
外
取
締
役
候
補
者
（
会

社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
社
外
取
締
役
候
補
者
を
い

社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
社
外
取
締
役
候
補
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
当
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は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

該
候
補
者
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項
（
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。

）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
社
外
取
締
役
（
会
社
法
第
二
条
第
十
五

三

当
該
候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
社
外
取
締
役
（
社
外
役
員
（
会
社
法
施

号
に
規
定
す
る
社
外
取
締
役
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
社
外
役
員
（
会
社

行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
社
外
役
員
を
い
う
。
以
下
同
じ

法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
社
外
役
員
を
い
う
。
以
下

。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

同
じ
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い

当
該
候
補
者
が
最
後
に
選
任
さ
れ
た
後
在
任
中
に
当
該
会
社
に
お
い
て
法
令

て
、
当
該
候
補
者
が
最
後
に
選
任
さ
れ
た
後
在
任
中
に
当
該
会
社
に
お
い
て

又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
不
当
な
業
務
の
執
行
が
行
わ
れ
た
事
実

法
令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
不
当
な
業
務
の
執
行
が
行
わ
れ
た

（
重
要
で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
並
び
に
当
該

事
実
（
重
要
で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
並
び
に

事
実
の
発
生
の
予
防
の
た
め
に
当
該
候
補
者
が
行
っ
た
行
為
及
び
当
該
事
実

当
該
事
実
の
発
生
の
予
防
の
た
め
に
当
該
候
補
者
が
行
っ
た
行
為
及
び
当
該

の
発
生
後
の
対
応
と
し
て
行
っ
た
行
為
の
概
要

事
実
の
発
生
後
の
対
応
と
し
て
行
っ
た
行
為
の
概
要

四

（
略
）

四

（
略
）

五

当
該
候
補
者
が
過
去
に
社
外
取
締
役
又
は
社
外
監
査
役
（
社
外
役
員
に
限

五

当
該
候
補
者
が
過
去
に
社
外
取
締
役
又
は
社
外
監
査
役
と
な
る
こ
と
以
外

る
。
）
と
な
る
こ
と
以
外
の
方
法
で
会
社
（
外
国
会
社
を
含
む
。
）
の
経
営

の
方
法
で
会
社
（
外
国
会
社
を
含
む
。
）
の
経
営
に
関
与
し
て
い
な
い
者
で

に
関
与
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
経
営
に
関
与
し
た
こ
と
が
な

あ
る
と
き
は
、
当
該
経
営
に
関
与
し
た
こ
と
が
な
い
候
補
者
で
あ
っ
て
も
社

い
候
補
者
で
あ
っ
て
も
社
外
取
締
役
と
し
て
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ

外
取
締
役
と
し
て
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
勧
誘

と
が
で
き
る
も
の
と
勧
誘
者
が
判
断
し
た
理
由

者
が
判
断
し
た
理
由

六

当
該
候
補
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ
て

六

当
該
候
補
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

イ

過
去
に
当
該
会
社
又
は
そ
の
子
会
社
の
業
務
執
行
者
又
は
役
員
（
業
務

（
新
設
）

執
行
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
ハ
及
び
ホ
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
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た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
会
社
の
親
会
社
等
（
会
社
法
第
二
条
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
親

（
新
設
）

会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
自
然
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下

ロ
及
び
ホ
⑴
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
間
に
当
該
会

社
の
親
会
社
等
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
（
会
社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第

イ

当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
（
会
社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第

十
九
号
に
規
定
す
る
特
定
関
係
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
、
第
二
条

十
八
号
に
規
定
す
る
特
定
関
係
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四

の
三
第
三
項
第
六
号
及
び
第
四
条
第
三
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

条
第
四
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
執
行
者
で
あ
る
こ
と
。

業
務
執
行
者
若
し
く
は
役
員
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の

特
定
関
係
事
業
者
（
当
該
会
社
の
子
会
社
を
除
く
。
）
の
業
務
執
行
者
若

し
く
は
役
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ニ

（
略
）

ロ

（
略
）

ホ

次
に
掲
げ
る
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

ハ

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
の
配
偶

る
者
で
あ
る
こ
と
（
重
要
で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
。

者
、
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
重

要
で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
。

⑴

当
該
会
社
の
親
会
社
等

（
新
設
）

⑵

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
又
は

（
新
設
）

役
員

（
削
る
）

ニ

過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
と
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ヘ

過
去
二
年
間
に
合
併
、
吸
収
分
割
、
新
設
分
割
又
は
事
業
の
譲
受
け
（

ホ

過
去
二
年
間
に
合
併
、
吸
収
分
割
、
新
設
分
割
又
は
事
業
の
譲
受
け
（

以
下
ヘ
、
第
二
条
の
三
第
三
項
第
六
号
ヘ
及
び
第
四
条
第
三
項
第
六
号
ヘ

ホ
及
び
第
四
条
第
四
項
第
六
号
ホ
に
お
い
て
「
合
併
等
」
と
い
う
。
）
に

に
お
い
て
「
合
併
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
他
の
株
式
会
社
が
そ
の
事
業

よ
り
他
の
株
式
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
当
該
会

 
407



に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
当
該
株
式
会
社
が
承
継
又
は
譲
受
け
を
し

社
が
承
継
又
は
譲
受
け
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
合
併
等
の
直
前
に

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
合
併
等
の
直
前
に
当
該
株
式
会
社
の
社
外
取
締

当
該
会
社
の
社
外
取
締
役
又
は
監
査
役
で
な
く
、
か
つ
、
当
該
他
の
株
式

役
又
は
監
査
役
で
な
く
、
か
つ
、
当
該
他
の
株
式
会
社
の
業
務
執
行
者
で

会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
。

あ
っ
た
こ
と
。

七

（
略
）

七

（
略
）

（
削
る
）

八

当
該
候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の

契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

八

（
略
）

九

（
略
）

（
社
外
取
締
役
を
置
い
て
い
な
い
場
合
等
の
特
則
）

第
二
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が

（
新
設
）

社
外
取
締
役
を
置
い
て
い
な
い
特
定
監
査
役
会
設
置
会
社
（
当
該
株
主
総
会
の

終
結
の
時
に
社
外
取
締
役
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
も
の

を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
取
締
役
に
就
任
し
た
と
す
れ
ば
社
外
取
締
役

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
者
を
候
補
者
と
す
る
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を

当
該
株
主
総
会
に
提
出
し
な
い
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
社
外
取
締
役
を
置

く
こ
と
が
相
当
で
な
い
理
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
査
役
会
設
置
会
社
」
と
は
、
監
査
役
会
設
置
会

社
（
大
会
社
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
発
行
す

る
株
式
に
つ
い
て
有
価
証
券
報
告
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
い
う
。
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３

第
一
項
の
理
由
は
、
当
該
会
社
の
そ
の
時
点
に
お
け
る
事
情
に
応
じ
て
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
社
外
監
査
役
が
二
人
以
上
あ

る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
当
該
理
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
条
の
三

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
選

（
新
設
）

任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当

該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ

る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

候
補
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
略
歴

二

候
補
者
の
有
す
る
当
該
会
社
の
株
式
の
数
（
種
類
株
式
発
行
会
社
に
あ
っ

て
は
、
株
式
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
数
）

三

候
補
者
が
当
該
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
に
就
任
し
た
場
合
に

お
い
て
会
社
法
施
行
規
則
第
百
二
十
一
条
第
八
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に

該
当
す
る
事
実
が
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

四

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
で
あ
る
と
き
は

、
当
該
会
社
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

五

会
社
と
の
間
に
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
の
概
要

六

就
任
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

七

議
案
が
会
社
法
第
三
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
よ

り
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

八

会
社
法
第
三
百
四
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
で
あ
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る
取
締
役
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
の
内
容
の
概
要

九

候
補
者
と
株
式
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約

を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
他
の
者
の
子
会
社

等
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
者
（
自
然
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
旨

二

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
者
（
当
該
他
の
者
の
子
会
社
等
（
当
該
会
社
を

除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
執
行
者
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
他
の
者
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

三

候
補
者
が
過
去
五
年
間
に
当
該
他
の
者
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

当
該
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
他
の
者
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
候
補
者
が
社
外
取
締
役
候
補
者
で
あ

る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

当
該
候
補
者
が
社
外
取
締
役
候
補
者
で
あ
る
旨

二

当
該
候
補
者
を
社
外
取
締
役
候
補
者
と
し
た
理
由

三

当
該
候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
社
外
取
締
役
（
社
外
役
員
に
限
る
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
候
補
者
が
最

後
に
選
任
さ
れ
た
後
在
任
中
に
当
該
会
社
に
お
い
て
法
令
又
は
定
款
に
違
反

す
る
事
実
そ
の
他
不
当
な
業
務
の
執
行
が
行
わ
れ
た
事
実
（
重
要
で
な
い
も
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の
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
並
び
に
当
該
事
実
の
発
生
の
予

防
の
た
め
に
当
該
候
補
者
が
行
っ
た
行
為
及
び
当
該
事
実
の
発
生
後
の
対
応

と
し
て
行
っ
た
行
為
の
概
要

四

当
該
候
補
者
が
過
去
五
年
間
に
他
の
株
式
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
又
は

監
査
役
に
就
任
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
在
任
中
に
当
該
他
の
株
式

会
社
に
お
い
て
法
令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
不
当
な
業
務
の
執

行
が
行
わ
れ
た
事
実
が
あ
る
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
事
実
（
重
要
で
な
い
も
の
を
除
き
、
当
該
候
補
者
が
当
該
他
の
株
式
会
社

に
お
け
る
社
外
取
締
役
又
は
監
査
役
で
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
発
生

の
予
防
の
た
め
に
当
該
候
補
者
が
行
っ
た
行
為
及
び
当
該
事
実
の
発
生
後
の

対
応
と
し
て
行
っ
た
行
為
の
概
要
を
含
む
。
）

五

当
該
候
補
者
が
過
去
に
社
外
取
締
役
又
は
社
外
監
査
役
（
社
外
役
員
に
限

る
。
）
と
な
る
こ
と
以
外
の
方
法
で
会
社
（
外
国
会
社
を
含
む
。
）
の
経
営

に
関
与
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
経
営
に
関
与
し
た
こ
と
が
な

い
候
補
者
で
あ
っ
て
も
監
査
等
委
員
で
あ
る
社
外
取
締
役
と
し
て
の
職
務
を

適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
当
該
会
社
が
判
断
し
た
理
由

六

当
該
候
補
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

イ

過
去
に
当
該
会
社
又
は
そ
の
子
会
社
の
業
務
執
行
者
又
は
役
員
（
業
務

執
行
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
ハ
及
び
ホ
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ

た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
会
社
の
親
会
社
等
（
自
然
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
ロ
及
び

ホ
⑴
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の
親
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会
社
等
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
若
し
く
は
役
員
で
あ
り

、
又
は
過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
（
当
該
会
社
の
子

会
社
を
除
く
。
）
の
業
務
執
行
者
若
し
く
は
役
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る

こ
と
。

ニ

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
か
ら
多
額
の
金
銭
そ
の

他
の
財
産
（
こ
れ
ら
の
者
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執
行
役
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
と
し
て
の
報
酬
等
を
除
く
。
）
を
受
け
る
予
定

が
あ
り
、
又
は
過
去
二
年
間
に
受
け
て
い
た
こ
と
。

ホ

次
に
掲
げ
る
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
者
で
あ
る
こ
と
（
重
要
で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
。

⑴

当
該
会
社
の
親
会
社
等

⑵

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
又
は

役
員

ヘ

過
去
二
年
間
に
合
併
等
に
よ
り
他
の
株
式
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て

有
す
る
権
利
義
務
を
当
該
会
社
が
承
継
又
は
譲
受
け
を
し
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
合
併
等
の
直
前
に
当
該
会
社
の
社
外
取
締
役
又
は
監
査
役
で
な

く
、
か
つ
、
当
該
他
の
株
式
会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
。

七

当
該
候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
社
外
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
で
あ
る

取
締
役
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
役
員
に
就
任
し
て
か
ら
の
年
数

八

前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
の
当
該
候
補
者
の
意
見

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
の
内
容
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（
会
計
参
与
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
会
計
参
与
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
三
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
会
計
参
与
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提

第
三
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
会
計
参
与
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提

出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類

に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約

（
新
設
）

を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

五

（
略
）

四

（
略
）

（
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
四
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出

第
四
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株

式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に

式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約

（
新
設
）

を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

七

候
補
者
の
有
す
る
当
該
会
社
の
株
式
の
数
（
種
類
株
式
発
行
会
社
に
あ
っ

（
新
設
）

て
は
、
株
式
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
数
）

八

候
補
者
が
当
該
会
社
の
監
査
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

（
新
設
）
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規
則
第
百
二
十
一
条
第
八
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

九

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
監
査
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

（
新
設
）

る
地
位
及
び
担
当

（
削
る
）

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ
る

と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

候
補
者
の
有
す
る
当
該
会
社
の
株
式
の
数
（
種
類
株
式
発
行
会
社
に
あ
っ

て
は
、
株
式
の
種
類
及
び
種
類
ご
と
の
数
）

二

候
補
者
が
当
該
会
社
の
監
査
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

規
則
第
百
二
十
一
条
第
七
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

三

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
監
査
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

る
地
位
及
び
担
当

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
他
の
者
の
子
会
社

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ

等
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

り
、
か
つ
、
他
の
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲

な
ら
な
い
。

げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
者
（
自
然
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る

（
新
設
）

と
き
は
、
そ
の
旨

二

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
者
（
当
該
他
の
者
の
子
会
社
等
（
当
該
会
社
を

一

候
補
者
が
現
に
当
該
他
の
会
社
（
当
該
他
の
会
社
の
子
会
社
（
当
該
会
社

除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
執
行
者
で
あ

を
除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
執
行
者
で

る
と
き
は
、
当
該
他
の
者
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
会
社
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

三

候
補
者
が
過
去
五
年
間
に
当
該
他
の
者
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

二

候
補
者
が
過
去
五
年
間
に
当
該
他
の
会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
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当
該
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
他
の
者
に
お
け
る
地
位
及
び
担
当

を
当
該
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
他
の
会
社
に
お
け
る
地
位
及
び

担
当

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
候
補
者
が
社
外
監
査
役
候
補
者
（
会

４

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
候
補
者
が
社
外
監
査
役
候
補
者
（
会

社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
八
号
に
規
定
す
る
社
外
監
査
役
候
補
者
を
い

社
法
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
第
八
号
に
規
定
す
る
社
外
監
査
役
候
補
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
掲
げ
る
事
項
（
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

当
該
候
補
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ
て

六

当
該
候
補
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

イ

過
去
に
当
該
会
社
又
は
そ
の
子
会
社
の
業
務
執
行
者
又
は
役
員
（
業
務

（
新
設
）

執
行
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
ハ
及
び
ホ
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ

た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
会
社
の
親
会
社
等
（
自
然
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
ロ
及
び

（
新
設
）

ホ
⑴
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の
親

会
社
等
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
若
し
く
は
役
員
で
あ
り

イ

当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
で
あ
る
こ
と
。

、
又
は
過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
（
当
該
会
社
の
子

会
社
を
除
く
。
）
の
業
務
執
行
者
若
し
く
は
役
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る

こ
と
。

ニ

（
略
）

ロ

（
略
）

ホ

次
に
掲
げ
る
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

ハ

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
の
配
偶

 
415



る
者
で
あ
る
こ
と
（
重
要
で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
。

者
、
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
（
重
要

で
な
い
も
の
を
除
く
。
）
。

⑴

当
該
会
社
の
親
会
社
等

（
新
設
）

⑵

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
又
は

（
新
設
）

役
員

（
削
る
）

ニ

過
去
五
年
間
に
当
該
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
と
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ヘ

過
去
二
年
間
に
合
併
等
に
よ
り
他
の
株
式
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て

ホ

過
去
二
年
間
に
合
併
等
に
よ
り
他
の
株
式
会
社
の
事
業
に
関
し
て
有
す

有
す
る
権
利
義
務
を
当
該
会
社
が
承
継
又
は
譲
受
け
を
し
た
場
合
に
お
い

る
権
利
義
務
を
当
該
会
社
が
承
継
又
は
譲
受
け
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

て
、
当
該
合
併
等
の
直
前
に
当
該
会
社
の
社
外
監
査
役
で
な
く
、
か
つ
、

当
該
合
併
等
の
直
前
に
当
該
会
社
の
社
外
監
査
役
で
な
く
、
か
つ
、
当
該

当
該
他
の
株
式
会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
。

他
の
株
式
会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
。

七

（
略
）

七

（
略
）

（
削
る
）

八

当
該
候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の

契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

八

（
略
）

九

（
略
）

（
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
五
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を

第
五
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を

提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当

提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当

該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書

該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書

類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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三

監
査
役
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会

三

議
案
が
会
社
法
第
三
百
四
十
四
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に

設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ

よ
る
請
求
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

て
は
監
査
委
員
会
）
が
当
該
候
補
者
を
会
計
監
査
人
の
候
補
者
と
し
た
理
由

四

（
略
）

四

（
略
）

五

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
で
会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約

（
新
設
）

を
締
結
し
て
い
る
と
き
又
は
当
該
契
約
を
締
結
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
契
約
の
内
容
の
概
要

六
・
七

（
略
）

五
・
六

（
略
）

八

当
該
候
補
者
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ

七

株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
候
補
者
が

に
定
め
る
も
の
か
ら
多
額
の
金
銭
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
（
こ
れ
ら
の
者

当
該
会
社
、
そ
の
親
会
社
又
は
当
該
親
会
社
（
当
該
会
社
に
親
会
社
が
な
い

か
ら
受
け
る
会
計
監
査
人
（
会
社
法
以
外
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に
相

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
会
社
）
の
子
会
社
（
当
該
会
社
を
除
く
。
）
若
し

当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
と
し
て
の
報
酬
等
及
び
公
認
会
計
士
法
第
二
条
第

く
は
関
連
会
社
（
当
該
親
会
社
が
会
社
で
な
い
場
合
に
お
け
る
そ
の
子
会
社

一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
対
価
を
除
く
。
）
を
受
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
又

及
び
関
連
会
社
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
か
ら
多
額
の
金
銭
そ
の
他
の

は
過
去
二
年
間
に
受
け
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

財
産
上
の
利
益
（
こ
れ
ら
の
者
か
ら
受
け
る
会
計
監
査
人
（
会
社
法
以
外
の

法
令
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
と
し
て
の
報
酬
等

及
び
公
認
会
計
士
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
対
価
を
除
く
。
）

を
受
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
又
は
過
去
二
年
間
に
受
け
て
い
た
と
き
は
、
そ

の
内
容

イ

当
該
会
社
に
親
会
社
等
が
あ
る
場
合

当
該
会
社
、
当
該
親
会
社
等
又

（
新
設
）

は
当
該
親
会
社
等
の
子
会
社
等
（
当
該
会
社
を
除
く
。
）
若
し
く
は
関
連

会
社
（
当
該
親
会
社
等
が
会
社
で
な
い
場
合
に
お
け
る
そ
の
関
連
会
社
に

相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）

ロ

当
該
会
社
に
親
会
社
等
が
な
い
場
合

当
該
会
社
又
は
当
該
会
社
の
子

（
新
設
）
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会
社
若
し
く
は
関
連
会
社

（
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
）

（
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
）

第
六
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会

第
六
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出

設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
解
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い

式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に

て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
会
社
法

（
新
設
）

第
三
百
四
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
会
の
意
見
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
意
見
の
内
容
の
概
要

（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
）

第
六
条
の
二

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
解

（
新
設
）

任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当

該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ

る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
氏
名

二

解
任
の
理
由

三

会
社
法
第
三
百
四
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
で
あ
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る
取
締
役
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
の
内
容
の
概
要

（
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関
す
る
議
案
）

（
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関
す
る
議
案
）

第
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関

第
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関

す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社

す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社

の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き

の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き

は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

監
査
役
（
監
査
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
役
会
、
監
査
等
委
員
会

二

解
任
又
は
不
再
任
の
理
由

設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
等
委
員
会
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ

て
は
監
査
委
員
会
）
が
議
案
の
内
容
を
決
定
し
た
理
由

（
削
る
）

三

議
案
が
会
社
法
第
三
百
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に

よ
る
請
求
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

三

（
略
）

四

（
略
）

（
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
）

（
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
）

第
十
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会

第
十
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
を
提

設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。

出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
を
提

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類

出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類

に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）
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五

当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
三

（
新
設
）

百
六
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
会
の
意
見
が
あ
る
と
き
は

、
そ
の
意
見
の
内
容
の
概
要

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
取
締
役
の
一
部
が
社
外
取
締
役
（
監

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ

査
等
委
員
で
あ
る
も
の
を
除
き
、
社
外
役
員
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

り
、
か
つ
、
取
締
役
の
一
部
が
社
外
取
締
役
（
社
外
役
員
に
限
る
。
以
下
こ
の

同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
第
一
項
第
一
号
か

で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
社
外
取
締
役
に
関
す
る
も
の
は
、
社
外
取
締
役
以
外

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
社
外
取
締
役
に
関
す
る
も
の
は
、
社
外

の
取
締
役
と
区
別
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
締
役
以
外
の
取
締
役
と
区
別
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
）

第
十
条
の
二

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
報

（
新
設
）

酬
等
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は

当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ

れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

会
社
法
第
三
百
六
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
算
定
の
基
準

二

議
案
が
既
に
定
め
ら
れ
て
い
る
会
社
法
第
三
百
六
十
一
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
の
理
由

三

議
案
が
二
以
上
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
定
め
に
係
る
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
員
数

四

議
案
が
退
職
慰
労
金
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
退
職
す
る
各
監
査

等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
略
歴
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五

会
社
法
第
三
百
六
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
等
委
員
で
あ
る
取

締
役
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
の
内
容
の
概
要

２

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
議
案
が
一
定
の
基
準
に
従
い
退

職
慰
労
金
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
を
取
締
役
そ
の
他
の
第
三
者
に
一
任
す
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
当
該
一
定
の
基
準
の
内
容
を
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
各
株
主
が
当
該
基
準
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
責
任
免
除
を
受
け
た
役
員
等
に
対
し
退
職
慰
労
金
等
を
与
え
る
議
案
等
）

（
責
任
免
除
を
受
け
た
役
員
等
に
対
し
退
職
慰
労
金
等
を
与
え
る
議
案
等
）

第
十
二
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
株
式
の
発
行
会
社
の
取

第
十
二
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
株
式
の
発
行
会
社
の
取

締
役
が
会
社
法
第
四
百
二
十
五
条
第
四
項
（
同
法
第
四
百
二
十
六
条
第
八
項
及

締
役
が
会
社
法
第
四
百
二
十
五
条
第
四
項
（
同
法
第
四
百
二
十
六
条
第
六
項
及

び
第
四
百
二
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

び
第
四
百
二
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
承
認
の
決
議
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ

る
承
認
の
決
議
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ

り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧

り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧

誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
責
任
を
免
除
し
、
又
は
責
任
を
負

誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
責
任
を
免
除
し
、
又
は
責
任
を
負

わ
な
い
と
さ
れ
た
役
員
等
（
同
法
第
四
百
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
役
員

わ
な
い
と
さ
れ
た
役
員
等
（
同
法
第
四
百
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
役
員

等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
得
る
会
社
法
施
行
規
則
第
百
十
四
条
各
号
に
規

等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
得
る
会
社
法
施
行
規
則
第
百
十
四
条
各
号
に
規

定
す
る
額
及
び
当
該
役
員
等
に
与
え
る
同
規
則
第
百
十
五
条
各
号
に
規
定
す
る

定
す
る
額
及
び
当
該
役
員
等
に
与
え
る
同
規
則
第
百
十
五
条
各
号
に
規
定
す
る

も
の
の
内
容
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
の
の
内
容
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約
に
よ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
限

三

会
社
法
第
四
百
二
十
七
条
第
一
項
の
契
約
に
よ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
限

度
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
等
が
損

度
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
社
外
取
締
役
等
が
損
害
を
賠

害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
場
合

償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
場
合
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（
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
）

第
十
三
条
の
二

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の

（
新
設
）

取
得
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は

当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ

れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

当
該
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
を
行
う
理
由

二

会
社
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容

三

会
社
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
会
社
法
施

行
規
則
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事

項
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
内
容
の
概
要

（
株
式
の
併
合
）

第
十
三
条
の
三

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
株
式
の
併
合
（
会
社
法
第
百
八

（
新
設
）

十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
株
式
の
併
合
を
い
う
。
）
に
関
す
る
議
案
を

提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当

該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書

類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
株
式
の
併
合
を
行
う
理
由

二

会
社
法
第
百
八
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容

三

会
社
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
会
社
法
施

行
規
則
第
三
十
三
条
の
九
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
あ
る
と
き
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は
、
当
該
事
項
の
内
容
の
概
要

（
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

（
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

第
十
七
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る
議

第
十
七
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る
議

案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め

案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参

考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
（
会
社
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に

四

新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
（
会
社
法
第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
五

規
定
す
る
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
五

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
と
な
る
者
（
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
が

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
と
な
る
者
に
つ
い
て
の
第
二
条
に
規
定
す

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
設
合
併
設
立

る
事
項

株
式
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

の
第
二
条
に
規
定
す
る
事
項

五

新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は
、

（
新
設
）

当
該
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る
者
に

つ
い
て
の
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
事
項

六
～
八

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
新
設
分
割
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

（
新
設
分
割
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

第
十
八
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
新
設
分
割
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議

第
十
八
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
新
設
分
割
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議

案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め

案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
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考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
会
社
が
新
設
分
割
株
式
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第

三

当
該
会
社
が
新
設
分
割
株
式
会
社
（
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
第
五
号
に

五
号
に
規
定
す
る
新
設
分
割
株
式
会
社
を
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

規
定
す
る
新
設
分
割
株
式
会
社
を
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
法

、
同
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
会
社
法
施
行

第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
会
社
法
施
行
規
則
第

規
則
第
二
百
五
条
各
号
（
第
七
号
及
び
第
八
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

二
百
五
条
各
号
（
第
七
号
及
び
第
八
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
が
あ
る

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
内
容
の
概
要

と
き
は
、
当
該
事
項
の
内
容
の
概
要

（
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

（
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

第
十
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議

第
十
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議

案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め

案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参

考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
（
会
社
法
第
七
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号

四

株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
（
会
社
法
第
七
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三

に
規
定
す
る
株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三

十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
と
な
る
者
（
株
式
移
転
設
立
完
全
親

十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
と
な
る
者
に
つ
い
て
の
第
二
条
に
規

会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
株
式
移

定
す
る
事
項

転
設
立
完
全
親
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る
者
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
の
第
二
条
に
規
定
す
る
事
項

五

株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は

（
新
設
）

、
当
該
株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る

者
に
つ
い
て
の
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
事
項
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六
～
八

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
一
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
も

第
二
十
一
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を

の
を
除
く
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る

提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に

い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式

当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考

に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は

書
類
に
は
、
候
補
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
略
歴
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

一

候
補
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
略
歴

（
新
設
）

二

候
補
者
が
当
該
会
社
の
取
締
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

（
新
設
）

規
則
第
百
二
十
一
条
第
八
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

三

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
に
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

（
新
設
）

事
実
の
概
要

四

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

（
新
設
）

る
地
位
及
び
担
当

（
削
る
）

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ
る

と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

候
補
者
が
当
該
会
社
の
取
締
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

規
則
第
百
二
十
一
条
第
七
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
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二

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
に
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

事
実
の
概
要

三

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

る
地
位
及
び
担
当

（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
一
条
の
二

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

（
新
設
）

の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は

当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ

れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が

行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

候
補
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
略
歴

二

候
補
者
が
当
該
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
に
就
任
し
た
場
合
に

お
い
て
会
社
法
施
行
規
則
第
百
二
十
一
条
第
八
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に

該
当
す
る
事
実
が
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

三

候
補
者
と
当
該
会
社
と
の
間
に
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

事
実
の
概
要

四

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
取
締
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

る
地
位
及
び
担
当

（
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
三
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を

第
二
十
三
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
役
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
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提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に

当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考

当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考

書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

候
補
者
が
当
該
会
社
の
監
査
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

（
新
設
）

規
則
第
百
二
十
一
条
第
八
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

四

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
監
査
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

（
新
設
）

る
地
位
及
び
担
当

（
削
る
）

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
株
式
の
発
行
会
社
が
公
開
会
社
で
あ
る

と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

候
補
者
が
当
該
会
社
の
監
査
役
に
就
任
し
た
場
合
に
お
い
て
会
社
法
施
行

規
則
第
百
二
十
一
条
第
七
号
に
定
め
る
重
要
な
兼
職
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

二

候
補
者
が
現
に
当
該
会
社
の
監
査
役
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
会
社
に
お
け

る
地
位
及
び
担
当

（
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
）

（
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
五
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委

第
二
十
五
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
を

員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除

提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該

く
。
）
の
解
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ

株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
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り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘

当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考

が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の

書
類
に
は
、
当
該
取
締
役
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
当
該
取
締
役
の
氏
名
及
び
略
歴

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
解
任
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
五
条
の
二

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

（
新
設
）

の
解
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は

当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ

れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が

行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
氏
名
及

び
略
歴
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
）

（
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委

第
二
十
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案

員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除

を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る

該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合

場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参

い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式

考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）
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（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
）

第
二
十
九
条
の
二

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

（
新
設
）

の
報
酬
等
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
に
よ
り
又

は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行

わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘

が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

議
案
が
二
以
上
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
定
め
に
係
る
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
員
数

二

議
案
が
退
職
慰
労
金
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
退
職
す
る
各
監
査

等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
略
歴

（
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

（
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

第
三
十
五
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る

第
三
十
五
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
新
設
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す
る

議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め

議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の

場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は

場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は

、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
の
取
締
役
と
な
る
者
（
新
設
合
併
設
立
会
社
が

二

新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
の
取
締
役
と
な
る
者
に
つ
い
て
の
第
二
十
一
条

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
設
合
併
設
立

に
規
定
す
る
事
項

株
式
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

の
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
事
項
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三

新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は
、

（
新
設
）

当
該
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る
者
に

つ
い
て
の
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
事
項

四
～
六

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

（
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る
議
案
）

第
三
十
七
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る

第
三
十
七
条

株
式
の
発
行
会
社
の
取
締
役
が
株
式
移
転
計
画
の
承
認
に
関
す
る

議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め

議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の

に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の

場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は

場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は

、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
の
取
締
役
と
な
る
者
（
株
式
移
転
設
立
完
全

二

株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
の
取
締
役
と
な
る
者
に
つ
い
て
の
第
二
十
一

親
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
株
式

条
に
規
定
す
る
事
項

移
転
設
立
完
全
親
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る
者
を
除
く
。

）
に
つ
い
て
の
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
事
項

三

株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
と
き
は

（
新
設
）

、
当
該
株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
の
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
と
な
る

者
に
つ
い
て
の
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
事
項

四
～
六

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
株
主
提
案
に
つ
き
発
行
会
社
等
が
勧
誘
を
行
う
場
合
の
記
載
事
項
）

（
株
主
提
案
に
つ
き
発
行
会
社
等
が
勧
誘
を
行
う
場
合
の
記
載
事
項
）

第
三
十
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
株
主
が
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、

第
三
十
九
条

株
式
の
発
行
会
社
の
株
主
が
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
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当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の

当
該
会
社
に
よ
り
、
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の

代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

（
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
参
考
書
類
に
そ
の
全
部
を
記
載

（
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
参
考
書
類
に
そ
の
全
部
を
記
載
す
る

す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
程
度
の
多
数
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
も
の
を
も
っ

こ
と
が
適
切
で
な
い
程
度
の
多
数
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
も
の
を
も
っ
て
構

て
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
（
当
該
会
社
が
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切

成
さ
れ
て
い
る
場
合
（
当
該
会
社
が
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

で
あ
る
も
の
と
し
て
定
め
た
分
量
を
超
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、

る
も
の
と
し
て
定
め
た
分
量
を
超
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該

当
該
事
項
の
概
要
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項
の
概
要
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

議
案
が
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
選
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

四

議
案
が
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
選
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
株
主
が
会
社
法
第
三
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求

場
合
に
お
い
て
、
株
主
が
会
社
法
第
三
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求

に
際
し
て
当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
事
項
（
当
該
事
項
が
明
ら
か
に
虚

に
際
し
て
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
事
項
（
当
該
事
項
が
明
ら
か
に
虚

偽
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。
）
を
当
該
会
社
に
対
し
て
通

偽
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。
）
を
当
該
会
社
に
対
し
て
通

知
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

知
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

イ

取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

イ

取
締
役

第
二
条
に
規
定
す
る
事
項

て
は
、
監
査
等
委
員
会
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。
）

第
二
条
に
規
定
す

る
事
項

ロ

監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
事
項

（
新
設
）

ハ
～
ホ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

五

議
案
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
お
い

（
新
設
）

て
、
株
主
が
会
社
法
第
三
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
際
し
て
当

該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
（
当
該
事
項
が
明
ら
か
に
虚
偽
で
あ
る
場
合
に

お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。
）
を
当
該
会
社
に
対
し
て
通
知
し
た
と
き
は
、

そ
の
内
容
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イ

全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得

第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
事

項
ロ

株
式
の
併
合

第
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
事
項

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
株
主
提
案
に
つ
き
発
行
会
社
等
以
外
が
勧
誘
を
行
う
場
合
の
記
載
事
項
）

（
株
主
提
案
に
つ
き
発
行
会
社
等
以
外
が
勧
誘
を
行
う
場
合
の
記
載
事
項
）

第
四
十
条

株
式
の
発
行
会
社
の
株
主
が
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

第
四
十
条

株
式
の
発
行
会
社
の
株
主
が
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理

該
会
社
に
よ
り
又
は
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の
代
理

行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の

行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
当
該
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
の

代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
議
案
が
株
主
の
提

代
理
行
使
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
参
考
書
類
に
は
、
議
案
が
株
主
の
提

出
に
係
る
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
に
係
る
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

議
案
が
取
締
役
（
当
該
会
社
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に

二

議
案
が
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
二
十
一
条
に

あ
っ
て
は
、
監
査
等
委
員
会
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
。
）
の
選
任
に
関
す
る

規
定
す
る
事
項

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
事
項

三

議
案
が
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き

（
新
設
）

は
、
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
事
項

四
～
六

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
電
磁
的
方
法
）

（
電
磁
的
方
法
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る

こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

（
略
）

３

（
略
）
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二
十
三

金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
六
年
内
閣
府
令
第
六
十
七
号
）

改

正

案

現

行

（
経
営
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
経
営
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
場
合
）

（
経
営
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
経
営
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
場
合
）

第
二
条

法
第
二
条
第
六
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、

第
二
条

法
第
二
条
第
六
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、

次
に
掲
げ
る
株
式
の
交
付
に
よ
り
当
該
株
式
を
取
得
す
る
当
該
他
の
金
融
機
関

次
に
掲
げ
る
株
式
の
交
付
に
よ
り
当
該
株
式
を
取
得
す
る
当
該
他
の
金
融
機
関

等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
と
す
る
。

等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

農
林
中
央
金
庫

株
式
の
交
付
を
行
う
信
託
業
務
を
営
む
銀
行
を
農
林
中

六

農
林
中
央
金
庫

株
式
の
交
付
を
行
う
信
託
業
務
を
営
む
銀
行
を
農
林
中

央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
四
項
に
規
定

央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
三
項
に
規
定

す
る
子
会
社
と
す
る
場
合
（
同
法
第
七
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
農
林

す
る
子
会
社
と
す
る
場
合
（
同
法
第
七
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
農
林

水
産
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

水
産
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

七
～
九

（
略
）

七
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

（
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
員
外
監
事
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

２

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
員
外
監
事
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

す
る
者
を
い
う
。

を
い
う
。

一

信
用
金
庫
の
監
事
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

一

信
用
金
庫
の
監
事
の
う
ち
、
当
該
信
用
金
庫
の
会
員
又
は
当
該
信
用
金
庫

も
の

の
会
員
で
あ
る
法
人
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
以
外
の
者
で
あ
っ
て
そ
の
就

イ

当
該
信
用
金
庫
の
会
員
又
は
当
該
信
用
金
庫
の
会
員
で
あ
る
法
人
の
役

任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
金
庫
の
理
事
若
し
く
は
職
員
又
は
当
該
信
用
金
庫

員
若
し
く
は
使
用
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

の
子
会
社
（
信
用
金
庫
法
第
三
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う

ロ

そ
の
就
任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
金
庫
の
理
事
若
し
く
は
職
員
又
は
当

。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
、
会
計
参
与
（
会
計
参
与
が
法
人

該
信
用
金
庫
の
子
会
社
（
信
用
金
庫
法
第
三
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

子
会
社
を
い
う
。
第
三
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
、
会
計
参
与

じ
。
）
、
執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な
か
っ
た
も
の

（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な

か
っ
た
こ
と
。
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ハ

当
該
信
用
金
庫
の
理
事
又
は
支
配
人
そ
の
他
の
重
要
な
使
用
人
の
配
偶

者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

信
用
協
同
組
合
の
監
事
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

二

信
用
協
同
組
合
の
監
事
の
う
ち
、
当
該
信
用
協
同
組
合
の
組
合
員
又
は
当

す
る
も
の

該
信
用
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
法
人
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
以
外
の

イ

当
該
信
用
協
同
組
合
の
組
合
員
又
は
当
該
信
用
協
同
組
合
の
組
合
員
で

者
で
あ
っ
て
そ
の
就
任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
協
同
組
合
の
理
事
若
し
く
は

あ
る
法
人
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

使
用
人
又
は
当
該
信
用
協
同
組
合
の
子
会
社
（
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

ロ

そ
の
就
任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
協
同
組
合
の
理
事
若
し
く
は
使
用
人

に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
第
四
号
に
お

又
は
当
該
信
用
協
同
組
合
の
子
会
社
（
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関

い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な
か

す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
第
四
号
ロ
に
お

っ
た
も
の

い
て
同
じ
。
）
の
取
締
役
、
会
計
参
与
若
し
く
は
執
行
役
若
し
く
は
使
用

人
で
な
か
っ
た
こ
と
。

ハ

当
該
信
用
協
同
組
合
の
理
事
又
は
参
事
そ
の
他
の
重
要
な
使
用
人
の
配

偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

三

信
用
金
庫
連
合
会
の
監
事
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

三

信
用
金
庫
連
合
会
の
監
事
の
う
ち
、
当
該
信
用
金
庫
連
合
会
の
会
員
で
あ

当
す
る
も
の

る
信
用
金
庫
の
役
員
又
は
職
員
以
外
の
者
で
あ
っ
て
そ
の
就
任
の
前
五
年
間

イ

当
該
信
用
金
庫
連
合
会
の
会
員
で
あ
る
信
用
金
庫
の
役
員
又
は
職
員
以

当
該
信
用
金
庫
連
合
会
の
理
事
若
し
く
は
職
員
又
は
当
該
信
用
金
庫
連
合
会

外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

の
子
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な
か
っ
た

ロ

そ
の
就
任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
金
庫
連
合
会
の
理
事
若
し
く
は
職
員

も
の

又
は
当
該
信
用
金
庫
連
合
会
の
子
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参
与
若
し
く
は

執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な
か
っ
た
こ
と
。

ハ

当
該
信
用
金
庫
連
合
会
の
理
事
又
は
支
配
人
そ
の
他
の
重
要
な
使
用
人

の
配
偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

四

信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
監
事
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

四

信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
監
事
の
う
ち
、
当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の

も
該
当
す
る
も
の

会
員
で
あ
る
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一

イ

当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
会
員
で
あ
る
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

号
）
第
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
組
合
又
は
協
同
組
合
の
役
員
又
は
使
用
人

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
組

以
外
の
者
で
あ
っ
て
そ
の
就
任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の

合
又
は
協
同
組
合
の
役
員
又
は
使
用
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

理
事
若
し
く
は
使
用
人
又
は
当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
子
会
社
の
取
締

ロ

そ
の
就
任
の
前
五
年
間
当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
理
事
若
し
く
は

役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な
か
っ
た
も
の

使
用
人
又
は
当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
子
会
社
の
取
締
役
、
会
計
参

与
若
し
く
は
執
行
役
若
し
く
は
使
用
人
で
な
か
っ
た
こ
と
。
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ハ

当
該
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
理
事
又
は
参
事
そ
の
他
の
重
要
な
使
用

人
の
配
偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
十
二
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

（
法
第
十
二
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

第
十
九
条

法
第
十
二
条
第
一
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
（
法
第
十
四
条
第
十
二

第
十
九
条

法
第
十
二
条
第
一
項
（
法
第
十
三
条
第
四
項
（
法
第
十
四
条
第
十
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第

十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
に

十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
は

お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
は

、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化
計
画
（
法
第
四
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
三

、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化
計
画
（
法
第
四
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
三

項
（
法
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

項
（
法
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は

に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も

第
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

の
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の
も
の
又
は
法

に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の
も
の
又
は
法
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実

に
よ
り
承
認
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月

施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
（
当
該
金
融
機
関
等
が
当
該
実
施
期
間
内

以
内
に
、
別
紙
様
式
第
一
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
経
営
強
化
計
画
に
次
に
掲
げ

に
法
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
強
化

る
書
類
（
当
該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提
出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
が
あ
る

計
画
を
提
出
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
又
は
同
条
第
一
項
（
同
条
第
七
項

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
銀
行
持
株
会
社
等
と
連
名
の
も
の
に
限
る
。
）
を
添

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
金
融

る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
）
に
、
別
紙
様
式
第
一

機
関
等
が
当
該
期
間
内
に
法
第
十
三
条
第
三
項
（
法
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お

号
に
準
じ
て
作
成
し
た
経
営
強
化
計
画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
経
営
強
化

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り

計
画
を
連
名
で
提
出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
又
は
同
条

銀
行
持
株
会
社
等
と
連
名
の
も
の
に
限
る
。
）
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に

第
一
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る

月
以
内
に
、
協
定
銀
行
が
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営

一
月
前
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

強
化
計
画
に
係
る
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定

め
に
よ
り
株
式
等
の
引
受
け
等
を
行
っ
た
金
融
機
関
等
又
は
銀
行
持
株
会
社
等

に
係
る
取
得
株
式
等
（
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
取
得
株
式
等
を
い
う
。

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
取
得
貸
付
債
権
（
法
第
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
取
得
貸
付
債
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部

に
つ
き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還
若
し
く
は
返
済
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
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は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三
（
略
）

２

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

２

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

協
定
銀
行
が
現
に
保
有
す
る
取
得
株
式
等
及
び
取
得
貸
付
債
権
の
う
ち
経

二

協
定
銀
行
が
現
に
保
有
す
る
取
得
株
式
等
（
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す

営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
（
当
該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提

る
取
得
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
取
得
貸
付

出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
を
含
む
。
）
を
発
行
者
又
は
債
務
者
と
す
る
も
の

債
権
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
貸
付
債
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

の
額
及
び
そ
の
内
容

お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
（
当
該

経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提
出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
を
含
む
。
）
を
発
行

者
又
は
債
務
者
と
す
る
も
の
の
額
及
び
そ
の
内
容

（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

第
五
十
四
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
前
段
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法
第
二

第
五
十
四
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
前
段
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法
第
二

十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
四
条

十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
四
条

第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強

り
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強

化
計
画
（
法
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
七
項
（
法
第
十
九
条
第
五
項
に

化
計
画
（
法
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
七
項
（
法
第
十
九
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条

第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
九

）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
、
法
第
十
九

項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
、
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の
も
の
又
は
法
第
二
十
二
条

を
受
け
た
変
更
後
の
も
の
又
は
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
第
五

第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用

項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に

す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い

第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
三
項
（

下
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実
施

け
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
（
当
該
金
融

期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
別
紙
様
式
第
二
号
に
準
じ
て
作
成
し
た

機
関
等
が
当
該
実
施
期
間
内
に
法
第
二
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
四
条

経
営
強
化
計
画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提
出
す

第
九
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き

る
銀
行
持
株
会
社
等
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
銀
行
持
株
会
社
等
と
連

又
は
同
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

名
の
も
の
に
限
る
。
）
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
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定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一

な
い
。
た
だ
し
、
当
該
金
融
機
関
等
が
当
該
期
間
内
に
法
第
二
十
三
条
第
三
項

月
前
ま
で
）
に
、
別
紙
様
式
第
二
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
経
営
強
化
計
画
に
次

（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は

に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提
出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等

第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
こ
と
が
見
込

が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
銀
行
持
株
会
社
等
と
連
名
の
も
の
に
限
る
。

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
又
は
同
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

）
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

該
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
協
定
銀
行
が
法
第
十
六
条
第
一

き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
に
係
る
法
第
十
七
条
第
一
項
の

い
。

規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め
に
よ
り
株
式
等
の
引
受
け
等
を
行
っ

た
組
織
再
編
成
金
融
機
関
等
又
は
組
織
再
編
成
銀
行
持
株
会
社
等
に
係
る
取
得

株
式
等
（
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
取
得
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
取
得
貸
付
債
権
（
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
取
得
貸
付
債
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
に
つ
き

そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還
若
し
く
は
返
済
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

２

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

協
定
銀
行
が
現
に
保
有
す
る
取
得
株
式
等
及
び
取
得
貸
付
債
権
の
う
ち
経

二

協
定
銀
行
が
現
に
保
有
す
る
取
得
株
式
等
（
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定

営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
（
当
該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提

す
る
取
得
株
式
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
取
得
貸

出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
を
含
む
。
）
を
発
行
者
又
は
債
務
者
と
す
る
も
の

付
債
権
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
貸
付
債
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
章

の
額
及
び
そ
の
内
容

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
経
営
強
化
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
（
当

該
経
営
強
化
計
画
を
連
名
で
提
出
す
る
銀
行
持
株
会
社
等
を
含
む
。
）
を
発

行
者
又
は
債
務
者
と
す
る
も
の
の
額
及
び
そ
の
内
容

（
法
第
二
十
二
条
第
三
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
計
画
の
提
出
）

（
法
第
二
十
二
条
第
三
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
計
画
の
提
出
）

第
五
十
六
条

法
第
二
十
二
条
第
三
項
前
段
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法
第
二

第
五
十
六
条

法
第
二
十
二
条
第
三
項
前
段
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法
第
二

十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
四
条

十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
四
条

第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
経
営
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化
計

り
経
営
計
画
を
提
出
す
る
金
融
機
関
等
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化
計
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画
（
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
七
条
第
六
項
若
し
く
は
第

画
（
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
七
条
第
六
項
若
し
く
は
第

七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す

む
。
）
、
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た

る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た

も
の
、
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の
も
の
又

も
の
、
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の
も
の
又

は
法
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お

は
法
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
を
い
う

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
を
い
う

。
）
又
は
経
営
計
画
（
法
第
二
十
二
条
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法

。
）
又
は
経
営
計
画
（
法
第
二
十
二
条
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
第
五
項
（
法

第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十

第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十

四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お

四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
、
第
二
十
三
条
第
四
項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て

い
て
同
じ
。
）
、
第
二
十
三
条
第
四
項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
二
十
四
条
第

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て

五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
条
第
十
項

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の

の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三

を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
別
紙
様
式
第
四
号

月
以
内
（
当
該
金
融
機
関
等
が
当
該
実
施
期
間
内
に
法
第
二
十
三
条
第
四
項
若

に
よ
り
作
成
し
た
経
営
計
画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官

し
く
は
第
二
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
計
画
を
提
出
す
る
こ
と
が
見

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
金
融
機
関
等
が
当
該
期
間
内

込
ま
れ
る
と
き
又
は
同
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

に
法
第
二
十
三
条
第
四
項
（
法
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間

合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
計
画
を
提

が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
）
に
、
別
紙
様
式
第
四
号
に
よ
り
作
成
し
た
経
営
計

出
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
又
は
同
条
第
一
項
（
同
条
第
六

画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と

な
い
。
た
だ
し
、
当
該
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
協
定
銀
行

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
に
提
出

が
法
第
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

画
に
係
る
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め
に

よ
り
株
式
等
の
引
受
け
等
を
行
っ
た
組
織
再
編
成
金
融
機
関
等
又
は
組
織
再
編

成
銀
行
持
株
会
社
等
に
係
る
取
得
株
式
等
又
は
取
得
貸
付
債
権
の
全
部
に
つ
き

そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還
若
し
く
は
返
済
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
）

第
八
十
一
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

第
八
十
一
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
強

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
強

化
計
画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化

化
計
画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化

計
画
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

計
画
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

提
出
し
た
も
の
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の

提
出
し
た
も
の
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の

を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
（
当
該
協
同
組
織
金
融

を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
別
紙
様
式
第
一
号

機
関
が
当
該
実
施
期
間
内
に
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受

に
準
じ
て
作
成
し
た
経
営
強
化
計
画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
金
融

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
。
次
条
第

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関

一
項
本
文
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
別
紙
様
式
第
一
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
経

が
当
該
期
間
内
に
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と

営
強
化
計
画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
に
提
出

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

協
定
銀
行
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計

画
に
係
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め

に
よ
り
取
得
し
た
信
託
受
益
権
等
の
全
部
に
つ
き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還

を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
三
十
三
条
第
二
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
指
導
計
画
の
提
出
）

（
法
第
三
十
三
条
第
二
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
指
導
計
画
の
提
出
）

第
八
十
二
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

第
八
十
二
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
強

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
強

化
指
導
計
画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
中
央
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定

化
指
導
計
画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
中
央
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定

す
る
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
当
該
経
営
強
化
指
導
計
画
に

す
る
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
（
同
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場

役
員
の
履
歴
書
そ
の
他
の
法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
経
営
指
導
の
内

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
）
に
、
当
該
経
営

容
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
準
備
の
状
況
を
示
す
書
類
を
添
付
し
て

強
化
指
導
計
画
に
役
員
の
履
歴
書
そ
の
他
の
法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
実
施
期
間
の

る
経
営
指
導
の
内
容
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
準
備
の
状
況
を
示
す

終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
協
定
銀
行
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

書
類
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
に
係
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め
に
よ
り
取
得
し
た
信
託
受
益
権
等
の
全
部
に
つ
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き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
三
十
三
条
第
三
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
計
画
の
提
出
）

（
法
第
三
十
三
条
第
三
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
計
画
の
提
出
）

第
八
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第
三
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

第
八
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第
三
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
計

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
経
営
計

画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化
計
画

画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
そ
の
実
施
し
て
い
る
経
営
強
化
計
画

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

し
た
も
の
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の

し
た
も
の
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
変
更
後
の

も
の
を
い
う
。
）
又
は
経
営
計
画
（
法
第
三
十
三
条
第
三
項
又
は
第
三
十
四
条

も
の
を
い
う
。
）
又
は
経
営
計
画
（
法
第
三
十
三
条
第
三
項
又
は
第
三
十
四
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日

か
ら
三
月
以
内
（
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
が
当
該
実
施
期
間
内
に
法
第
三
十

か
ら
三
月
以
内
に
、
別
紙
様
式
第
四
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
経
営
計
画
に
次
に

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期

掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
。
次
条
第
一
項
本
文
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
別

だ
し
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
が
当
該
期
間
内
に
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の

紙
様
式
第
四
号
に
準
じ
て
作
成
し
た
経
営
計
画
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
実
施
期
間

て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
実
施
期
間

が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
協
定
銀
行
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
に
係
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め
に
よ
り
取
得
し
た
信
託
受
益
権
等
の
全
部
に

つ
き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
指
導
計
画
の
提
出
）

（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
等
の
規
定
に
よ
る
経
営
指
導
計
画
の
提
出
）

第
八
十
四
条

法
第
三
十
三
条
第
四
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

第
八
十
四
条

法
第
三
十
三
条
第
四
項
（
法
第
三
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ

り
経
営
指
導
計
画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
中
央
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
に

り
経
営
指
導
計
画
を
提
出
す
る
協
同
組
織
中
央
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
に

規
定
す
る
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
当
該
経
営
指
導
計
画
に

規
定
す
る
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
（
同
項
た
だ
し
書
に
該
当
す

 
441



役
員
の
履
歴
書
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
実
施
期
間
が
終
了
す
る
一
月
前
ま
で
）
に
、
当
該

た
だ
し
、
当
該
実
施
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
協
定
銀
行
が
法
第

経
営
指
導
計
画
に
役
員
の
履
歴
書
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け

二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
に
係
る
法
第
二

れ
ば
な
ら
な
い
。

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
て
協
定
の
定
め
に
よ
り
取
得
し
た

信
託
受
益
権
等
の
全
部
に
つ
き
そ
の
処
分
を
し
、
又
は
償
還
を
受
け
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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-1
 -

改 正 案 現    行 

様式第一（第３条第１項関係）           （日本工業規格Ａ４）

経  営  強  化  計  画 

年  月  日提出

（略） 

第１～第８ （略） 

様式第一（第３条第１項関係）           （日本工業規格Ａ４）

経  営  強  化  計  画 

年  月  日提出

（略） 

第１～第８ （略） 

（記載上の注意） 

１．～５． （略） 

（記載上の注意） 

１．～５． （略） 

６．従前の経営体制の見直しその他の責任ある経営体制の確立に関する

事項 

⑴ （略） 

⑵ 「業務遂行に対する監査又は監督の体制の強化のための方策」に

ついては、例えば以下の方策を記載すること。 

 ①・② （略） 

③ 監査等委員会設置会社（会社法第２条第 11 号の２に規定する

監査等委員会設置会社をいう。以下同じ。）又は指名委員会等設

置会社（同条第 12 号に規定する指名委員会等設置会社をいう。

以下同じ。）でない銀行等において新たに監査等委員会設置会社

又は指名委員会等設置会社になること。 

⑶～⑻ （略） 

６．従前の経営体制の見直しその他の責任ある経営体制の確立に関する

事項 

⑴ （略） 

⑵ 「業務遂行に対する監査又は監督の体制の強化のための方策」に

ついては、例えば以下の方策を記載すること。 

①・② （略） 

③ 委員会設置会社（会社法第２条第 12 号に規定する委員会設置

会社をいう。以下同じ。）でない銀行等において新たに委員会設

置会社になること。 

⑶～⑻ （略） 

７．～10． （略） ７．～10． （略） 

（別表１）・（別表２） （略） （別表１）・（別表２） （略） 
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- 2
 -

改 正 案 現    行 

様式第二（第32条関係）             （日本工業規格Ａ４）

経  営  強  化  計  画 

年  月  日提出

（略） 

第１～第10 （略） 

様式第二（第32条関係）             （日本工業規格Ａ４）

経  営  強  化  計  画 

年  月  日提出

（略） 

第１～第10 （略） 

（記載上の注意） 

１．～６． （略） 

（記載上の注意） 

１．～６． （略） 

７．従前の経営体制の見直しその他の責任ある経営体制の確立に関する

事項 

⑴ （略） 

⑵ 「業務遂行に対する監査又は監督の体制の強化のための方策」に

ついては、例えば以下の方策を記載すること。 

①・② （略） 

 ③ 監査等委員会設置会社（会社法第２条第 11 号の２に規定する

監査等委員会設置会社をいう。以下同じ。）又は指名委員会等設

置会社（同条第 12 号に規定する指名委員会等設置会社をいう。

以下同じ。）でない銀行等において新たに監査等委員会設置会社

又は指名委員会等設置会社になること。 

⑶～⑻ （略） 

７．従前の経営体制の見直しその他の責任ある経営体制の確立に関する

事項 

⑴ （略） 

⑵ 「業務遂行に対する監査又は監督の体制の強化のための方策」に

ついては、例えば以下の方策を記載すること。 

①・② （略） 

 ③ 委員会設置会社（会社法第２条第 12 号に規定する委員会設置

会社をいう。以下同じ。）でない銀行等において新たに委員会設

置会社になること。 

⑶～⑻ （略） 

８．～12． （略） ８．～12． （略） 

（別表１）・（別表２） （略） （別表１）・（別表２） （略） 
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- 3
 -

改 正 案 現    行 

様式第三（第39条及び第40条関係）        （日本工業規格Ａ４）

経  営  強  化  計  画 

年  月  日提出

（略） 

第１～第10 （略） 

様式第三（第39条及び第40条関係）        （日本工業規格Ａ４）

経  営  強  化  計  画 

年  月  日提出

（略） 

第１～第10 （略） 

（記載上の注意） 

１．～ ６． （略） 

（記載上の注意） 

１．～ ６． （略） 

７．従前の経営体制の見直しその他の責任ある経営体制の確立に関する

事項 

⑴ （略） 

⑵ 「業務遂行に対する監査又は監督の体制の強化のための方策」に

ついては、例えば以下の方策を記載すること。 

①・② （略） 

 ③ 監査等委員会設置会社（会社法第２条第 11 号の２に規定する

監査等委員会設置会社をいう。以下同じ。）又は指名委員会等設

置会社（同条第 12 号に規定する指名委員会等設置会社をいう。

以下同じ。）でない銀行等において新たに監査等委員会設置会社

又は指名委員会等設置会社になること。 

⑶～⑻ （略） 

７．従前の経営体制の見直しその他の責任ある経営体制の確立に関する

事項 

⑴ （略） 

⑵ 「業務遂行に対する監査又は監督の体制の強化のための方策」に

ついては、例えば以下の方策を記載すること。 

①・② （略） 

 ③ 委員会設置会社（会社法第２条第 12 号に規定する委員会設置

会社をいう。以下同じ。）でない銀行等において新たに委員会設

置会社になること。 

⑶～⑻ （略） 

８．～12． （略） ８．～12． （略） 

（別表１）・（別表２） （略） （別表１）・（別表２） （略） 
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二
十
四

信
託
業
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
内
閣
府
令
第
百
七
号
）

改

正

案

現

行

（
免
許
の
申
請
）

（
免
許
の
申
請
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

法
第
四
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に

２

法
第
四
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

取
締
役
（
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か

三

取
締
役
（
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
会
社
に
対
し
取
締
役
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と

を
問
わ
ず
、
会
社
に
対
し
取
締
役
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に

認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役

締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
（
相
談

及
び
執
行
役
（
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る

役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
会
社

か
を
問
わ
ず
、
会
社
に
対
し
執
行
役
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の

に
対
し
執
行
役
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を

と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号

含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
同
じ
。
）
）
の
履
歴
書
及
び
住
民
票
の
抄
本
（
こ
れ
ら
の
者
が
外

）
の
履
歴
書
及
び
住
民
票
の
抄
本
（
こ
れ
ら
の
者
が
外
国
人
で
あ
り
、
か
つ

国
人
で
あ
り
、
か
つ
、
国
内
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
、
出
入
国
管
理
及

、
国
内
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭

び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に

和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー

規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
の
写
し
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の

ド
の
写
し
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者

国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律

等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七

第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
写
し
又

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
写
し
又
は
住
民
票
の
抄
本
。

は
住
民
票
の
抄
本
。
第
八
十
条
の
五
第
三
項
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
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第
八
十
条
の
五
第
三
項
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
に
代
わ

）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

る
書
面

四
～
十
一

（
略
）

四
～
十
一

（
略
）

（
取
締
役
の
兼
職
の
承
認
の
申
請
）

（
取
締
役
の
兼
職
の
承
認
の
申
請
）

第
二
十
六
条

信
託
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会

第
二
十
六
条

信
託
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ

社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
十
六

っ
て
は
、
執
行
役
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
十
六
条
第
一

条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

た
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
一
通
を
当
該
信
託
会
社
を
経
由
し
て
、
金
融
庁
長
官

書
及
び
そ
の
写
し
一
通
を
当
該
信
託
会
社
を
経
由
し
て
、
金
融
庁
長
官
等
に
提

等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
事
業
報
告
書
の
作
成
等
）

（
事
業
報
告
書
の
作
成
等
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２

前
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
の
各
号
（
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
登
録

２

前
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
の
各
号
（
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
登
録

を
受
け
た
者
及
び
承
認
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。

を
受
け
た
者
及
び
承
認
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。

）
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

）
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

別
紙
様
式
第
十
二
号
に
よ
り
作
成
し
た
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
指
名

三

別
紙
様
式
第
十
二
号
に
よ
り
作
成
し
た
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
委
員

委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
執
行
役
、
外
国
信
託
会
社
に
あ
っ
て
は
国

会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
執
行
役
、
外
国
信
託
会
社
に
あ
っ
て
は
国
内
に
お

内
に
お
け
る
代
表
者
及
び
支
店
に
駐
在
す
る
役
員
）
の
兼
職
及
び
兼
業
状
況

け
る
代
表
者
及
び
支
店
に
駐
在
す
る
役
員
）
の
兼
職
及
び
兼
業
状
況
報
告
書

報
告
書
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四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
）

第
四
十
三
条

法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

第
四
十
三
条

法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

信
託
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

信
託
会
社
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ニ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
。
以
下
第

執
行
役
。
以
下
第
四
十
七
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
及
び
役
職

四
十
七
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
及
び
役
職
名

名

ホ
～
ト

（
略
）

ホ
～
ト

（
略
）

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
合
併
の
認
可
申
請
）

（
合
併
の
認
可
申
請
）

第
四
十
四
条

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

２

法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

２

法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
三

一
～
十
三

十
四

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百

（
新
設
）

五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に

係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

十
四
の
二

（
略
）

十
四

（
略
）

 
448



十
五
～
十
八

（
略
）

十
五
～
十
八

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
新
設
分
割
の
認
可
申
請
）

（
新
設
分
割
の
認
可
申
請
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

２

法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

２

法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
三

（
略
）

一
～
十
三

（
略
）

十
四

会
社
法
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と

（
新
設
）

き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

十
四
の
二

（
略
）

十
四

（
略
）

十
五

（
略
）

十
五

（
略
）

十
六

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

十
六

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
、
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
と
き
は
、
同
法

て
、
会
社
法
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に
規
定
す
る
と
き
は
、
同
法
第
二
百

第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
又
は
同

又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す

項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

る
書
面

十
七
・
十
八

（
略
）

十
七
・
十
八

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
吸
収
分
割
の
認
可
申
請
）

（
吸
収
分
割
の
認
可
申
請
）

第
四
十
六
条

（
略
）

第
四
十
六
条

（
略
）

２

法
第
三
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲

２

法
第
三
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
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げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
三

一
～
十
三

十
四

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
又
は
第
七
百
九
十
六
条
の
二
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を

記
載
し
た
書
面

十
四
の
二

（
略
）

十
四

（
略
）

十
五
～
十
八

（
略
）

十
五
～
十
八

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

別
表
第
三
（
第
四
十
八
条
第
二
項
関
係
）

別
表
第
三
（
第
四
十
八
条
第
二
項
関
係
）

届
出
事
項

記
載
事
項

添
付
書
類

届
出
事
項

記
載
事
項

添
付
書
類

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

合
併
を
し
た
と
き

一
～
四

（
略
）

一

（
略
）

合
併
を
し
た
と
き

一
～
四

（
略
）

一

（
略
）

二

信
託
会
社
（
法
第
五

二

信
託
会
社
（
法
第
五

十
二
条
第
三
項
の
規
定

十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
信
託
会
社
と
み

に
よ
り
信
託
会
社
と
み

な
さ
れ
る
者
を
含
む
。

な
さ
れ
る
者
を
含
む
。

）
以
外
の
者
と
合
併
し

）
以
外
の
者
と
合
併
し

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
（
次

次
に
掲
げ
る
書
類
（
次

号
に
掲
げ
る
場
合
を
除

号
に
掲
げ
る
場
合
を
除

く
。
）

く
。
）

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）
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ト

会
社
法
第
七
百
八

（
新
設
）

十
四
条
の
二
、
第
七

百
九
十
六
条
の
二
又

は
第
八
百
五
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
請
求

を
し
た
株
主
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
請
求

に
係
る
手
続
の
経
過

を
記
載
し
た
書
面

チ
～
ル

（
略
）

ト
～
ヌ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

会
社
分
割
（
吸
収

一
～
四

（
略
）

一

（
略
）

会
社
分
割
（
吸
収

一
～
四

（
略
）

一

（
略
）

分
割
）
に
よ
り
信

二

次
に
掲
げ
る
書
類
（

分
割
）
に
よ
り
信

二

次
に
掲
げ
る
書
類
（

託
業
の
一
部
の
承

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を

託
業
の
一
部
の
承

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を

継
を
さ
せ
た
と
き

除
く
。
）

継
を
さ
せ
た
と
き

除
く
。
）

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）

ト

会
社
法
第
七
百
八

（
新
設
）

十
四
条
の
二
又
は
第

七
百
九
十
六
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
請
求

を
し
た
株
主
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
請
求

に
係
る
手
続
の
経
過
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を
記
載
し
た
書
面

チ
～
ル

（
略
）

ト
～
ヌ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
四
（
第
四
十
九
条
第
一
項
関
係
）

別
表
第
四
（
第
四
十
九
条
第
一
項
関
係
）

届
出
事
項

記
載
事
項

添
付
書
類

届
出
事
項

記
載
事
項

添
付
書
類

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

会
社
分
割
に
よ
り

一
～
四

（
略
）

一

（
略
）

会
社
分
割
に
よ
り

一
～
四

（
略
）

一

（
略
）

信
託
業
の
全
部
の

二

次
に
掲
げ
る
書
類
（

信
託
業
の
全
部
の

二

次
に
掲
げ
る
書
類
（

承
継
を
さ
せ
た
と

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を

承
継
を
さ
せ
た
と

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を

き

除
く
。
）

き

除
く
。
）

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）

ト

会
社
法
第
七
百
八

（
新
設
）

十
四
条
の
二
、
第
七

百
九
十
六
条
の
二
又

は
第
八
百
五
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
請
求

を
し
た
株
主
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
請
求

に
係
る
手
続
の
経
過
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を
記
載
し
た
書
面

チ
・
リ

（
略
）

ト
・
チ

（
略
）

ヌ

会
社
分
割
を
す
る

リ

会
社
分
割
を
す
る

会
社
が
新
株
予
約
権

会
社
が
新
株
予
約
権

を
発
行
し
て
い
る
場

を
発
行
し
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
、
会
社

合
で
あ
っ
て
、
会
社

法
第
七
百
五
十
八
条

法
第
七
百
五
十
八
条

第
五
号
又
は
第
七
百

第
五
号
又
は
第
七
百

六
十
三
条
第
一
項
第

六
十
三
条
第
十
号
に

十
号
に
規
定
す
る
と

規
定
す
る
と
き
は
、

き
は
、
同
法
第
二
百

同
法
第
二
百
九
十
三

九
十
三
条
第
一
項
の

条
第
一
項
の
規
定
に

規
定
に
よ
る
公
告
を

よ
る
公
告
を
し
た
こ

し
た
こ
と
を
証
す
る

と
を
証
す
る
書
面
又

書
面
又
は
同
項
に
規

は
同
項
に
規
定
す
る

定
す
る
新
株
予
約
権

新
株
予
約
権
証
券
を

証
券
を
発
行
し
て
い

発
行
し
て
い
な
い
こ

な
い
こ
と
を
証
す
る

と
を
証
す
る
書
面

書
面

ル
・
ヲ

（
略
）

ヌ
・
ル

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

合
併
に
よ
り
消
滅

一
～
五

（
略
）

一

（
略
）

合
併
に
よ
り
消
滅

一
～
五

（
略
）

一

（
略
）
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し
た
と
き

二

次
に
掲
げ
る
書
類
（

し
た
と
き

二

次
に
掲
げ
る
書
類
（

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を

除
く
。
）

除
く
。
）

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）

ト

会
社
法
第
七
百
八

（
新
設
）

十
四
条
の
二
、
第
七

百
九
十
六
条
の
二
又

は
第
八
百
五
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
請
求

を
し
た
株
主
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
請
求

に
係
る
手
続
の
経
過

を
記
載
し
た
書
面

チ
～
ヲ

（
略
）

ト
～
ル

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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二十四 信託業法施行規則（平成十六年十二月二十八日内閣府令第百七号）  別紙様式第１号 

 

改正案 現行 

別紙様式第 1号（第５条関係）                                  （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

（略） 

 

（第２面） 

１．（略）  

２．（略） （略） 

３．取締役及び監査役（監査等

委員会設置会社にあっては取締

役、指名委員会等設置会社にあ

っては取締役及び執行役）の氏

名 

別添２のとおり 

（略） （略） 

 

                    （略） 

 

（別添２：取締役及び監査役（監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社にあ

っては取締役及び執行役）の氏名）                        （第４面） 

                    （略） 

（注意事項） 

取締役又は監査役（監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社にあっては取

締役又は執行役）に変更があった場合には、第 23 条による届出書に、本様式により作成した変更後

の全取締役及び全監査役（監査等委員会設置会社にあっては全取締役、指名委員会等設置会社にあっ

ては全取締役及び全執行役）の氏名及び役職名を記載した書面（２部）を添付すること。 

 

（以下略） 

 

別紙様式第１号（第５条関係）                                  （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

（略） 

 

（第２面） 

１．（略）  

２．（略） （略） 

３．取締役及び監査役（委員会

設置会社にあっては、取締役及

び執行役）の氏名 

 

 

別添２のとおり 

（略） （略） 

 

                    （略） 

 

（別添２：取締役及び監査役（取締役及び執行役）の氏名）             （第４面） 

                  

   （略） 

（注意事項） 

取締役又は監査役（取締役又は執行役）に変更があった場合には、第 23 条による届出書に、本様

式により作成した変更後の全取締役及び全監査役（全取締役及び全執行役）の氏名及び役職名を記載

した書面（２部）を添付すること。 

 

 

（以下略） 
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二十四 信託業法施行規則（平成十六年十二月二十八日内閣府令第百七号）  別紙様式第２号 

 

改正案 現行 

別紙様式第２号（第 12条関係）                                 （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

（略） 

 

（第２面） 

１．（略）  

２．（略） （略） 

３．取締役及び監査役（監査等

委員会設置会社にあっては取締

役、指名委員会等設置会社にあ

っては取締役及び執行役）の氏

名 

別添２のとおり 

（略） （略） 

 

                    （略） 

 

（別添２：取締役及び監査役（監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社にあ

っては取締役及び執行役）の氏名）                        （第４面） 

                    （略） 

（注意事項） 

取締役又は監査役（監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社にあっては取

締役又は執行役）に変更があった場合には、第 23 条による届出書に、本様式により作成した変更後

の全取締役及び全監査役（監査等委員会設置会社にあっては全取締役、指名委員会等設置会社にあっ

ては全取締役及び全執行役）の氏名及び役職名を記載した書面（２部）を添付すること。 

 

（以下略） 

 

別紙様式第２号（第 12条関係）                                 （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

（略） 

 

（第２面） 

１．（略）  

２．（略） （略） 

３．取締役及び監査役（委員会

設置会社にあっては、取締役及

び執行役）の氏名 

 

 

別添２のとおり 

（略） （略） 

 

                    （略） 

 

（別添２：取締役及び監査役（取締役及び執行役）の氏名）             （第４面） 

                  

   （略） 

（注意事項） 

取締役又は監査役（取締役又は執行役）に変更があった場合には、第 23 条による届出書に、本様

式により作成した変更後の全取締役及び全監査役（全取締役及び全執行役）の氏名及び役職名を記載

した書面（２部）を添付すること。 

 

 

（以下略） 
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二十四 信託業法施行規則（平成十六年十二月二十八日内閣府令第百七号）  別紙様式第１２号 

 

改正案 現行 

別紙様式第１２号（第４２条第２項第３号関係）                         （日本工業規格Ａ４） 

 

（略） 

 

 （記載上の注意） 

  「取締役」とあるのは、指名委員会等設置会社にあっては「執行役」と、外国信託会社にあって

は「国内における代表者及び支店に駐在する役員」として記載すること。 

 

別紙様式第１２号（第４２条第２項第３号関係）                         （日本工業規格Ａ４） 

 

（略） 

 

 （記載上の注意） 

  「取締役」とあるのは、委員会設置会社にあっては「執行役」と、外国信託会社にあっては「国

内における代表者及び支店に駐在する役員」として記載すること。 
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二十四 信託業法施行規則（平成十六年十二月二十八日内閣府令第百七号）  別紙様式第 15号 

 

改正案 現行 

別紙様式第 15号（第 51条の２第１項関係）                            （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

（略） 

 

（第２面） 

（略） （略） 

３．取締役及び監査役（監査等

委員会設置会社にあっては取締

役、指名委員会等設置会社にあ

っては取締役及び執行役、持分

会社にあっては業務を執行する

社員）の氏名 

別添２のとおり 

（略） （略） 

 

                    （略） 

 

（別添２：取締役及び監査役（監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社にあ

っては取締役及び執行役、持分会社にあっては業務を執行する社員）の氏名）      （第４面） 

                    （略） 

（注意事項） 

取締役又は監査役（監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社にあっては取

締役又は執行役、持分会社にあっては業務を執行する社員）に変更があった場合には、第 23 条によ

る届出書に、本様式により作成した変更後の全取締役及び全監査役（監査等委員会設置会社にあって

は全取締役、指名委員会等設置会社にあっては全取締役及び全執行役、持分会社にあっては業務を執

行する全社員）の氏名及び役職名を記載した書面（２部）を添付すること。 

 

（以下略） 

 

別紙様式第 15号（第 51条の２第１項関係）                            （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

（略） 

 

（第２面） 

（略） （略） 

３．取締役及び監査役（委員会

設置会社にあっては、取締役及

び執行役、持分会社にあっては、

業務を執行する社員）の氏名 

 

 

別添２のとおり 

（略） （略） 

 

                    （略） 

 

（別添２：取締役及び監査役（取締役及び執行役又は業務を執行する社員）の氏名）  （第４面） 

                    （略） 

 

（注意事項） 

取締役又は監査役（取締役又は執行役又は業務を執行する社員）に変更があった場合には、第 23

条による届出書に、本様式により作成した変更後の全取締役及び全監査役（全取締役及び全執行役又

は業務を執行する社員）の氏名及び役職名を記載した書面（２部）を添付すること。 

 

 

 

（以下略） 

 

 

 
458



二
十
五

内
閣
府
の
所
管
す
る
金
融
関
連
法
令
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

十
七
年
内
閣
府
令
第
二
十
一
号
）

改

正

案

現

行

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
交
付
等
）

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
交
付
等
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２

前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
交
付
等
の
相
手
方
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力

２

前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
交
付
等
の
相
手
方
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力

す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

金
融
商
品
取
引
法
（
昭

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

金
融
商
品
取
引
法
（
昭

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

和
二
十
三
年
法
律
第
二

を
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

和
二
十
三
年
法
律
第
二

を
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

十
五
号
）

）
、
第
二
十
七
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ

十
五
号
）

）
、
第
二
十
七
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第
二
項

れ
ら
の
規
定
を
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七

条
の
二
十
八
第
二
項
（
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
二

条
の
二
十
八
第
二
項
（
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十

六
条
の
二
（
第
六
十
条
の
六
（
第
六
十
条
の
十
四
第

六
条
の
二
（
第
六
十
条
の
六
（
第
六
十
条
の
十
四
第
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二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
四

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
四

、
第
四
十
六
条
の
六
第
三
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四

、
第
四
十
六
条
の
六
第
三
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四

十
七
条
の
三
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
七
条
の
四
、

十
七
条
の
三
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
七
条
の
四
、

第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
、
第
五
十
七
条
の
十
六
、

第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
、
第
五
十
七
条
の
十
六
、

第
五
十
七
条
の
十
七
第
三
項
、
第
六
十
六
条
の
十
六

第
五
十
七
条
の
十
七
第
三
項
、
第
六
十
六
条
の
十
六

、
第
六
十
六
条
の
十
八
、
第
六
十
六
条
の
三
十
七
、

、
第
六
十
六
条
の
十
八
、
第
六
十
六
条
の
三
十
七
、

第
六
十
六
条
の
三
十
九
、
第
八
十
八
条
の
十
一
第
一

第
六
十
六
条
の
三
十
九
、
第
八
十
八
条
の
十
一
第
一

項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
九
項
、
第
百
三
十
九
条

項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
八
項
、
第
百
三
十
九
条

の
六
第
四
項
、
第
百
三
十
九
条
の
十
三
第
二
項
並
び

の
六
第
四
項
、
第
百
三
十
九
条
の
十
三
第
二
項
並
び

に
第
百
三
十
九
条
の
二
十
一
第
二
項

に
第
百
三
十
九
条
の
二
十
一
第
二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

人
に
関
す
る
法
律
（
昭

準
用
す
る
会
社
法
第
七
十
四
条
第
六
項
、
第
七
十
五

人
に
関
す
る
法
律
（
昭

準
用
す
る
会
社
法
第
七
十
四
条
第
六
項
、
第
七
十
五

和
二
十
六
年
法
律
第
百

条
第
三
項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
二
条

和
二
十
六
年
法
律
第
百

条
第
三
項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
二
条

九
十
八
号
）

第
二
項
、
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

九
十
八
号
）

第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
四
条
第
一

す
る
同
法
第
百
八
十
二
条
の
六
第
二
項
、
第
九
十
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
六
項
及

条
第
三
項
、
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

び
第
三
百
十
八
条
第
二
項
、
第
百
十
五
条
第
一
項
及

る
同
法
第
三
百
十
条
第
六
項
及
び
第
三
百
十
八
条
第

び
第
百
五
十
四
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

二
項
、
第
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
五
十
四
条
の

同
法
第
三
百
七
十
一
条
第
一
項
、
第
百
二
十
八
条
の

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
一

二
第
二
項
、
第
百
二
十
九
条
第
四
項
、
第
百
三
十
二
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条
第
一
項
、
第
百
二
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
百
二

条
第
一
項
、
第
百
三
十
九
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て

十
九
条
第
四
項
、
第
百
三
十
二
条
第
一
項
、
第
百
三

準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
二
項
、
第
百
四

十
九
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七

十
九
条
の
十
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
六
第
二

百
三
十
一
条
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
第
二
項

項
、
第
百
五
十
五
条
第
五
項
、
第
百
六
十
一
条
に
お

、
第
百
四
十
九
条
の
十
六
第
二
項
、
第
百
五
十
五
条

い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
百
八
条
第
一
項
及
び
第
三

第
五
項
、
第
百
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

項
並
び
に
第
二
百
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

第
五
百
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
百
十

一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

保
険
業
法
（
平
成
七
年

第
三
十
条
の
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

保
険
業
法
（
平
成
七
年

第
三
十
条
の
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

法
律
第
百
五
号
）

第
七
十
四
条
第
六
項
、
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び
第

法
律
第
百
五
号
）

第
七
十
四
条
第
六
項
、
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び
第

八
十
一
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

八
十
一
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
六
項
、
第
三
百
十
一

準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
六
項
、
第
三
百
十
一

条
第
三
項
、
第
三
百
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

条
第
三
項
、
第
三
百
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
三
百
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項

第
三
百
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項

（
第
七
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

（
第
七
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第

含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第

六
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

六
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
三
百
十
一
条
第
三
項
、
第
三
百
十
八
条
第
二
項

法
第
三
百
十
一
条
第
三
項
、
第
三
百
十
八
条
第
二
項

及
び
第
三
項
、
第
五
十
三
条
の
十
六
及
び
第
百
八
十

及
び
第
三
項
、
第
五
十
三
条
の
十
六
及
び
第
百
八
十

条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
一

条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
一
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条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る

る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
三
条
の
二
十
一
に
お
い

部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
三
条
の
二
十
一
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
九
十
四
条
第
一
項
、
第
五

て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
九
十
四
条
第
一
項
、
第
五

十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百

同
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
一
第
一
項
、
第
五
十
三

十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
百

条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
十
三

九
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
百
九
十

。
）
、
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
（
第
百
九
十
八
条

八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

、
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
（
第
百
九
十
八
条
第
一

五
十
四
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
一
条

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十

の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第

四
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
一
条
の
八

二
項
、
第
七
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
二
項

法
第
七
十
四
条
第
六
項
、
第
七
十
四
条
第
三
項
（
第

、
第
七
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

七
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

七
十
四
条
第
六
項
、
第
七
十
四
条
第
三
項
（
第
七
十

。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
第
三
項

七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
八
十
一
条
第
二
項
、
第
九
十
六
条
の
五
第
三

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
九
十
一
条
第
二

第
八
十
一
条
第
二
項
、
第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に

項
及
び
第
八
百
一
条
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
九
十
一
条
第
二
項
及

を
除
く
。
）
、
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て

び
第
八
百
一
条
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除

準
用
す
る
同
法
第
八
百
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
百

く
。
）
、
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用

十
五
条
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

す
る
同
法
第
八
百
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
百
十
五

、
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
項
（
第
二
百
十
条
第
一

条
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

項
（
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
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百
三
十
六
条
の
二
第
一
項
（
第
二
百
十
条
第
一
項
（

場
合
を
含
む
。
）
、
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
及
び

二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場

を
含
む
。
）
、
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
及
び
第
二

合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
二
項
（

百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
百
六
十
五
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

含
む
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
二
項
（
第
百

場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
九
第
一
項

六
十
五
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

、
第
百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
（
第
百
六
十
五

を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
九
第
一
項
、
第

条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
（
第
百
六
十
五
条
の

む
。
）
、
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る

二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

同
法
第
四
百
九
十
二
条
第
四
項
、
第
四
百
九
十
四
条

）
、
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
三
項
及
び
第
四
百
九
十
六
条
第
一
項
、
第
百
八
十

第
四
百
九
十
二
条
第
四
項
、
第
四
百
九
十
四
条
第
三

三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
百
八
条

項
及
び
第
四
百
九
十
六
条
第
一
項
、
第
百
八
十
三
条

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
九
十
六
条
第
三
項
、
第

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
百
八
条
第
一

二
百
十
二
条
第
四
項
及
び
第
二
百
三
十
五
条
第
四
項

項
及
び
第
三
項
、
第
百
九
十
六
条
第
三
項
、
第
二
百

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
百
八
条
第
一
項
及
び

十
二
条
第
四
項
及
び
第
二
百
三
十
五
条
第
四
項
に
お

第
三
項
、
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
（
第

い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
百
八
条
第
一
項
及
び
第
三

二
百
七
十
二
条
の
四
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

項
、
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
（
第
二
百

場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
並
び

七
十
二
条
の
四
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

に
第
三
百
三
条

を
含
む
。
）
、
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第

三
百
三
条

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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資
産
の
流
動
化
に
関
す

第
三
十
八
条
及
び
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

資
産
の
流
動
化
に
関
す

第
六
十
三
条
第
二
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
に
お
い

る
法
律
（
平
成
十
年
法

す
る
会
社
法
第
百
八
十
二
条
の
六
第
二
項
、
第
六
十

る
法
律
（
平
成
十
年
法

て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
十
条
第
六
項
、
第
六
十

律
第
百
五
号
）

三
条
第
二
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

律
第
百
五
号
）

五
条
第
二
項
及
び
第
二
百
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い

す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
六
項
、
第
六
十
五
条
第
二

て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
一
条
第
三
項
、
第
六
十

項
及
び
第
二
百
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
八

る
同
法
第
三
百
十
一
条
第
三
項
、
第
六
十
五
条
第
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
六
条
第
二
項
に
お

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
八
条
第
二
項

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
一
項
（
第

及
び
第
三
項
、
第
八
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
九
十
九
条
第
二

す
る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係

項
、
第
百
二
条
第
四
項
、
第
百
五
条
第
一
項
及
び
第

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
九
十
九
条
第
二
項
、
第
百

二
項
、
第
百
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
百
四
十
九

二
条
第
四
項
、
第
百
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一

百
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
百
四
十
九
条
第
一
項

条
第
二
項
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
二
項

す
る
同
法
第
四
百
九
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
百
九

、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

十
六
条
第
一
項
、
第
百
七
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て

第
四
百
九
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
百
九
十
六
条
第

準
用
す
る
同
法
第
五
百
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

一
項
、
第
百
七
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
百
条
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

同
法
第
五
百
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
条

）
、
第
二
百
十
五
条
、
第
二
百
六
十
四
条
第
三
項
及

第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二

び
第
四
項
、
第
二
百
七
十
五
条
第
三
項
（
第
二
百
七

百
十
五
条
、
第
二
百
六
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項

十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

、
第
二
百
七
十
五
条
第
三
項
（
第
二
百
七
十
九
条
第

）
並
び
に
第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に

第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
四
（
第
八
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
八
条
関
係
）

金
融
商
品
取
引
法

第
二
十
五
条
第
三
項
（
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用

金
融
商
品
取
引
法

第
二
十
五
条
第
三
項
（
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
十
四
第
三

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
十
四
第
三

項
（
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て

項
（
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
二
十

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
二
十

八
第
二
項
（
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
に
お
い

八
第
二
項
（
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
四

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
四

、
第
四
十
六
条
の
六
第
三
項
、
第
四
十
七
条
の
三
、

、
第
四
十
六
条
の
六
第
三
項
、
第
四
十
七
条
の
三
、

第
五
十
七
条
の
四
、
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
、
第

第
五
十
七
条
の
四
、
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
、
第

五
十
七
条
の
十
六
、
第
五
十
七
条
の
十
七
第
三
項
、

五
十
七
条
の
十
六
、
第
五
十
七
条
の
十
七
第
三
項
、

第
六
十
六
条
の
十
八
、
第
六
十
六
条
の
三
十
九
、
第

第
六
十
六
条
の
十
八
、
第
六
十
六
条
の
三
十
九
、
第

百
一
条
の
三
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

百
一
条
の
三
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
、
第
百
一
条
の
五
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

。
）
、
第
百
一
条
の
五
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
三
第
二
項
（
第

分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
三
第
二
項
（
第

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の

四
第
十
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

四
第
九
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

百
三
十
九
条
の
五
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

百
三
十
九
条
の
五
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
六
第
五
項
（
第
一
号

限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
六
第
五
項
（
第
一
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
七
第

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
七
第
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二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三

二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三

十
九
条
の
十
三
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

十
九
条
の
十
三
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
十
四
第
二
項
（
第
一
号

る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
十
四
第
二
項
（
第
一
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
百
三
十
九
条
の
二

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
百
三
十
九
条
の
二

十
一
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
一
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
十
五
条
第
二
項
、
第
六
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て

投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
十
五
条
第
二
項
、
第
六
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て

人
に
関
す
る
法
律

準
用
す
る
会
社
法
第
三
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に

人
に
関
す
る
法
律

準
用
す
る
会
社
法
第
三
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
、
第
七
十
三
条

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
、
第
七
十
三
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
四
条
第
七

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
四
条
第
七

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
五

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
五

条
第
四
項
、
第
八
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

条
第
四
項
、
第
八
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十
二
条

部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十
二
条

第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第

第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第

四
項
、
第
七
十
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

四
項
、
第
七
十
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
百
二
十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

る
同
法
第
百
二
十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
八
十
一
条
の
二
第

分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
九
十
二
条
第
四
項

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
八
十
二
条
の
二

、
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第

三
百
十
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

百
八
十
二
条
の
六
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

）
並
び
に
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第
一
号
に
係
る

限
る
。
）
、
第
九
十
二
条
第
四
項
、
第
九
十
四
条
第

部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
、
第
百
十
五
条
第
一
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一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
七
項

項
及
び
第
百
五
十
四
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
百

す
る
同
法
第
三
百
七
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係

十
八
条
第
四
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
八
条

及
び
第
五
項
、
第
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
五
十

の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

四
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百

第
百
二
十
八
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

七
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

法
第
四
百
三
十
三
条
第
三
項
、
第
百
三
十
二
条
第
二

）
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
八
条
の
三
第
一
項
（
第

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
四
十
二
条
第
三

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
二
十
八
条
の

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
三
十
三

、
第
百
三
十
九
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
三
項
、
第
百
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

六
百
八
十
四
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

す
る
同
法
第
四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係

る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
百
三
十
九
条
の
十
第
二
項

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
百
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
三
項

の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
百
八
十
四
条
第

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
百
四

二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四

十
九
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第

項
、
第
百
三
十
九
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

百
四
十
九
条
の
六
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
第

る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

三
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
百
四

部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
百
四
十
九
条
第
二
項
（

十
九
条
の
十
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
百
四
十
九
条
の
六

含
む
。
）

第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
第
三
項
、
第
百
四
十

九
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
百
四
十
九
条
の
十
六
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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保
険
業
法

第
十
六
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、

保
険
業
法

第
十
六
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、

第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る

む
。
）
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る

部
分
に
限
り
、
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

部
分
に
限
り
、
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
第
二
項
（
第

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
第
二
項
（
第

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
条
の
八
第

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
条
の
八
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
十
四
条
第
七

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
七
十
四
条
第
七

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
五

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
五

条
第
四
項
及
び
第
八
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係

条
第
四
項
及
び
第
八
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
（

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
（

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
一
条
第

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
一
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
七
項

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
七
項

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
百
十
一

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
百
十
一

条
第
四
項
、
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第
一
号
に
係

条
第
四
項
、
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第
一
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
百
十
九
条
第
三
項
（
第

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
百
十
九
条
第
三
項
（
第

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
の
二

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
の
二

第
三
項
（
第
七
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
項
（
第
七
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百

場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百

十
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

十
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三

第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三

百
十
一
条
第
四
項
及
び
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第

百
十
一
条
第
四
項
及
び
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
三
条
の
十

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
三
条
の
十
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六
及
び
第
百
八
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同

六
及
び
第
百
八
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
三
百
七
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

法
第
三
百
七
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
五
十
三
条
の
十
七
に

に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
、
第
五
十
三
条
の
十
七
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
四
条
第
二
項
（

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
四
条
第
二
項
（

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
百
七
十

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
百
七
十

八
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

八
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
五
十
三
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

第
五
十
三
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
百
九
十
四
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

三
百
九
十
四
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

り
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

り
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
五
十
三
条
の
二
十
三
の
二
第
六
項
に
お
い

。
）
、
第
五
十
三
条
の
二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準

て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
一
第
二
項

用
す
る
同
法
第
四
百
十
三
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
三
項
に
お

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
（
同
法
第
四
百
十

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条
の

三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

二
十
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
十

、
第
五
十
四
条
の
八
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

三
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及

に
限
る
。
）
、
第
六
十
一
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す

び
第
三
項
（
同
法
第
四
百
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

る
同
法
第
六
百
八
十
四
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
四
条
の
八
第

部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お

三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十

い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
三
項
（
第

一
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
百
八
十
四

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
九
条
の
二

条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第

六
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十

七
百
三
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
四
条

る
。
）
、
第
六
十
九
条
の
二
第
三
項
（
第
一
号
に
係

第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
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る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
一
号
に
係
る

十
四
条
第
三
項
（
第
七
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準

部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

準
用
す
る
同
法
第
七
十
四
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係

第
七
十
五
条
第
四
項
及
び
第
八
十
一
条
第
三
項
（
第

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
四
条
第
三
項
（
第
七

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
二
条
第
三

十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
九
十
六
条
の

）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
第
四
項
及

十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八

び
第
八
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

十
七
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

る
。
）
、
第
八
十
二
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部

及
び
第
五
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

分
に
限
り
、
第
九
十
六
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す

第
九
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
七
条
第
三
項
（
第
一

第
七
百
九
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
一
号

限
る
。
）
、
第
七
百
九
十
四
条
第
三
項
（
第
一
号
に

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
九
十
六
条
の
五
第
三

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
八
百
一
条
第
四
項
（

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
九
十
一
条
第
三

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
六
項
に
お
い

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
百
九

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
十
六
条
の
九

十
四
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
百
三
条
第
三

及
び
第
八
百
一
条
第
四
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
百
十

限
り
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

む
。
）
、
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用

第
八
百
十
五
条
第
四
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

す
る
同
法
第
八
百
三
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部

り
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

分
に
限
る
。
）
、
第
八
百
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号

。
）
、
第
百
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
二
百

に
係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

七
十
二
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
百
十
五
条
第
四
項
（

。
）
、
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
項
（
第
二
百
十
条

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
六
項
に
お
い

第
一
項
（
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
に
お
い
て
準
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て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
十
一
条
第
一

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
七
十
条
の
四
第

項
及
び
第
二
項
（
第
二
百
七
十
二
条
の
十
七
に
お
い

九
項
及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
三
十
六
条
の

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
二
第

二
第
二
項
（
第
二
百
十
条
第
一
項
（
第
二
百
七
十
条

二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六

の
四
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

十
五
条
の
九
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
及
び
第
二
百
七
十
二

。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
三
項
（
第
一
号
に

条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

係
る
部
分
に
限
り
、
第
百
六
十
五
条
の
十
四
第
三
項

、
第
百
六
十
五
条
の
二
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十

分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
九
第
二
項
（
第

五
条
の
十
五
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の

。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
九
第
二
項
（
第
一
号
に

十
三
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
百

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
二
十
一

六
十
五
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
百
六
十

を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
五
第
二
項
（
第

五
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の

含
む
。
）
、
第
百
六
十
六
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係

十
九
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
八
十
条
の
十
七
に
お
い

第
百
六
十
五
条
の
二
十
一
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二
項
（
第
一

部
分
に
限
り
、
第
百
六
十
五
条
の
二
十
二
第
三
項
に

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
九
十
六
条
第
五

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
六

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
二

条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

十
四
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

百
八
十
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百

、
第
二
百
四
十
条
の
七
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部

九
十
六
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
五
第
一

）
、
第
百
九
十
六
条
第
五
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

項
（
第
二
百
七
十
二
条
の
四
十
第
一
項
に
お
い
て
準

に
限
る
。
）
、
第
二
百
二
十
四
条
第
三
項
（
第
一
号

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
百
八
十
五
条
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に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
四
十
条
の
七
第

第
二
項

二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百

七
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
（
第
二
百
七
十
二
条
の

四
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

並
び
に
第
二
百
八
十
五
条
第
二
項

資
産
の
流
動
化
に
関
す

第
五
条
第
四
項
及
び
第
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準

資
産
の
流
動
化
に
関
す

第
五
条
第
四
項
及
び
第
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準

る
法
律

用
す
る
会
社
法
第
三
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係

る
法
律

用
す
る
会
社
法
第
三
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第

四
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
二

四
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
二

十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
三
十
八
条
及
び
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準

、
第
六
十
三
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

用
す
る
同
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
一
号

り
、
第
二
百
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
百
八
十
二
条
の
六

合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準

第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六

用
す
る
同
法
第
三
百
十
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る

十
三
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第

部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
五
条
第
二
項
及
び
第
二

二
百
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

百
四
十
五
条
第
二
項
（
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て

む
。
）
、
第
六
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同

同
法
第
三
百
十
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

法
第
三
百
十
一
条
第
四
項
、
第
六
十
五
条
第
三
項
に

限
る
。
）
、
第
六
十
五
条
第
二
項
及
び
第
二
百
四
十

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第

五
条
第
二
項
（
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
六
条
第
二

る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
四
条
第
二

百
十
一
条
第
四
項
、
第
六
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
百
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準
用
す
る
同
法
第
三
百
十
八
条
第
四
項
（
第
一
号
に

七
十
八
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
六
条
第
二
項
に
お

）
、
第
九
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
四
条
第
二
項
（
第

限
る
。
）
、
第
百
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
百
七
十
八

に
限
る
。
）
、
第
百
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

る
同
法
第
四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

九
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用

）
、
第
百
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

す
る
同
法
第
六
百
八
十
四
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係

。
）
、
第
百
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
二
十
九
条
第
二
項
及
び

第
四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
（
第
二
百
五
十
三
条
に
お

限
る
。
）
、
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す

法
第
六
百
八
十
四
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

る
同
法
第
七
百
三
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る

に
限
る
。
）
、
第
百
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
百

部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い

四
十
九
条
第
一
項
（
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
準

て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二
項
（
第
一

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
条
第
三
項
（

第
七
百
三
十
一
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
六
十
四

限
る
。
）
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

条
第
五
項
、
第
二
百
七
十
五
条
第
五
項
及
び
第
二
百

す
る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係

七
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
条
第
三
項
（
第
三
号

四
十
二
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
六
十
四
条
第
五

）
、
第
二
百
六
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
二
百
八
十

項
、
第
二
百
七
十
五
条
第
五
項
及
び
第
二
百
七
十
九

三
条
第
三
項

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
四
十
二

条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

二
百
六
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
二
百
八
十
三
条
第
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三
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
五
（
第
十
条
関
係
）

別
表
第
五
（
第
十
条
関
係
）

金
融
商
品
取
引
法

第
六
条
（
第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
の
十
二
第
一
項

金
融
商
品
取
引
法

第
六
条
（
第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
の
十
二
第
一
項

、
第
二
十
四
条
第
七
項
、
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項

、
第
二
十
四
条
第
七
項
、
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項

、
第
二
十
四
条
の
五
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

、
第
二
十
四
条
の
五
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い

第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
三

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
三

第
四
項
（
第
二
十
七
条
の
八
第
六
項
（
第
二
十
七
条

第
四
項
（
第
二
十
七
条
の
八
第
六
項
（
第
二
十
七
条

の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
二
十
七
条
の
十
一
第
四
項
、
第
二
十
七
条
の

）
、
第
二
十
七
条
の
十
一
第
四
項
、
第
二
十
七
条
の

十
三
第
三
項
並
び
に
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第

十
三
第
三
項
並
び
に
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第

二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
二
十
七
条
の
十
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に

。
）
、
第
二
十
七
条
の
十
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条

の
二
十
二
の
二
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準

の
二
十
二
の
二
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
二
十
七

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
の
二
十
七

（
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

（
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
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る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
一
条
の
三
第
二
項
（
第

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
一
条
の
三
第
二
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
一
条
の
五
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
一
条
の
五
第

二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三

二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三

十
九
条
の
三
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る

十
九
条
の
三
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
十
項
（
第
二
号
に
係

。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
九
項
（
第
二
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
五
第
二
項

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
五
第
二
項

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九

条
の
六
第
五
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

条
の
六
第
五
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
百
三
十
九
条
の
七
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

、
第
百
三
十
九
条
の
七
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
十
三
第
三
項
（

分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条
の
十
三
第
三
項
（

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
九
条

の
十
四
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
十
四
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

及
び
第
百
三
十
九
条
の
二
十
一
第
三
項
（
第
二
号
に

及
び
第
百
三
十
九
条
の
二
十
一
第
三
項
（
第
二
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）

係
る
部
分
に
限
る
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
六
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
六
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第

人
に
関
す
る
法
律

三
十
一
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

人
に
関
す
る
法
律

三
十
一
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
及
び
第
三
項
、
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い

）
及
び
第
三
項
、
第
百
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

て
準
用
す
る
同
法
第
百
八
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第

準
用
す
る
同
法
第
四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
二
号

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
百
八
十
二
条

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百

の
六
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

四
十
九
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
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第
百
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

第
百
四
十
九
条
の
六
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十

四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限

第
三
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
百

る
。
）
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
四
十
九
条
第
二
項

四
十
九
条
の
十
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
百
四
十
九
条
の

を
含
む
。
）

六
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
の
十
第
三
項
、
第
百
四

十
九
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
百
四
十
九
条
の
十
六

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

保
険
業
法

第
十
六
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、

保
険
業
法

第
十
六
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、

第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る

む
。
）
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る

部
分
に
限
り
、
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

部
分
に
限
り
、
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
十
三
条
第
六
項
、
第
二

い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
十
三
条
第
六
項
、
第
二

十
六
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
六
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

、
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
十
七
条

に
限
る
。
）
、
第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
十
七
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
六
条
第
七

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
六
条
第
七

項
、
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

項
、
第
五
十
三
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
三
百
五
十
八
条
第
七
項
、
第
五
十
三
条
の
十
七
に

第
三
百
五
十
八
条
第
七
項
、
第
五
十
三
条
の
十
七
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
二
項
（

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
二
項
（
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第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
四
条
の

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
四
条
の

八
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

八
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

六
十
九
条
の
二
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限

六
十
九
条
の
二
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る

る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
、
第
八
十
二
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

。
）
、
第
八
十
二
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

に
限
り
、
第
九
十
六
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る

に
限
り
、
第
九
十
六
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
七
条
第
三
項
（
第
二
号

場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
七
条
第
三
項
（
第
二
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
二
号
に

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
二
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
七
条
第
六
項
、
第
九
十
六

て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
七
条
第
六
項
、
第
九
十
六

条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
九

条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
百
九

十
一
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
一
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
七
百
九
十
四
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

、
第
七
百
九
十
四
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
及
び
第
八
百
一
条
第
四
項
（
第
二
号
に

に
限
る
。
）
及
び
第
八
百
一
条
第
四
項
（
第
二
号
に

係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

係
る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
十
六
条
の
九
第
五
項
に

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
十
六
条
の
九
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
百
三
条
第
三
項
（
第
二

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
百
三
条
第
三
項
（
第
二

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
百
十
一
条
第
三

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
百
十
一
条
第
三

項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
八
百

項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
八
百

十
五
条
第
四
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

十
五
条
第
四
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
項
（
第
二
百
十
条
第
一

、
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
項
（
第
二
百
十
条
第
一

項
（
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

項
（
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
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及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す

及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
五
十
六
条
の
二
第
二
項

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
五
十
六
条
の
二
第
二
項

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五

条
の
二
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

条
の
二
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
百
六
十
五
条
の
九
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

、
第
百
六
十
五
条
の
九
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
三
項
（

分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
三
第
三
項
（

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
百
六
十
五
条
の
十

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
百
六
十
五
条
の
十

四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
百
六
十
五
条
の
十
五
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

第
百
六
十
五
条
の
十
五
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
九
第
二
項
（

分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
の
十
九
第
二
項
（

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
五
条

の
二
十
一
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、

の
二
十
一
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、

第
百
六
十
六
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

第
百
六
十
六
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
六
条
第
三
項
（
第

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六
十
六
条
第
三
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
八
十
条
の
十

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
八
十
条
の
十

七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二

七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二

項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
九
十

項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
九
十

六
条
第
五
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

六
条
第
五
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
二
百
二
十
四
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に

第
二
百
二
十
四
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
並
び
に
第
二
百
四
十
条
の
七
第
二
項
（
第

限
る
。
）
並
び
に
第
二
百
四
十
条
の
七
第
二
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

資
産
の
流
動
化
に
関
す

第
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三

資
産
の
流
動
化
に
関
す

第
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
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る
法
律

十
一
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

る
法
律

十
一
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三

、
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三

十
三
条
第
六
項
、
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準

十
三
条
第
六
項
、
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
二
百
七
条
第
六
項
、
第
三
十
八
条
及

用
す
る
同
法
第
二
百
七
条
第
六
項
、
第
五
十
八
条
第

び
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
六
条
第
七
項

八
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限

、
第
八
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

る
。
）
及
び
第
百
八
十
二
条
の
六
第
三
項
（
第
二
号

三
百
五
十
八
条
第
七
項
、
第
八
十
六
条
第
二
項
に
お

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
八
条
第
二
項
に

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
二
項
（
第

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
六
条
第
七
項
、
第
八

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
五
条
第
四
項

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
五

及
び
第
二
百
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

十
八
条
第
七
項
、
第
八
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準

同
法
第
四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部

用
す
る
同
法
第
三
百
七
十
八
条
第
二
項
（
第
二
号
に

分
に
限
る
。
）
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
五
条
第
四
項
及
び
第

準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二
項
（
第
二
号

二
百
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
二
百
四
十
五
条

四
百
四
十
二
条
第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
信
託
法
第
百
十
条
第
一

る
。
）
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

項
及
び
第
二
項

る
同
法
第
四
百
九
十
六
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
二
百
四
十
五
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
信
託
法
第
百
十
条
第
一
項
及
び

第
二
項
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二
十
六

保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
九
号
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
特
定
少
額
短
期
保
険
業
者
に
係
る
登
録
申
請
の
添
付
書
類
）

（
特
定
少
額
短
期
保
険
業
者
に
係
る
登
録
申
請
の
添
付
書
類
）

第
二
十
五
条

改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
に
対
す
る
規
則

第
二
十
五
条

改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
に
対
す
る
規
則

第
二
百
十
一
条
の
三
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
会
社
」
と
あ
る

第
二
百
十
一
条
の
三
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
会
社
」
と
あ
る

の
は
「
法
人
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
書
類
及
び
貸
借

の
は
「
法
人
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
書
類
及
び
貸
借

対
照
表
に
計
上
さ
れ
た
資
産
の
数
量
及
び
価
額
が
相
当
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

対
照
表
に
計
上
さ
れ
た
資
産
の
数
量
及
び
価
額
が
相
当
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
、
公
認
会
計
士
、
監
査
法
人
、
税
理
士
又
は
税
理
士

、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
、
公
認
会
計
士
、
監
査
法
人
、
税
理
士
又
は
税
理
士

法
人
（
確
認
す
べ
き
資
産
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
資
産
に

法
人
（
確
認
す
べ
き
資
産
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
資
産
に

つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
を
含
む
。
）
が
確
認
し
た
書
類
」
と
、
同
条
第
四
号
中

つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
を
含
む
。
）
が
確
認
し
た
書
類
」
と
、
同
条
第
四
号
中

「
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、
指

「
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行

名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
。
第
五
号
に
お
い
て

役
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
同
条
第
五
号

同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
取
締
役
及
び
監
査

中
「
取
締
役
及
び
監
査
役
（
会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計
参
与
を

役
（
会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計
参
与
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に

含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
「
当

お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
「
当
該
取
締
役
及
び
監
査
役

該
取
締
役
及
び
監
査
役
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
役
員
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
役
員
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
限
る
。
）
」
と
あ
る
の

限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
限
る
。
）
及
び
登
録
申
請
時
に
お
い
て
引
受
け
を

は
「
限
る
。
）
及
び
登
録
申
請
時
に
お
い
て
引
受
け
を
行
っ
て
い
る
保
険
契
約

行
っ
て
い
る
保
険
契
約
に
係
る
責
任
準
備
金
が
保
険
数
理
に
基
づ
き
合
理
的
か

に
係
る
責
任
準
備
金
が
保
険
数
理
に
基
づ
き
合
理
的
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ
り

つ
妥
当
な
方
法
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
険
計
理
人

積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
険
計
理
人
が
確
認
し
た
結
果
を
記

が
確
認
し
た
結
果
を
記
載
し
た
意
見
書
」
と
、
同
条
第
八
号
中
「
株
主
」
と
あ

載
し
た
意
見
書
」
と
、
同
条
第
八
号
中
「
株
主
」
と
あ
る
の
は
「
社
員
」
と
、

る
の
は
「
社
員
」
と
、
「
書
面
（
相
互
会
社
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
社
員
に
な
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「
書
面
（
相
互
会
社
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
社
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
名
簿

ろ
う
と
す
る
者
の
名
簿
）
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
」
と
す
る
。

）
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
」
と
す
る
。

（
特
定
少
額
短
期
保
険
業
者
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
に

（
特
定
少
額
短
期
保
険
業
者
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
に

記
載
す
る
事
項
等
）

記
載
す
る
事
項
等
）

第
二
十
七
条

特
定
少
額
短
期
保
険
業
者
に
対
す
る
規
則
第
二
百
十
一
条
の
三
十

第
二
十
七
条

特
定
少
額
短
期
保
険
業
者
に
対
す
る
規
則
第
二
百
十
一
条
の
三
十

七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
株
式
会
社
に
あ

七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
株
式
会
社
に
あ

っ
て
は
、
持
株
数
の
多
い
順
に
十
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基
金

っ
て
は
、
持
株
数
の
多
い
順
に
十
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基
金

拠
出
額
の
多
い
順
に
五
以
上
」
と
、
「
株
主
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
者
又
は
基

拠
出
額
の
多
い
順
に
五
以
上
」
と
、
「
株
主
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
者
又
は
基

金
拠
出
者
」
と
、
「
発
行
済
株
式
の
総
数
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基

金
拠
出
者
」
と
、
「
発
行
済
株
式
の
総
数
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基

金
の
総
額
」
と
、
「
持
株
数
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基
金
拠
出
額
」

金
の
総
額
」
と
、
「
持
株
数
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基
金
拠
出
額
」

と
、
同
号
ニ
中
「
取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て

と
、
同
号
ニ
中
「
取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取

は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
）
」

締
役
及
び
執
行
役
）
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
当
期

と
あ
る
の
は
「
役
員
」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純
損

純
利
益
又
は
当
期
純
損
失
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
当
期
純
剰
余
又
は
当
期

失
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
当
期
純
剰
余
又
は
当
期
純
損
失
）
」
と
あ
る
の

純
損
失
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
期
純
剰
余
又
は
当
期
純
損
失
」
と
、
「
資
本
金

は
「
当
期
純
剰
余
又
は
当
期
純
損
失
」
と
、
「
資
本
金
の
額
及
び
発
行
済
株
式

の
額
及
び
発
行
済
株
式
の
総
数
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
基
金
（
法
第
五
十

の
総
数
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
基
金
（
法
第
五
十
六
条
の
基
金
償
却
積
立

六
条
の
基
金
償
却
積
立
金
を
含
む
。
）
の
総
額
）
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額

金
を
含
む
。
）
の
総
額
）
」
と
あ
る
の
は
「
出
資
の
額
又
は
基
金
の
総
額
」
と

又
は
基
金
の
総
額
」
と
、
同
項
第
五
号
イ
中
「
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算

、
同
項
第
五
号
イ
中
「
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
（
連
結
財
務
諸
表
を

書
（
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
及
び
株
主
資
本
等
変
動

作
成
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
及
び
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
（
相
互
会
社
に

計
算
書
（
相
互
会
社
に
あ
っ
て
は
、
剰
余
金
処
分
又
は
損
失
処
理
に
関
す
る
書

あ
っ
て
は
、
剰
余
金
処
分
又
は
損
失
処
理
に
関
す
る
書
面
及
び
基
金
等
変
動
計

面
及
び
基
金
等
変
動
計
算
書
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
剰
余
金
処
分
又
は
損
失

算
書
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
剰
余
金
処
分
又
は
損
失
処
理
に
関
す
る
書
面
」

処
理
に
関
す
る
書
面
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
ハ
、
同

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
ハ
、
同
項
第
三
号
ロ

、
同
項

項
第
三
号
ロ

、
同
項
第
五
号
ニ
及
び
ホ
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

⑾

⑾
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第
五
号
ニ
及
び
ホ
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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二
十
七

特
定
目
的
会
社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
四
十
四
号
）

改

正

案

現

行

（
設
立
時
又
は
成
立
後
の
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
）

（
設
立
時
又
は
成
立
後
の
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
定
目
的
会
社
の
特

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
定
目
的
会
社
の
特

定
資
本
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
特
定
目
的
会
社
に
対
し
て
支
払

定
資
本
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
特
定
目
的
会
社
に
対
し
て
支
払

わ
れ
た
金
銭
又
は
給
付
さ
れ
た
金
銭
以
外
の
財
産
の
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す

わ
れ
た
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

一

法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
十
二
条
第
一
項

一

法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
五
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
同
項
に
定
め
る
額
を
支
払
う
義
務
（
当
該
義
務
を
履
行
し
た

の
規
定
に
よ
り
同
項
に
定
め
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
う
義
務
（
当
該

者
が
法
第
十
六
条
第
三
項
第
一
号
の
財
産
を
給
付
し
た
発
起
人
で
あ
る
場
合

義
務
を
履
行
し
た
者
が
法
第
十
六
条
第
三
項
第
一
号
の
財
産
を
給
付
し
た
発

に
お
け
る
当
該
義
務
に
限
る
。
）

起
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
義
務
に
限
る
。
）

二

法
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一

二

法
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
号
に
定
め
る

項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
号
に
定
め
る

額
を
支
払
う
義
務

額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
う
義
務

三

法
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
三
条
の
二

（
新
設
）

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
号
に
定

め
る
行
為
を
す
る
義
務

２

法
第
四
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項

２

法
第
四
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
額
を
支

第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
号
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
額
の
全

払
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
定
目
的
会
社
の
優
先
資
本
金
の
額
は

部
又
は
一
部
を
支
払
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
定
目
的
会
社
の
優

、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
特
定
目
的
会
社
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
額
が
増
加

先
資
本
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
特
定
目
的
会
社
に
対
し
て
支
払
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す
る
も
の
と
す
る
。

わ
れ
た
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

（
通
則
）

（
通
則
）

第
六
十
二
条

法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
業
報
告
は
、

第
六
十
二
条

法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
業
報
告
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
目
的
会
社
の
状
況
に
関
す
る
重
要
な
事
項
（
計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明

細
書
の
内
容
と
な
る
事
項
を
除
く
。
）
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

一

当
該
特
定
目
的
会
社
の
状
況
に
関
す
る
重
要
な
事
項
（
計
算
書
類
及
び
そ

（
新
設
）

の
附
属
明
細
書
の
内
容
と
な
る
事
項
を
除
く
。
）

二

当
該
特
定
目
的
会
社
と
そ
の
支
配
社
員
と
の
間
の
取
引
（
当
該
特
定
目
的

（
新
設
）

会
社
と
第
三
者
と
の
間
の
取
引
で
当
該
特
定
目
的
会
社
と
そ
の
支
配
社
員
と

の
間
の
利
益
が
相
反
す
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
目
的
会

社
の
当
該
事
業
年
度
に
係
る
注
記
表
に
お
い
て
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
注
記
を
要
す
る
も
の
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
四
号
か

ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を
省
略
す
る
も
の
を
除
く
。
）

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
取
引
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
取
引
を
す
る
に
当
た
り
当
該
特
定
目
的
会
社
の
利
益
を
害
さ
な
い

よ
う
に
留
意
し
た
事
項
（
当
該
事
項
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

）
ロ

当
該
取
引
が
当
該
特
定
目
的
会
社
の
利
益
を
害
さ
な
い
か
ど
う
か
に
つ

い
て
の
当
該
特
定
目
的
会
社
の
取
締
役
の
判
断
及
び
そ
の
理
由

（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
）

（
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
）
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第
六
十
八
条

特
定
目
的
会
社
が
当
該
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
会
計
監
査
人

第
六
十
八
条

特
定
目
的
会
社
が
当
該
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
会
計
監
査
人

設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
事
業
報
告
の
内
容
と
し
な

設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
事
業
報
告
の
内
容
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
事
業
年
度
に
係
る
各
会
計
監
査
人
の
報
酬
等
の
額
及
び
当
該
報
酬
等

二

当
該
事
業
年
度
に
係
る
各
会
計
監
査
人
の
報
酬
等
の
額

に
つ
い
て
監
査
役
が
法
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
九

十
九
条
第
一
項
の
同
意
を
し
た
理
由

三
～
七

（
略
）

三
～
七

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

各
事
業
年
度
に
係
る
特
定
目
的
会
社
の
事
業
報
告
に
係
る
附
属
明
細
書
に
は

５

各
事
業
年
度
に
係
る
特
定
目
的
会
社
の
事
業
報
告
に
係
る
附
属
明
細
書
に
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
定
目
的
会
社
の
事
業
報
告
の
内
容
を
補
足
す

、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
定
目
的
会
社
の
事
業
報
告
の
内
容
を
補
足
す

る
重
要
な
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
重
要
な
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

当
該
特
定
目
的
会
社
と
そ
の
支
配
社
員
と
の
間
の
取
引
（
当
該
特
定
目
的

（
新
設
）

会
社
と
第
三
者
と
の
間
の
取
引
で
当
該
特
定
目
的
会
社
と
そ
の
支
配
社
員
と

の
間
の
利
益
が
相
反
す
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
目
的
会

社
の
当
該
事
業
年
度
に
係
る
注
記
表
に
お
い
て
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
注
記
を
要
す
る
も
の
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
四
号
か

ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を
省
略
す
る
も
の
に
限
る
。
）

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
取
引
に
係
る
第
六
十
二
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ

る
事
項
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６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

提
供
計
算
書
類
等
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
注
記
表
に
係
る
も
の
又
は
事
業
報

４

提
供
計
算
書
類
等
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
注
記
表
に
係
る
も
の
及
び
事
業
報

告
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る

告
に
表
示
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る

情
報
を
、
定
時
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
定
時
社
員
総

情
報
を
、
定
時
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時
か
ら
定
時
社
員
総

会
の
日
か
ら
三
箇
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ

会
の
日
か
ら
三
箇
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ

り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
資
産
の
流
動
化

り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
資
産
の
流
動
化

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
八
号
。
以
下
「

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
八
号
。
以
下
「

施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の

施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の

う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に

う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に

供
す
る
電
気
送
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自

供
す
る
電
気
送
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自

動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ

動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ

る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
八
項
に
お

同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場

い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各

当
該
事
項
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
社
員
に

め
る
方
法
に
よ
り
社
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の

対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定

項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一

第
六
十
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第

一

第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
六
十
五
条
第
一
号
か

六
十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
八
号
、
第
六
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま

で
並
び
に
第
六
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
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二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

８

第
四
項
の
規
定
は
、
提
供
計
算
書
類
等
に
表
示
す
べ
き
事
項
の
う
ち
注
記
表

（
新
設
）

に
係
る
も
の
若
し
く
は
事
業
報
告
に
表
示
す
べ
き
事
項
以
外
の
も
の
に
係
る
情

報
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
電
磁
的
方
法
に

よ
り
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
）

第
八
十
五
条

法
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照

第
八
十
五
条

法
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事

表
は
、
各
清
算
事
務
年
度
（
同
項
に
規
定
す
る
各
清
算
事
務
年
度
を
い
う
。
以

務
年
度
（
同
項
に
規
定
す
る
各
清
算
事
務
年
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
編
に
お
い

下
こ
の
編
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば

て
同
じ
。
）
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
、
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に

な
ら
な
い
。

基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
貸
借
対
照
表
の
附
属
明
細
書
は
、
貸
借
対
照
表
の
内
容
を
補
足
す

３

第
一
項
の
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の
附
属
明
細
書
は
、
貸
借

る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

対
照
表
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
）

（
各
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
）

第
八
十
六
条

法
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
事
務
報
告

第
八
十
六
条

法
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
清
算
事

は
、
清
算
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
状
況
に
係
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と

務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
は
、
清
算
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
状
況
に
係
る
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
の
附
属
明
細
書
は
、
事
務
報
告
の

２

前
項
の
清
算
事
務
年
度
に
係
る
事
務
報
告
の
附
属
明
細
書
は
、
事
務
報
告
の
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内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
、
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二
十
八

特
定
目
的
会
社
の
監
査
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
四
十
五
号
）

改

正

案

現

行

（
監
査
役
の
監
査
報
告
の
内
容
）

（
監
査
役
の
監
査
報
告
の
内
容
）

第
十
五
条

監
査
役
は
、
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は

第
十
五
条

監
査
役
は
、
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

特
定
目
的
会
社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
第
六
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る

（
新
設
）

事
項
が
事
業
報
告
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
き
又
は
同
令
第
六
十
九
条
第
五

項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
項
が
事
業
報
告
の
附
属
明
細
書
の
内
容
と
な
っ
て

い
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
の
意
見

六

（
略
）

五

（
略
）
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二
十
九

投
資
法
人
の
計
算
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
四
十
七
号
）

改

正

案

現

行

（
成
立
後
の
投
資
口
の
交
付
に
伴
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
）

（
成
立
後
の
投
資
口
の
交
付
に
伴
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
）

第
十
七
条

次
に
掲
げ
る
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
投
資
法
人
の
出
資
剰

第
十
七
条

法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条

余
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
投
資
法
人
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
金

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る

銭
の
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
う
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
投
資
法
人
の

出
資
剰
余
金
の
額
は
、
当
該
義
務
の
履
行
に
よ
り
投
資
法
人
に
対
し
て
支
払
わ

れ
た
額
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
二
条
第
一

（
新
設
）

項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
額

を
支
払
う
義
務

二

法
第
八
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
十
三
条
の
二

（
新
設
）

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定

す
る
支
払
を
す
る
義
務

三

新
投
資
口
予
約
権
を
行
使
し
た
新
投
資
口
予
約
権
者
で
あ
っ
て
法
第
八
十

（
新
設
）

八
条
の
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
二
百
八
十
六
条
の
二
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に

規
定
す
る
支
払
を
す
る
義
務
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三
十

特
定
目
的
会
社
の
社
員
総
会
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
内
閣
府
令
第
五
十
三
号
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

社
員
総
会

第
二
章

社
員
総
会

第
一
節

通
則
（
第
三
条
―
第
十
条
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

社
員
総
会
参
考
書
類

第
二
節

社
員
総
会
参
考
書
類

第
一
款

通
則
（
第
十
一
条
）

第
一
款

通
則
（
第
十
一
条
）

第
二
款

役
員
の
選
任
（
第
十
二
条
―
第
十
五
条
）

第
二
款

役
員
の
選
任
（
第
十
二
条
―
第
十
五
条
）

第
三
款

役
員
の
解
任
等
（
第
十
六
条
―
第
十
九
条
）

第
三
款

役
員
の
解
任
等
（
第
十
六
条
―
第
十
九
条
）

第
四
款

役
員
の
報
酬
等
（
第
二
十
条
―
第
二
十
二
条
）

第
四
款

役
員
の
報
酬
等
（
第
二
十
条
―
第
二
十
二
条
）

第
五
款

計
算
関
係
書
類
の
承
認
（
第
二
十
三
条
）

第
五
款

計
算
関
係
書
類
の
承
認
（
第
二
十
三
条
）

第
五
款
の
二

特
定
出
資
の
併
合
（
第
二
十
三
条
の
二
）

第
五
款
の
三

優
先
出
資
の
併
合
（
第
二
十
三
条
の
三
）

第
六
款

社
員
提
案
の
場
合
に
お
け
る
記
載
事
項
（
第
二
十
四
条
）

第
六
款

社
員
提
案
の
場
合
に
お
け
る
記
載
事
項
（
第
二
十
四
条
）

第
七
款

社
員
総
会
の
参
考
書
類
の
記
載
の
督
促
（
第
二
十
五
条
）

第
七
款

社
員
総
会
の
参
考
書
類
の
記
載
の
督
促
（
第
二
十
五
条
）

附
則

附
則

（
招
集
の
決
定
事
項
）

（
招
集
の
決
定
事
項
）

第
三
条

法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

第
三
条

法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と

三

法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
定
款
に
ロ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
ヘ
に
掲
げ
る
事
項

き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
定
款
に
ロ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
ヘ
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。
）

イ

次
節
の
規
定
に
よ
り
社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
第
二

イ

次
節
の
規
定
に
よ
り
社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項

十
三
条
の
二
第
三
号
及
び
第
二
十
三
条
の
三
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除

く
。
）

ロ
～
ヘ

（
略
）

ロ
～
へ

（
略
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が

六

第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が

社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
議
案
の

社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
議
案
の

概
要
（
議
案
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

概
要
（
議
案
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

特
定
出
資
の
併
合

（
新
設
）

ニ

優
先
出
資
の
併
合

（
新
設
）

ホ
～
リ

（
略
）

ハ
～
ト

（
略
）

（
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

（
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
）

第
十
五
条

取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に

第
十
五
条

取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に

は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

監
査
役
が
当
該
候
補
者
を
会
計
監
査
人
の
候
補
者
と
し
た
理
由

三

議
案
が
法
第
七
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十
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四
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関
す
る
議
案
）

（
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関
す
る
議
案
）

第
十
九
条

取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出

第
十
九
条

取
締
役
が
会
計
監
査
人
の
解
任
又
は
不
再
任
に
関
す
る
議
案
を
提
出

す
る
場
合
に
は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な

す
る
場
合
に
は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

監
査
役
が
議
案
の
内
容
を
決
定
し
た
理
由

二

解
任
又
は
不
再
任
の
理
由

（
削
る
）

三

議
案
が
法
第
七
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
四
十

四
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

三

（
略
）

四

（
略
）

第
五
款
の
二

特
定
出
資
の
併
合

（
新
設
）

第
二
十
三
条
の
二

取
締
役
が
特
定
出
資
の
併
合
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場

合
に
は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

当
該
特
定
出
資
の
併
合
を
行
う
理
由

二

法
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
条
第
二
項
第
一
号

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
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三

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
資
産
の
流
動
化
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
八
号
。
以
下
「
施

行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
の
三
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事

項
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
内
容
の
概
要

第
五
款
の
三

優
先
出
資
の
併
合

（
新
設
）

第
二
十
三
条
の
三

取
締
役
が
優
先
出
資
の
併
合
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場

合
に
は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

当
該
優
先
出
資
の
併
合
を
行
う
理
由

二

法
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
百
八
十
条
第
二
項
第

一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容

三

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
日
に
お
け
る
施
行
規
則
第
四
十
八

条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の

内
容
の
概
要

第
二
十
四
条

議
案
が
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
の
提
出
に
係
る
も
の
で
あ

第
二
十
四
条

議
案
が
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
の
提
出
に
係
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
三
号
か
ら

る
場
合
に
は
、
社
員
総
会
参
考
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
三
号
又
は

第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
社
員
総
会
参
考
書
類
に
そ
の
全
部
を
記
載
す
る

第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
社
員
総
会
参
考
書
類
に
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と

こ
と
が
適
切
で
な
い
程
度
の
多
数
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
も
の
を
も
っ
て
構

が
適
切
で
な
い
程
度
の
多
数
の
文
字
、
記
号
そ
の
他
の
も
の
を
も
っ
て
構
成
さ

成
さ
れ
て
い
る
場
合
（
特
定
目
的
会
社
が
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切

れ
て
い
る
場
合
（
特
定
目
的
会
社
が
そ
の
全
部
を
記
載
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

で
あ
る
も
の
と
し
て
定
め
た
分
量
を
超
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、

る
も
の
と
し
て
定
め
た
分
量
を
超
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
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当
該
事
項
の
概
要
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項
の
概
要
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

議
案
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お

（
新
設
）

い
て
、
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
が
法
第
五
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
請
求
に
際
し
て
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
（
当
該
事
項
が
明
ら
か

に
虚
偽
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項
を
除
く
。
）
を
特
定
目
的
会
社
に

対
し
て
通
知
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

イ

特
定
出
資
の
併
合

第
二
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
事
項

ロ

優
先
出
資
の
併
合

第
二
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
事
項

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
二
十
五
条

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を

第
二
十
五
条

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時

除
く
。
）
に
係
る
情
報
を
、
当
該
社
員
総
会
に
係
る
招
集
通
知
を
発
出
す
る
時

か
ら
当
該
社
員
総
会
の
日
か
ら
三
箇
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て

か
ら
当
該
社
員
総
会
の
日
か
ら
三
箇
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て

電
磁
的
方
法
に
よ
り
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

電
磁
的
方
法
に
よ
り
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
施
行
規
則
第
百
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
（
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

げ
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（

十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
八
号
）
第
百
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ

公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒

る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公

体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置

衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体

に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以

の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に

下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に

入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下

お
い
て
同
じ
。
）
を
と
る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た

同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
場

社
員
総
会
参
考
書
類
を
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も

合
に
は
、
当
該
事
項
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
社
員
総
会
参
考
書
類
を
特
定
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の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場

社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
に
対
し
て
提
供
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ

合
に
限
る
。

の
項
の
措
置
を
と
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

四

社
員
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
が
異
議
を
述

く
。
）
に
つ
き
こ
の
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
監
査
役
が
異
議
を
述

べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

べ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
、

（
新
設
）

電
磁
的
方
法
に
よ
り
特
定
社
員
又
は
優
先
出
資
社
員
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
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三
十
一

担
保
付
社
債
信
託
法
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
四
十
八
号
）

改

正

案

現

行

（
外
国
会
社
の
許
可
の
申
請
）

（
外
国
会
社
の
許
可
の
申
請
）

第
七
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
会
社
は
、
許
可
申
請

第
七
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
会
社
は
、
許
可
申
請

書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
、
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

社
債
募
集
に
関
し
取
締
役
の
過
半
数
の
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

二

社
債
募
集
に
関
し
取
締
役
の
過
半
数
の
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
面
若
し
く
は
取
締
役
会
（
金
融
機
関
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会
）
の
議
事
録

書
面
若
し
く
は
取
締
役
会
（
金
融
機
関
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会
）
の
議
事
録

（
会
社
法
第
三
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
取
締
役
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の

（
会
社
法
第
三
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
取
締
役
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す

と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
面
。
以
下
同
じ
。
）
、
同
法
第
三
百
九
十
九
条
の
十
三
第
五
項
若
し
く

る
書
面
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
同
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役

は
第
六
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
取
締
役
の
決
定
が
あ

会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
執
行
役
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
（
当
該
取
締
役
会
の
議
事
録
を
含
む
。
）
若
し

る
書
面
（
当
該
取
締
役
会
の
議
事
録
を
含
む
。
）
又
は
業
務
を
執
行
す
る
社

く
は
同
法
第
四
百
十
六
条
第
四
項
の
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ

員
の
過
半
数
の
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

く
執
行
役
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
（
当
該
取
締
役
会
の
議

事
録
を
含
む
。
）
又
は
業
務
を
執
行
す
る
社
員
の
過
半
数
の
一
致
が
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
面

三
～
七

（
略
）

三
～
七

（
略
）

（
合
併
の
届
出
）

（
合
併
の
届
出
）
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第
二
十
条

信
託
会
社
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
、
信
託

第
二
十
条

信
託
会
社
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
、
信
託

業
法
又
は
そ
の
他
の
特
別
の
法
律
に
よ
り
金
融
庁
長
官
等
に
合
併
の
認
可
の
申

業
法
又
は
そ
の
他
の
特
別
の
法
律
に
よ
り
金
融
庁
長
官
等
に
合
併
の
認
可
の
申

請
を
す
る
信
託
会
社
を
除
く
。
）
が
合
併
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な

請
を
す
る
信
託
会
社
を
除
く
。
）
が
合
併
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
債
権
者

く
、
各
会
社
は
共
同
し
て
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
、
そ
の
旨
を
金
融

の
異
議
の
催
告
等
（
会
社
法
第
七
百
八
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
を
除
き
、
同

庁
長
官
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
合
併
に
よ
り
信
託
の
業

法
第
七
百
九
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い

務
を
廃
止
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
を
除
き
、
同
法
第

一

合
併
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

八
百
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

二

合
併
に
よ
り
設
立
し
、
又
は
合
併
後
存
続
す
る
会
社
の
定
款

）
又
は
第
八
百
十
条
第
二
項
（
第
三
号
を
除
き
、
同
法
第
八
百
十
三
条
第
二
項

三

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
社

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る

員
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
最
近
の
日
計
表

公
告
及
び
催
告
（
同
法
第
七
百
八
十
九
条
第
三
項
（
同
法
第
七
百
九
十
三
条
第

四

合
併
の
当
事
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
株
主
総
会
の
議
事
録
そ
の

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は

他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

第
七
百
九
十
九
条
第
三
項
（
同
法
第
八
百
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

五

合
併
の
当
事
者
が
持
分
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
総
社
員
の
同
意
が
あ
っ
た

合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
八
百
十
条
第
三
項
（
同
法
第
八

こ
と
を
証
明
す
る
書
面

百
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

）
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

新
聞
紙
又
は
電
子
公
告
（
法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
電
子
公
告
を
い
う
。
次

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
っ
て
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に

七

会
社
法
第
七
百
八
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
を
除
き
、
同
法
第
七
百
九
十

よ
る
公
告
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
後
、
遅
滞
な

三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

く
、
各
会
社
は
共
同
し
て
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
、
そ
の
旨
を
金
融

若
し
く
は
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
を
除
き
、
同
法
第
八
百
二
条

庁
長
官
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
合
併
に
よ
り
信
託
の
業

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

務
を
廃
止
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
百
十
条
第
二
項
（
第
三
号
を
除
き
、
同
法
第
八
百
十
三
条
第
二
項
に
お

一

合
併
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
公

二

合
併
に
よ
り
設
立
し
、
又
は
合
併
後
存
続
す
る
会
社
の
定
款

 
498



告
及
び
催
告
（
同
法
第
七
百
八
十
九
条
第
三
項
（
同
法
第
七
百
九
十
三
条
第

三

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
社

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く

員
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
最
近
の
日
計
表

は
第
七
百
九
十
九
条
第
三
項
（
同
法
第
八
百
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

四

合
併
の
当
事
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
株
主
総
会
の
議
事
録
そ
の

る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
八
百
十
条
第
三
項
（
同

他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

法
第
八
百
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い

五

合
併
の
当
事
者
が
持
分
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
総
社
員
の
同
意
が
あ
っ
た

て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲

こ
と
を
証
明
す
る
書
面

載
す
る
日
刊
新
聞
紙
又
は
電
子
公
告
（
法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
電
子
公

六

債
権
者
の
異
議
の
催
告
等
を
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

告
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
っ
て
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

七

合
併
に
異
議
を
述
べ
た
債
権
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁

こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
公
告
）
を
し
た
こ
と
並
び
に
異
議
を
述
べ
た
債
権
者

済
し
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁
済
し
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提

け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
当
の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
当
該
合

供
し
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相

併
を
し
て
も
当
該
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

当
の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
当
該
合
併
を
し
て
も
当
該
債
権
者
を
害
す

八

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
会
社
が
株
券
発
行
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
会
社

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

法
第
二
百
十
九
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
明
す

八

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
会
社
が
株
券
発
行
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
会
社

る
書
面
又
は
株
式
の
全
部
に
つ
い
て
株
券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明

法
第
二
百
十
九
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た
こ
と
を
証
明
す

す
る
書
面

る
書
面
又
は
株
式
の
全
部
に
つ
い
て
株
券
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明

九

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
た
会
社
で
あ
る
場

す
る
書
面

合
に
は
、
会
社
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た
こ

九

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
た
会
社
で
あ
る
場

と
を
証
明
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発
行
し
て

合
に
は
、
会
社
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た
こ

い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

と
を
証
明
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発
行
し
て

い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
会
社
分
割
の
届
出
）

（
会
社
分
割
の
届
出
）

第
二
十
一
条

信
託
会
社
（
銀
行
法
、
信
託
業
法
又
は
そ
の
他
の
特
別
の
法
律
に

第
二
十
一
条

信
託
会
社
（
銀
行
法
、
信
託
業
法
又
は
そ
の
他
の
特
別
の
法
律
に

よ
り
金
融
庁
長
官
等
に
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
を
す
る
信
託
会
社
を
除
く
。

よ
り
金
融
庁
長
官
等
に
会
社
分
割
の
認
可
の
申
請
を
す
る
信
託
会
社
を
除
く
。

）
が
会
社
分
割
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を

）
が
会
社
分
割
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
債
権
者
の
異
議
の
催
告
等
（
会
社

添
付
し
て
、
そ
の
旨
を
金
融
庁
長
官
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
七
百
八
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
又
は
第
八
百

一

新
設
分
割
計
画
又
は
吸
収
分
割
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
催
告
（
同
法
第
七
百
八
十
九
条
第
三
項

二

会
社
分
割
の
当
事
者
で
あ
る
担
保
付
社
債
専
業
信
託
会
社
の
定
款

若
し
く
は
第
七
百
九
十
九
条
第
三
項
又
は
第
八
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

三

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
社

公
告
を
官
報
の
ほ
か
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
又
は
電
子

員
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
最
近
の
日
計
表

公
告
に
よ
っ
て
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
公
告
（
同
法

四

会
社
分
割
の
当
事
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
株
主
総
会
の
議
事
録

第
七
百
八
十
九
条
第
三
項
又
は
第
八
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
各
別
の
催

そ
の
他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

告
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
告
及
び

五

会
社
分
割
の
当
事
者
が
合
同
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
総
社
員
の
同
意
が
あ

催
告
）
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
後
、
遅
滞
な
く

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
（
当
該
合
同
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す

、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
、
そ
の
旨
を
金
融
庁
長
官
等
に
届
け
出
な
け

る
権
利
義
務
の
一
部
を
他
の
会
社
に
承
継
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
社
員
の
過
半
数
の
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
）

一

新
設
分
割
計
画
又
は
吸
収
分
割
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五

二

会
社
分
割
の
当
事
者
で
あ
る
担
保
付
社
債
専
業
信
託
会
社
の
定
款

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係

三

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
社

る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

員
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
最
近
の
日
計
表

七

会
社
法
第
七
百
八
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
百
九
十
九
条
第
二
項
又

四

会
社
分
割
の
当
事
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
株
主
総
会
の
議
事
録

は
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
催
告
（
同
法
第
七
百
八
十

そ
の
他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
七
百
九
十
九
条
第
三
項
又
は
第
八
百
十
条
第
三
項

五

会
社
分
割
の
当
事
者
が
合
同
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
総
社
員
の
同
意
が
あ

の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
（
当
該
合
同
会
社
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す

新
聞
紙
又
は
電
子
公
告
に
よ
っ
て
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
法

る
権
利
義
務
の
一
部
を
他
の
会
社
に
承
継
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
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に
よ
る
公
告
（
同
法
第
七
百
八
十
九
条
第
三
項
又
は
第
八
百
十
条
第
三
項
の

は
、
社
員
の
過
半
数
の
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
）

規
定
に
よ
り
各
別
の
催
告
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
以
外
の
場
合
に
あ

六

債
権
者
の
異
議
の
催
告
等
を
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

っ
て
は
、
当
該
公
告
及
び
催
告
）
を
し
た
こ
と
並
び
に
異
議
を
述
べ
た
債
権

七

会
社
分
割
に
異
議
を
述
べ
た
債
権
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対

者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁
済
し
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を

し
弁
済
し
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済

提
供
し
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
当
の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
当

相
当
の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
当
該
会
社
分
割
を
し
て
も
当
該
債
権
者

該
会
社
分
割
を
し
て
も
当
該
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
明

を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

す
る
書
面

八

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

八

会
社
分
割
を
す
る
会
社
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第
十
号

、
会
社
法
第
七
百
五
十
八
条
第
五
号
又
は
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
に
該
当

に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

す
る
と
き
は
、
同
法
第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
た

を
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を

こ
と
を
証
明
す
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
新
株
予
約
権
証
券
を
発
行
し

発
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
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三
十
二

金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
）

改

正

案

現

行

（
投
資
運
用
業
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

（
投
資
運
用
業
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

第
百
三
十
条

法
第
四
十
二
条
の
二
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
行

第
百
三
十
条

法
第
四
十
二
条
の
二
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
行

為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

自
己
の
監
査
役
、
役
員
に
類
す
る
役
職
に
あ
る
者
又
は
使
用
人
と
の
間
に

一

自
己
の
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
社
法
第
四
百
条
第

お
け
る
取
引
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
運
用
を
行
う
こ
と
（
第
百
二
十
八

四
項
に
規
定
す
る
監
査
委
員
。
第
百
三
十
四
条
第
一
項
第
六
号
イ
に
お
い
て

条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
。

同
じ
。
）
、
役
員
に
類
す
る
役
職
に
あ
る
者
又
は
使
用
人
と
の
間
に
お
け
る

取
引
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
運
用
を
行
う
こ
と
（
第
百
二
十
八
条
各
号

に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
。

二
～
十
五

（
略
）

二
～
十
五

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）
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三
十
三

金
融
商
品
取
引
所
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
四
号
）

改

正

案

現

行

（
金
融
商
品
取
引
所
の
子
会
社
に
係
る
認
可
申
請
）

（
金
融
商
品
取
引
所
の
子
会
社
に
係
る
認
可
申
請
）

第
十
条

法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
金

第
十
条

法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
金

融
商
品
取
引
所
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁
長

融
商
品
取
引
所
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁
長

官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
認
可
に
係
る
子
会
社
と
な
る
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

三

当
該
認
可
に
係
る
子
会
社
と
な
る
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
。
第
五
十

執
行
役
。
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
お

七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
及
び
役
職
名
を
記
載
し
た
書
面

氏
名
及
び
役
職
名
を
記
載
し
た
書
面

ニ
～
ト

（
略
）

ニ
～
ト

（
略
）

四

（
略
）

四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
規
定
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に

掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示

す
る
方
法
と
す
る
。

す
る
方
法
と
す
る
。
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一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
十
項
第
三
号

六

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
九
項
第
三
号

七
～
十
二

（
略
）

七
～
十
二

（
略
）

（
自
主
規
制
委
員
会
の
職
務
執
行
の
た
め
の
決
定
）

（
自
主
規
制
委
員
会
の
職
務
執
行
の
た
め
の
決
定
）

第
五
十
三
条

法
第
百
六
条
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

第
五
十
三
条

法
第
百
六
条
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
一
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
の
他
の
取
締
役
（
自
主
規
制
委
員
で
あ
る

（
新
設
）

取
締
役
を
除
く
。
）
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項
（
当
該
特
定
株
式
会
社

金
融
商
品
取
引
所
が
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

四

第
一
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
の
執
行
役
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

三

第
一
号
の
取
締
役
又
は
使
用
人
の
執
行
役
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

（
当
該
特
定
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
が
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
で
あ

（
当
該
特
定
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
が
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
る
場
合

る
場
合
に
限
る
。
）

に
限
る
。
）

五

第
一
号
の
取
締
役
及
び
使
用
人
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す

（
新
設
）

る
事
項

六
・
七

（
略
）

四
・
五

（
略
）

八

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な

（
新
設
）

取
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

九

自
主
規
制
委
員
の
職
務
の
執
行
（
自
主
規
制
委
員
会
の
職
務
の
執
行
に
関

（
新
設
）

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続
そ

の
他
の
当
該
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理
に
係
る

方
針
に
関
す
る
事
項
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十
・
十
一

（
略
）

六
・
七

（
略
）

（
吸
収
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
前
開
示
事
項
等
）

（
吸
収
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
前
開
示
事
項
等
）

第
八
十
一
条

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
八
十
一
条

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
金
融
商
品

四

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
金
融
商
品

取
引
所
の
債
務
（
法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

取
引
所
の
債
務
（
法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ

百
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
見
込

と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
見
込

み
に
関
す
る
事
項

み
に
関
す
る
事
項

五

（
略
）

五

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
前
開
示
事
項
）

（
吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
前
開
示
事
項
）

第
八
十
二
条

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
八
十
二
条

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融

五

吸
収
合
併
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る
吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融

商
品
取
引
所
の
債
務
（
法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

商
品
取
引
所
の
債
務
（
法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ

法
第
百
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
吸
収
合
併
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の

る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
。
）
の
履
行
の
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見
込
み
に
関
す
る
事
項

見
込
み
に
関
す
る
事
項

六

（
略
）

六

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
等
）

（
吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
等
）

第
八
十
三
条

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
八
項
に
規
定
す
る
吸
収
合
併
に
関
す
る

第
八
十
三
条

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
七
項
に
規
定
す
る
吸
収
合
併
に
関
す
る

事
項
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

事
項
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

吸
収
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
法
第
百
三
十
九
条
の
三

イ

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

過
ロ

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
法
第
百
三
十
九
条
の
四

イ

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

過
ロ

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

２

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
十
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
電

２

法
第
百
三
十
九
条
の
四
第
九
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
電

磁
的
方
法
は
、
第
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
吸
収
合
併
存
続
会
員

磁
的
方
法
は
、
第
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
吸
収
合
併
存
続
会
員

金
融
商
品
取
引
所
の
定
め
た
も
の
と
す
る
。

金
融
商
品
取
引
所
の
定
め
た
も
の
と
す
る
。

（
新
設
合
併
設
立
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
）

（
新
設
合
併
設
立
会
員
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
）
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第
八
十
五
条

法
第
百
三
十
九
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

第
八
十
五
条

法
第
百
三
十
九
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
百
三
十
九
条
の
五
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

（
新
設
）

三

法
第
百
三
十
九
条
の
五
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
の

二

法
第
百
三
十
九
条
の
五
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
の

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四

（
略
）

三

（
略
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

（
計
算
書
類
に
関
す
る
事
項
）

第
九
十
条

法
第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

第
九
十
条

法
第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
催

定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
催

告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

告
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
吸
収
合
併
存

一

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
に
つ
き
吸
収
合
併
存

続
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二

続
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

ハ

電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
法
第
九
百
十
一
条

第
三
項
第
二
十
八
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

第
三
項
第
二
十
九
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
金

二

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
金

融
商
品
取
引
所
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ

融
商
品
取
引
所
が
会
社
法
第
四
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
っ

て
い
る
場
合

同
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項

て
い
る
場
合

同
法
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

 
507



三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
等
）

（
吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
等
）

第
九
十
一
条

法
第
百
三
十
九
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
九
十
一
条

法
第
百
三
十
九
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

吸
収
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

吸
収
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
法
第
百
三
十
九
条
の
三

イ

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

過
ロ

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

吸
収
合
併
存
続
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
法
第
百
三
十
九
条

イ

法
第
百
三
十
九
条
の
九
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過

の
十
一
及
び
第
百
三
十
九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

ロ

法
第
百
三
十
九
条
の
十
一
及
び
第
百
三
十
九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る

手
続
の
経
過

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
等
）

（
新
設
合
併
設
立
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
の
事
後
開
示
事
項
等
）

第
九
十
四
条

法
第
百
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

第
九
十
四
条

法
第
百
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
設
合
併
消
滅
会
員
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

法
第
百
三
十
九
条
の
十
一
及
び
第
百
三
十
九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
手
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イ

法
第
百
三
十
九
条
の
五
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

続
の
経
過

過
ロ

法
第
百
三
十
九
条
の
五
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

三

新
設
合
併
消
滅
株
式
会
社
金
融
商
品
取
引
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

（
新
設
）

イ

法
第
百
三
十
九
条
の
十
五
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
手
続
の
経

過
ロ

法
第
百
三
十
九
条
の
十
七
及
び
第
百
三
十
九
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
百
三
十
九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
手
続
の
経
過

四

（
略
）

三

（
略
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
設
合
併
に
関
す
る
重
要
な
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

（
合
併
認
可
申
請
書
）

（
合
併
認
可
申
請
書
）

第
九
十
五
条

（
略
）

第
九
十
五
条

（
略
）

２

法
第
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
面
又
は
電
磁
的

２

法
第
百
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
面
又
は
電
磁
的

記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面
（
こ
れ
ら
の
書
面
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録

記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面
（
こ
れ
ら
の
書
面
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録

が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
）
と
す
る
。

が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
）
と
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
五
項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
四
項
、
第
百
三

（
新
設
）

十
九
条
の
五
第
五
項
、
第
百
三
十
九
条
の
九
の
二
若
し
く
は
第
百
三
十
九
条

の
十
五
の
二
又
は
会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二

若
し
く
は
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
会
員
又
は
株
主
が
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あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

十

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
六
項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
五
項
及
び
第
百

九

法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
五
項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
四
項
及
び
第
百

三
十
九
条
の
五
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
若
し

三
十
九
条
の
五
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
若
し

く
は
法
第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
二
項
（
法
第
百
三
十
九
条
の
十
九
に
お
い

く
は
法
第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
二
項
（
法
第
百
三
十
九
条
の
十
九
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
会
社
法
第
七
百
八
十
九
条
第
二
項
、
第

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
会
社
法
第
七
百
八
十
九
条
第
二
項
、
第

七
百
九
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

七
百
九
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
八
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

及
び
催
告
（
法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
七
項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
六
項

及
び
催
告
（
法
第
百
三
十
九
条
の
三
第
六
項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
五
項

、
第
百
三
十
九
条
の
五
第
七
項
若
し
く
は
第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
三
項
（

、
第
百
三
十
九
条
の
五
第
六
項
若
し
く
は
第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
三
項
（

法
第
百
三
十
九
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
会
社

法
第
百
三
十
九
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
会
社

法
第
七
百
八
十
九
条
第
三
項
、
第
七
百
九
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
八
百

法
第
七
百
八
十
九
条
第
三
項
、
第
七
百
九
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
八
百

十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲

十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
官
報
の
ほ
か
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲

載
す
る
日
刊
新
聞
紙
又
は
電
子
公
告
に
よ
っ
て
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

載
す
る
日
刊
新
聞
紙
又
は
電
子
公
告
に
よ
っ
て
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
方
法
に
よ
る
公
告
）
を
し
た
こ
と
並
び
に
異
議
を
述
べ
た
債
権
者
が

れ
ら
の
方
法
に
よ
る
公
告
）
を
し
た
こ
と
並
び
に
異
議
を
述
べ
た
債
権
者
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁
済
し
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供

あ
る
と
き
は
、
当
該
債
権
者
に
対
し
弁
済
し
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供

し
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
当

し
若
し
く
は
当
該
債
権
者
に
弁
済
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
当

の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
合
併
を
し
て
も
当
該
債
権
者
を
害
す
る
お
そ

の
財
産
を
信
託
し
た
こ
と
又
は
合
併
を
し
て
も
当
該
債
権
者
を
害
す
る
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

十
一
～
十
四

（
略
）

十
～
十
三

（
略
）

（
届
出
書
の
提
出
先
等
）

（
届
出
書
の
提
出
先
等
）

第
百
二
十
条

法
第
八
十
一
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
七

第
百
二
十
条

法
第
八
十
一
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
七

条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第

条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第

四
項
、
第
百
条
の
十
六
（
法
第
百
二
条
の
三
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

三
項
、
第
百
条
の
十
六
（
法
第
百
二
条
の
三
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
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含
む
。
）
、
第
百
一
条
の
十
七
第
二
項
、
第
百
二
条
の
十
五
第
一
項
、
第
百
三

含
む
。
）
、
第
百
一
条
の
十
七
第
二
項
、
第
百
二
条
の
十
五
第
一
項
、
第
百
三

条
の
二
第
三
項
、
第
百
五
条
、
第
百
六
条
の
三
第
一
項
、
第
三
項
（
法
第
百
六

条
の
二
第
三
項
、
第
百
五
条
、
第
百
六
条
の
三
第
一
項
、
第
三
項
（
法
第
百
六

条
の
十
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
項
（

条
の
十
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
項
（

法
第
百
六
条
の
十
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六

法
第
百
六
条
の
十
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
六

条
の
八
第
二
項
、
第
百
六
条
の
十
一
第
一
項
、
第
百
六
条
の
十
四
第
三
項
、
第

条
の
八
第
二
項
、
第
百
六
条
の
十
一
第
一
項
、
第
百
六
条
の
十
四
第
三
項
、
第

百
六
条
の
十
七
第
一
項
、
第
百
六
条
の
二
十
二
第
二
項
、
第
百
六
条
の
二
十
四

百
六
条
の
十
七
第
一
項
、
第
百
六
条
の
二
十
二
第
二
項
、
第
百
六
条
の
二
十
四

第
一
項
た
だ
し
書
、
第
百
七
条
第
二
項
、
第
百
二
十
条
、
第
百
二
十
二
条
第
一

第
一
項
た
だ
し
書
、
第
百
七
条
第
二
項
、
第
百
二
十
条
、
第
百
二
十
二
条
第
一

項
（
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

項
（
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
第
二
項
、

。
）
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
第
二
項
、

第
百
二
十
八
条
、
第
百
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
三

第
百
二
十
八
条
、
第
百
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
三

十
五
条
、
第
百
四
十
条
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
（
法
第
百
五
十
三
条
の
四
に

十
五
条
、
第
百
四
十
条
第
二
項
、
第
百
四
十
九
条
、
第
百
五
十
三
条
の
三
又
は

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
五
十
三
条
の
三
又
は
第
百
八
十
八

第
百
八
十
八
条
（
金
融
商
品
取
引
所
及
び
金
融
商
品
取
引
所
持
株
会
社
に
係
る

条
（
金
融
商
品
取
引
所
及
び
金
融
商
品
取
引
所
持
株
会
社
に
係
る
も
の
に
限
る

も
の
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
、
認
可
申
請
書
、
承
認
申
請
書

。
）
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
、
認
可
申
請
書
、
承
認
申
請
書
、
届
出
書
そ

、
届
出
書
そ
の
他
の
書
類
を
内
閣
総
理
大
臣
又
は
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
た
者

の
他
の
書
類
を
内
閣
総
理
大
臣
又
は
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
た
者
は
、
こ
れ
ら

は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
、
当
該
者
の
主
た
る
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在

の
書
類
の
写
し
を
、
当
該
者
の
主
た
る
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在
地
を
管
轄
す

地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に

る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

２

（
略
）

２

（
略
）
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三十四 資金移動業者に関する内閣府令(平成二十二年内閣府令第四号)  別紙様式第１号 

改正案 現行 

別紙様式第１号（第４条関係）                              （日本工業規格Ａ４） 

                                        （第１面） 

 

 （略） 

 

                                       （第２面） 

 

（略） 

 

（記載上の注意） 

１～３ （略） 

４．「取締役及び監査役等」は、監査等委員会設置会社にあっては取締役、指名委員会等設置会社

にあっては取締役及び執行役を記載すること。会計参与設置会社にあっては、会計参与の氏名又

は名称及び住所も記載すること。 

 

（以下略） 

 

別紙様式第１号（第４条関係）                                 （日本工業規格Ａ４） 

（第１面） 

 

 （略） 

 

                                       （第２面） 

 

（略） 

 

（記載上の注意） 

１～３ （略） 

４．「取締役及び監査役等」は、委員会設置会社にあっては取締役及び執行役を記載すること。会

計参与設置会社にあっては、会計参与の氏名又は名称及び住所も記載すること。 

 

 

（以下略） 
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三
十
五

資
金
清
算
機
関
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
二
年
内
閣
府
令
第
五
号
）

改

正

案

現

行

（
免
許
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
免
許
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
四
条

法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類

第
四
条

法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類

は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次

一

免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次

に
掲
げ
る
書
類

に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役

ハ

取
締
役
及
び
監
査
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び

、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
。
ハ
に
お

執
行
役
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
履
歴
書
及
び
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ

い
て
同
じ
。
）
の
履
歴
書
及
び
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

れ
に
代
わ
る
書
面
並
び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
が
法
第
六
十
六
条
第
二
項

並
び
に
取
締
役
及
び
監
査
役
が
法
第
六
十
六
条
第
二
項
第
四
号
イ
か
ら
ホ

第
四
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
当

ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
当
該
取
締
役
及
び
監

該
取
締
役
及
び
監
査
役
が
誓
約
す
る
書
面

査
役
が
誓
約
す
る
書
面

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

ホ

取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
担
当

ホ

取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
担
当
業
務
を

業
務
を
記
載
し
た
書
面

記
載
し
た
書
面

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）

（
資
金
清
算
業
の
一
部
の
委
託
の
承
認
の
申
請
等
）

（
資
金
清
算
業
の
一
部
の
委
託
の
承
認
の
申
請
等
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）
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２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

受
託
者
の
取
締
役
及
び
監
査
役
（
理
事
、
監
事
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る

四

受
託
者
の
取
締
役
及
び
監
査
役
（
理
事
、
監
事
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
を
含
み
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会

者
を
含
み
、
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
及
び
執
行
役
と
す
る

等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
及
び
執
行
役
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
六
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
掲

い
て
同
じ
。
）
が
法
第
六
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し

げ
る
要
件
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

五
～
十
二

（
略
）

五
～
十
二

（
略
）

十
三

受
託
者
の
取
締
役
（
理
事
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
含
み
、
指
名
委

十
三

受
託
者
の
取
締
役
（
理
事
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
含
み
、
委
員
会

員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
と
す
る
。
）
の
担
当
業
務
を
記
載

設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
と
す
る
。
）
の
担
当
業
務
を
記
載
し
た
書

し
た
書
面

面

十
四

（
略
）

十
四

（
略
）

３

金
融
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

３

金
融
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

受
託
者
の
取
締
役
及
び
監
査
役
並
び
に
会
計
参
与
が
法
第
六
十
六
条
第
二

四

受
託
者
の
取
締
役
、
会
計
参
与
及
び
監
査
役
が
法
第
六
十
六
条
第
二
項
第

項
第
四
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

四
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

五

（
略
）

五

（
略
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
無
尽
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
無
尽
業
法
施
行
細
則
業
務
報
告
書
雛
形
、
監
査
書
雛
形
及
び
附
属
明
細
書
ひ
な
形

は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し

、
施
行
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
、
第
二
号

の
五
様
式
、
第
三
号
様
式
、
第
三
号
の
二
様
式
、
第
四
号
の
三
様
式
、
第
五
号
様
式
、
第
五
号
の
三
様
式
、
第
五
号
の
四
様

式
、
第
十
号
の
三
様
式
及
び
第
十
七
号
様
式
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
有
価
証
券
通
知
書
、
有
価
証
券
届
出
書
、
有
価

証
券
報
告
書
、
四
半
期
報
告
書
、
半
期
報
告
書
、
臨
時
報
告
書
、
親
会
社
等
状
況
報
告
書
及
び
自
己
株
券
買
付
状
況
報
告
書

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
さ
れ
る
有
価
証
券
通
知
書
、
有
価
証
券
届
出
書
、
有
価
証
券
報
告
書
、
四
半
期
報
告
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書
、
半
期
報
告
書
、
臨
時
報
告
書
、
親
会
社
等
状
況
報
告
書
及
び
自
己
株
券
買
付
状
況
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
銀
行
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銀
行
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
銀
行
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。

）
別
紙
様
式
は
、
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度

に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
施
行
日
以
後
に
監
査
役
の
監
査
を
受
け
る
事
業
報
告
に
つ

い
て
は
、
新
銀
行
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
九
号
２

の
表
記
載
上
の
注
意
８
、
別
紙
様
式
第
九
号
の
二
２

の
表
記
載
上

(1)

(1)

の
注
意
８
及
び
別
紙
様
式
第
十
四
号
２

の
表
記
載
上
の
注
意
８
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(1)

２

施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
初
の
も
の
に
係
る
事
業
報
告
に
係
る
新
銀
行
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
九

号
８
の
記
載
上
の
注
意
、
別
紙
様
式
第
九
号
の
二
８
の
記
載
上
の
注
意
及
び
別
紙
様
式
第
十
四
号
８
の
記
載
上
の
注
意
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
運
用
状
況
」
と
あ
る
の
は
、
「
運
用
状
況
（
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
以
後
の
も
の
に

限
る
。
）
」
と
す
る
。
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３

前
項
の
事
業
報
告
及
び
附
属
明
細
書
に
係
る
新
銀
行
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
九
号

の
記
載
上
の
注
意
、
別
紙
様
式
第

10

九
号
の
二

の
記
載
上
の
注
意
及
び
別
紙
様
式
第
十
四
号

の
記
載
上
の
注
意
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

10

10

定
中
「
含
む
」
と
あ
る
の
は
、
「
含
み
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
た
も
の
に
限
る
」
と
す
る
。

（
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

施
行
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
係
る
信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会
の
業
務
報
告
の
記

載
又
は
記
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
初
の
も
の
に
係
る
信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会
の
業
務
報
告
に
係
る

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
運

用
状
況
」
と
あ
る
の
は
、
「
運
用
状
況
（
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
以
後
の
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

（
保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
保
険
業
法
施
行
規
則
」
と
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い
う
。
）
別
紙
様
式
は
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に

係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た

だ
し
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
一
号
の
三
の
二
及
び
別
紙
様
式
第
一
号
の
七
の
二
の
規
定
は
施
行
日
前
に
終
了

し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

２

施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
創
立
総
会
（
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
新
保
険
業
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
創
立
総
会
を
い
う
。
）
に
係
る
創
立
総
会
参
考
書

類
（
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
六
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
創
立
総
会
参
考
書
類
を
い
う
。
）
の
記
載
に
つ
い
て
は

、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
保
険
契
約
者
総
会
に
係
る
保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
（
新
保
険
業
法
施
行
規

則
第
三
十
八
条
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
保
険
契
約
者
総
会
参
考
書
類
を
い
う
。
）
（
保
険
契
約
者
総
代
会
を
設
け
て
い
る
場

合
に
は
保
険
契
約
者
総
代
会
参
考
書
類
（
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
四
十
条
の
二
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
保
険
契
約
者
総
代

会
参
考
書
類
を
い
う
。
）
）
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
（
保
険
契
約
者
総
代
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会
を
設
け
て
い
る
場
合
に
は
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
四
十
条
の
三
第
一
項
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
初
の
も
の
に
係
る
定
時
株
主
総
会
よ
り
前
に
開
催
さ
れ
る
保
険
業
を
営
む

４
株
式
会
社
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
険
株
式
会
社
」
と
い
う
。
）
の
株
主
総
会
に
係
る
株
主
総
会
参
考
書
類
（
新
保
険

業
法
施
行
規
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
株
主
総
会
参
考
書
類
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
別
紙

様
式
第
四
号
記
載
上
の
注
意
１
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

 

⑥

他
の
者
の
子
会
社
等
（
会
社
法
第
２
条

他
の
会
社
の
子
会
社
（
会
社
法
第
２
条
第
３
号
に
規

第
３
号
の
２
に
規
定
す
る
子
会
社
等

定
す
る
子
会
社

次
に
掲
げ
る
事
項

次
に
掲
げ
る
事
項
（
イ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

 

⑥
ロ

他
の
者
（
当
該
他
の
者
の
子
会
社
等

他
の
会
社
（
当
該
他
の
会
社
の
子
会
社

他
の
者
に

他
の
会
社
に
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⑥
ハ

他
の
者

他
の
会
社

会
社
法
施
行
規
則

会
社
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平

 
⑦
ヘ
ⅲ

成
二
十
七
年
法
務
省
令
第
六
号
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
会
社
法
施
行
規
則

、
他
の
者
の
子
会
社
等

、
他
の
会
社
の
子
会
社

 

の
３
⑧

事
項

事
項
（
イ

を
除
く
。
）

次
に
掲
げ
る

次
に
掲
げ
る

に
掲
げ
る
事
項

他
の
者

他
の
会
社

 

の
３
⑧
ロ

子
会
社
等

子
会
社

 

の
３
⑧
ハ

他
の
会
社

他
の
者

 

⑧

他
の
者
の
子
会
社
等

他
の
会
社
の
子
会
社

次
に
掲
げ
る
事
項

次
に
掲
げ
る
事
項
（
イ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

 

⑧
ロ

他
の
者
（
当
該
他
の
者
の
子
会
社
等

他
の
会
社
（
当
該
他
の
会
社
の
子
会
社

他
の
者
に

他
の
会
社
に
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⑧
ハ

他
の
者

他
の
会
社

 
⑧

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

当
該
株
式
会
社
、
そ
の
親
会
社
（
会
社
法
第
２
条
第

に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
も

４
号
に
規
定
す
る
親
会
社
を
い
う
。
以
下
⑧
に
お
い

の

て
同
じ
。
）
又
は
当
該
親
会
社
（
当
該
株
式
会
社
に

親
会
社
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
株
式
会
社

）
の
子
会
社
（
当
該
株
式
会
社
を
除

。
）
若
し
く

く

は
関
連
会
社
（
会
社
計
算
規
則
第
２
条
第
３
項
第
18

号
に
規
定
す
る
関
連
会
社
を
い
う
。
以
下
⑧
に
お
い

て
同
じ
。
）
（
当
該
親
会
社
が
会
社
で
な
い
場
合
に

お
け
る
そ
の
子
会
社
及
び
関
連
会
社
に
相
当
す
る
も

の
を
含
む
。
）

５

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
保
険
株
式
会
社
の
株
主
総
会
に
係
る
株
主
総
会

参
考
書
類
に
つ
い
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
四
号
及
び
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
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二
号
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
相
互
会
社
（
新
保
険
業
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
社
員
総
会
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
場
合
に
は
、
総
代
会
）
に
係
る
社
員
総
会
参
考
書
類

（
総
代
会
を
設
け
て

（
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
十
九
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
社
員
総
会
参
考
書
類
を
い
う
。
）

（
新
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
代
会
参
考
書
類
を
い
う

い
る
場
合
に
は
、
総
代
会
参
考
書
類

）
に
つ
い
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
五
号
（
総
代
会
を
設
け
て
い
る
場
合
に
は
新
保
険
業
法
施
行
規

。
）

則
別
紙
様
式
第
五
号
の
三
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
事
業
報
告
及
び
業
務
報
告
書
（
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
報
告
）
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後

に
監
査
役
の
監
査
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
。

一

保
険
会
社
（
新
保
険
業
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る

株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
第
１
事
業
報
告
書
２ 

記
載
上
の
注
意
８
（
特
定
取
引
勘
定
設
置

会
社
（
新
保
険
業
法
第
十
七
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
取
引
勘
定
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
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じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
の
二
第
１
事
業
報
告
書
２ 

記
載
上
の
注
意
８
）

二

保
険
持
株
会
社
（
新
保
険
業
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
保
険
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
で
あ
る
株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
五
号
の
二
２ 

記
載
上
の
注
意
８

三

少
額
短
期
保
険
業
者
（
新
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
六
号
の
十
七
第
１
事
業
報
告
書
２ 

記
載
上

の
注
意
８

四

少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
（
新
保
険
業
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社

を
い
う
。
）
で
あ
る
株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
六
号
の
二
十
六
２ 

記
載
上
の
注
意
８

８

施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
初
の
も
の
に
係
る
事
業
報
告
及
び
業
務
報
告
書
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
運
用
状
況
」
と
あ
る
の
は
、
「
運
用
状
況
（

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号

）
の
施
行
の
日
以
後
の
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

一

保
険
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
第
１
事
業
報
告
書
８
記
載
上
の
注
意
（
特
定
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取
引
勘
定
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
の
二
第
１
事
業
報
告
書
８
記
載
上
の
注
意

）
二

保
険
会
社
で
あ
る
相
互
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
第
１
事
業
報
告
書
８
記
載
上
の
注
意
（
特
定

取
引
勘
定
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
の
二
第
１
事
業
報
告
書
８
記
載
上
の
注
意

）
三

保
険
持
株
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
五
号
の
二
８
記
載
上
の
注
意

四

少
額
短
期
保
険
業
者

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
六
号
の
十
七
第
１
事
業
報
告
書
８
記
載
上
の
注
意

９

前
項
の
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
並
び
に
同
項
の
業
務
報
告
書
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
当
該
各
号
に
定

め
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
含
む
」
と
あ
る
の
は
、
「
含
み
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
た
も

の
に
限
る
」
と
す
る
。

一

保
険
株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
第
１
事
業
報
告
書

記
載
上
の
注
意
（
特
定
取
引
勘
定
設

10

置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
七
号
の
二
第
１
事
業
報
告
書

記
載
上
の
注
意
）

10
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二

保
険
持
株
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
五
号
の
二

記
載
上
の
注
意

10

三

少
額
短
期
保
険
業
者
で
あ
る
株
式
会
社

新
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
六
号
の
十
七
第
１
事
業
報
告
書

記
10

載
上
の
注
意
及
び
第
２
附
属
明
細
書
２ 

記
載
上
の
注
意

（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
投
資
法
人
の
創
立
総
会
に
係
る
創
立
総
会
参
考
書
類
の
記
載
に
つ
い
て
の

第
十
九
条
に
よ
る
改
正
後
の
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
無
尽
業
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（

平
成
二
十
七
年
内
閣
府
令
第
三
十
七
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
四
十
五
条
」
と
す
る
。

２

施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
投
資
法
人
の
投
資
主
総
会
に
係
る
投
資
主
総
会
参
考
書
類
の
記
載
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
上
場
株
式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

以
後
に
そ
の
末
日
が
到
来
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
初
の
も
の
に
係
る
定
時
株
主
総
会
よ
り
前
に
開
催
さ
れ

第
八
条

施
行
日

る
株
主
総
会
又
は
種
類
株
主
総
会
に
係
る
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
三
十
六
条
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の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
参
考
書
類
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
参
考
書
類
」
と
い
う
。
）
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
第
二
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
上
場
株
式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い

て
「
新
議
決
権
代
理
行
使
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
五
条
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

前
項
の
参
考
書
類
に
係
る
新
議
決
権
代
理
行
使
府
令
第
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
他
の

者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
会
社
」
と
、
「
子
会
社
等
」
と
あ
る
の
は
「
子
会
社
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第

一
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

第
一
項
の
参
考
書
類
に
係
る
新
議
決
権
代
理
行
使
府
令
第
二
条
第
三
項
第
六
号
、
第
二
条
の
三
第
三
項
第
六
号
及
び
第
四

条
第
三
項
第
六
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
議
決
権
代
理
行
使
府
令
第
二
条
第
三
項
第
六
号
ハ
中
「
会
社
法
施
行
規

則
」
と
あ
る
の
は
、
「
会
社
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
法
務
省
令
第
六
号
）
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
会
社
法
施
行
規
則
」
と
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
株
主
総
会
又
は
種
類
株
主
総
会
に
係
る
参
考

書
類
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
内
閣
府
令
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
者
を
監
事
に
選
任
し
て
い
る
信
用
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
、
信
用

金
庫
連
合
会
又
は
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
監
事
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
関
す

る
通
常
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
内
閣
府
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
信
託
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
信
託
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
十
二
号
は
、
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事

業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
特
定
目
的
会
社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

施
行
日
前
に
そ
の
末
日
が
到
来
し
た
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
係
る
特
定
目
的
会
社
の
事
業
報
告
及
び
そ

の
附
属
明
細
書
の
記
載
又
は
記
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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２

施
行
日
以
後
に
そ
の
末
日
が
到
来
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
初
の
も
の
に
係
る
特
定
目
的
会
社
の
事
業
報
告
及
び
そ
の
附

属
明
細
書
に
係
る
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
目
的
会
社
の
計
算
に
関
す
る
規
則
第
六
十
二
条
第
二
号
及
び

第
六
十
九
条
第
五
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
含
む
」
と
あ
る
の
は
、
「
含
み
、
会
社
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施

行
の
日
以
後
に
さ
れ
た
も
の
に
限
る
」
と
す
る
。

（
特
定
目
的
会
社
の
社
員
総
会
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

施
行
日
前
に
招
集
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
特
定
目
的
会
社
の
社
員
総
会
に
係
る
社
員
総
会
参
考
書
類
の
記
載
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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